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第１７８回鳥取県医師会（定例）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２１年３月１４日（土）

午後４時～午後５時１５分

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代 議 員 総 数
４８名

４．出席代議員数
４１名

５．出席の役員等
岡本会長、野島・富長両副会長

宮�・渡辺・天野・神鳥各常任理事

武田・吉中・吉田・明穂・井庭・笠木各理事

清水監事

長田顧問

６．議 決 事 項
次の７議案について原案通り可決、承認し

た。

第１号議案 平成２０年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第２号議案 平成２１年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成２１年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 平成２１年度鳥取県医師会共済会

収支予算（案）について

第６号議案 平成２１年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第７号議案 平成２１年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

７．会 議 の 状 況
〈魚谷議長〉

それでは、定刻になりましたので、ただい

まから第１７８回鳥取県医師会定例代議員会を

開会致します。まず、事務局より資格確認を

お願い致します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４８名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は４１名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈魚谷議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

最初に議事録署名人の選出でございますが、

議長にご一任願えますか。

［「異議なし」と言う声多数あり］

それでは、１２番・杉山長毅代議員、２３番・

新田辰雄代議員のお二方にお願い致します。

では、日程に従いまして、「会長挨拶」を

お願い致します。岡本会長、よろしくお願い

致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１７８

回鳥取県医師会定例代議員会を開催致しまし

たところ、お忙しいなか、また突然雪が舞い

足元の悪いなか、ご出席を賜りまして誠にあ

りがとうございます。

本日の主な議案は、平成２１年度事業計画案

とそれに伴います収支予算案等４議案および

会費減免申請の承認でございます。詳細につ

きましては、後程、担当役員が説明致します

ので、慎重審議の上、何卒ご承認を賜ります

ようよろしくお願い致します。

さて、折角の機会ですので、最近の動向等

につきまして２～３述べさせていただきます。

皆さんご案内のとおり、日本医師会は２月

に「グランドデザイン２００９」を発表致しまし

た。これは、「第１部 安心と幸せのための

医療」「第２部 国民を守る医療制度とその

財源」の２部構成となっています。

第１部の「医師不足対策と医療従事者の確

保」のなかで、地域医療崩壊の原因が財源不

足であることを言っています。このことは臨

床研修医制度に及んでおり、５、６年生で現

在行われている臨床実習をして卒後研修を１

年にし、財源確保も十分にするとしています。

前から言われているように２，２００億円の削減

は撤廃して欲しいと言っております。

次に、第２部「医療制度のあり方」ですが、

日医案では後期高齢者医療制度において医療

費の９割は国の負担で行うべきであるとして

います。前から言っていますが、保険でなく
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保障の理念の下、少し進んだ形で消費税を導

入してそれに充てていこうという方向を考え

ています。前は各保険者から少しずつ頂いて

いたのを国に５％ずつ振り替えていこうと

言っていたのですが、消費税案が浮上してく

ると途端に早くしようと言っています。保障

と言いながらも保険料は徴収しようと言って

いるわけで、保険料を出さないと厚労省のも

のでなくて財務省のものになると言っていま

す。一昨日、米子市で西島参議院議員の講演

があり、西島議員の論調もそうでした。私も

異論を唱えましたが、頑としてやはり保険料

は徴収するべきだというお話しでした。ただ、

保険料を徴収するとどうしても保険者が大き

なものになってしまいます。ですから、保険

は今さら７５歳まで国に貢献した人達に保険料

を徴収するのではなく、ゼロにして医療機関

での一部負担が１割に相当するものを支払っ

て頂ければいいということを前々から申して

おります。一時、日本医師会でもそのような

論調が出てきたのですが、今度のグランドデ

ザインでは、保険料を徴収した方がいい案と、

徴収しない方がいいという案が併記されてい

ます。それを見ても保険ではなくて保障とい

うことであれば、そこまで踏み込むべきでは

ないかと考えていますが、先生方のご意見を

頂戴したいと思っています。

現在、鳥取県医師会では、フェーズ３と言

われる新型インフルエンザ対策に取り組んで

います。鳥取県ではかなり前から取り組まれ

ており、県医師会として天野常任理事、笠木

理事に委員として参画いただいています。ま

た、笠木理事が中心となり、「鳥取県医師会

感染症危機管理対策委員会監修」として立派

な６０～９０分の講演ができるパワーポイントを

作成していただきました。まだ、手を加えな

いといけないものですが、私はいち早く産業

医としての講演に使わせていただきました。

非常に良いものが出来ております。４月から

解禁となっており、地域住民や産業医として

会社単位での啓発用に有効活用してもよろし

いと許可を得ています。もちろんご自分自身

で手直ししながら使っていただいたらよろし

いかと思いますので、ご希望の方は、県医師

会にお申し出下さい。

女性医師の医師会活動参画が鳥取県では非

常に遅れており、我々も急いでいますが、な

かなか軌道にのりません。来年度になります

が、４月１６日（木）に「女性医師懇談会」を

開催する予定です。各地区医師会の会長さん

が中心となってよろしくご協力の程お願い致

します。

最後に、前から話が出ていますが、公益法

人のことです。これに関しては一般法人でも

いいのではないかというご意見をいただいて

おりますが、地域住民の皆様への責務を果た

していく立場にある医師会としましては、出

来れば公益法人をきちんと担保し獲得して住

民へのサービスにあたっていきたいと考えて

います。既存の「定款・諸規程改正検討委員

会」では対応が難しいので、まず少数精鋭で

各地区医師会長さん、顧問弁護士さん、公認

会計士さん等も加えた委員会の設立を新年度

にたち上げるべく準備中です。取得できない

ものではありませんし、取得出来るような形

にならないと本当の鳥取県医師会ではないと

私は考えています。会員の皆さんの忌憚のな

いご意見も頂戴しながら進んで行こうと思っ

ていますので、よろしくお願いして開会の挨

拶と致します。

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまの会長

挨拶につきまして、ご発言がありましたら挙

手をお願い致します。

それでは、ないようでございますので、５

番の議事に移ります。

第１号議案「平成２０年度鳥取県医師会会費

減免申請承認について」を上程致します。執

行部のご説明をお願いします。明穂理事、よ

ろしくお願い致します。

〈明穂理事〉

会計担当の明穂でございます。ご説明致し

ます。お手元の議案書４頁をご覧下さい。平

成２０年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追

加分）でございます。東部から２名で、申請

理由は、病気療養中１名、研修医１名です。

よろしくお願い致します。

〈魚谷議長〉

ただいまのご説明につきまして、何かご質

問はございませんか。

ないようですので、採決に移ります。

第１号議案を原案通り可決することに賛成

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

3



の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第１号

議案は原案通り可決されました。

続いて、第２号議案「平成２１年度鳥取県医

師会事業計画案について」を上程致します。

執行部のご説明をお願いします。野島副会長、

お願い致します。

〈野島副会長〉

副会長の野島でございます。それではご説

明致します。議案書５頁をご覧下さい。

［以下、議案書により説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまのご説

明につきまして、何かご質問はございません

か。

〈岡本会長〉

追加説明致します。先程、野島副会長から

特定健診の料金について７，８００円と説明があ

りました。この時点では７，８００円としていま

したが、先般発送した書面では８，０００円で締

結出来るのではないかと連絡させて頂きまし

た。これは保険者協議会から市町村国保を除

いた被用者保険や国保組合等の集団の中で、

いわゆる代表保険者と県医師会との集合契約

です。また、各地区におかれては、会長さん

の方で市町村国保と締結する時に８，０００円を

加味していただければと思います。

もう１点は、現在、県医師会で代行入力を

させていただいでおり、５００円いただいてお

りますが、来年度は４００円でと思っています

ので、よろしくお願い致します。

あと、中国四国厚生局との打合会について

ですが、実は一昨日、広島から担当の方がお

出でになってお話を伺いました。その中に鳥

取県におられた方もお出でで、いろいろ揉め

ているという話を伺いました。鳥取県では集

団個別指導をきちんとしているが、広島県や

岡山県ではほとんどしていません。現在、両

県に働きかけているが、なかなか難しい状況

にあるとのことです。ただ５県が平等性を担

保していかないと中国四国厚生局は成り立っ

ていかないということで苦労しておられます。

私の方から、せっかく中国四国厚生局となり、

中国地区が一本化されたのであれば、鳥取県

だけの高点数でどうとか言うのはおかしいの

で、中国地区全部のなかで点数の高低を言っ

て欲しいと要望しておきました。それに対し

ては、「厚労省では全国一律となり中国四国

厚生局がいらなくなるのではないか」と心配

しておられました。

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまの岡本

会長からの追加説明を含めまして何かご質問

等はございませんか。

〈１番：板倉代議員〉

１番の板倉でございます。特定健診につい

てです。東部医師会では市町村国保に８，０００

円でお願いしたいと連絡しました。大抵は了

解されましたが、この間の特定健診に関する

アンケートでは、料金設定７，５００円が適当と

思われるかどうかの設問について、確か７１％

が妥当であるという結果が出ていたようです。

それを市町村に送ってありますが、アンケー

ト結果を見られたら、ちょっとまずいかなと

いう感じがしたのですが、いかがでしょうか。

〈魚谷議長〉

いかがでしょうか。執行部からの答弁をお

願い致します。

〈宮�常任理事〉

特定健診を担当しています宮�です。去年

の１２月２３日に日本医師会館で特定健診・特定

保健指導担当理事連絡協議会が開催され、そ

の際、保険者に特定健診の電子化費用が転嫁

されていないということでした。そのため２１

年度に向けて電子化費用分をどのくらい上乗

せするか、１月２９日に開催された「特定健

診・特定保健指導対策委員会」で検討した結

果、５００円を電子化費用として加算すること

になりました。また、中国四国での特定健診

料金を比べてみたところ、どこも８，０００円あ

るいは８，０００円を超えています。確かにアン

ケート調査では、そのような結果が出ました

が、２１年度は８，０００円ということでさせてい

ただきたいと思います。

〈１番：板倉代議員〉

そのアンケート結果を市町村国保に送って

あるということが少し矛盾している感じがし

たので発言しました。

〈魚谷議長〉

その点について、アンケート結果を送って

あるかないかを含めていかがでしょうか。
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〈宮�常任理事〉

市町村へは昨年１２月８日に実施したアン

ケート結果等を含め、検討した結果、特定健

診費用は電子化費用分を上乗せするとした会

議録を掲載した県医師会報を送っています。

〈岡本会長〉

鳥取県医師会では、委員会で決定したこと

はオープンにしていますので、すべて会報に

掲載します。板倉代議員が言われるように、

あの時は７，５００円でした。ですから会報に掲

載した会議録の顛末は７，５００円になっていま

す。ただ、それ以後、神鳥医師国保常務理事

が理事で谷口事務長が代理出席している保険

者協議会へは、８，０００円でお願いしたいと申

し入れました。谷口事務長からも契約を

８，０００円で提出することを聞いたのですが、

まだ保険者協議会と協議していないので、会

員の先生方にはまず８，０００円で契約してよろ

しいかとのお願いをしました。まだ決まって

はおりませんが、８，０００円で大丈夫というこ

とです。野島副会長が言われたように、その

頃は７，５００円としていましたが、８，０００円で出

来るのであれば、皆さんにはいいかなと思っ

ています。先生がおっしゃるように手の内を

さらけ出してから、あとから言うのはおかし

いのではないかということについては、非常

に不備がありました。申し訳ないと思ってい

ますが、御了承をお願いします。

〈１番・板倉代議員〉

わかりました。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。その他に何かご質問

等はございませんでしょうか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第２号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第２号

議案は原案通り可決されました。

続きまして、第３号議案「平成２１年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について」を上程

致します。執行部のご説明をお願いします。

明穂理事、よろしくお願い致します。

〈明穂理事〉

それでは議案書２０頁をご覧下さい。ご説明

致します。

２０～２６頁にわたって詳細が記載されていま

す。高齢会員１２４名で、その内訳は東部が渡

辺元先生９８歳を始めとして４０名、中部が斎藤

鈴子先生８９歳を始めとして２３名、西部が田中

喜美恵先生９３歳を始めてとして４１名です。病

気療養中は東部３名、中部１名です。研修医

は計２７名です。減免総額は４，７８８，０００円です。

研修医は、東部が鳥取赤十字病院１名、鳥取

県立中央病院６名、中部が県立厚生病院１名、

あと鳥取大学医学部附属病院１９名です。以上、

よろしくお願い致します。

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ただいまのご説

明について、何かご質問はございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

す。

第３号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

「挙手多数」と認めます。よって、第３号

議案は原案通り可決されました。

次に、第４号議案「平成２１年度鳥取県医師

会一般会計収支予算案について」を上程致し

ます。執行部のご説明をお願いします。明穂

理事、よろしくお願い致します。

〈明穂理事〉

それでは議案書２７頁をご覧下さい。ご説明

致します。

［以下、議案書について説明］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。ここで予算案に

対する質問の他に、会務全般にわたっての質

疑を行います。

昨日までに届いた質問はございませんので、

この場でご意見のある方はご発言を承りたい

と存じます。ご質問、ご意見のある方は挙手

をお願い致します。

〈３６番：飛田代議員〉

３６番の飛田です。前に戻りますが、事業計

画についてです。１３頁の「７．医政対策�県

及び関係団体との連携」の「県警察本部との

連携を図る（認知症疑い高齢者の運転免許証

更新時における診断の協力）。」ですが、具体

的にはどのような取組みをされるのでしょう

か。
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〈魚谷議長〉

いかがでしょうか。これに対するご回答を

お願い致します。

〈渡辺常任理事〉

介護保険、認知症対策を担当しております

渡辺でございます。この度、道路交通法の改

正に伴い、認知症をもつ高齢者の運転が制限

されることになりました。具体的には、本年

６月以降、７５歳以上の運転者が免許証の更新

を行う場合、免許センターにて簡単な認知機

能検査を受けます。その際、認知機能の低下

している可能性のある人も免許証の更新はで

きますが、その後一定の交通違反（信号無視、

通行禁止違反、交差点完全進行義務違反等）

をした場合、臨時適性として検査公安委員会

の指定した認知症専門医療機関を受診しても

らい、その上で、認知症と診断された場合は

免許の取り消し・停止の処分がなされること

になります。

鳥取県警察本部から県医師会あてに、協力

の要請が来ておりますので、今般の制度改正

の概要について会員への周知、認知症専門医

療機関の推薦などを通して密接に連携を図っ

てゆきたいと思います。

〈３６番：飛田代議員〉

ありがとうございます。一般の開業医に認

知症について問い合わせがあって、それにつ

いて開業医が診断を求められることはまずな

いということで、よろしいでしょうか。

〈渡辺常任理事〉

指定の専門医療機関で行うということにな

りますので、かかりつけ医の先生にはご迷惑

がかからない形になると思います。

〈３６番：飛田代議員〉

過疎地だと高齢者は免許証がなくなると非

常に困るということを言われる現状がありま

す。我々がそれを求められた時、認知症だか

ら更新できないことを言うのは非常に言いづ

らいということが念頭にあったものですから

伺いました。それでは専門の医療機関という

ことですね。ありがとうございました。

〈魚谷議長〉

よろしいでしょうか。その他にございませ

んか。

ないようでございますので、第４号議案の

採決に移ります。

第４号議案を原案通り可決することに賛成

の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第４号

議案は原案通り可決されました。

次に、第５号議案から第７号議案までの３

議案を一括上程致します。執行部のご説明を

お願いします。明穂理事、よろしくお願いし

ます。

〈明穂理事〉

ご説明致します。議案書の４０頁をご覧下さ

い。

［以下、議案書について説明］

〈魚谷議長〉

ただいまのご説明について、何かご質問は

ございませんか。

ないようですので、採決に移ります。

第５号議案から第７号議案までの３議案に

ついて、いずれも原案通り可決することに賛

成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第５号

議案から第７号議案までの３議案はいずれも

原案通り可決されました。

これで、本日の議案はすべて終了致しまし

た。ここで閉会にあたりまして、岡本会長か

ら一言ご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日は、平成２１年度事業計画及び予算等７

議案につきまして慎重ご審議をいただき、そ

の上、いずれも原案通りご承認を賜りまして

誠にありがとうございます。

今後は、公益法人として胸を張って歩ける

ような医師会を作っていく方針のもとに進ん

でいきたいと思っています。どうか先生方、

ご理解の上、ご協力の程よろしくお願いしま

して御礼の挨拶と致します。ありがとうござ

いました。

［拍手］

〈魚谷議長〉

ありがとうございました。本日は、長時間

にわたりご審議をいただき、しかも円滑な議

事運営ができ、予定時間をかなり余して終了

することができました。代議員各位のご理解

ご協力に感謝申し上げます。

それでは、以上をもちまして、第１７８回鳥
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取県医師会定例代議員会を閉会致します。あ

りがとうございました。

［拍手］

［午後５時１５分閉会］

第１７８回鳥取県医師会定例代議員会

［議 長］ 魚 谷 純 印

［署名人］ 杉 山 長 毅 印

［署名人］ 新 田 辰 雄 印
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第１７８回鳥取県医師会（定例）代議員会次第

と き 平成２１年３月１４日（土） 午後４時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．議 事
第１号議案 平成２０年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第２号議案 平成２１年度鳥取県医師会事業計

画（案）について

第３号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

第４号議案 平成２１年度鳥取県医師会一般会

計収支予算（案）について

第５号議案 平成２１年度鳥取県医師会共済会

収支予算（案）について

第６号議案 平成２１年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支予算（案）

について

第７号議案 平成２１年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支予算（案）に

ついて

６．閉 会

第１７８回鳥取県医師会定例代議員会名簿

平成２１年３月１４日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 山 下 裕 ３３ 西部 小 林 哲

２ 〃 谷 口 玲 子 １８ 〃 吉 田 泰 之 ３４ 〃 左 野 喜 實

３ 〃 福 島 明 １９ 中部 池 田 宣 之 ３５ 〃 石 井 敏 雄

４ 〃 秋 藤 洋 一 ２０ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 飛 田 義 信

５ 〃 安 陪 隆 明 ２１ 〃 伊 藤 文 利 ３７ 〃 宝 意 規 嗣

６ 〃 石 谷 暢 男 ２２ 〃 安 梅 正 則 ３８ 〃 山 本 仁

７ 〃 乾 俊 彦 ２３ 〃 新 田 辰 雄 ３９ 〃 中 曽 庸 博

８ 〃 大 津 千 晴 ２４ 〃 大 石 一 康 ４０ 〃 長谷川 真 弓

９ 〃 尾 � 眞 人 ２５ 〃 青 木 哲 哉 ４１ 〃 稲 賀 潔

１０ 〃 石 河 利一郎 ２６ 〃 石 田 浩 司 ４２ 〃 小 酒 浩

１１ 〃 小 林 恭一郎 ２７ 西部 魚 谷 純 ４３ 〃 岡 空 輝 夫

１２ 〃 杉 山 長 毅 ２８ 〃 下 山 晶 樹 ４４ 大学 井 上 貴 央

１３ 〃 中 島 公 和 ２９ 〃 作 野 嘉 信 ４５ 〃 長谷川 純 一

１４ 〃 松 浦 喜 房 ３０ 〃 高 見 徹 ４６ 〃 中 島 健 二

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 安 達 敏 明 ４７ 〃 渡 邊 高 志

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 國 頭 七 重 ４８ 〃 西 村 元 延
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会費減免申請の詳細

【傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 金 澤 泰 久 鳥取市 田園町 病気療養中

第１号議案 平成２０年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２０年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ １ １ ０ ０ ２ ２２，０００

中 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

西 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

大 学 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ０ １ １ ０ ０ ２ ２２，０００

【研修医】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 櫻 井 重 久 鳥取県立中央病院

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

9



１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策・自浄

作用活性化対策、診療

情報提供の推進

� 医療安全対策

＊地区医師会との緊密な連携のもと、医師の良識と

社会的使命を基盤として医の倫理の高揚に努める。

＊聖職の自覚、医師相互間の社会性の確立、医師会

団体秩序の維持に努める。

＊日医提唱の「医師の職業倫理指針（改訂版）」の

普及促進を図る。

＊「ピア・レヴュー」（同一専門家による評価）を

行い、保険診療のみならず、医療全般に対する県

民からの更なる信頼の確立に努める。

＊医療安全対策の検証と啓発を行う。

＊医療安全対策の経験交流研修会を開催する。

○ 医療安全対策委員会

第２号議案 平成２１年度鳥取県医師会事業計画について

平成２１年度鳥取県医師会事業計画

〈基本方針〉

現在、全国的に医師不足や診療科の偏在が深刻な状況となっている。その結果、診療科の縮小や

病棟閉鎖にとどまらず、経営危機から廃院を余儀なくされた公的病院も出始めており、地域医療崩

壊の危機が現実のものとなった。そして、救急患者の受け入れ不能による、いわゆる患者のたらい

回しの結果から患者が死亡との報道がなされ社会問題化している。幸い、鳥取県において同様の報

道はないが、いつ起きてもおかしくないほど勤務医不足、地域医療崩壊の危機に瀕している。

また、世界的な金融不安に端を発した経済不況に伴い、リストラによる離職者の増加、そして保

険料滞納による無保険状態の子どもなど弱者への社会保障の積極的対応が求められる時代へと急激

に変化してきている。

このような社会情勢、医療環境の中にあって、医療提供者の立場から、安心で安全な医療を提供

することは当然のことながら、行政と連携して県民の保健、医療、福祉、健康の保持・増進などの

各分野におけるあらゆる行政施策に対しては積極的に関わっていき、社会福祉の増進に尽力してい

くべきである。

更に平成２０年１２月、公益法人制度改革関連法が施行され、各法人は今まで以上に公益目的のため

の事業推進が求められることとなった。本会としても例外ではなく、学術専門団体の立場から、医

の倫理、医療安全の確保、生涯教育の推進など県民の医療に対する信頼を確立するべく社会福祉増

進のための公益事業を積極的に展開していかなければならない。

以上のような状況から平成２１年度事業を展開していくにあたり、下記６項目を重点的に実施する

こととする。

記

１．医の倫理の高揚

２．医療安全対策

３．会員への生涯教育及び県民への健康教育の推進

４．勤務医不足対策及び男女共同参画の取り組み

５．特定健診・特定保健指導の見直しと推進

６．公益法人改革への対応

事 業 項 目 具 体 的 事 項 会議・委員会等
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� 自浄作用活性化対

策

� 診療情報提供の推

進

� 個人情報保護法対

策

３．医学医術の研究奨励

及び生涯教育の推進

� 定例総会の開催

� 医学会の開催

� 日本医師会生涯教

育制度の推進

� 生涯教育の推進、

医学講演会及び研究

会の開催

� 新医師臨床研修制

度への対応

� 鳥取大学及び医学

諸団体との連絡協調

� 医学研究の奨励

	 鳥取医学雑誌の発

行

＊日本医師会「医療従事者のための医療安全対策マ

ニュアル」を周知するとともに、実践の推進を図

る。

＊「産科医療補償制度」の周知及び参加を推奨する。

＊自浄作用活性化の推進を図る。

＊日本医師会「自浄作用活性化推進に向けて」を周

知するともに、実践の推進を図る。

＊診療情報提供の推進を図る。

＊日本医師会「診療情報の提供に関する指針（第２

版）」を周知するとともに実践の推進を図る。

＊医療相談窓口を設置し、県民からの相談にあたる

とともに地区医師会相談窓口との連携を図る。

＊県の医療相談窓口「医療安全支援センター」との

情報交換、連携を図る。

＊法の規定により遵守すべき事項の周知を図り、個

人情報の適正な取扱いに努める。

＊永年在任役職員表彰、医業５０年会員表彰、米寿・

喜寿祝贈呈、鳥取医学賞の授与、特別講演などを

行う。

＊春季医学会、秋季医学会を開催し、会員の研究発

表を行うことにより、医学・医術の向上を図る。

＊日本医師会生涯教育講座を開催し、生涯教育の推

進を図る。

＊インターネット活用による生涯教育の推進を図る。

＊会員に対し、指導医としての必要な知識・技能の

習得を図る。

＊新医師臨床研修制度へ協力する。

＊国立大学法人鳥取大学（医学部及び附属病院）を

はじめ医学諸団体との連携を強化する。

＊鳥取医学賞の選定を行う。

＊会員研究発表を鳥取医学雑誌へ掲載する。

＊総説論文の寄稿を依頼する。

＊春秋医学会での会員研究発表の他、積極的な投稿

○ 職業倫理・自浄作用

活性化委員会

○ 診療情報提供推進委

員会

○ 定例総会

○ 春季医学会（鳥取市）

○ 秋季医学会（米子市）

○ 中国四国医師会連合

医学会

（宇部市 ２１．１０．３―４）

○ 生涯教育委員会

○ 指導医のための教育

ワークショップ

（県医 ２１．１０．２４―２５）

○ 卒後臨床研修委員会

�外 鳥取大学経営協議会

�外 鳥取大学関連管理型

病院協議会

�外 鳥取大学医学部附属

病院 研修管理委員会

�外 県立病院運営評議会

○ 鳥取医学雑誌編集委

員会
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４．地域社会活動対策

� 健康診査管理指導

事業

� 特定健診・保健指

導への対応

� 地域保健活動の推

進

� 糖尿病対策

� 情報ネットワーク

の推進

� 環境対策

を呼びかける。

＊鳥取県健康対策協議会と共同で下記事業を実施す

る。
�
��
�
�
�
��
��
�

がん登録事業の継続、追跡調査の継続、調査結

果の報告、がん検診研究会、読影委員会及び細

胞診判定委員会との連絡強化、がん検診精密検

査医療機関登録

（胃がん、肺がん、乳がん、子宮がん、大腸が

ん、肝がん）

＊臨床検査精度管理事業の推進を図る。

＊鳥取県が実施する衛生検査所の立入検査、精度管

理に協力する。

＊妊婦健康診査の検診回数の拡充（公費負担）に協

力する。

＊研修会の開催など、実施の推進を図る。

＊電子化の代行、集合契約の締結、情報の伝達など

行う。

＊母子保健・医療、少子化対策事業などに協力する。

＊「総合周産期母子医療センター」の運営に協力す

る。

＊疾病構造の地域特性に関する調査、乳幼児・児童

生徒の心臓検診を推進する。

＊「生活習慣病」対策の推進を図る。

＊在宅医療の推進のための実地研修事業を実施する。

＊禁煙指導医、禁煙講演医養成のための研修会の開

催及びニコチン依存症治療に関する情報提供を行

うなど、禁煙指導を推進する。

＊がん撲滅をめざす�がん征圧運動�に協力する。
＊糖尿病の発症予防、合併症予防等の対策を推進す

る。

＊医師向けの研修会開催、県民向けの啓発活動を行

う。

＊糖尿病専門医以外の医師のレベルアップ、治療の

標準化を図る。

＊鳥取県医師会IT化を推進する。

＊地域医療情報ネットワークの構築を推進する。

＊日本医師会テレビ会議システムへ参加する。

＊情報システムに関する講演会を開催する。

＊環境保全対策、医療廃棄物対策、地球温暖化防止

対策を図る。

○ 臨床検査精度管理委

員会

�外 鳥取県精度管理専門

委員会

�外 鳥取県地域・職域連

携推進協議会

�外 鳥取県保険者協議会

�外 鳥取県母子保健協議

会

�外 若年者心疾患対策協

議会

［総会：松山市］

○ 禁煙指導対策委員会

�外 鳥取県がん征圧大会

○ 糖尿病対策推進会議

○ 糖尿病対策推進会議

従事者講習会

○ 情報システム運営委

員会

○ 日医医療情報システ

ム協議会

○ 鳥取県医療情報研究

会

�外 鳥取県環境管理事業

センター参与会
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� 救急医療・防災対

策

	 メンタルヘルス・

自殺対策


 犯罪被害者支援対

策

� 麻薬対策

� 感染症対策

＊在宅医療廃棄物処理ガイドラインを周知する。

＊県立中央病院及び鳥取大学医学部付属病院の「救

命救急センター」の運営に協力し、救急医療体制

の確保・充実に努める。

＊ACLS、JPTECの研修会を開催する。

＊AEDの更なる普及を推進する。

＊救急告示医療機関、平日夜間及び休日急患診療所、

病院群輪番制の連携により救急医療体制の充実を

図る。

＊救命救急医療体制、へき地医療対策、空港におけ

る救急医療体制の整備を検討する。

＊国民保護法による指定地方公共機関として国民保

護業務計画を策定し、武力攻撃やテロ発生時の国

民保護医療に努める。

＊防災体制に協力する。

＊消防防災ヘリコプター体制に協力する。

＊中国四国医師会の緊急連絡体制の整備を検討する。

＊メディカルコントロール体制に協力する。

＊県内でNBCR災害が発生した場合に備え、平素か

ら関係機関相互の連携を図る。
�
�
�
�
�

「NBCR災害」とは、核（Nuclear）、生物剤（Bio-

logical）、化学剤（Chemical）及び放射能（Ra-

diological）による災害をいう。

�
�
�
�
�

＊地域におけるうつ病並びに自殺対策について、鳥

取県並びに鳥取大学医学部と連携して事業推進す

る。

＊産業医研修会等を通じて、会員へ周知する。

＊とっとり被害者支援センターの運営に協力する。

＊麻薬事故防止対策、麻薬・覚せい剤乱用防止運動

（麻薬・向精神薬の説明会、新入会員の指導）を

展開する。

＊麻薬の適正使用の促進を図る。

＊新型インフルエンザ、高病原性鳥インフルエンザ

を始めとする各種感染症対策について県と連携し

て「発熱外来」、「入院対応医療機関」の設置など

に協力し、対策の充実を図る。

＊感染症サーベイランス、Ｂ型及びＣ型肝炎対策、

MRSA対策、院内感染対策の充実を図る。

＊各種予防接種医療機関を登録する。

＊感染症予防法及び県予防計画の周知と協力を行う。

＊県との連携によりインフルエンザワクチンの安定

○ 医療廃棄物処理担当

理事連絡協議会

○ ACLS委員会

�外 鳥取県防災会議

○ 救急医療担当理事連

絡協議会

�外 鳥取県メディカルコ

ントロール協議会

�外 鳥取県NBCR災害対

処現地関係機関連絡会

議

�外 鳥取県自殺対策連絡

協議会

�外 鳥取県犯罪被害者連

絡協議会

�外 薬物乱用防止推進本

部会議

○ 感染症危機管理対策

委員会

○ 日医感染症危機管理

対策会議

�外 エイズ対策専門家会

議

�外 エイズ対策委員会

�外 鳥取県感染症危機管

理対策協議会
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 県及び関係諸団体

の公衆衛生活動への

協力

� 共同利用施設対策

� 健康づくり文化の

創造推進

５．地域医療対策

� 医師確保対策・男

女共同参画

� 地域医療計画対策

� 地域医療連携推進

対策

� 老人保健福祉対策

� 医療法改正対策

６．社会保障医療対策

� 医療保険制度対策

供給に努める。

＊麻しん等集団発生時の対応についてのマニュアル

システムの構築に向けて検討する。

＊麻疹、風疹患者の発生状況報告制度を周知し、協

力する。

＊関係団体等との連携を図る。
�
�
�
�
�
��

公衆衛生協会、保健事業団、社会福祉協議会、社

会福祉審議会、献血推進協議会、交通対策協議会、

環境審議会、医療情報研究会、山陰地区感染症懇

話会、臓器バンク

＊医師会立の医療関連施設の充実対策を推進する。

＊県が進める健康づくり文化創造推進事業に協力す

る。

＊日本医師会女性医師バンク事業等と連携し、地域

医療体制安定化のため医師確保対策に取り組む。

＊「女性医師の懇談会（仮称）」を開催し、女性医

師に鳥取県医師会会務へ積極的に提言、参画して

いただく。

＊託児施設、保育システムなど女性医師対策を検討

する。

＊改定保健医療計画の周知及び推進を図る。

＊地域医療体制の安定化を推進する。

＊有床診療所対策を図る。

＊在宅療養支援診療所の普及を推進する。

＊診診連携、病診連携、病病連携の推進を図る。

＊県主催による各地区での「地域医療を考える県民

会議（フォーラム）」の開催に協力する。

＊保健・医療・福祉の連携充実を図る。

＊老人保健福祉計画の見直しへの対応を図る。

＊老人福祉施設対策を図る。

＊老人訪問看護制度の対応を検討する。

＊改正医療法への対応を検討する。

＊医療特区、混合診療導入反対、国民皆保険制度堅

持の運動を引き続き展開する。

＊社会保障制度の抜本的改正対策を検討する。

＊医療保険制度改革対策を図る。

＊特別医療制度・障害者自立支援制度改革への協力

を図る。

＊薬剤定価・給付基準額制への対策を図る。

＊社会保険診療報酬改定への対応を推進する。

�外 鳥取県インフルエン

ザワクチン対策委員会

�外 鳥取県抗インフルエ

ンザウイルス薬対策委

員会

○ 全国医師会共同利用

施設総会

�外 鳥取県健康づくり文

化創造推進県民会議

�外 鳥取県医療審議会

�外 鳥取県地域医療対策

協議会

�外 保健医療推進会議

�外 全国有床診療所連絡

協議会

�外 老人保健福祉計画推

進委員会

�外 介護実習普及セン

ター運営委員会
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� 介護保険制度対策

� 社会保障医療対策

� 県及び関係団体と

の連絡協調

� 社会保険通信、社

会保障部だよりの発

行

７．医政対策

� 日本医師会との連

携

� 中国四国医師会連

合との連携

＊後期高齢者医療制度の問題点などを検討する。

＊在宅療養支援診療所の推進を図る。

＊レセプトのオンライン請求義務化への対応を検討

する。

＊介護保険の運営、介護保険報酬改訂の周知を図る。

＊介護支援専門員組織との連携を推進する。

＊介護保険事業計画の改正に伴う対策を図る。

＊地域支援事業（介護予防事業）に協力する。

＊療養病床再編計画の周知、推進を図る。

＊適正診療、適正審査の推進を図る。

＊請求事務適正化対策等の調査検討を行う。

＊健保・生保・国保の指導、監査、集団指導、自主的

指導計画を検討し、適正な保険診療の推進を図る。

＊関係法令の周知と地区医師会との連絡強化を図る。

＊新規開業医療機関の医事研修を行う。

＊介護保険診療に伴う個別指導への対応を検討する。

＊中国四国厚生局鳥取事務所、基金、国保連合会等

との連絡強化を図る。（地方社会保険医療協議会

鳥取部会、基金幹事会、国保連業務運営委員会、

基金・国保審査委員会など）

＊県などの各種委員会ヘ委員等を派遣する。（鳥取

県医療審議会、社会福祉審議会など）

＊健保、国保、生保、結核予防、特別医療など医療

保険関係情報の周知徹底を図る。

＊新入会員への啓発研修を行う。

＊日医での諸会議へ役員を派遣し、情報収集、連携

強化を図る。

＊中国四国医師会連合各県との連携強化を図る。

○ 介護保険対策委員会

�外 地域ケア整備構想検

討委員会

○ 社会保障部委員会

［総会・常任委員会］

○ 社会保険指導者講習

会

○ 中国四国厚生局との

打合会

○ 福祉保健課との打合

会

○ 支払基金との懇談会

○ 国保連合会との懇談

会

○ 日医代議員会

○ 都道府県医師会長協

議会

○ 日医の各担当理事連

絡協議会

○ 日医の各種委員会

○ 日医医療政策シンポ

ジウム

○ 中国四国医師会連合

総会

（松江市 ２１．６．６―７）

○ 中国四国医師会連合

各分科会

○ 中国四国医師会連合

常任委員会

○ 中国四国医師会連合

各種研究会
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� 県及び関係団体と

の連携

� 三師会との連携

� 国際交流の推進

� 日医連及び県医連

との連携

� 国民のための医療

推進協議会とっとり

の推進

８．医療経済対策

� 医業経営対策

� 看護職員対策

� 地域社会活動に対

する協力制度の確立

９．広報活動の充実

� 医師会報の発行

� 広報の強化

� 報道機関など対外

広報との連絡

＊県及び関係団体の諸会議、諸行事に協力する。

＊県教育委員会との連携を推進する。

＊県警察本部との連携を図る。（認知症疑い高齢者

の運転免許証更新時における診断の協力）

＊県人権文化センターとの連携を図り、人権擁護活

動を推進する。

＊三師会の連携強化を図る。（当番：薬剤師会）

＊医療保険対策の連携を図る。

＊国際交流事業に協力し、外国人バリアフリーの推

進に協力する。

＊医師会の目的を達成するため医師連盟との適切な

連携を図る。

＊協議会の構成団体の連携により国民のための医療

を守るため、講演会等を開催する。

＊協議会の構成、名称、事業などの見直しを検討する。

＊医業経営に関する情報提供を行う。（麻薬、保険、

協力貯蓄、共済会、医師年金、日本医師従業員国

民年金基金、医療機関厚生年金基金、調査統計等）

＊各種の税制対策に関する情報収集に努める。

＊控除対象外消費税の解消に努める。

＊看護職員養成対策の強化を図る。

＊看護高等専修学校との連携強化、情報交換を図る。

＊訪問看護ステーション、ナースセンター運営事業

へ協力する。

＊各種検診料、検査料等医師報酬の適正化、事故対

策を検討する。

＊取材活動の拡充、編集方針の検討、会報の充実を

図る。

＊医師会サーバによる情報発信の充実を図る。

＊会員向けの広報を徹底する。

＊県民向けの広報活動を強化する。

＊ホームページコンテンツの充実を図る。

＊報道関係との連絡、各種団体対外広報との連携を

図る。

（医師会報、日医ニュース、その他各種資料の配布）

＊県政記者クラブとの懇談会を開催し、医師会活動

のPR及び国民皆保険制度など医療制度の諸問題

について理解していただく。

○ 医療懇話会

○ 県教育委員会との連

絡協議会

�外 鳥取県人権文化セン

ター理事会

�外 鳥取県国際交流財団

理事会

○ 医師会活動説明会

○ 広島国税局との懇談

会

○ 日医医療関係者担当

理事連絡協議会

○ 看護高等専修学校連

絡協議会

�外 准看護師試験委員会

�外 看護職員確保対策協

議会

�外 ナースセンター事業

運営委員会

○ 広報委員会

○ 会報編集委員会

○ 土曜会との懇談会
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� 県民健康教育

１０．部会活動の強化

� 母体保護法指定医

部会

� 学校医部会

� 健康スポーツ医部

会

� 労災指定医部会

� 産業医部会

＊公開健康講座及び健康フォーラムの開催、「保健

の窓」「健康なんでも相談室」を新聞に掲載し、

県民健康教育の充実を図る。

＊生活習慣病対策セミナーを地区医師会の協力のも

と開催する。

＊健康医療相談（毎週木曜日）を継続運営する。

＊県民カレッジ事業へ協力する。

＊県立図書館の出張貸し出しサービスに協力する。

＊母体保護法指定医師の指定審査を行う。

＊学校医活動の強化を図る。

＊学校医研修会を開催し、学校医の資質向上を図る。

＊学校保健会報等広報の充実を図る。

＊鳥取県学校保健会との連携強化を図る。

＊日医学校医講習会、全国及び中国地区学校医大会

への出席と伝達講習を行う。

＊「小児メタボリック症候群診断基準」の周知を図

るとともに、学校現場での実践に向けて、具体的

方策について検討する。

＊「日医認定健康スポーツ医」の認定審査、申請を

行う。

＊健康スポーツ医学再研修会を開催し、健康スポー

ツ医の資質向上を図る。

＊鳥取労働局との連絡協調を図る。

＊労災保険情報センター（RIC）との連携強化を図る。

＊労災保険診療指定医療機関研修会を開催する。

＊産業医活動の強化を図る。

＊産業医研修会を開催し、産業医の資質向上を図る。

＊日医認定産業医の審査、申請を行う。

○ 健康フォーラム（倉

吉市）

○ 公開健康講座１２回

（２回程度は出張講座

とする）

○ 母体保護法指定医師

審査委員会

○ 家族計画母体保護法

指導者講習会

○ 学校医部会運営委員

会

○ 学校医・学校保健研

修会

○ 日医学校医講習会

○ 日医乳幼児保健講習

会

○ 全国学校保健・学校

医大会

（広島市 ２１．１１．１４）

○ 中国地区学校医大会

（休止）

○ 中国四国医師会学校

保健担当理事連絡協議

会（広島市 ２１．１１．１３）

○ 健康スポーツ医委員

会

○ 日医健康スポーツ医

学講習会

○ 健康スポーツ医学再

研修会

�外 日体協スポーツ医学

講習会

�外 労災保険運営協議会

�外 労災保険診療費審査

委員会

�外 労災診療協議会

○ 産業医部会運営委員

会

○ 産業医研修会

○ 産業保健活動推進全
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� 病院部会

� 勤務医部会

	 自賠責部会

１１．会員福祉対策

� 医師国保組合との

連絡提携

� 生命保険、損害保

険団体業務の継続

� 協力貯蓄の推進

� 勤務医協力貯蓄の

推進

� 独立行政法人福祉

医療機構の 業務の

周知

� 共済制度の運営と

見直し

� 医事紛争対策

	 医師賠償責任保険

の継続


 日医医師年金等へ

＊各地域産業保健センターの活動を支援する。

＊鳥取産業保健推進センターの活動に協力する。

＊医療業務の向上、病院経営の改善を支援する。

＊鳥取県病院協会との連携強化を図る。

＊勤務医の入会を促進し、会員増強対策、部会活動

の充実を図る。

＊医師会活動説明会を開催し、加入促進を図る。

＊過重労働、医療安全など勤務医の諸問題解決に向

けて協議するとともに、勤務医部会総会、講演会

等を開催する。

＊自賠責保険診療費算定基準の推進を図る。

＊自賠責保険研修会を開催する。

＊自賠責保険診療費におけるトラブルの解決処理に

あたる。

＊医師国保組合への加入推奨、医師国保組合事業に

協力する。

＊医師賠償責任保険、所得補償保険の募集を行う。

（損保ジャパン）

＊Ｂグループ生命保険の募集を行う。（幹事会社：

明治安田生命）

＊第９次協力貯蓄を推進する。（銀行の指定制等）

＊第８次勤務医協力貯蓄を推進する。（銀行の指定

制等）

＊施設整備資金融資の制度内容、融資利率などの情

報提供を行う。

＊共済会制度を運営する。

＊公益法人改革に伴い、共済会のあり方を検討する。

＊日本医師会との連携を図り、医事紛争の解決処理

にあたる。

＊医事紛争に関する研修会を開催する。

＊医師賠償責任保険、施設賠償責任保険への加入を

推奨する。

＊勤務医会員の加入を推奨する。

＊日医特約保険（２億円補償）への加入を推奨する。

＊日医年金、日本医師・従業員国民年金基金への加

国会議

�外 鳥取県産業保健協議

会

�外 産業保健推進セン

ター運営協議会

�外 鳥取県産業安全衛生

大会

○ 全国医師会勤務医部

会連絡協議会

（松江市 ２１．１１．２８）

○ 鳥取県自動車保険医

療連絡協議会

○ 共済会運営委員会

○ 医事紛争処理委員会

○ 中国四国医師会医事

紛争研究会

（担当：島根県）
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の加入促進

� 鳥取県医療機関厚

生年金基金への対応

� その他の会員福祉

１２．地区医師会との連絡

強化

� 地区医師会との連

携

� 地区医師会事務局

との連携

１３．定款・諸規程改正の

検討

� 定款改正の検討

入を推奨する。

＊運営等現状の分析を図る。

＊救済事業（カウンセリング等）、表彰弔慰を行う。

＊各種の連絡会議を開催し、連携強化を図る。

＊各医師会事務局間相互の連携強化を図る。

＊公益法人改革関連整備法の施行に伴い、定款、諸

規程の見直しを始め、公益認定に向けた諸課題に

ついて検討を行う。

○ 各地区医師会との懇

談会

○ 地区医師会長協議会

○ 地区医師会各担当理

事連絡協議会

○ 事務局職員連絡協議

会

○ 定款・諸規程改正検

討委員会
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会費減免申請の詳細

【高齢・傷病】

所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 Ｂ 渡 辺 元 鳥取市東町 老齢会員（明治４４年２月１２日生）

〃 A１ 西 尾 吉兵衛 〃 富安 〃 （大正７年１２月２５日生）

〃 Ｂ 星 野 信 敏 〃 青葉町 〃 （大正８年４月１４日生）

〃 A１ 桑 田 岩 雄 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正８年１２月１日生）

〃 Ｂ 松 本 安 博 〃 〃 〃 〃 （大正９年１月２日生）

〃 Ｂ 松 岡 京 子 鳥取市行徳 〃 （大正９年６月１８日生）

〃 Ｂ 縄 田 隆 淑 〃 元町 〃 （大正１２年３月３１日生）

〃 Ｂ 坂 本 紀美子 〃 〃 〃 （大正１２年４月９日生）

〃 Ｂ 井 � 成 子 〃 吉方温泉 〃 （大正１２年１２月７日生）

〃 Ｂ 巨 島 怜 子 岩美郡岩美町浦富 〃 （大正１３年１月１日生）

〃 Ｂ 森 田 昌 功 鳥取市吉成南町 〃 （大正１３年１月３日生）

〃 Ｂ 村 尾 ちさと 〃 二階町 〃 （大正１３年３月１１日生）

〃 Ｂ 早 川 慶 子 〃 行徳 〃 （大正１３年４月２２日生）

〃 Ｂ 大 槻 正 巳 八頭郡智頭町智頭 〃 （大正１３年６月２９日生）

〃 Ｂ 野 津 登志子 鳥取市卯垣 〃 （大正１４年７月２０日生）

〃 Ｂ 谷 本 泰 夫 〃 青葉町 〃 （大正１５年２月２４日生）

〃 Ｂ 前 田 隆 守 〃 大工町頭 〃 （大正１５年３月１８日生）

〃 Ｂ 村 江 正 名 〃 吉方温泉 〃 （大正１５年６月２日生）

〃 Ｂ 岸 良 尚 〃 河原町河原 〃 （大正１５年７月７日生）

〃 Ｂ 大 谷 伯 八頭郡八頭町宮谷 〃 （大正１５年１２月１３日生）

〃 Ｂ 上 田 治 鳥取市西町 〃 （昭和２年２月２日生）

〃 Ｂ 西 本 徹 郎 八頭郡八頭町見槻中 〃 （昭和２年４月１２日生）

第３号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２１年度鳥取県医師会会費減免申請一覧

申請理由

地区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ４０ ３ ７ ０ ０ ５０ ２，０４０，０００

中 部 ２３ １ １ ０ ０ ２５ １，３０８，０００

西 部 ４１ ０ ０ ０ ０ ４１ １，２１２，０００

大 学 ０ ０ １９ ０ ０ １９ ２２８，０００

計 １０４ ４ ２７ ０ ０ １３５ ４，７８８，０００
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

東 部 A１ 福 田 源次郎 鳥取市瓦町 老齢会員（昭和２年４月２３日生）

〃 A１ 北 村 正 彦 〃 湯所町 〃 （昭和２年７月１日生）

〃 Ｂ 岡 本 孝 夫 〃 寺町 〃 （昭和２年７月２５日生）

〃 Ｂ 樋 口 實 〃 野坂 〃 （昭和２年９月１９日生）

〃 Ｂ 山 本 穣 〃 末広温泉町 〃 （昭和２年１０月１３日生）

〃 Ｂ 面 谷 幹 夫 〃 吉方温泉 〃 （昭和２年１１月１９日生）

〃 Ｂ 深 澤 義 明 〃 湯所町 〃 （昭和２年１２月１日生）

〃 A１ 岩 井 博 〃 朝月 〃 （昭和３年１月３日生）

〃 Ｂ 早 瀬 啓 〃 川端 〃 （昭和３年２月２６日生）

〃 Ｂ 飯 塚 幹 夫 〃 美萩野 〃 （昭和３年３月７日生）

〃 A１ 入 江 宏 一 〃 西町 〃 （昭和３年４月２日生）

〃 Ｂ 安 田 稔 〃 湯所町 〃 （昭和３年５月１８日生）

〃 A１ 岡 田 不二雄 八頭郡八頭町花 〃 （昭和３年６月１０日生）

〃 A１ 中 尾 政 和 鳥取市鹿野町今市 〃 （昭和３年６月１１日生）

〃 Ｂ 森 納 〃 国府町糸谷 〃 （昭和３年９月１日生）

〃 A１ 田 村 昭 子 〃 掛出町 〃 （昭和３年１２月８日生）

〃 A１ 北 室 文 昭 〃 西町 〃 （昭和４年３月１日生）

〃 Ｂ 谷 口 公 子 〃 南町 〃 （昭和４年３月２２日生）

〃 Ｂ 大 石 徹 〃 鍛冶町 病気療養中

〃 Ｂ 津 田 一 男 〃 栗谷町 〃

〃 Ｂ 金 澤 泰 久 〃 田園町 〃

中 部 A１ 斎 藤 鈴 子 東伯郡湯梨浜町下浅津 老齢会員（大正９年３月７日生）

〃 Ｂ 松 田 伸 倉吉市新町 〃 （大正９年４月２１日生）

〃 Ｂ 安 梅 みどり 〃 関金町大鳥居 〃 （大正１１年７月１６日生）

〃 Ｂ 佐々木 安 夫 〃 〃 関金宿 〃 （大正１１年８月７日生）

〃 Ｂ 徳 岡 淳 一 〃 東巌城町 〃 （大正１１年９月２０日生）

〃 Ｂ 宮 川 鉄 男 東伯郡北栄町瀬戸 〃 （大正１２年３月２８日生）

〃 Ｂ 大 石 恒 善 倉吉市西仲町 〃 （大正１３年６月９日生）

〃 Ｂ 垣 田 堅二郎 〃 東岩倉町 〃 （大正１４年１１月１８日生）

〃 A１ 門 脇 好 登 〃 瀬崎町 〃 （大正１５年１月１１日生）

〃 Ｂ 岸 田 専 蔵 〃 清谷町 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 A１ 音 田 誠 介 東伯郡湯梨浜町田後 〃 （大正１５年８月５日生）

〃 A１ 豊 田 昭 倉吉市東町 〃 （昭和１年１２月３０日生）

〃 Ｂ 森 脇 良 省 〃 新町 〃 （昭和２年１月２２日生）
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

中 部 Ｂ 谷 口 充 倉吉市上井町 老齢会員（昭和２年５月１９日生）

〃 A１ 中 野 治 東伯郡琴浦町保 〃 （昭和２年７月９日生）

〃 A１ 入 江 正 昭 〃 〃 下伊勢 〃 （昭和２年１０月１９日生）

〃 Ｂ 中 村 克 己 米子市西福原 〃 （昭和２年１１月１５日生）

〃 Ｂ 西 田 龍之介 倉吉市上井町 〃 （昭和３年１月１８日生）

〃 Ｂ 林 原 不二夫 東伯郡琴浦町赤碕 〃 （昭和３年６月２８日生）

〃 A１ 尾 西 賢 治 倉吉市上井町 〃 （昭和３年８月１日生）

〃 Ｂ 土 井 学 東伯郡湯梨浜町旭 〃 （昭和３年１０月２５日生）

〃 Ｂ 上 原 崇 義 倉吉市堺町 〃 （昭和３年１２月６日生）

〃 Ｂ 北 岡 宇 一 鳥取市東今在家 〃 （昭和４年１月１７日生）

〃 Ｂ 山 名 忠 己 倉吉市昭和町 病気療養中

西 部 Ｂ 田 中 喜美恵 米子市錦町 老齢会員（大正４年５月１６日生）

〃 A１ 板 倉 奨 日野郡日南町多里 〃 （大正６年１１月１５日生）

〃 Ｂ 渡 邉 豊 米子市観音寺 〃 （大正７年１０月１８日生）

〃 A１ 入 沢 俊 夫 日野郡日南町矢戸 〃 （大正８年６月１８日生）

〃 Ｂ 中 下 静 夫 境港市朝日町 〃 （大正９年６月２４日生）

〃 Ｂ 笠 木 慶 治 米子市中町 〃 （大正１０年１月２日生）

〃 Ｂ 田 中 禾 一 〃 彦名町 〃 （大正１０年５月２６日生）

〃 Ｂ 木 下 準四郎 〃 皆生温泉 〃 （大正１１年７月３０日生）

〃 Ｂ 川 西 基 次 西伯郡南部町福里 〃 （大正１２年１月８日生）

〃 Ｂ 都 田 治 米子市紺屋町 〃 （大正１２年１１月２４日生）

〃 Ｂ 木 下 干 城 〃 角盤町 〃 （大正１３年２月２６日生）

〃 Ｂ 佐 古 恒 徳 〃 加茂町 〃 （大正１３年５月２２日生）

〃 Ｂ 脇 田 收 吉 〃 中町 〃 （大正１４年１月３０日生）

〃 A１ 花 園 直 人 〃 東福原 〃 （大正１４年２月５日生）

〃 Ｂ 福 島 武 彦 境港市元町 〃 （大正１４年１１月５日生）

〃 Ｂ 本 田 恭 治 米子市昭和町 〃 （大正１５年４月２２日生）

〃 Ｂ 吹 野 淳 平 〃 米原 〃 （大正１５年５月２４日生）

〃 Ｂ 仲 村 民 広 西伯郡伯耆町大殿 〃 （大正１５年７月３０日生）

〃 Ｂ 安 達 厚 米子市両三柳 〃 （大正１５年８月６日生）

〃 A１ 三 好 三七夫 〃 道笑町 〃 （大正１５年９月３０日生）

〃 Ｂ 松 野 昭 市 境港市京町 〃 （大正１５年１２月１０日生）

〃 Ｂ 薬師寺 廓 磨 米子市東福原 〃 （昭和２年２月７日生）

〃 Ｂ 小 坂 博 境港市高松町 〃 （昭和２年３月２０日生）
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所 属
医師会

会 員
種 別 氏 名 住 所 申 請 理 由

西 部 A１ 足 立 史 郎 米子市淀江町淀江 老齢会員（昭和２年３月２４日生）

〃 Ｂ 佐 伯 良 人 日野郡江府町江尾 〃 （昭和２年４月１１日生）

〃 Ｂ 中 尾 徳 明 米子市角盤町 〃 （昭和２年５月１０日生）

〃 Ｂ 千 代 庸一郎 西伯郡南部町落合 〃 （昭和２年７月１５日生）

〃 Ｂ 松 田 泰 彦 日野郡日野町根雨 〃 （昭和２年８月２２日生）

〃 Ｂ 近 藤 務 米子市新開 〃 （昭和３年１月１８日生）

〃 Ｂ 立 川 武 境港市湊町 〃 （昭和３年１月２８日生）

〃 Ｂ 新 宮 彦 助 米子市米原 〃 （昭和３年３月１７日生）

〃 Ｂ 石 川 好 明 〃 義方町 〃 （昭和３年３月３１日生）

〃 Ｂ 高 野 正 明 〃 博労町 〃 （昭和３年３月３１日生）

〃 Ｂ 辻 谷 賢 三 〃 観音寺 〃 （昭和３年４月２８日生）

〃 Ｂ 井 上 � 〃 日野町 〃 （昭和３年５月４日生）

〃 Ｂ 足 立 光 三 境港市幸神町 〃 （昭和３年６月１日生）

〃 Ｂ 本 多 和 雄 米子市新開 〃 （昭和３年６月２３日生）

〃 Ｂ � 田 貢太郎 境港市東雲町 〃 （昭和３年８月５日生）

〃 Ｂ 瀧 川 一 尚 〃 日ノ出町 〃 （昭和３年８月２１日生）

〃 Ｂ 門 脇 和 範 〃 明治町 〃 （昭和３年８月２８日生）

〃 Ｂ 中 村 哲 朗 米子市上後藤 〃 （昭和３年１２月５日生）

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 市 村 徹 鳥取赤十字病院 鳥取大学 Ｂ 田 中 健一郎 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 山 下 尚 寛 鳥取県立中央病院 〃 Ｂ 谷 野 朋 彦 〃

〃 Ｂ 麻 木 俊 宏 〃 〃 Ｂ 澤 田 慎太郎 〃

〃 Ｂ 山 口 美菜子 〃 〃 Ｂ 野 口 雄 史 〃

〃 Ｂ 万 木 洋 平 〃 〃 Ｂ 若 原 誠 〃

〃 Ｂ 斧 山 巧 〃 〃 Ｂ 小 山 茂 美 〃

〃 Ｂ 櫻 井 重 久 〃 〃 Ｂ 川 田 壮一郎 〃

中 部 Ｂ 下 田 竜 吾 鳥取県立厚生病院 〃 Ｂ 佐々木 彩 〃

鳥取大学 Ｂ 新 井 貴 之 鳥取大学医学部附属病院 〃 Ｂ 田 尻 佑 喜 〃

〃 Ｂ 岩 本 秀 人 〃 〃 Ｂ 村 上 郁 〃

〃 Ｂ 金 谷 治 尚 〃 〃 Ｂ 宮 城 倫 〃

〃 Ｂ 工 藤 明 子 〃 〃 Ｂ 寺 岡 麻 梨 〃

〃 Ｂ 高 田 知 朗 〃 〃 Ｂ 中 村 桂 子 〃

〃 Ｂ 高 屋 誠 吾 〃
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第４号議案 平成２１年度鳥取県医師会一般会計収支予算について

平成２１年度鳥取県医師会一般会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

�� 事業活動収支の部
１．事業活動収入

１．会 費（４４．７７％） ８０，８６５ ８１，６２４ －７５９

１．会 費 収 入 ８０，８６５ ８１，６２４ －７５９

１．会 費 収 入 ７８，４５４ ７９，１９８ －７４４

� 均等割会費収入 ７８，４５４ ７９，１９８ －７４４

A１���
��

＠１５６，０００×４００人＝６２，４００，０００円
＠７２，０００× ８人＝ ５７６，０００円
＠１２０，０００×１１人＝１，３２０，０００円

A２ ２２人＝４，４８６，０００円
Ｂ ＠１２，０００×８０６人＝９，６７２，０００円

２．特別会費収入 ２，４１１ ２，４２６ －１５

� 医事紛争処理委員会会費 ７９５ ８０１ －６ ＠１，８００×４４２人

� 学校医部会会費 ６８４ ６８７ －３ ＠３，０００×２２８人

� 産業医部会会費 ９３２ ９３８ －６ ＠２，０００×４６６人

２．入 会 金（２．７７％） ５，０００ ５，０００ ０

１．入会金収入 ５，０００ ５，０００ ０ ＠５００，０００×１０人

１．入会金収入 ５，０００ ５，０００ ０

３．負 担 金（１．２８％） ２，３１１ ２，３０６ ５

１．負担金収入 ２，３１１ ２，３０６ ５

１．社会保険通信負担金 ４５１ ４４６ ５ ＠２，４００×１８８部

２．会館維持負担金 １，８６０ １，８６０ ０ 医師国保組合、北陽サービス

４．補 助 金（６．８７％） １２，４０３ １２，１６８ ２３５

１．補助金等収入 １２，４０３ １２，１６８ ２３５

１．日医補助金 ５，８３１ ５，４９６ ３３５

都道府県医師会助成費 ２，７００，０００円
生涯教育助成費 １，１８１，２５０円
勤務医活動助成費 ５００，０００円
年金普及推進運動助成費 １００，０００円
医賠責特約保険制度運営経費他

６００，０００円
医師会立准看護師養成所助成金

４５０，０００円
指導医のための教育ワークショップ補助金

３００，０００円

２．県委託金・補助金 ４，１００ ４，３４５ －２４５

特別医療協力費（障害者自立支援協力費含む）
２，５００，０００円

臨床検査精度管理補助金 ６００，０００円
高度救命処置研修事業補助金

５００，０００円
小児救急医師確保等調整事業委託金

２５０，０００円
うつ病予防対策事業委託金２５０，０００円
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

３．産業医研修委託金 ２，４７２ ２，３２７ １４５ 産業医研修委託金 ２，２７２，０００円
産業医研修連絡協議会 ２００，０００円

５．寄 付 金（０．０１％） １０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

１．寄 付 金 １０ １０ ０

６．雑 収 入（４．８３％） ８，７２６ １０，３０９ －１，５８３

１．雑 収 入 ８，７２６ １０，３０９ －１，５８３

１．受 取 利 息 １２０ １２０ ０ 普通預金利息・積立金利息

２．雑 収 入 ６，６７６ ８，１０３ －１，４２７

医師賠償保険人件費負担金 １，９２０，０００円
健対協人件費負担金 ２，３１６，０００円
健対協消耗品費等負担金 ９００，０００円
医学雑誌別刷個人負担分等３５０，０００円
労災保険情報センター協力費 ６９０，０００円
労災保険診療指定医療機関研修会助成金

４００，０００円
その他 １００，０００円

３．広告・手数料他収入 １，９３０ ２，０８６ －１５６

会報・医学雑誌・会員名簿広告料等
１，４９０，０００円

会場使用料 １００，０００円
日医認定産業医・スポーツ医申請手数料

３００，０００円
母体保護法指定医指定手数料 ４０，０００円

７．繰 入 金（６．９８％） １２，６００ １３，８００ －１，２００

１．繰 入 金 １２，６００ １３，８００ －１，２００

１．生命保険取扱特別会計繰入金収入 １２，６００ １３，８００ －１，２００

事業活動収入計 １２１，９１５ １２５，２１７ －３，３０２
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

２．事業活動支出

１．事 業 費（３５．４４％） ６４，０００ ６１，１２９ ２，８７１

１．医学向上費（５．７０％） １０，３００ ９，１００ １，２００

１．医 学 会 費 ３，９５０ ２，８５０ １，１００

医学会費（２回） １，２００，０００円
生涯教育講座地区委託金１，０００，０００円
生涯教育委員会（１回） ３００，０００円
鳥取医学賞 １５０，０００円
卒後臨床研修対策委員会 ２００，０００円
指導医のための教育ワークショップ開催経費

１，１００，０００円

２．中国四国医師会医学会費 １，９５０ １，８５０ １００ 旅費（山口） １，５００，０００円
諸費・負担金 ４５０，０００円

３．鳥取医学雑誌発行費 ４，４００ ４，４００ ０
印刷費・送料（年４回）３，６００，０００円
委員会費 ６００，０００円
編集費 ２００，０００円

２．地域社会活動費
（６．９１％） １２，４７９ １２，０２４ ４５５

１．地域社会対策費 ２，２５０ ２，０００ ２５０

健康対策協議会補助金 １，３００，０００円
禁煙指導対策委員会 ３００，０００円
禁煙指導対策地区医師会補助金

３００，０００円
メンタルヘルス・自殺対策費

２５０，０００円
その他 １００，０００円

２．調査研究費 ２，４０５ ２，４０５ ０

臨床検査精度管理委員会（２回）
２５０，０００円

臨床検査精度管理費・報告書他
１，５００，０００円

メディファックス購読料 ５５５，０００円
資料整備費 １００，０００円

３．糖尿病対策費 ６００ ３５０ ２５０

糖尿病対策推進会議 １５０，０００円
糖尿病対策費 ２００，０００円
糖尿病対策推進会議従事者講習会

２５０，０００円

４．救急・防災対策費 １，５７２ １，７６７ －１９５

防災・救急医療担当理事連絡協議会
２００，０００円

救急医療・麻薬対策費 １６０，０００円
ACLS委員会 ２００，０００円
高度救命処置研修事業費 ７００，０００円
小児救急医師確保等調整事業費

２５０，０００円
衛星携帯電話使用料 ６２，０００円

５．情報システム対策費 ４，２０２ ４，００２ ２００

情報システム運営管理費２，６００，０００円
ホームページ管理ソフトサポート料

２５２，０００円
情報システム運営委員会（１回）

２５０，０００円
情報システム整備費 ３００，０００円
日医医療情報システム協議会

２００，０００円
情報システムに関する講演会・会議費

６００，０００円
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

６．感染症対策費 ６５０ ５００ １５０

感染症危機管理対策委員会３００，０００円
感染症対策費 １５０，０００円
新型インフルエンザ対策費他

２００，０００円

７．特定健診・保健指導対策費 ８００ １，０００ －２００ 特定健診・特定保健指導対策費他

３．社会保障対策費
（２．９６％） ５，３４０ ５，３４０ ０

１．社会保障医療対策費 ２４０ ２４０ ０ 健保・生保立会旅費

２．社会保障部費 ３，５００ ３，５００ ０

社会保障部委員会総会（１回）
１，０５０，０００円

社会保障部常任委員会（１回） ３００，０００円
社会保険指導者講習会 ３００，０００円
支払基金・国保連合会との懇談会

３５０，０００円
保険対策費他 １，５００，０００円

３．介護保険対策費 ３００ ３００ ０ 介護保険対策委員会（２回） ２００，０００円
介護保険対策費 １００，０００円

４．社会保険通信発行費 １，３００ １，３００ ０ 社会保険通信、社会保障部だより

４．医政対策費（２．６３％） ４，７５０ ４，５５０ ２００

１．医政関係費 １，４００ １，４００ ０

医療懇話会 ３００，０００円
三師会 ３００，０００円
県教育委員会連絡協議会 １００，０００円
医政活動費 ７００，０００円

２．
診療情報提供・自浄
作用活性化・医療安
全対策費

１，２５０ １，２５０ ０

診療情報提供推進委員会 ２００，０００円
診療情報提供対策費他 １００，０００円
医療安全対策委員会 ２００，０００円
医療安全対策費他 ５００，０００円
職業倫理・自浄作用活性化委員会

１５０，０００円
自浄作用活性化対策費 １００，０００円

３．個人情報保護対策費 １００ １００ ０ 資料作成費他

４．会長交際費 ８００ ６００ ２００

５．県医交際費 １，２００ １，２００ ０

５．医療経済対策費
（１．１５％） ２，０７０ ２，１７０ －１００

１．経営対策費 ６００ ７００ －１００
医師会活動説明会 ２００，０００円
有床診療所対策費 ２００，０００円
経営対策費 ２００，０００円

２．医事紛争対策費 １，４７０ １，４７０ ０

医事紛争処理委員会（１回） ２００，０００円
医事紛争研修会 ２００，０００円
旅費・調査費他 ４００，０００円
弁護士顧問料（２名） ６７０，０００円

６．広報活動費（６．０３％） １０，９００ １０，６００ ３００

１．会 報 費 ９，９００ ９，６００ ３００

印刷費（月１回）・臨時号（年１回）
８，３００，０００円

送料 １，４５０，０００円
編集費他 １５０，０００円

２．広報宣伝費 １，０００ １，０００ ０ 対内・対外広報活動費 ５００，０００円
健康フォーラム経費 ５００，０００円
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

７．部 会 費（４．１５％） ７，４９１ ６，７０５ ７８６

１．母体保護法指定医部会 ３００ ３００ ０
母体保護法指定助成金 １００，０００円
母体保護法指定医師審査委員会

２００，０００円

２．学校医部会 ２，０４１ ２，００５ ３６

全国学校保健学校医大会他５００，０００円
日本学校保健会々報 ２４０，０００円
学校保健会拠出金 ８０，０００円
地区医師会補助金（３地区）４７１，０００円
学校医部会運営委員会・研修会他

７５０，０００円

３．健康スポーツ医部会 ３００ ３００ ０ 研修会他

４．労災・自賠責部会 ８００ ４００ ４００

労災・自賠責部会 ２００，０００円
労災保険診療指定医療機関研修会

４００，０００円
印刷費他 ２００，０００円

５．産業医部会 ３，１５０ ２，８００ ３５０

産業医研修会（４回） ２，０００，０００円
産業医部会運営委員会（１回） ２５０，０００円
産業保健協議会（１回） ３００，０００円
産業安全衛生大会 １１０，０００円
産業保健活動全国会議他 １００，０００円
産業保健推進センター対策費 １００，０００円
送料他 ２９０，０００円

６．病院連絡会議 ２００ ２００ ０ 病院協会補助金他

７．勤務医部会 ７００ ７００ ０

全国医師会勤務医部会連絡協議会
１２０，０００円

勤務医部会委員会 １００，０００円
勤務医部会総会・講演会 ４８０，０００円

８．福祉対策費（１．７７％） ３，２００ ２，８７０ ３３０

１．福祉事業費 １，９００ １，６００ ３００ 女性医師の懇談会他 ５００，０００円
会員名簿印刷費他 １，４００，０００円

２．表彰弔慰費 １，１００ １，０７０ ３０ 表彰費（喜寿米寿白寿祝含）７００，０００円
弔慰費 ４００，０００円

３．協力貯蓄運営費 ２００ ２００ ０ 印刷費、送料他

９．地区医師会連絡費
（３．３１％） ５，９７０ ６，０７０ －１００

１．連絡協議会費 １，６００ １，７００ －１００

地区医師会長協議会 ２００，０００円
地区医師会との懇談会（４回） ８００，０００円
看護高等専修学校連絡協議会他 ４００，０００円
地区連絡費 ２００，０００円

２．地区医師会補助金 １，８５０ １，８５０ ０

各看護高等専修学校補助金 ６００，０００円
医師会立准看護師養成所助成金
（日医分） ４５０，０００円
健康教育活動補助金
（東・中・西・大学） ８００，０００円

３．地区医師会交付金 １，２８０ １，２８０ ０ 東部 ４５０，０００円、 中部 ２５０，０００円
西部 ４５０，０００円、 大学 １３０，０００円

４．事務費交付金 １，２４０ １，２４０ ０ 東部 ４８０，０００円、 中部 ２００，０００円
西部 ５００，０００円、 大学 ６０，０００円

１０．諸 支 出 金（０．８３％） １，５００ １，７００ －２００
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

１．特別事業費 １，０００ １，２００ －２００

２．その他支出金 ５００ ５００ ０

２．管 理 費（４９．２９％） ８９，０２４ ８８，５０２ ５２２

１．事 務 費
（４０．５０％） ７３，１３７ ７２，３３７ ８００

１．報 酬 ８，２３６ ８，２３６ ０

� 役 員 報 酬 ８，２２６ ８，２２６ ０

役員報酬 ７，６９０，０００円
・会長１人 ・副会長２人
・理事１２人 ・監事２人
・議長１人 ・副議長１人
税理士報酬 ５３６，０００円

� 退任役員慰労金 １０ １０ ０

２．給 与 ３６，８７３ ３５，８７３ １，０００

� 給 料 ２４，３５７ ２３，９６０ ３９７ 職員８名 基本給

� 職 員 手 当 １２，５０６ １１，９０３ ６０３

期末勤勉手当 ９，４６１，０００円
管理職・職務手当 １，０００，８００円
時間外手当 １，４００，０００円
通勤手当 １９４，４００円
扶養・住居手当 ４５０，０００円

� 退 職 金 １０ １０ ０

３．旅 費 ６，０００ ５，５００ ５００ 役員旅費 ３，３００，０００円
職員旅費 ２，７００，０００円

４．一般事務費 ４，１９２ ４，１９２ ０

役務費 １，０００，０００円
需要費 ２，６００，０００円
会計事務管理費 １５２，０００円
会費等領収書送料他 ４４０，０００円

５．交 通 費 １，３００ １，２００ １００

６．共 済 費 ６，８８６ ６，８８６ ０

健保厚生年金保険料 ４，９００，０００円
労働保険料 ８００，０００円
中小企業退職金共済掛金 ５７６，０００円
役員傷害保険料 ６１０，０００円

７．福利厚生費 ５５０ ５５０ ０ 職員健康診断費用 ５０，０００円
職員福利費 ５００，０００円

８．光 熱 水 費 ３，０００ ２，９００ １００
電気代 ２，１００，０００円
水道・ガス代 ３００，０００円
灯油代 ６００，０００円

９．公 課 費 ６，１００ ７，０００ －９００ 固定資産税 ４，８００，０００円
収益事業に係る税金 １，３００，０００円

２．会 議 費（５．２１％） ９，４２０ ９，２２０ ２００

１．総 会 費 ８００ ８００ ０

２．代議員会費 ２，５００ ２，３００ ２００ 旅費（３回） １，５００，０００円
諸費・資料等 １，０００，０００円

３．理 事 会 費 ５，４７０ ５，４７０ ０ 常任理事会（１２回） １，５６０，０００円
理事会（１２回） ３，９１０，０００円

４．監 事 会 費 ２００ ２００ ０ 旅費・諸費
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

５．委 員 会 費 ４５０ ４５０ ０ 裁定委員会費 ２５０，０００円
諸規程改正検討委員会費 ２００，０００円

３．負 担 金（０．６６％） １，１８５ １，６６５ －４８０

１．中国四国医師会連合負担金 ９８５ ９８５ ０
中国四国医師会連合総会（松江）

８６０，０００円
関係費負担金 １２５，０００円

２．関係団体負担金 ２００ ６８０ －４８０ 公衆衛生協会費等

４．会館管理運営費
（２．９２％） ５，２８２ ５，２８０ ２

１．維持管理費 ４，２８２ ４，２８０ ２

会館清掃料 １，３００，０００円
エレベーター保守料 ７５６，０００円
警備保障料 ５０４，０００円
空調設備保守点検料 ９１０，０００円
電気関係保安監理手数料 ２００，０００円
自動火災報知設備保守料 １６０，０００円
火災保険料 １７２，０００円
オイルタンク管理料 ８０，０００円
その他の管理料 ２００，０００円

２．管理運営費 １，０００ １，０００ ０ 営繕関係諸費

事業活動支出計 １５３，０２４ １４９，６３１ ３，３９３

事業活動収支差額 －３１，１０９ －２４，４１４ －６，６９５

�� 投資活動収支の部
１．投資活動収入

１．特定預金取崩収入
（２３．６３％） ４２，６８１ ４０ ４２，６４１

１．特定預金取崩収入 ４２，６８１ ４０ ４２，６４１

１．緊急事業積立金取崩収入 ４２，６５１ １０ ４２，６４１

２．役員退職慰労金積立金取崩収入 １０ １０ ０

３．職員退職積立金取崩収入 １０ １０ ０

４．医事紛争処理積立金取崩収入 １０ １０ ０

投資活動収入計 ４２，６８１ ４０ ４２，６４１

２．投資活動支出

１．特定資産支出（２．４９％） ４，４９０ ４，４７０ ２０

１．特定預金支出 ４，４９０ ４，４７０ ２０

１．緊急事業積立金 ０ １０ －１０

２．役員退職慰労金積立金 ７１０ ７１０ ０ 別途積立金 ４，３５０，０００円
（２１．１．３１現在）
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科 目 当 初
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較
増 減 額 摘 要

３．職員退職給与積立金 ３，７７０ ３，７４０ ３０

２２年３月末必要額（８名分）
８１，７１９，５９０円

中小企業退職金共済積立額
（２２．３．３１見込 ８名分）

２０，５６２，６５５円
別途積立金 ５７，３８９，１７９円

（２１．３．３１見込）

４．医事紛争処理積立金 １０ １０ ０ 別途積立金 ４，８００，０００円
（２１．１．３１現在）

投資活動支出計 ４，４９０ ４，４７０ ２０

投資活動収支差額 ３８，１９１ －４，４３０ ４２，６２１

�� 財務活動収支の部
１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費（１２．７８％） ２３，０８２ １，１５６ ２１，９２６

１．予 備 費 ２３，０８２ １，１５６ ２１，９２６

１．予 備 費 ２３，０８２ １，１５６ ２１，９２６

当期収支差額 －１６，０００ －３０，０００ １４，０００

前期繰越収支差額（８．８６％） １６，０００ ３０，０００ －１４，０００

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

（注）１．借入金限度額 ０円 該当なし
２．債務負担額 ０円 該当なし

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

31



第５号議案 平成２１年度鳥取県医師会共済会収支予算について

平成２１年度鳥取県医師会共済会収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．会 費
１３，８０６ １３，９５０ －１４４

３６，０００円×３３０人＝１１，８８０，０００円

１８，０００円×１０７人＝１，９２６，０００円

２．基本財産運用収入

１．財 産 収 入
５ ５ ０ 積立金利息

３．雑 収 入

１．雑 収 入
３，５０１ ２，００１ １，５００

普通預金利息 １，０００円

積立金取崩金 ３，５００，０００円

事業活動収入計 １７，３１２ １５，９５６ １，３５６

２．事業活動支出

１．事業費支出 １８，１７０ １８，１７０ ０

１．病気療養見舞金 １２，２４０ １２，２４０ ０

入院

１５，０００円×９０日×８人＝１０，８００，０００円

居宅

３，０００円×６０日×８人＝１，４４０，０００円

２．弔 慰 金 ５，０００ ５，０００ ０ ５００，０００円×１０人＝５，０００，０００円

３．配偶者弔慰金 １００ １００ ０ ５０，０００円×２人＝ １００，０００円

４．退会慰労金 ３３０ ３３０ ０

５．災害見舞金 ５００ ５００ ０

２．管理費支出 ４３０ ２３０ ２００

１．一般事務費 ３０ ３０ ０

２．委 員 会 費 ４００ ２００ ２００

事業活動支出計 １８，６００ １８，４００ ２００

事業活動収支差額 －１，２８８ －２，４４４ １，１５６

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

１．特定資産取得支出

１．積 立 金
１ １０ －９

別途積立金 １２７，０７０，０００円

（２１．１．３１現在）

投資活動支出計 １ １０ －９

投資活動収支差額 －１ －１０ ９

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

32



科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費
７１１ ５４６ １６５

当期収支差額 －２，０００ －３，０００ １，０００

前期繰越収支差額 ２，０００ ３，０００ －１，０００

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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第６号議案 平成２１年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算について

平成２１年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．団体事務費
１２，９６０ １４，４００ －１，４４０

団体事務取扱手数料９社分

１，０８０，０００円×１２か月

２．雑 収 入

１．雑 収 入
３０ ５ ２５ 普通預金利息

事業活動収入計 １２，９９０ １４，４０５ －１，４１５

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．一般事務費
４００ ５００ －１００ 口座振替・振込手数料、通信費

２．他会計への繰入金支出

１．繰 出 金
１２，６００ １３，８００ －１，２００ 一般会計へ

事業活動支出計 １３，０００ １４，３００ －１，３００

事業活動収支差額 －１０ １０５ －１１５

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費
２２０ ２０５ １５

当期収支差額 －２３０ －１００ －１３０

前期繰越収支差額 ２３０ １００ １３０

次期繰越収支差額 ０ ０ ０

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため、計上していない。
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第７号議案 平成２１年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算について

平成２１年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支予算

（単位：千円）

科 目 当初予算額 前年度予算額 比較増減額 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．積 立 金 １０，０５６ １０，２２４ －１６８ A１ ２，０００円×１２か月×４１９人＝１０，０５６，０００円

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １ １ ０ 普通預金利息

事業活動収入計 １０，０５７ １０，２２５ －１６８

２．事業活動支出

１．管理費支出

１．諸 経 費 １０ １０ ０

２．修 繕 費 ５６，７０６ ４６，６９５ １０，０１１ 大規模修繕等

事業活動支出計 ５６，７１６ ４６，７０５ １０，０１１

事業活動収支差額 －４６，６５９ －３６，４８０ －１０，１７９

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出 ０ ０ ０

当期収支差額 －４６，６５９ －３６，４８０ －１０，１７９

前期繰越収支差額 ４６，６５９ ３６，４８０ １０，１７９

次期繰越収支差額 ０ ０ ０
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第１７９回鳥取県医師会（臨時）代議員会 議事録

１．開 催 の 期 日
平成２１年７月４日（土）

午後３時～午後４時

２．開 催 の 場 所
鳥取県医師会館 鳥取市戎町

３．代議員の総数
４８名

４．出席代議員数
４１名

５．出席の役員等
岡本会長、野島・富長両副会長

宮�・渡辺・天野・神鳥各常任理事

武田・吉中・吉田・明穂・井庭・笠木・米川

各理事、笠置監事

入江・長田両顧問

６．議 決 事 項
以下の５議案について何れも原案通り承

認・可決した。

第１号議案 平成２０年度鳥取県医師会収入支

出決算承認について

第２号議案 平成２０年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成２０年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成２０年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

７．会 議 の 状 況
〈魚谷議長〉

それでは、定刻になりましたので、ただい

まから第１７９回鳥取県医師会臨時代議員会を

開会致します。まず、事務局より資格確認を

お願い致します。

〈谷口事務局長〉

資格確認のご報告を致します。代議員総数

は４８名でございます。これに対しまして、本

日、受付されました代議員の先生は４１名で、

過半数の出席でございます。以上、ご報告致

します。

〈魚谷議長〉

過半数の出席ですので、会議は成立致しま

す。

最初に議事録署名人の選出でございますが、

議長にご一任願えますか。

［異議なし］

それでは、１１番・小林恭一郎代議員、３２

番・國頭七重代議員のお二方にお願い致しま

す。

では、日程に従いまして、「会長挨拶」を

お願い致します。岡本会長、よろしくお願い

致します。

〈岡本会長〉

会長の岡本でございます。本日は、第１７９

回臨時代議員会を開催致しましたところ、大

変お忙しいなか、またゲリラ豪雨のなか、ご

出席を賜りまして誠に有難うございます。

本日の代議員会の主な議題は、平成２０年度

会務報告及び収支決算案等４議案と平成２１年

度会費賦課減免申請の承認でございます。詳

細につきましては、後程、担当役員が説明致

しますので、慎重審議の上、何卒ご承認を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

さて、折角の機会ですので、最近の動向等

につきまして２～３述べさせていただきます。

まず、新型インフルエンザ対策についてで

す。WHOで警戒レベルがフェーズ６に引き

上げられたのが６月１１日夕（日本時間１２日未

明）でした。これを受けて厚労省も新型イン

フルエンザ対策について見直しをして、感染

が蔓延しているところかどうか関係なしに治

療するという方向になりました。我々県医師

会でも会員の先生方に可及的速やかに情報提

供しようということで第１２報まで送付してお

り、現在第１３報を準備しているところでござ

います。今後、県医師会では秋から冬にかけ

て発生する季節型インフルエンザや、突然変

異などいろいろなことを勘案して、県と十分

話し合った上で対策をとろうとしているとこ

ろです。また、発熱外来については、先生方

にお願いしたところ、予想以上の医療機関か

ら御協力をいただきました。今のところ先生

方からは何時でもよいとありがたい言葉をい

ただいておりますが、他の患者と一緒にされ

ると感染させても困りますし、このことはも

う少し考慮して十分勘案しながら進めていこ
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うと思います。現在、発熱外来に手をあげて

いただいた医療機関には鳥取県からマスク等

を配付していますので、院内感染に十分ご配

慮の上、ご協力をお願いします。ただ、患者

のまぎれ込みがどうしてもあるので、手をあ

げておられない医療機関でも新型インフルエ

ンザ患者が来られるかもしれません。県医師

会としましては、「いわゆる水際作戦」と言

いますか、院内に入る前の段階用としてポス

ターを送付致しましたので、有効利用をお願

いします。

次に、「骨太方針２００９」が先日閣議決定さ

れました。これは、「骨太方針２００６」を継続

することなく、社会保障費２，２００億円削減を

撤廃してもらうことを一貫して陳情してきた

わけですが、かないませんでした。別途医療

には必要な財源を確保するということですが、

再来年からの財源の担保はありません。全然

十分とは思っておりません。おそらく本日の

西島先生の講演では、精一杯頑張った。しよ

うがなかったというお話を伺うのではないか

と思っております。

一方、財政がかなり厳しいこともあり、恣

意的に開業医と勤務医との仲を裂くような方

針が出されています。例えば、勤務医の給料

は安くて開業医の給料は高いということにつ

いては、平均すると開業医の方が高いのは確

かですが、これはいわゆる平均値ですので中

間値をとるとそれほど開業医と勤務医とで差

はないものと思っております。また、ドイツ

の医師の適正配置についての例をとり、地域

や診療科間の医師偏在の是正方法として、開

業時に対して「定員制などの方法」を持ち込

もうとしているが、ドイツでは医師が余って

いるという観点からの施策で一緒にしても

らっては非常に困るのではないかと思ってお

ります。今後財務省が恣意的に勤務医の先生

方と開業医の先生方を喧嘩させる方向での理

論構築などについて、いろいろ言われると思

いますが、方向違いもいいところで、我々は

完全に足りない医療費の充足を要望しながら、

一緒に医師会として考えていきたいと思って

いますので、どうぞよろしくお願い致します。

以上、開会の挨拶とさせていただきます。

〈魚谷議長〉

有難うございました。続きまして、５番の

「報告」に移ります。「平成２０年度鳥取県医

師会会務報告」につきまして野島副会長、お

願い致します。

〈野島副会長〉

副会長の野島でございます。それでは会務

報告についてご説明致します。お手元の冊子

の１頁をご覧下さい。

平成２１年３月末日現在の会員数は１，３６３名

であります。そのうち、A１会員が４４０名で約

３分の１弱でございます。地区別に見ますと、

東部医師会５１７名、中部医師会２３０名、西部医

師会４８９名、大学医師会１２７名となっておりま

す。前年同期に比べて１５名の増であります。

次に、物故会員についてでございます。平

成２０年４月１日より本年３月末日に至る間、

物故されました先生は、１、２頁に記載のと

おり、早田幸司先生、竹田 明先生、小谷晴

彦先生、堀内佐門先生、足立 啓先生、周防

俊成先生、前田隆守先生、山�弘巳先生の８

名でございます。

その後、本日までに、脇田収吉先生、新宮

彦助先生、石川好明先生、川西基次先生、松

本安博先生、金澤泰久先生がお亡くなりに

なっておられます。

ここで、議長さんにお願いがございます。

物故されました先生方の生前のご功績をたた

えるとともに、黙祷を捧げ、心からご冥福を

お祈りしたいと思います。よろしくお取り計

らい下さいますようお願い致します。

〈魚谷議長〉

ただいま、ご提案がございましたとおり、

物故されました先生方のご冥福を祈り、黙祷

を捧げたいと思います。全員ご起立をお願い

致します。

黙祷はじめ！

黙祷終わり、お直り下さい。どうも有難う

ございました。ご着席下さい。

それでは、引き続き、会務報告をお願い致

します。

〈野島副会長〉

有難うございました。それでは、会務報告

を続けます。

〔以下、会務報告に基づき説明〕

〈魚谷議長〉

有難うございました。以上で会務報告は終

了しました。
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それでは、ただいままでの会長挨拶と会務

報告に関して、ご発言がありましたら挙手を

お願い致します。

ないようでございますので、６番の「議事」

に移ります。

第１号議案『平成２０年度鳥取県医師会一般

会計収支決算承認について』を上程致します。

執行部のご説明をお願いします。明穂理事、

お願い致します。

〈明穂理事〉

会計担当の明穂でございます。ご説明致し

ます。

［資料「議案書」を説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。ここで監事から監査

報告をお願い致します。笠置監事、よろしく

お願い致します。

〈笠置監事〉

監事の笠置でございます。去る６月１８日、

清水監事と共に県医師会館におきまして、会

計監査を行いましたので、その結果をご報告

致します。

平成２０年度一般会計収支決算書につきまし

て、関係諸帳簿並びに証憑書類等を照合し、

慎重に監査を致しました結果、適正であるこ

とを認めましたので、結果をご報告致します。

以上でございます。

〈魚谷議長〉

有難うございました。

ここで、決算に関する質問の他、会務全般

にわたっての質疑を行います。

昨日までにあらかじめ届いた質問はござい

ません。この場でご質問、ご意見のある方は

挙手をお願い致します。

それでは、ないようでございますので、議

案に対する採決を行います。

第１号議案を原案通り承認・可決すること

に賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

１号議案は原案通り承認・可決されました。

続きまして、第２号議案『平成２０年度鳥取

県医師会共済会収支決算承認について』、第

３号議案『平成２０年度鳥取県医師会会館修繕

積立金会計収支決算承認について』、第４号

議案『平成２０年度鳥取県医師会生命保険取扱

特別会計収支決算承認について』以上３議案

を一括上程致します。執行部のご説明をお願

い致します。明穂理事、お願い致します。

〈明穂理事〉

これより特別会計３議案につきましてご説

明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。ここで、第２号議案

から第４号議案までの特別会計３議案の決算

について、笠置監事から監査報告をお願い致

します。

〈笠置監事〉

先程の一般会計と合わせて、特別会計分を

去る６月１８日、清水監事と共に県医師会館に

おきまして会計監査を行いましたので、ご報

告を申し上げます。

平成２０年度特別会計収支決算書並びに財産

目録につきまして、関係諸帳簿並びに証憑書

類等を照合し、慎重に監査を致しました結果、

適正であることを認めましたのでご報告致し

ます。以上でございます。

〈魚谷議長〉

有難うございました。それでは、ただいま

ご説明のありました、第２号議案から第４号

議案の３議案に対しまして、どなたかご質問、

ご意見がございませんか。

ないようでございますので、議案に対する

採決を行います。

第２号議案から第４号議案までの３議案を

原案通り承認・可決することに賛成の方の挙

手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。従いまして、第

２号議案から第４号議案までの３議案は原案

通り承認・可決されました。

続きまして、第５号議案『平成２１年度鳥取

県医師会会費減免申請承認について』を上程

致します。明穂理事、お願い致します。

〈明穂理事〉

ご説明致します。

［資料「議案書」を説明］

〈魚谷議長〉

有難うございました。ただいまのご説明に

ついて、何かご質問はございませんか。

ないようでございますので、採決に移りま

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

40



す。第５号議案を原案通り承認・可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。

［挙手多数］

「挙手多数」と認めます。よって、第５号

議案は原案通り承認・可決されました。

これで本日の議事はすべて終了致しました。

それでは、閉会にあたりまして、岡本会長か

らご挨拶をお願い致します。

〈岡本会長〉

本日は、平成２０年度の決算等５議案につき

まして、すべて原案通りご承認を賜りまして

誠に有難うございました。

今後とも経費節減に努め、また医療改革等

の諸情勢に対応していくために役員一丸と

なって取り組んでまいりますので、代議員の

先生方におかれましては、一層のご理解、ご

支援を賜りますことをお願いしまして御礼の

挨拶と致します。本日は、有難うございまし

た。

［拍手］

〈魚谷議長〉

どうも有難うございました。

以上をもちまして、第１７９回鳥取県医師会

臨時代議員会を閉会致します。本日は、長時

間にわたりまして有難うございました。

［拍手］

［午後４時閉会］

第１７９回鳥取県医師会臨時代議員会

［議 長］ 魚 谷 純 印

［署名人］ 小 林 恭一郎 印

［署名人］ 國 頭 七 重 印
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第１７９回鳥取県医師会（臨時）代議員会次第

と き 平成２１年７月４日（土） 午後３時

ところ 鳥取県医師会館 鳥取市戎町

１．開 会
２．資 格 確 認
３．議事録署名人選出
４．会 長 挨 拶
５．報 告
平成２０年度鳥取県医師会会務報告

６．議 事
第１号議案 平成２０年度鳥取県医師会一般会

計収支決算承認について

第２号議案 平成２０年度鳥取県医師会共済会

収支決算承認について

第３号議案 平成２０年度鳥取県医師会会館修

繕積立金会計収支決算承認につ

いて

第４号議案 平成２０年度鳥取県医師会生命保

険取扱特別会計収支決算承認に

ついて

第５号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減

免申請承認について

７．閉 会

第１７９回鳥取県医師会臨時代議員会名簿

平成２１年７月４日

番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名 番号 地区 氏 名

１ 東部 板 倉 和 資 １７ 東部 山 下 裕 ３３ 西部 小 林 哲

２ 〃 谷 口 玲 子 １８ 〃 吉 田 泰 之 ３４ 〃 左 野 喜 實

３ 〃 福 島 明 １９ 中部 池 田 宣 之 ３５ 〃 辻 田 哲 朗

４ 〃 渡 邉 賢 司 ２０ 〃 松 田 隆 ３６ 〃 飛 田 義 信

５ 〃 安 陪 隆 明 ２１ 〃 伊 藤 文 利 ３７ 〃 宝 意 規 嗣

６ 〃 川 口 俊 夫 ２２ 〃 安 梅 正 則 ３８ 〃 山 本 仁

７ 〃 乾 俊 彦 ２３ 〃 新 田 辰 雄 ３９ 〃 石 井 敏 雄

８ 〃 大 津 千 晴 ２４ 〃 石 田 浩 司 ４０ 〃 長谷川 真 弓

９ 〃 尾 � 眞 人 ２５ 〃 青 木 哲 哉 ４１ 〃 稲 賀 潔

１０ 〃 加 藤 大 司 ２６ 〃 湯 川 喜 美 ４２ 〃 小 酒 浩

１１ 〃 小 林 恭一郎 ２７ 西部 魚 谷 純 ４３ 〃 岡 空 輝 夫

１２ 〃 杉 山 長 毅 ２８ 〃 永 井 小 夜 ４４ 大学 井 上 貴 央

１３ 〃 中 島 公 和 ２９ 〃 作 野 嘉 信 ４５ 〃 長谷川 純 一

１４ 〃 松 浦 喜 房 ３０ 〃 高 見 徹 ４６ 〃 中 島 健 二

１５ 〃 三 宅 茂 樹 ３１ 〃 安 達 敏 明 ４７ 〃 渡 辺 高 志

１６ 〃 森 英 俊 ３２ 〃 國 頭 七 重 ４８ 〃 西 村 元 延
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平成２０年度鳥取県医師会会務報告

［２０．４．１～２１．３．３１］

庶 務 関 係

１．会員数について
平成２１年３月末日現在、本会会員数は１，３６３

名にして、A１会員４４０名、A２会員２１名、Ｂ会員

９０２名となっており、このうち、会費免除会員

は１４７名である。

更に、これを地区別に示せば次のとおりであ

る。

東部５１７名、中部２３０名、西部４８９名、

大学１２７名 計１，３６３名

２．物故会員について
平成２０年４月１日より、本年３月末日に至る

間の物故会員は次のとおりである。

早 田 幸 司 先生（５９歳）

鳥取市吉方温泉（２０．４．１５逝去）

〔略歴〕

昭和５０年３月 岡山大学医学部卒業

平成元年４月 開業

平成１２年４月 鳥取県医師会代議員

平成１５年４月 日本産婦人科医会鳥取県支部理

事

竹 田 明 先生（７５歳）

米子市昭和町（２０．７．１５逝去）

〔略歴〕

昭和３２年３月 日本医科大学卒業

昭和４０年９月 開業

平成２０年３月 自宅会員

小 谷 晴 彦 先生（９２歳）

西伯郡大山町（２０．１０．１逝去）

〔略歴〕

昭和１６年１２月 岡山医科大学卒業

昭和２１年１月 開業

平成３年６月 老人保健施設小谷苑開設

堀 内 佐 門 先生（８１歳）

鳥取市西品治（２１．１．２逝去）

〔略歴〕

昭和２６年３月 岡山医科大学附属医学専門部卒

業

昭和４８年１１月 開業

平成９年６月 自宅会員

足 立 啓 先生（８１歳）

鳥取市西町（２１．１．４逝去）

〔略歴〕

昭和２４年３月 京都大学附属医学専門部卒業

昭和４５年３月 開業

平成１８年６月 自宅会員

周 防 俊 成 先生（８１歳）

米子市上後藤（２１．１．１９逝去）

〔略歴〕

昭和２７年３月 鳥取大学米子医科大学卒業

昭和４０年５月 開業

昭和５９年４月 鳥取県医師会代議員

昭和６３年４月 鳥取県西部医師会長

前 田 隆 守 先生（８３歳）

鳥取市大工町頭（２１．３．７逝去）

〔略歴〕

昭和２５年３月 前橋医学専門学校卒業

昭和４４年４月 開業

昭和４９年４月 鳥取県医師会予備代議員

昭和６１年４月 鳥取県医師会裁定委員

山 � 弘 巳 先生（６８歳）

鳥取市立川町（２１．３．１６逝去）

〔略歴〕

昭和４０年３月 鳥取大学医学部卒業

昭和５３年９月 開業

平成３年６月 鳥取県医師会代議員

３．代議員について
任期満了に伴う代議員、予備代議員改選につ

いて地区医師会に委託選挙した結果、次のとお

り決定し、４月１日就任した。

〔代議員〕

東部 板 倉 和 資 谷 口 玲 子

福 島 明 秋 藤 洋 一

安 陪 隆 明 石 谷 暢 男

乾 俊 彦 大 津 千 晴

尾 � 眞 人 加 藤 大 司

小 林 恭一郎 杉 山 長 毅

中 島 公 和 松 浦 喜 房

三 宅 茂 樹 森 英 俊
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山 下 裕 吉 田 泰 之

中部 ○池 田 宣 之 松 田 隆

引 田 亨 安 梅 正 則

新 田 辰 雄 大 石 一 康

青 木 哲 哉 湯 川 喜 美

西部 ◎魚 谷 純 野 坂 美 仁

作 野 嘉 信 高 見 徹

安 達 敏 明 國 頭 七 重

小 林 哲 左 野 喜 實

辻 田 哲 朗 飛 田 義 信

宝 意 規 嗣 山 本 仁

中 曽 庸 博 長谷川 真 弓

稲 賀 潔 小 酒 浩

岡 空 輝 夫

鳥大 井 上 貴 央 長谷川 純 一

中 島 健 二 渡 邊 高 志

西 村 元 延

〔予備代議員〕

東部 麻 木 宏 栄 石 河 利一郎

石 丸 昌 宏 岩 下 和 人

川 口 俊 夫 神 戸 直 登

岸 清 志 小 濱 美 昭

斎 藤 基 竹 内 勤

中 山 裕 雄 西土井 英 昭

花 木 正 史 濱 � 尚 文

深 澤 哲 藤 田 直 樹

松 下 公 紀 水 本 清

中部 ＊阿 藤 孝二郎 森 尾 泰 夫

伊 藤 文 利 松 田 哲 郎

井 東 弘 子 石 田 浩 司

西 田 法 孝 石 津 吉 彦

西部 石 井 敏 雄 伊 藤 慎 哉

遠 藤 秀 之 越 智 寛

面 谷 博 紀 木 村 秀一朗

瀧 田 寿 彦 野 坂 康 雄

吹 野 陽 一 中 尾 圭 介

下 山 晶 樹 永 井 小 夜

藤 瀬 雅 史 高 田 照 男

山 崎 純 一 門 脇 敬 一

南 崎 剛

鳥大 岡 野 徹 加 藤 信 介

長 田 郁 夫 古 和 久 典

紙 谷 秀 規

◎議長 ○副議長

＊Ｈ２０．７．１～

４．役員について
平成２０年２月２１日、任期満了に伴う役員選挙

の結果、次のとおり決定し、４月１日就任した。

会 長 岡本 公男

副 会 長 野島 丈夫 富長 将人

理 事 ＊宮� 博実 ＊渡辺 憲

＊天野 道麿 ＊神鳥 高世

武田 倬 吉中 正人

吉田 眞人 明穂 政裕

井庭 信幸 重政 千秋

笠木 正明 米川 正夫

監 事 清水 正人 笠置 綱清

裁 定 委 員 芦川 喬 中尾 政和

岸 良尚 野口 誠

福嶋 泰夫 門脇 和範

木村 禎宏 佐々木博史

周防 武昭

顧 問 笠木 慶治 入江 宏一

長田 昭夫

日医代議員 岡本 公男 魚谷 純
日 医
予備代議員 宮� 博実 富長 将人

＊常任理事

５．理事会務分担について
平成２０年４月１日就任した役員の業務分担は

次表のとおりである。

役 員 の 会 務 分 担

会 務 主担当 副担当

庶 務 宮 � 明 穂

会 計 明 穂 宮 �

生涯教育、学術、卒後臨床研修医 武 田 渡辺・重政

医療保険 富 長 天野・吉田

介護保険、高齢者福祉、障害者福祉 渡 辺 野島・米川

労災保険、自賠責保険 野 島 明穂・米川
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６．各種委員会委員の委嘱について
平成２０年４月１日、新役員就任に伴い本会内

委員会委員・部会委員は次のとおりである。な

お、各委員会においては、それぞれ所管事項に

ついて審議を行った。

１ 社会保障部委員会委員（担当：富長副会長）

〔県役員・地区会長・地区推薦・基金・国保・

労災〕

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 ※長谷川晴己 ※福島 明

※富長 将人

委 員 ※野島 丈夫 ※宮� 博実

渡辺 憲 ※天野 道麿

※神鳥 高世 武田 倬

吉中 正人 ※吉田 眞人

明穂 政裕 井庭 信幸

重政 千秋 笠木 正明

米川 正夫 清水 正人

笠置 綱清

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純 豊島 良太

※谷口 玲子 ※三宅 茂樹

※森尾 泰夫 ※湯川 喜美

※飛田 義信 ※細田 明秀

※浦上 克哉

宮本 二郎 谷口 昌弘

生駒 義人 吉田 明雄

庄司 公平 横濱 雄介

梅澤 潤一 田中 宏和

助川 鶴平 松浦 順子

麻木 宏栄 森下 嗣威

村上 敏 井上 明道

山� 厚志 中岡 明久

竹島多賀夫 中安 弘幸

田中 孝幸 松木 勉

竹内 薫 鱸 俊朗

光延 文裕 小田 大

尾� 眞人 濱崎 尚文

奈良井 栄 吉津 法爾

山家 武 坂本 雅彦

竹内 裕美 江川 尚男

恩田 健史

※阿藤孝二郎 岸 清志

池田 茂之 福永 康作

健康対策協議会 吉 中 宮�・井庭

感染症 天 野 笠 木

医療安全、診療情報開示（個人情報保護）、職

業倫理、自浄作用
宮 � 野島・富長

医事紛争 井 庭 野島・宮�

救急医療、災害対策、ACLS 野 島 武田・米川

広報、会報編集 神 鳥 渡辺・吉中

情報システム 米 川 野島・渡辺

臨床検査 吉 田 富 長

会員福祉 天 野 神鳥・吉田

学校保健、少子化対策 笠 木 天野・米川

産業保健 吉 田 富長・吉中

健康スポーツ医 明 穂 米 川

医療関係職種、共同利用施設 明 穂 野島・神鳥

勤務医（女性医師対策を含む） 重 政 渡辺・武田

医療政策・環境対策 富 長 野島・明穂

糖尿病対策 武 田 富長・天野

メンタルヘルス、自殺対策 渡 辺 野島・吉田
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田村 公平 林 裕史

浪花 紳悟 中島 公和

白石 眞博 葉狩 良孝

伊藤久太朗 紀川 純三

下田光太郎 古城 治彦

藤田 和寿 田中 潔

川上 伸 金藤 英二

吉田 泰之 植木 壽一

早田 俊司 ※渡辺 賢司

谷田 理 平尾 正人

田村 矩章 那須 吉郎

石田 浩司 大月 健朗

片桐 浩史

※常任委員会委員

２ 医療安全対策委員会委員（担当：宮崎常任

理事）《診療情報提供推進委員会を含む》

委 員 長 ※岡本 公男

副委員長 虎井佐恵子（県立中央病院副院

長兼看護局長）

委 員 ※野島 丈夫 ※富長 将人

※宮� 博実

藤原 和男（弁護士）

岩垣 宝祥（県医療指導課長）

田中松市郎（鳥取赤十字病院薬

剤部長）

塩澤 洋子（県看護協会長）

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純 豊島 良太

※常任委員会委員

３ 職業倫理・自浄作用活性化委員会委員（担

当：宮�常任理事）

委 員 長 岡本 公男

委 員 野島 丈夫 富長 将人

宮� 博実 天野 道麿

井庭 信幸

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純

４ 医事紛争処理委員会委員（担当：井庭理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 宮� 博実

渡辺 憲 天野 道麿

井庭 信幸

板倉 和資 谷口 玲子

三宅 茂樹 池田 宣之

松田 隆 魚谷 純

野坂 美仁 辻田 哲朗

５ 生涯教育委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 武田 倬

委 員 渡辺 憲 重政 千秋

安陪 隆明 福島 明

安梅 正則 ＊阿藤孝二郎

都田 裕之 阿部 博章

北野 博也 福本 宗嗣

６ 広報委員会委員（担当：神鳥常任理事）

委 員 長 神鳥 高世

委 員 渡辺 憲 吉中 正人

米川 正夫

大津 千晴 小林恭一郎

井東 弘子 石津 吉彦

阿部 博章 岩本 好吉

豊島 良太

７ 会報編集委員会委員（担当：神鳥常任理事）

委 員 渡辺 憲 天野 道麿

神鳥 高世

山家 武 秋藤 洋一

中安 弘幸 山口 由美

８ 情報システム運営委員会委員（担当：米川

理事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 渡辺 憲

委 員 米川 正夫

安陪 隆明 石津 吉彦

左野 喜實 近藤 博史

９ 感染症危機管理対策委員会委員（担当：天

野常任理事）

委 員 長 天野 道麿

委 員 宮� 博実 笠木 正明

石谷 暢男 引田 亨

山崎 純一 堀井 俊伸

１０ 臨床検査精度管理委員会委員（担当：吉田

理事）

委 員 長 富長 将人

副委員長 吉田 眞人

委 員 吉中 正人 米川 正夫

松浦 喜房 西田 法孝

安達 敏明

野上 智（鳥取大学医学部附

属病院検査部）

谷本 綾子（鳥取県臨床検査技

師会長）

１１ 介護保険対策委員会委員（担当：渡辺常任
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理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 野島 丈夫 富長 将人

米川 正夫

杉山 長毅 新田 辰雄

宝意 規嗣 浦上 克哉

１２ 鳥取県自動車保険医療指導委員会委員（担

当：野島副会長）

委 員 野島 丈夫 明穂 政裕

米川 正夫

福島 明 阿藤孝二郎

瀧田 寿彦

１３ 鳥取医学雑誌編集委員会委員（担当：富長

副会長）

委 員 長 富長 将人

副委員長 西土井英昭

委 員 秋藤 洋一 阿藤孝二郎

金澤 泰久 神鳥 高世

木村 章彦 杉本 勇二

助川 鶴平 西村 元延

根本 良介 花木 啓一

濱本 哲郎 山根 哲実

吉田 明雄 吉田 泰之

１４ 共済会運営委員会委員（担当：天野常任理

事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 野島 丈夫

委 員 富長 将人 天野 道麿

明穂 政裕 井庭 信幸

板倉 和資 谷口 玲子

池田 宣之 松田 隆

魚谷 純 野坂 美仁

豊島 良太 池田 匡

監 事 清水 正人 笠置 綱清

１５ 定款・諸規程改正検討委員会委員（担当：

宮�常任理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 宮� 博実 天野 道麿

神鳥 高世 明穂 政裕

三宅 茂樹 小林恭一郎

引田 亨 安梅 正則

辻田 哲朗 小林 哲

西村 元延

１６ 母体保護法指定医師審査委員会委員（担

当：井庭理事）

委 員 長 井庭 信幸

委 員 梅澤 潤一 皆川 幸久

井奥 郁雄 中曽 庸博

伊藤 隆志 ♯原田 省

１７ 母体保護法指定医師不服審査委員会委員

（担当：井庭理事）

委 員 藤原 和男（弁護士）

塩澤 洋子（県看護協会長）

板倉 和資 池田 宣之

魚谷 純

１８ 学校医部会運営委員会委員（担当：笠木理

事）

委 員 長 笠木 正明

副委員長 天野 道麿

委 員 神鳥 高世 明穂 政裕

井庭 信幸

石谷 暢男 松浦 喜房

青木 哲哉 妹尾 磯範

瀬口 正史 中尾 圭介

◎学校医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

１９ 健康スポーツ医委員会委員（担当：明穂理

事）

委 員 長 野島 丈夫

副委員長 吉田 眞人 米川 正夫

委 員 明穂 政裕

福島 明 青木 哲哉

山本 仁 豊島 良太

２０ 産業医部会運営委員会委員（担当：吉田理

事）

委 員 長 岸本 拓治

副委員長 宮� 博実

委 員 富長 将人 渡辺 憲

吉中 正人 吉田 眞人

黒沢 洋一

森 英俊 杉山 長毅

大石 一康 湯川 喜美

山本 仁 門脇 敬一

◎産業医部会役員（部会長・副部会長・委員）

も上記と同じ

２１ 勤務医委員会委員（担当：重政理事）

委 員 長 重政 千秋

副委員長 渡辺 憲 武田 倬

〔地区推薦〕

委 員 吉田 泰之 森尾 泰夫

高田 照男 村脇 義和

〔県医推薦〕
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委 員 下田光太郎 山本 敏雄

高見 徹 山代 豊

鍔木 紀子 角田 直子

三浦さおり 大谷 恭一

阿藤孝二郎 野坂 仁愛

松永 佳子 村田 裕彦

２２ 労災保険委員会委員・自賠責保険委員会委

員（担当：野島副会長）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 明穂 政裕 米川 正夫

福島 明 石田 浩司

山本 仁

２３ 卒後臨床研修委員会委員（担当：武田理事）

委 員 長 富長 将人

委 員 宮� 博実 渡辺 憲

武田 倬 重政 千秋

福島 明 ＊阿藤孝二郎

門脇 敬一 小川 敏英

２４ 禁煙指導対策委員会委員（担当：渡辺常任

理事）

委 員 長 渡辺 憲

委 員 天野 道麿 笠木 正明

松浦 喜房 松田 隆

飛田 義信 長谷川純一

２５ ACLS委員会委員（担当：野島副会長）

委 員 長 野島 丈夫

委 員 武田 倬 米川 正夫

山下 裕 宇奈手一司

面谷 博紀 八木 啓一

２６ 鳥取県糖尿病対策推進会議委員（担当：武

田理事）

委 員 長 岡本 公男

副委員長 武田 倬

委 員 富長 将人 天野 道麿

松浦 喜房 湯川 喜美

越智 寛

池田 匡（日本糖尿病学会中

四国支部）

藤井 秀樹（県福祉保健部次長

兼健康政策課長）

村山 洋子（県教育委員会体育

保健課長）

２７ 特定健診・特定保健指導対策委員会（担

当：吉中理事）

委 員 長 宮� 博実

副委員長 吉中 正人

委 員 富長 将人 天野 道麿

吉田 眞人

松浦 喜房 大津 千晴

青木 哲哉 引田 亨

野坂 美仁 越智 寛

＊Ｈ２０．７．１～

♯Ｈ２０．１２．１～

７．顧問弁護士・顧問税理士について
平成２１年３月末日現在、本会顧問弁護士・顧

問税理士は次の通りである。〔敬称略〕

顧問弁護士 藤原 和男（鳥取市）

川中 修一（米子市）

顧問税理士 岸本 信一（鳥取市）

８．会員表彰について
本年度、一般表彰並びに会長表彰は次のとお

りであった。

＊他団体推薦による受賞

１ 叙位・叙勲

２０．４．２９ 旭日双光章

米本 哲人（鳥取市）

保健衛生功労者

２１．１．１９ 正六位

故周防俊成（米子市）

２ 一般表彰

厚生労働大臣表彰

２０．８．２８ ＊小谷 晴彦（大山町）

介護老人保健施設事業功労者

２０．１０．２０ ＊田村 公平（鳥取市）

国民健康保険関係功績者

＊谷田 理（米子市）

国民健康保険関係功績者

２０．１０．３０ 岡本 公男（鳥取市）

公衆衛生事業功労者

文部科学大臣表彰

２０．１１．６ 川本 久雄（琴浦町）

学校医・学校保健功労者

日本公衆衛生協会長表彰

２０．１０．３０ 池田 宣之（倉吉市）

公衆衛生事業功労者

板倉 和資（八頭町）

公衆衛生事業功労者

鳥取県国民健康保険団体連合会理事長表彰

（国保事業功労者）

２０．７．２９ 鳥取県国民健康保険団体連合会

総会席上

＊渡辺 憲（鳥取市）
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＊渡邉 賢司（岩美町）

＊田村 公平（鳥取市）

＊谷田 理（米子市）

＊平尾 正人（鳥取市）

＊神谷 剛（岩美町）

国保中央会表彰

２０．１０．７ ＊田村 公平（鳥取市）永年国

保診療報酬審査委員功績者

＊平尾 正人（鳥取市）永年国

保診療報酬審査委員功績者

＊谷田 理（米子市）永年国

保診療報酬審査委員功績者

鳥取県知事表彰

２０．９．２５ 加藤 大司（岩美町）結核予

防事業功労者

２１．１．１４ ＊池田 宣之（倉吉市）地域社

会の活性化に貢献した功労者

鳥取県教育委員会表彰

２０．１１．６ 岡空謙之輔（米子市）学校医・

学校保健功労者

鳥取県学校保健会長表彰（学校保健功労者）

２１．２．１５ 鳥取県学校保健会研修会席上

天野 道麿（北栄町）

平本 眞介（倉吉市）

木下 大吉（米子市）

石田 寿一（米子市）

本田 守（米子市）

川田 秀一（米子市）

読売新聞社医療功労賞〔鳥取県医療功労賞〕

２１．１．２６ ＊北原 佶（米子市）

地域医療功労者［第３７回］

地域医療貢献奨励賞〔自治医科大学・住友生

命社会福祉事業団〕

２１．２．２８ ＊渡邉 賢司（岩美町）

永年地域医療への功績

鳥取県健康対策協議会長表彰；第３９回理事会

席上

２０．５．２９ 工藤 浩史（鳥取市）

本城 一郎（鳥取市）

鳥取県保健事業団理事長感謝状

２０．９．２ 谷口 昌弘（鳥取市）

対がん運動功労者

金藤 英二（倉吉市）

対がん運動功労者

吹野 俊介（倉吉市）

結核予防事業功労者

３ 鳥取県医師会長表彰

２０．７．５ 定例総会席上

長谷川柳三（米子市）開業５０年以上

岸田 剛一（鳥取市）永年役員

２０．７．３ 鳥取県産業安全衛生大会席上

宮川 鉄男（北栄町）

吉中 正人（琴浦町）

４ 第１７回鳥取医学賞；２０．７．５定例総会席上

山本 雅司（鳥取市・鹿野温泉病院）

５ 米寿御祝；２０．７．５定例総会席上

笠木 慶治（米子市）

田中 禾一（米子市）

６ 喜寿御祝；２０．７．５定例総会席上

西尾 徹也（倉吉市）

神波 澄幸（倉吉市）

安田 收一（米子市）

上山 奎自（鳥取市）

太田原美子（鳥取市）

竹田 明（米子市）

山� 郁雄（倉吉市）

清水 治（八頭町）

野口 和男（鳥取市）

錦織 劭（米子市）

吉川 暢一（米子市）

９．県及び関係団体委員会委員の推薦について
平成２１年３月末日現在、本会から推薦した県

及び関係団体委員会委員は次のとおりである。

委員会の審議に当っては本会方針の反映に努め

た。（一部本会推薦以外も含む）

〔鳥取県福祉保健部：医療政策課〕

１ 鳥取県准看護師試験委員（至Ｈ２２．９．２９）

天野道麿 明穂政裕 米川正夫

２ 鳥取県医療審議会委員（至Ｈ２１．３．１３）

岡本公男 宮�博実

３ 鳥取県精度管理専門委員（至Ｈ２２．１．１０）

中井一仁 吉田眞人

４ 鳥取県インフルエンザワクチン対策委員会

委員（任期：未定）

天野道麿

５ 鳥取県地域医療対策協議会委員（至Ｈ２３．

１．１８）

岡本公男

〔鳥取県福祉保健部：健康政策課〕

１ 鳥取県感染症危機管理対策協議会情報解析

部会委員（任期：未定）

田中 清 笠木正明
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２ 鳥取県感染症危機管理対策協議会委員（任

期：未定）

天野道麿

３ 鳥取県小児慢性特定疾患診査会委員（任

期：未定）

笠木正明

４ 鳥取県結核対策推進協議会委員（任期：未

定）

天野道麿

５ 鳥取県がん対策推進計画検討委員会委員

（至Ｈ２１．２．２８）

岡本公男

６ 鳥取県自殺対策連絡協議会委員（至Ｈ２１．

１０．１８）

渡辺 憲

７ 鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議委

員（至Ｈ２３．１０．２４）

神鳥高世

８ 鳥取県麻しん対策会議委員（至Ｈ２３．１２．２１）

笠木正明

９ 鳥取県８０２０運動推進協議会委員（至Ｈ２２．

１１．１７）

杉山長毅

〔鳥取県福祉保健部：長寿社会課〕

１ 鳥取県介護保険審査会委員（至Ｈ２２．５．２３）

日笠親績 鎌田 修 田中敬子

湯川喜美 高見 徹

２ 鳥取県国民健康保険審査会委員（至Ｈ２３．

９．２０）

板倉和資

３ 鳥取県高齢者虐待防止協議会委員（至Ｈ２０．

８．３１終了）

渡辺 憲

４ 鳥取県介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画策定・推進委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

渡辺 憲

５ 鳥取県地域リハビリテーション推進協議会

委員（至Ｈ２０．１２．１７終了）

明穂政裕

６ 鳥取県介護予防市町村支援委員会委員（至

Ｈ２０．１０．１０終了）

高見 徹

〔鳥取県福祉保健部：福祉保健課〕

１ 鳥取県社会福祉審議会委員（至Ｈ２１．８．２２）

吉田眞人 柏木 徹

２ 鳥取県社会福祉審議会心身障害福祉専門分

科会（臨時委員）（至Ｈ２１．８．２２）

山家 武 藤田和寿 倉信耕爾

小坂博基 大源和彦 工藤浩史

３ 鳥取県社会福祉審議会児童福祉専門分科会

（臨時委員）（至Ｈ２１．８．２２）

中野英二

〔鳥取県福祉保健部：医療指導課〕

１ 鳥取県医療安全推進協議会委員（至Ｈ２１．

１２．１７）

富長将人

２ 鳥取県後期高齢者医療審査会委員（至Ｈ２３．

４．３０）

吉田眞人

３ 鳥取県国民健康保険診療報酬請求書審査会

委員（至Ｈ２１．５．３１）

「公益代表」

◎福島 明 吉田泰之 植木壽一

田村矩章 早田俊司 平尾正人

○渡邉賢司 谷田 理

「保険者代表」

伊藤久太朗 紀川純三 下田光太郎

古城治彦 藤田和寿 田中 潔

川上 伸 金藤英二

「保険医代表」

池田茂之 田村公平 林 裕史

福永康作 浪花紳悟 高須宣行

白石眞博 葉狩良孝

◎会長 ○副会長

４ 社会保険医療担当者指導員（至Ｈ２２．５．３１）

内 科：長谷川晴己 坂本雅彦

吉田明雄 古城治彦

下田光太郎 田村矩章

外 科：吉津法爾 谷田 理

山家 武 岸 清志

整形外科：福島 明 阿藤孝二郎

鱸 俊朗

小 児 科：白石眞博 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太朗 山�厚志

皮膚泌尿器科：葉狩良孝 江川尚男

泌尿器科：井上明道

〔鳥取県福祉保健部：障害福祉課〕

１ 鳥取県障害者介護給付費等不服審査会委員

（至Ｈ２２．３．３１）

明穂政裕 幡 碩之
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〔鳥取県企画部：青少年・文教課〕

１ 鳥取県青少年問題協議会委員（至Ｈ２２．６．

２３）

岡本博文

〔鳥取県企画部：男女共同参画推進課〕

１ 鳥取県男女共同参画審議会委員（至Ｈ２１．

１０．４）

大畠順恵

〔鳥取県防災局：消防チーム〕

１ 鳥取県メディカルコントロール協議会委員

（任期：未定）

野島丈夫

２ 鳥取県の消防の在り方検討会委員（至Ｈ２０．

５．２６終了）

野島丈夫

３ 鳥取県防災会議委員（至Ｈ２２．６．９）

野島丈夫

〔鳥取県総務部：人権推進課〕

１ 鳥取県人権尊重の社会づくり協議会委員

（至Ｈ２３．１．８）

下田光太郎

〔鳥取県総務部：福利厚生室〕

１ 鳥取県公務災害補償等審査会委員（至Ｈ２２．

１１．１８）

西垣隆志

２ 鳥取県公務災害補償等認定委員（至Ｈ２２．

１１．１８）

田中香寿子

３ 地方公務員災害補償基金鳥取県支部審査会

委員（至Ｈ２２．１１．１８）

西垣隆志

〔鳥取県病院局：総務課〕

１ 鳥取県立病院運営評議会委員（至Ｈ２２．７．

３１）

岡本公男

〔鳥取県教育委員会：福利室〕

１ 鳥取県教育委員会職員健康管理審査会委員

（至Ｈ２２．３．３１）

柏木 徹 田中 潔 鎌田 修

〔鳥取県教育委員会：体育保健課〕

１ 鳥取県結核対策委員会委員（任期：未定）

天野道麿

２ 鳥取県性教育推進委員会委員（至Ｈ２２．３．

３１）

長田昭夫

３ 学校・地域保健連携推進事業連絡協議会委

員（任期：未定）

岡本公男

４ 平成２０年度全国養護教諭研究大会実行委員

会委員（至Ｈ２１．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県教育委員会：特別支援教育課〕

１ 平成２０年度特別支援学校における医療的ケ

ア運営協議会委員（至Ｈ２１．３．３１）

笠木正明

〔鳥取労働局〕

１ 労災保険診療費審査委員（至Ｈ２３．３．３１）

鱸 俊朗 大月健朗 那須吉郎

明穂政裕 石田浩司 山本 仁

２ 地方労災医員

山本哲章 阿藤孝二郎 那須吉郎

田中泰明 林 永祥（至Ｈ２３．３．３１）

柏木 徹 幡 碩之

西田政弘（至Ｈ２２．３．３１）

３ 労災協力医：公的病院等勤務医（至Ｈ２３．

３．３１）

坂本雅彦 中安弘幸 吉田泰之

日笠親績 藤田和寿 倉信耕爾

恩田健史 頼田孝男 藤原義夫

４ 母性健康管理指導医（至Ｈ２２．６．３０）

竹内 薫

〔中国四国厚生局鳥取事務所〕

１ 保険指導医（至Ｈ２２．３．３１）

内 科：長谷川晴己 坂本雅彦

吉田明雄 古城治彦

下田光太郎 田村矩章

外 科：吉津法爾 谷田 理

山家 武 岸 清志

整形外科：福島 明 阿藤孝二郎

鱸 俊朗

小 児 科：白石眞博 奈良井栄

耳鼻咽喉科：藤田和寿 竹内裕美

精 神 科：田中 潔

眼 科：伊藤久太朗 山�厚志

皮膚泌尿器科：葉狩良孝 江川尚男

泌尿器科：井上明道

〔厚生労働省中国四国厚生局〕

１ 中国地方社会保険医療協議会委員（至Ｈ２１．

９．３０）

岡本公男

〔鳥取大学〕

１ 鳥取大学地域学部倫理審査委員会委員（至
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Ｈ２２．１１．３０）

岡本公男

２ 国立大学法人鳥取大学経営協議会委員（至

Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取大学医学部附属病院〕

１ 鳥取県がん診療連携協議会委員（任期：未

定）

岡本公男 吉中正人

〔鳥取県警察本部：警務課〕

１ 鳥取県留置施設視察委員会委員（至Ｈ２２．

５．３１）

松浦喜房

〔鳥取県警察本部：警察県民課〕

１ 鳥取県犯罪被害者支援連絡協議会副会長

（任期：未定）

谷口直樹（事務局長）

〔鳥取地方裁判所：民事部〕

１ 専門委員（至Ｈ２１．３．３１）

山家 武 田中宏和 植木寿一

寺澤 誠 田中 清

〔鳥取刑務所〕

１ 視察委員会委員（至Ｈ２２．３．３１）

松浦喜房

各種団体

〔鳥取県社会保険診療報酬支払基金〕

１ 鳥取県社会保険診療報酬支払基金幹事会幹

事（至Ｈ２２．８．３１）

岡本公男

２ 鳥取県社会保険診療報酬請求書審査会委員

（至Ｈ２１．５．３１）

「学識経験者」

◎長谷川晴己 小田 大 坂本雅彦

濱崎尚文 奈良井栄 吉津法爾

山家 武 岸 清志 ○阿藤孝二郎

村上 敏 竹内裕美 恩田健史

「保険者代表」

光延文裕 中安弘幸 田中孝幸

中岡明久 竹島多賀夫 松木 勉

森下嗣威 鱸 俊朗 井上明道

山�厚志 竹内 薫 西浦清一

「診療担当者代表」

天野道麿 横濱雄介 生駒義人

吉田明雄 宮本二郎 谷口昌弘

松浦順子 尾�眞人 田中宏和

梅澤潤一 麻木宏栄 庄司公平

◎委員長 〇副委員長

〔社会福祉法人恩賜財団済生会支部鳥取県済生

会〕

１ 鳥取県済生会境港総合病院評議員（至Ｈ

２１．１１．１７）

魚谷 純

〔鳥取県看護協会〕

１ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会委員

（至Ｈ２３．３．３１）

明穂政裕

〔鳥取県公衆衛生協会〕

１ 鳥取県公衆衛生協会理事（至Ｈ２２．６．８）

岡本公男 渡辺 憲 天野道麿

〔鳥取県社会福祉協議会〕

１ 鳥取県社会福祉協議会介護実習普及セン

ター運営委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）

野島丈夫

２ 福祉サービス運営適正化委員会委員（至Ｈ

２２．８．３１）

柏木 徹

３ 貸付審査等運営委員会委員（至Ｈ２２．３．３１）

谷口昌弘

４ 地域福祉権利擁護事業に係る契約締結審査

会委員（至Ｈ２１．１０．３１）

高田耕吉

〔鳥取県町村職員退職手当組合〕

１ 鳥取県町村非常勤職員公務災害補償等審査

会委員（至Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県保健事業団〕

１ 役員（至Ｈ２３．３．３１）

理事長 岡本公男

理 事 宮�博実

〔財団法人結核予防会鳥取県支部〕

１ 財団法人結核予防会鳥取県支部支部長（至

Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県学校保健会〕

１ 学校保健会評議員（至Ｈ２２．３．３１）

会 長 岡本公男

理 事 天野道麿 笠木正明

２ 学校安全表彰審査会委員（至Ｈ２２．３．３１）

岡本公男（学校保健会長） 笠木正明

〔独立行政法人日本スポーツ振興センター〕

１ 独立行政法人日本スポーツ振興センター広

島支所業務運営委員会委員（至Ｈ２３．３．３１）
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明穂政裕

〔鳥取県国民健康保険団体連合会〕

１ 鳥取県国民健康保険団体連合会理事（至Ｈ

２３．６．９）

岡本公男

２ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護給付費

審査委員会委員（至Ｈ２２．４．３０）

神谷 剛 杉山長毅 谷口玲子

３ 鳥取県国民健康保険団体連合会介護サービ

ス苦情処理委員会委員（至Ｈ２２．３．３１）

吉田眞人

４ 常務処理審査委員（至Ｈ２３．５．３１）

植木壽一

〔財団法人鳥取県国際交流財団〕

１ 財団法人鳥取県国際交流財団理事（至Ｈ２２．

３．３１）

神鳥高世

〔財団法人暴力追放鳥取県民会議〕

１ 財団法人暴力追放鳥取県民会議理事（至Ｈ

２４．３．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県環境管理事業センター〕

１ 財団法人鳥取県環境管理事業センター参与

（至Ｈ２１．５．３１）

岡本公男

〔財団法人鳥取県臓器バンク〕

１ 財団法人鳥取県臓器バンク理事長（至Ｈ２３．

３．３１）

岡本公男

〔鳥取県人権文化センター〕

１ 鳥取県人権文化センター理事（至Ｈ２３．３．

３１）

岡本公男

〔鳥取県薬剤師会〕

１ 鳥取県薬剤師会薬事情報センター運営委員

（至Ｈ２２．３．３１）

富長将人

〔鳥取県精神保健福祉協会〕

１ 鳥取県精神保健福祉協会理事（至Ｈ２３．３．

３１）

岡本公男

〔鳥取産業保健推進センター〕

１ 鳥取産業保健推進センター運営協議会会長

（至Ｈ２３．３．３１）

岡本公男

〔鳥取県医療機関厚生年金基金〕

１ 鳥取県医療機関厚生年金基金理事長（至Ｈ

２３．４．１９）

長田昭夫

〔鳥取県後期高齢者医療広域連合〕

１ 鳥取県後期高齢者医療懇話会委員（至Ｈ２３．

３．３１）

天野道麿

〔鳥取県立図書館〕

１ 県民のための健康情報サービス委員会委員

（至Ｈ２２．３．３１）

明穂政裕

〔日本医師会〕

１ 日本医師会定款・諸規程検討委員会委員

（至Ｈ２２．３．３１）

岡本公男

２ 日本医師会勤務医委員会委員（至Ｈ２２．３．

３１）

渡辺 憲

３ 日本医師会救急災害医療対策委員会委員

（至Ｈ２２．３．３１）

野島丈夫

４ 日本医師会社会保険診療報酬検討委員会委

員（至Ｈ２２．３．３１）

富長将人 田中 清

５ 日本医師会基本診療科のあり方に関するプ

ロジェクト委員会委員（至Ｈ２２．３．３１）

富長将人

６ 日本医師会地域医療対策委員会委員（至Ｈ

２２．３．３１）

宮�博実

７ 日本医師会学校保健委員会委員（至Ｈ２２．

３．３１）

笠木正明

８ 日本医師・従業員国民年金基金第７期代議

員（至Ｈ２２．３．３１）

瀬川謙一

９ 日本医師会裁定委員（至Ｈ２２．３．３１）

長田昭夫

〔その他〕

１ 山陰救急医学会幹事（任期：未定）

野島丈夫

２ 日本救急医学会中国四国地方会評議員（至

Ｈ２２．３．３１）

野島丈夫

３ 若年者心疾患対策協議会役員（任期：未定）

顧 問 岡本公男
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理 事 坂本雅彦

評議員 西村元延 奈良井栄

星加忠孝

４ 鳥取県柔道整復師会顧問

岡本公男

５ 鳥取県鍼灸師会顧問

岡本公男

６ 鳥取県難病医療連絡協議会委員（至Ｈ２２．

３．３１）

安部喬樹

１０．各種会合について
本年３月末日までに開催された総会、代議員

会、その他各種会合は次のとおりである。

１ 総会（１回）

平成２０年度定例総会は、平成２０年７月５日

（土）、午後５時から鳥取県医師会館において

開催し、平成１９年度庶務、事業概況に関する

報告並びに平成１９年度決算について、これを

承認された。

また、鳥取県医師会長表彰、鳥取医学賞並

びに特別講演「平成２０年度診療報酬改定の経

緯と今後の課題」（講師：日本医師会副会長

竹嶋康弘先生）を行い盛会であった。詳細

は、会報第６３７号へ掲載した。

２ 代議員会（２回）

１）第１７７回（臨時）代議員会 平成２０年７

月５日、鳥取市、鳥取県医師会館において

開催し、平成１９年度鳥取県医師会収入支出

決算５議案等について承認した。詳細は、

会報第６３８号へ掲載した。

２）第１７８回（定例）代議員会 平成２１年３

月１４日、鳥取市、鳥取県医師会館において

開催し、平成２１年度鳥取県医師会事業計画、

予算等７議案について原案どおり承認可決

した。詳細は、会報第６４６号へ掲載した。

３ 常任理事会及び理事会

本年３月までに開催した常任理事会は１１回、

理事会は１２回、日常会務の処理及び当面の重

要問題の執行について協議を行った。

なお、緊急を要する問題については、必要

により担当理事打合会を開催し、会務運営に

万全を期した。また、理事会会議状況等につ

いては、県医師会報及び県医師会メーリング

リスト並びにホームページ（会員用）への掲

載を以て、概要の周知を図った。

４ 会議メモ

４月１日 日本医師会代議員会・日本医師会

総会［～２日まで］

３日 平成２０年度特定健康診査・特定保

健指導委託契約書調印式

１０日 第１回理事会

〃 三師会主催観桜会

１７日 第１９５回鳥取県医師会公開健康講

座

２４日 学校医部会運営委員会

〃 「広報委員会」「会報編集委員会」

合同委員会

〃 「厚生労働省第三次試案」に関す

る都道府県医師会担当理事連絡協

議会

５月１日 産業医部会運営委員会

８日 第１回常任理事会

〃 健保指導計画打合せ会

〃 鳥取県後期高齢者医療審査会

〃 日本産婦人科医会鳥取県支部理事

会

１５日 特定健診・特定保健指導対策委員

会

１７日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合総会分科会

１８日 中国四国医師会連合総会

〃 日本産婦人科医会鳥取県支部・日

本産科婦人科学会鳥取地方部会総

会

２２日 第２回理事会

〃 生活保護法による指定医療機関個

別指導打合せ会

〃 米本哲人先生叙勲受章祝賀会

２４日 第１９６回鳥取県医師会公開健康講

座

２６日 鳥取県自殺対策連絡協議会

２７日 鳥取県保健事業団理事会

〃 鳥取県環境管理事業センター参与

会

２９日 鳥取県臓器バンク理事会

〃 第３９回鳥取県健康対策協議会理事

会

〃 都道府県医師会公益法人制度改革

担当理事連絡協議会

３０日 第１回鳥取大学学長選考会議

〃 第２４回日本救急医学会中国四国地

方評議会
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６月５日 都道府県医師会生涯教育担当理事

連絡協議会

６日 全国メディカルコントロール協議

会連絡会

１０日 日医役員就任披露パーティー

１２日 第２回常任理事会

〃 鳥取県後期高齢者医療審査会

１３日 鳥取大学経営協議会

１６日 鳥取県がん診療連系協議会

１７日 鳥取県保険者協議会

１８日 将来ビジョン懇話会

〃 鳥取県病院協会総会

１９日 鳥取県新型インフルエンザ医療対

応連絡会議

〃 第１９７回鳥取県医師会公開健康講

座

２２日 春季医学会

〃 医師会活動説明会

２４日 県立病院運営評議会

２６日 鳥取県後期高齢者医療審査会

〃 第３回理事会

〃 平成２０年度監事会

〃 鳥取県公衆衛生協会理事会

〃 「アレルギー疾患用学校生活管理

指導表の運用方法」について打合

せ会

２９日 医師会活動説明会

〃 鳥取県看護協会総会

７月１日 鳥取県医療審議会

２日 都道府県医師会社会保険担当理事

連絡協議会

３日 鳥取県産業安全衛生大会

５日 第１７７回臨時代議員会

〃 定例総会

８日 かかりつけ医と精神科医との連絡

協議会

１０日 第３回常任理事会

〃 鳥取県学校保健会定例理事・評議

員会

１３日 産業医研修会

１５日 都道府県医師会長協議会

１７日 第１回鳥取県医師国保組合監事

会・理事会

〃 第１９８回鳥取県医師会公開健康講

座

１９日 男女共同参画フォーラム

２２日 鳥取県新型インフルエンザ対策本

部図上訓練

２４日 第４回理事会

〃 地域医療崩壊阻止のための総決起

大会

〃 健対協がん登録対策専門委員会

〃 職業倫理・自浄作用活性化委員会

３１日 地域医療崩壊阻止のための総決起

鳥取大会

〃 生涯教育委員会

〃 健対協子宮がん対策専門委員会

〃 新公益法人制度に関する説明会

８月２日 第１１９回医師国保組合会

３日 産業医基礎前期研修会

４日 介護保険事業支援計画及び老人福

祉計画策定・推進委員会

７日 第４回常任理事会

〃 全国養護教諭研究大会情報交換

〃 健対協胃がん対策専門委員会

９日 健対協大腸がん対策専門委員会

１４日 中国四国医師会事務局長会議

２１日 第５回理事会

〃 第２００回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 健対協肺がん対策専門委員会

２１日 第５２回社会保険指導者講習会［～

２２日］

２３日 健対協乳がん対策専門委員会

２４日 中国地区学校医大会

〃 中国四国学校保健担当理事連絡会

議

２６日 鳥取県後期高齢者医療懇話会

２８日 感染症危機管理対策委員会実務者

会議

〃 薬事情報センター運営委員会

〃 健対協肝臓がん対策専門委員会

２９日 鳥取大学経営協議会

３０日 中国地区医師会指導打合せ会

〃 健対協生活習慣病対策専門委員会

３０日 日本医師会初級パソコンセミナー

［～３１日］

９月２日 鳥取県がん征圧大会

４日 第５回常任理事会

〃 土曜会（報道各社支局長）との懇

談会

６日 全国医師会共同利用施設総会［～

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

55



７日］

９日 鳥取県立病院運営評議会

１１日 健対協総合部会

〃 鳥取県医療審議会

〃 鳥取県医療機関厚生年金基金理事

会・代議員会

〃 鳥取地方社会保険医療協議会

１３日 山陰救急医学会

１４日 過重労働・メンタルヘルス対策に

関する研修会及び精神科医等のた

めの産業保健研修会

１８日 第６回理事会

〃 第２０１回鳥取県医師会公開健康講

座

２５日 鳥取地方社会保険医療協議会

〃 かかりつけ医と精神科医との連携

会議

２７日 健康フォーラム２００８

２８日 産業医研修会

３０日 鳥取大学学長選考会議

１０月２日 第６回常任理事会

〃 鳥取県准看護師試験委員会

〃 鳥取県医療情報研究会打合せ会

３日 都道府県医師会「地域医療、保健、

福祉を担う幅広い能力を有する医

師」認定制度に関する協議会

５日 学校医と養護教諭との合同研修会

〃 学校医・学校保健研修会

〃 日医かかりつけ医うつ病対応力向

上研修会

９日 鳥取県産業保健協議会

〃 看護職員確保対策連絡協議会

１３日 秋季医学会

１４日 鳥取県地域リハビリテーション推

進協議会

１５日 中国地方社会保険医療協議会総会

１６日 鳥取県インフルエンザワクチン対

策委員会

〃 鳥取県抗インフルエンザウイルス

薬対策委員会

〃 第２０２回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 第７回理事会

１８日 健対協大腸がん精密検査実地研修

会

２０日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

２６日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 日医臨時代議員会

２８日 鳥取大学関連管理型病院協議会

３０日 新型インフルエンザ対策会議

〃 鳥取県教育委員会との連絡会議

〃 地方社会保険医療協議会部会

１１月４日 健対協若年者心疾患対策協議会総

会実行委員会

６日 第７回常任理事会

８日 全国学校保健・全国学校医大会

１３日 社会保障部常任委員会

〃 母体保護法指定医師審査委員会

〃 第５回鳥取県後期高齢者医療審査

会

〃 第２０３回鳥取県医師会公開健康講

座

１５日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 中国四国医師会連合各種研究会

〃 中国四国医師会連合救急担当理事

連絡協議会

１６日 中国四国医師会連合医学会

１７日 鳥取県自殺対策連絡協議会

１８日 全国養護教諭研究大会実行委員会

１９日 日本医師会医師再就業支援事業保

育システム相談員講習会

２０日 第８回理事会

〃 第３回鳥取県医師国民健康保険組

合理事会

２２日 全国医師会勤務医部会連絡協議会

２３日 第４回鳥取県医師会医療情報研究

会

２４日 日本医師会医療事故防止研修会

〃 地域医療を考える県民フォーラム

２７日 鳥取県がん診療連携協議会

３０日 産業医研修会

１２月１日 JR高速化鳥取県民募金委員会臨

時総会

４日 第８回常任理事会

〃 感染症危機管理対策委員会

〃 平成２０年度都道府県医師会勤務医

担当理事連絡協議会

６日 平成２０年度家族計画・母体保護法

指導者講習会

７日 鳥取県臨床検査精度管理調査報告

会
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７日 鳥取県婦人大会

１１日 健対協疾病構造の地域特性対策専

門委員会

〃 第１２０回医師国保臨時組合会

１８日 第２０４回鳥取県医師会公開健康講

座

〃 第９回理事会

２０日 健対協乳がん対策専門委員会

〃 鳥取県糖尿病対策推進会議

２３日 平成２０年度都道府県医師会特定健

診・特定保健指導連絡協議会

２５日 健対協母子保健対策専門委員会

〃 鳥取県看護高等専修学校連絡協議

会

１月８日 第１０回理事会

〃 第６０回鳥取県医療懇話会

１５日 健対協公衆衛生活動対策専門委員

会

〃 第２０５回鳥取県医師会公開健康講

座

１７日 勤務医委員会

〃 鳥取県医師会勤務医部会総会講演

会

２０日 第２回都道府県医師会長協議会

２２日 第９回常任理事会

〃 社会保障部委員会総会

〃 鳥取県学校保健及び学校安全表彰

審査会

〃 国際交流財団理事会

２６日 鳥取県の将来ビジョン懇話会

２７日 鳥取県立病院運営評議会

２９日 特定健診・特定保健指導対策委員

会

〃 第４０回共済会運営委員会

３０日 全国メディカルコントロール協議

会連絡会

３１日 若年者心疾患対策協議会理事会

〃 若年者心疾患対策協議会総会

２月２日 鳥取大学経営協議会

３日 鳥取大学地域学部倫理審査委員会

５日 第１０回常任理事会

〃 健対協大腸がん対策専門委員会

〃 鳥取医学雑誌編集委員会

７日 健対協胃がん対策専門委員会

〃 労災保険指定医療機関研修会

８日 健対協子宮がん対策専門委員会

１０日 鳥取県地域医療対策協議会

１２日 介護保険対策委員会

〃 第５回鳥取県医師国民健康保険組

合理事会

〃 第２回鳥取県医師国民健康保険組

合監事会

１３日 平成２０年度都道府県医師会医療関

係者担当理事連絡協議会

１４日 健対協肝臓がん対策専門委員会

〃 平成２０年度日本医師会医療情報シ

ステム協議会［～１５日］

１５日 第２回学校医・学校保健研修会

〃 新型インフルエンザの感染拡大防

止訓練

１９日 第１１回理事会

〃 臨床検査精度管理委員会

〃 都道府県医師会医事紛争担当理事

連絡協議会

〃 第２０６回鳥取県医師会公開健康講

座

２０日 第３９回日本消化器がん検診学会中

国四国地方会・第３９回中国四国地

方胃集検の会

２１日 鳥取県がん対策推進計画検討委員

会

２３日 鳥取産業保健推進センター運営協

議会

２６日 鳥取医療機関厚生年金基金理事

会・代議員会

２７日 第４期介護保険事業支援計画及び

老人福祉計画策定・推進委員会

〃 都道府県医師会事務局長連絡会

２８日 健対協肺がん対策専門委員会

３月３日 鳥取県自殺対策連絡協議会

４日 日医感染症危機管理対策協議会

５日 第１１回常任理事会

〃 鳥取県成人病検診管理指導協議会

総合部会

〃 第１４回都道府県医師会介護保険担

当理事連絡協議会

〃 鳥取県准看護師試験委員会

９日 鳥取大学経営協議会

〃 鳥取大学学長選考会議

１１日 県民のための健康情報サービス委

員会

１３日 平成２０年度医療政策シンポジウム

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

57



１３日 平成２０年度都道府県医師会生涯教

育担当理事連絡協議会

１４日 第１７８回定例代議員会

１５日 全国有床診療所連絡協議会中国四

国ブロック会設立総会

１７日 鳥取県結核対策委員会

１８日 第６０回結核予防全国大会

１９日 第１２回理事会

〃 鳥取県臓器バンク理事会

〃 平成２０年度都道府県医師会広報担

当理事連絡協議会

〃 健対協地域医療研修及び健康情報

対策専門委員会

〃 第２０７回鳥取県医師会公開健康講

座

２１日 健対協生活習慣病対策専門委員会

２６日 鳥取県健康づくり文化創造推進県

民会議

〃 禁煙指導対策委員会

〃 平成２０年度都道府県医師会情報シ

ステム担当理事連絡協議会

〃 医事紛争処理委員会

〃 第３回かかりつけ医と精神科医と

の連携会議

２８日 中国四国医師会連合常任委員会

〃 日本医師会定例代議員会

〃 日本医師会定例総会

１１．公益法人
１ 都道府県医師会公益法人制度改革担当理事

連絡協議会

平成２０年５月２９日、日医会館において開催

され、明穂理事、地区医師会代表者等が出席

した。

当日は、講演�「新公益法人制度について」

（原山内閣府大臣官房審議官）、講演�「公

益法人制度改革に向けた医師会の対応につい

て」（羽生田・今村聡両日医常任理事）が行

われた。

日医では、昨年度に公益社団法人へ移行す

るとの方向性を決議し、現在準備を進めてい

る。都道府県医師会は公益社団法人へ、郡市

区医師会は会員数、会員規模、事業等を考慮

した上で選択して欲しいということであった。

なお、今後の作業予定は、平成２１年１０月頃

の日医代議員会に定款変更案を上程する予定

で、適宜、担当理事連絡協議会を開催し、ま

ずは日医が移行申請を行える状態にしたい。

逐一情報提供するので利用していただき、移

行の申請準備をして欲しいということであっ

た。

詳細は、会報第６３６号に掲載した。

１２．日本医師会役員就任披露パーティー
平成２０年６月１０日、帝国ホテル東京において

開催され、岡本会長が出席した。招待者は、国

会議員、関係官庁幹部、関係団体、医師会関係、

医学会など総勢約１，６００名で盛会であった。な

お、長田前会長（日医裁定委員会委員長）も出

席された。

１３．JR高速化鳥取県民募金委員会臨時総会
平成２０年１２月１日、ウェルシティ鳥取におい

て開催され、事務局が出席した。主な議事とし

て、JR西日本に対する未払い金の取り扱いに

ついて協議した結果、全額免除を求める交渉を

行うこととなった。なお、その際には募金委員

会会長名で全額免除要請文を提出するが、委員

会を構成する各団体の要請文を束ねて提出する。

１４．会員名簿発行について
平成２０年６月１日現在にて１，７００部発行、全

会員並びに関係諸方面に配付した。

なお、平成１７年４月１日より個人情報保護法

が施行されたことにより、個人情報の不正な流

出を防ぐため、配布時に文書で会員名簿の取り

扱いについて厳重に管理（処分を含む）してい

ただくようお願いした。

経 理 関 係

１．平成１９年度歳入・歳出決算について
平成１９年度一般会計及び特別会計決算並びに

財産目録等について、平成２０年６月２６日、県医

師会館において清水、笠置両監事によって厳正

なる監査が行われ、いずれも適正妥当であった

ことが認められた。

次いで、７月５日開催の第１７７回（臨時）代

議員会において承認された。

２．平成２０年度会費減免について
平成２０年度会費減免については、第１７６回（定
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例）代議員会、第１７７回（臨時）代議員会［追

加分］及び第１７８回（定例）代議員会［追加分］

において申請どおり承認になった。減免申請の

内訳は次のとおりである。

会費免除会員……１４６名（高齢８７名、傷病６名、

研修医５３名）

３．平成２１年度歳入・歳出予算について
平成２１年度予算については、平成２１年３月１４

日開催の第１７８回（定例）代議員会において原

案どおり可決され、４月１日から施行する。

また、本会特別会計については下記の如く認

められており、各予算はそれぞれの事業推進の

費途に充てられている。

１ 共済会

２ 鳥取県医師会会館修繕積立金会計

３ 生命保険取扱特別会計

医療安全対策・自浄作用活性化対策、診療情報提供の推進

１．医療安全対策
１ 職業倫理・自浄作用活性化委員会

平成２０年７月２４日、県医師会館において開

催し、日医が作成した「医師の職業倫理指針

（改訂版）」を基に、適正な保険診療につい

て活発な協議、意見交換を行い、本会として

不正のあった会員に対してどのように対処し

ていくべきかを中心にその方策を検討した。

詳細は、会報第６３８号に掲載した。

医学医術の研究奨励及び生涯教育関係

１．医 学 会
１ 春季医学会（学会長：山陰労災病院長 石

部裕一先生）

平成２０年６月２２日（日）午前９時３０分より

米子市・西部医師会館において、山陰労災病

院・西部医師会・鳥取県医師会共催により開

催した。（出席者５９名）

１）研究発表…２２題

２）特別講演

「遺伝子再生医療実現のストラテジー

～克服すべき山と谷～」

講師 鳥取大学大学院医学系研究科

機能再生医科学専攻遺伝子再

生医療学講座遺伝子医療学部

門教授 汐田剛史先生

春季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３６

巻２・３号へ掲載した。

２ 秋季医学会（学会長：鳥取県中部医師会立

三朝温泉病院院長 森尾泰夫先生）

平成２０年１０月１３日（月・祝）午前９時２５分

より、倉吉市・倉吉未来中心において、中部

医師会立三朝温泉病院・中部医師会・鳥取県

医師会三者共催により開催した。（出席者６２

名）

１）研究発表…２５題

２）特別講演

「呼吸器疾患のリハビリテーション―

慢性閉塞性肺疾患（COPD）と気管支

喘息を中心に―」

講師 岡山大学大学院医歯薬学総合

研究科社会環境生命科学専攻

長寿社会医学講座老年医学分

野教授 岡山大学病院三朝医

療センター長 光延文裕先生

秋季医学会抄録は、鳥取医学雑誌第３６

巻４号へ掲載した。

２．日本医師会生涯教育制度への参加について
昭和６２年度より本制度として始まった「日医

生涯教育制度」も本年で２１年目となった。内容

は平成１９年度実施要項を踏襲している。

１ 平成１９年度申告状況（一括申告制を採用）

全県：８３．９％（前年度比０．４％減）

（東部８１．３％ 中部８４．７％ 西部８６．０％ 鳥

大７９．２％）

このうち、修了証取得者（評価基準：参加

証明、記録により年間１０単位以上の単位取得

者）は４７７名で、地区医師会経由送付した。

また、平成１７年度から１９年度までの３年連

続して「生涯教育修了証」を取得した方に交

付される日本医師会長の「認定証」交付者は、
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１０２名（このうち新規取得者４３名）であった。

２ 生涯教育委員会

平成２０年７月３１日、県医師会館において開

催した。「平成１９年度生涯教育事業」、「都道

府県医師会生涯教育担当理事連絡協議会」、

「春季医学会の開催」について報告があった

後、�平成２０年度日医生涯教育制度 �平成

２０年度日医生涯教育講座（案） �平成２０年

度秋季医学会開催 �日医生涯教育協力講座

�日医「指導医のための教育ワークショップ」

�医師国家試験問題の公募 �総合（診療）

医〈仮称〉および総合診療医を養成するため

のカリキュラム、などについて協議、意見交

換が行われた。

なお、製薬メーカーに全面依存した「日医

生涯教育協力講座」の開催は、今の時代にな

じまないため、本委員会としては開催に否定

的な意見が多かった。また、日医「指導医の

ための教育ワークショップ」を平成２０年度は

開催せず、平成２１年秋に本会主催で開催する

こととした。詳細は、会報第６３８号へ掲載した。

３ 「日本医師会生涯教育講座」の開催について

本年度は次のとおり開催した。

２０．６．２２ 鳥取県医師会春季医学会

７．５ 鳥取県医師会定例総会（特別講

演）

７．１３ 第１回鳥取県医師会産業医研修

会

７．２４ 禁煙指導医・講演医養成のため

の講習会（中部）

８．２１ 禁煙指導医・講演医養成のため

の講習会（東部）

９．２８ 第２回鳥取県医師会産業医研修

会

１０．５ 第１回鳥取県医師会学校医・学

校保健研修会 学校医と養護教

諭との合同研修会

１０．１３ 鳥取県医師会秋季医学会

１１．３０ 第３回鳥取県医師会産業医研修

会

１２．７ 平成２０年度鳥取県臨床検査精度

管理調査報告会

２１．１．３１ 第４１回若年者心疾患対策協議会

総会

２．１５ 第２回鳥取県医師会学校医・学

校保健研修会

３．１９ 禁煙指導医・講演医養成のため

の講習会（西部）

３．鳥取大学及び医学諸団体との連絡強調
１ 鳥取大学経営協議会

１）平成２０年６月１３日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。議事として、

平成１９年度決算及び実績報告、平成２１年度

概算要求、学長候補有資格者の推薦等、な

どについて協議、意見交換が行われた。

また、決算剰余金（目的積立金）会計予

算に係る平成１９年度決算、法人化に伴う承

継剰余金会計予算に係る平成１９年度決算、

平成１９年度資金運用実績、医学系研究科臨

床心理学専攻の計画、中高一貫教育、など

について報告があった。

２）平成２０年８月２９日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、岡本会長が出席した。引

き続き、学長選考会が開催された。

主な議事として、学長選考会議委員の推

薦、鳥取大学の財務状況、平成２０年度補正

予算等、学長候補者の資格を有すると認め

られる者の推薦、などについて協議、意見

交換が行われた。鳥取大学の経営は、大変

順調に推移しているとのことであった。

また、経営協議会委員の交代、医学部医

学科の定員増、平成１９年度に係る業務の実

績に関するヒアリング報告、グローバル

COEプログラムの採択、農学部附属動物

病院の整備計画）、大学の動き、などにつ

いて報告があった。

３）平成２１年２月２日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、中期計画の変更、次期中期目標・中

期計画（案）、平成２０年度補正予算（案）、

平成２１年度予算編成方針、などについて報

告、協議、意見交換が行われた。鳥取大学

の経営状態は、大変良好とのことであった。

４）平成２１年３月９日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、平成２１年度の年度計画及び予算配分、

次期中期目標・中期計画、研修医に係る処

遇改善、などについて協議、意見交換が行

われた。

２ 鳥取大学学長選考会議

１）平成２０年９月３０日、鳥取大学において開

催され、岡本会長が出席した。能勢学長が
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再任された。任期は４年である（２年の延

長期間があり最長６年の任期）。

２）平成２１年３月９日、鳥取大学において経

営協議会終了後に開催され、引き続き、岡

本会長が出席した。主な議事として、学長

候補者選考手続き方法の見直しなどについ

て協議、意見交換が行われた。

３ 鳥取大学関連管理型病院協議会

平成２０年１０月２８日、鳥大医学部附属病院に

おいて開催され、渡辺常任理事が出席した。

主な議事として、各関連管理型病院の研修医

マッチング状況、平成２１年度初期臨床研修プ

ログラム、医師臨床研修費補助事業に係る申

請手続き、初期・後期臨床研修合同説明会の

開催、などについて報告、協議、意見交換が

行われた。

平成２０年度の鳥取県臨床研修病院における

マッチ者数は、定員６７人に対し、２９人（うち

鳥大出身者２８人）であり、マッチ率は４３．３％

（全国最下位）であった。マッチ率を上げる

ための具体的な方策として、鳥取県サマーセ

ミナー等を利用した他大学卒業生への働きか

けの機会を増やすこと、HPの充実、本学教

員の卒業生の臨床研修に対する一致した取組、

臨床研修プログラムの再検討、などが挙げら

れた。

４ 鳥取大学地域学部倫理審査委員会

平成２１年２月３日、鳥取大学において開催

され、岡本会長が出席した。主な議事として、

提出された課題が倫理審査課題として該当す

るかどうか協議、意見交換が行われた。概ね

妥当であるが、一部修正して岡田地域学部長

が確認することとなった。

５ 鳥取県立病院運営評議会

１）平成２０年６月２４日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が出席した。主な議事として、

県立病院における経営目標及び実績等と県

立病院改革プランフレーム、などについて

報告、協議、意見交換が行われた。委員と

して患者及び患者家族の方がおられるが、

接遇の苦情が多かった。

２）平成２０年９月９日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が出席した。県医師会のほか、

鳥取赤十字病院看護部長、山陰労災病院長、

患者・ボランティア代表などが出席した。

議事として、県立中央病院と県立厚生病院

の改革プラン（案）が説明されたのち、各

病院の主な動き・意見交換などが行われた。

３）平成２１年１月２７日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が運営評議会長として出席し

た。なお、本評議会は、県立２病院の経営

について医療関係者ら外部有識者が監視す

る目的で設置されており、委員のほか、県、

病院関係者らが出席した。

主な議事として、県立２病院の経営推計

と患者及び職員の満足度アップに向けての

取り組みについて説明、質疑応答等が行わ

れた。中央病院では、DPCを導入してお

り、業績があがっている。

また、看護師の離職防止に向けた平成２１

年度の取り組みなどについて報告があった。

中央病院では、女性職員支援室を設置し、

相談窓口の開設や病児・病後児保育を実施

するほか、厚生病院では、院内保育所を整

備し、仕事と子育ての両立を支援するとの

ことであった。

４．鳥取医学雑誌の発行について
本年度（平成２０年３、６・９、１２月）発行し

た医学雑誌は第３６巻１、２・３号～４号までで、

収載論文数は総数３１編（内訳：興味ある症例３

編、総説３編、原著７編、症例報告１１編、記録

７編）であった。なお、本年度は２・３号（６

月・９月）は合併号として発行した。

本年度編集委員会は平成２１年２月５日、県医

師会館において開催した。主な議事として、最

近は平均月１～２編の状況であり、このまま発

行を続けるには厳しい数字であるため、投稿論

文数の減少対策について協議、意見交換を行っ

た。また、前回の委員会では、「会員外を無料

にする」「再投稿を促す文書を出す」を実施し、

多少の効果を上げたと報告している。

詳細は、会報第６４５号に掲載した。
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地 域 社 会 活 動 対 策

１．鳥取県臨床検査精度管理事業
１ 委員会

平成２１年２月１９日、県医師会館において県

医療政策課にも出席いただき、開催した。

平成２０年度実施報告では、９月７日に９部

門（臨床化学、血液、一般、免疫血清、生理、

微生物、細胞学、病理学、輸血）で実施し、

参加施設は昨年より８施設多い６８施設であっ

た。その各検査項目の結果（詳細は別途会報

へ掲載）について資料をもとに説明があった

後、協議、意見交換を行った。便潜血検査の

カットオフ値はいくらかとの質問があり、後

日確認していただくこととなった。病院と健

診機関で差があるようである。

また、平成２０年１２月７日、県医師会館にお

いて報告会を開催した。報告書は平成２１年３

月発刊を予定しており、今年度も別に医師向

けに要点をまとめたものを会報に掲載する。

なお、委員会は年２回開催してきたが、平成

２１年度は冬の報告を兼ねた年１回とすること

が了承された。詳細は、会報第６４５号に掲載

した。

２ 報告会

平成２０年１２月７日、県医師会館において開

催され、岡本会長が挨拶を述べた。９月に実

施したサーベイの結果について、血液、輸血、

臨床化学、一般、生理、病理、細胞診、微生

物、免疫の各部門で２会場に分かれて実績報

告及び質疑応答が行われた。なお、今年度も

医師向けの報告書を昨年と同様に関係者に配

布した。

２．特定健診・保健指導への対策
１ 特定健診・特定保健指導について

１）日医特定健診・特定保健指導連絡協議会

平成２０年１２月２３日、日医会館において開

催され、宮�・神鳥常任理事（鳥取県医師

国保組合常務理事）、松浦東部理事、野坂

西部副会長が出席した。

当日は、「特定健診・特定保健指導の課

題と対応」と「契約と電子化の対応」につ

いて説明があった後、質疑応答が行われた。

質疑応答では、事前に都道府県医師会等か

ら寄せられた質問やフロアからの質問に対

して、厚労省、国保中央会、支払基金、日

医、日医総研などの関係団体が次々に回答

していく形で行われた。詳細は会報第６４４

号へ掲載した。

また、１月２９日（木）午後１時４０分から

県医師会館において開催する「特定健診・

特定保健指導対策委員会」において、平成

２１年度の本会における取組みについて関係

機関にも参画いただき、協議、意見交換を

行う。

２）平成２０年度特定健康診査・特定保健指導

委託契約書調印

平成２０年４月３日、県医師会館において、

平成２０年度から開始された特定健康診査・

特定保健指導委託契約書の調印を、鳥取県

医師会長と鳥取県の代表保険者である政府

管掌保険の鳥取社会保険事務局長との間で

締結した。

３）特定健診・特定保健指導対策委員会

１）平成２０年５月１５日、県医師会館におい

て開催した。本委員会は、平成２０年度よ

り特定健診・特定保健指導が実施される

ことに伴い、いろいろと協議、意見交換

していくために新設した。なお、今後

様々な場面において情報を共有する必要

があることから、今回は県・市の担当者

の方にも参集いただいた。

主な議事として、集合契約の状況、問

診票（質問票）の様式、介護保険におけ

る生活機能評価（契約、同時実施の費用

等）、などについて報告、協議、意見交

換を行った。３月末に、国保中央会から

生活機能評価部分についても電子化する

ように言ってきているが、急に言われて

も対応できないため、当初のとおり生活

機能評価部分は、紙ベースでの提出の方

向で検討していくこととした。詳細は、

会報第６３６号に掲載した。

２）平成２１年１月２９日、県医師会館におい

て開催した。議事として、「中国四国医

師会連合各種研究会（１１／１５ 松山市）」

と「都道府県医師会特定健診・特定保健

指導連絡協議会（１２／２３ 日医）」及び特

定健診に関するアンケート調査結果（平

成２０年１２月実施）の報告後、平成２０年度
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実施における問題点及び平成２１年度実施

に向けての取り組みについて協議、意見

交換を行った。

平成２１年度実施に向けて、「契約（国

保、被用者）」「健診項目及び健診料金（基

本健診部分、横出し部分など）」「生活機

能評価との同時実施（費用請求と電子

化）」「後期高齢者の対応（努力義務）」「電

子化（代行）」「保健指導」などについて

協議、意見交換を行った。

健診項目は今年度同様とするが、健診

料金については、平成２０年度の健診料金

にはデータ化に係る費用が含まれていな

いため、中国四国各県医師会の契約状況

を参考にしながら、値上げの方向で契約

交渉をしていくこととなった。また、平

成２１年度からの代行手数料については、

今年度の代行入力に係る収支や今後のシ

ステム改修などを勘案し検討した結果、

４００円に値下げすることとした。詳細は、

会報第６４４号に掲載した。

２ 鳥取県保険者協議会

１）平成２１年２月４日、東部総合事務所にお

いて開催され、神鳥鳥取県医師国保組合常

務理事の代理として谷口事務局長が出席し

た。協議事項のなかで、特定健診・特定保

健指導・生活機能評価に関する調査及び特

定健診等実施計画関係調査について協議、

意見交換が行われ、鳥取県医師会として平

成２１年度の特定健診料金は、若干の値上げ

をお願いしたい旨、伝えた。

３．地域保健活動の推進
１ 喫煙健康被害予防対策の取り組みについて

昨年度に引き続き鳥取県医師会報及び日本

海新聞のコラムを利用して、喫煙健康被害予

防のキャンペーンを行ったほか、本会ホーム

ページ（一般）に「禁煙指導医・講演医」及

び「ニコチンパッチの処方が保険適用となる

医療機関」を掲載している。

１）禁煙指導対策委員会

平成２１年３月２６日、県医師会館において

県健康政策課及び県教育委員会の参加を得

て開催した。議事として、地区医師会及び

鳥取県から、講習会開催状況や禁煙に対す

る取り組み等について報告があった後、

「禁煙指導医・講演医養成のための講習

会」HP掲載会員の整理、今後の活動方針、

などについて協議、意見交換を行った。平

成２０年度の講習会を終了した時点で、本会

HP掲載の条件である「３年間に少なくと

も１回講習会に出席すること」の条件を満

たしていない会員に対して、該当者に事前

に書面連絡した上で、平成２１年度より本会

HPから削除することとした。なお、次年

度からは２年続けて未受講者に対し、本年

度受講されなければHPからの除外対象と

なる旨をお知らせすることとした。詳細は、

会報第６４６号へ掲載した。

２）「禁煙指導医・講演医」養成のための講

習会

地区医師会との共催により、次のとおり

開催した。

［東部地区］

日 時 平成２０年８月２１日（木） 午後７時

場 所 東部医師会館 鳥取市富安１―６２

演題及び講師

「禁煙は世界を救う」

沖縄大学人文学部福祉文化学科禁煙学

講座教授 山代 寛先生

出席者 ４０名

［中部地区］

日 時 平成２０年７月２４日（木）

午後５時３０分～７時

場 所 中部医師会館 倉吉市旭田町１８

演題及び講師

「みんなで取り組む禁煙支援―新時代来

る―」

京都府立医科大学医学研究科地域保健

医療疫学教室学内講師 繁田正子先生

出席者 １８名

［西部地区］

日 時 平成２１年３月１９日（木） 午後６時

場 所 西部医師会館 米子市久米町

演題及び講師

「禁煙指導の実際～心理的アプローチを

中心に～」

新中川病院（横浜市）内科・禁煙外来

加濃正人先生

出席者 ４２名

２ 鳥取県がん征圧大会

平成２０年９月２日、とりぎん文化会館にお

いて鳥取県、鳥取県医師会、鳥取県保健事業
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団の主催で開催され、岡本会長が挨拶を述べ

た。

表彰では、平成２０年度の結核予防事業功労

者として吹野俊介先生（県立厚生病院）、対

がん事業功労者として金藤英二先生（県立厚

生病院）、谷口昌弘先生（鳥取市）に鳥取県

保健事業団理事長感謝状が贈られた。また、

特別講演として、「子宮がん検診について」

（紀川純三鳥大医学部附属病院がんセンター

長）が行われた。

４．糖尿病対策
平成１７年１２月１日設置した「鳥取県糖尿病対

策推進会議」を、平成２０年１２月２０日、県医師会

館において開催した。議事として、平成１７～１９

年度までの本会及び地区医師会に委託して実施

した講演会・症例検討などの報告と行政の取組

みについて説明があった後、今後の取組みにつ

いて協議、意見交換を行った。その結果、平成

２１年度中に「鳥取県糖尿病対策推進会議従事者

講習会」を開催するとともに、平成２１年４月か

ら県医師会報に隔月で「糖尿病診療一口メモ」

を推進会議委員の持ち回りで執筆し、掲載する

こととなった。また、一般啓発事業として、平

成２１年３月１９日の公開講座を利用して「健康長

寿を支える食事」をテーマに推進会議委員の松

浦喜房先生による講演を行った。詳細は、会報

第６４３号に掲載した。

５．情報ネットワークの推進
１ 日医初級パソコンセミナー

平成２０年８月３０・３１日、県医師会館におい

て開催した。受講者は両日合わせて２１名で、

皆がパソコン技能修得を目指して熱心に取り

組んでいた。

２ 都道府県医師会情報システム担当理事連絡

協議会

平成２１年３月２６日、日医会館において開催

され、米川理事が出席した。６県医師会が

TV会議システムを通じて参加された。

主な議事として、「レセプトオンライン請

求義務化」と「ORCAプロジェクト」につい

ての説明と質疑応答が行われた。レセプトオ

ンライン請求義務化については、自民党行政

改革推進本部総会・規制改革委員会において、

「義務化において原則現行以上の例外規定を

設けないこと」「地域医療の崩壊を招くこと

のないよう、自らオンライン請求することが

当面困難な医療機関等に対して配慮する。」

へ変更することが了承された。ORCAプロ

ジェクトについては、２００８年２月より定点調

査の参加募集をしているが、現在のところ

３５９医療機関である。また、日医IT日レセ操

作実務者（認定オペレータ）制度を創設し、

日レセを操作できる医療事務員のオペレー

ターの資格を作り、平成２１年度より制度をス

タートさせる。さらに介護報酬、特定健診に

も対応していくということであった。情報提

供として今年度「傷病名ガイドブック」を

ORCAプロジェクトで監修し、社会保険研究

所より発刊している。詳細は、会報第６４６号

へ掲載した。

３ 医療情報研究会（日医ITフェア）

１）医療情報研究会打合せ会を平成２０年１０月

２日に日医テレビ会議システムを使用し、

県医師会館と中部及び西部医師会館をイン

ターネット回線でつないで開催した。

主な議事として、１１月２３日（日）に開催

する医療情報研究会のプログラムについて

協議、意見交換を行った。今回は、「電子

カルテ」をメインテーマとし、秋元日医総

研主任を講師に迎えて、講演「ORCAプロ

ジェクトとレセプトオンライン請求につい

て」を行うこととなった。

２）平成２０年１１月２３日、県医師会館において

開催し、秋元宏日医総研主任研究員による

講演「レセプトオンライン請求への対応と

ORCAプロジェクト（日レセ）の現状」と

質疑応答、「電子カルテ」をテーマに７名

のシンポジストによるシンポジウムを行っ

た。

レセプトオンライン請求については、平

成２１年夏頃には電子媒体で請求できるため

の準備を始めなければ間に合わなくなる可

能性がある。県医師会として今後はORCA

の導入を含め、レセプトオンライン請求に

対応できない医療機関に対して支援してい

くことを考えている。

また、１階ロビーにて、�大共、鳥取県

東部医師協同組合、�ファルコバイオシス

テムズの３社により日医標準レセプトソフ

ト等の展示、説明、相談コーナーが設けら

れた。詳細は、会報第６４２号へ掲載した。

４ 日本医師会 医療情報システム協議会
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平成２１年２月１４～１５日、日医会館において、

「患者さんに優しい、より質の高い医療を～

より良い医療をめざしてコンピューターを上

手に使おう～」をメインテーマに開催され、

地区医師会代表者等とともに出席した。

１４日は、シンポジウム「医師会事務局のIT

化の実情―会員等への情報伝達の現状とこれ

からの方向性」、特別企画「インターネット

活用による最新医学情報等の収集と活用」が

行われた。１５日は、シンポジウム「日レセ

ORCAを１００倍使おう」「外来診療のIT化―IT

化で何がよくなるのか、必要不可欠か―」、

特別講演「外来診療の臨床判断に求められる

もの」、日医総研からの報告「特定健診・特

定保健指導における代行入力業務の現状」「レ

セプトオンライン請求の現状と問題点」「認

証局の本格的稼働について」などが行われた。

今回の会では、ORCAプロジェクトの先進

性を改めて確認できた。レセプトオンライン

化について代行入力は請求支払が１ヶ月遅れ

ることや入力時の間違いが起こることなどを

考慮すると不可能ではないかとのことであっ

た。また、調剤薬局では今年の４月からレセ

プトオンラインが完全義務化されているが、

昨年１２月時点では約３０％しか対応できていな

いため、間に合わないのではないかというこ

とであった。詳細は、会報第６４５号へ掲載し

た。

５ 情報システム担当役職員意見交換会

平成２０年１１月２３日、県医師会館において地

区医師会の情報担当役職員に参集いただき、

開催した。議事として、�平成２０年度日本医

師会医療情報システム協議会について �レ

セプトオンライン化への取り組みについて

�来年度の鳥取県医師会医療情報研究会につ

いて �日医テレビ会議システムの有効利用

について、などについて協議、意見交換を

行った。詳細は、会報第６４２号へ掲載した。

６．環境対策
１ 鳥取県環境管理事業センター参与会

平成２０年５月２７日、白兎会館において開催

され、会長代理として谷口事務局長が出席し

た。議事として、産業廃棄物管理型最終処分

場の候補地等について協議が行われ、民間業

者である環境プラント工業株式会社（本社：

米子市高島）と事業提携し、米子市淀江町小

波地内を候補地とすることが承認された。

本会として将来的には中間処理場の確保が

必要になってくる。また、これまでに徴収さ

れた医師会員からの寄付金の取扱いについて

再確認することとした。

７．救急医療・防災対策
１ 高度救命処置研修開催事業について（委託

事業）

平成１６年度より、医師、看護師、救急救命

士等を対象とした「高度救命処置研修開催事

業」を鳥取県から委託された。目的はメディ

カルコントロール協議会の中心となる

JPTEC、ACLSの概念の理解を得て、鳥取県

下のインストラクター・プレインストラク

ター等の養成。

○JPTEC研修会

１）平成２０年６月２９日（日）：

鳥取大学医学部附属病院

２）平成２０年１０月５日（日）：

鳥取県東部広域行政管理組合消防局

３）平成２０年１１月３０日（日）：

鳥取県立倉吉総合看護専門学校

○ACLS研修会

１）平成２０年１１月１６日（日）：

鳥取赤十字病院

２）平成２１年３月２９日（日）：

中部医師会館

２ 小児救急地域医師研修事業

平成２０年度は３地区において開催した。

東部：平成２１年２月１９日、受講者数４８人

中部：平成２０年１２月１１日、受講者数３１人

西部：平成２１年３月５日、受講者数２１人

３ 小児救急電話相談事業について

全国で実施していないのは、鳥取県を含め

て３県だけである。県主催による小児ワーキ

ンググループにおいて協議した結果、小児救

急電話相談は民間業者へ委託し、時間は７時

～２２時か２３時位までとして平成２１年度から開

始することとした。また、子育て家庭向けに

小児救急の受診の仕方・救急の対処方法のパ

ンフレットを作成するほか、各地区で一般市

民を対象にした救急の受診の仕方などの講演

会を開催するなどとし、経過を見ながらその

後のことを検討していく。

＊小児救急無料電話相談事業「♯８０００」の運

用における問題について
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平成２１年２月より、休日、夜間に子ども

が急な病気やケガで緊急に受診すべきかど

うかなど心配な時に「＃８０００（相談料無料、

通話料は利用者負担で東京までの通話料）」

を利用していただく、「とっとり子ども救

急ダイヤル」が県の事業として民間委託の

形で開始されている。

案内カードは、県内医療機関、学校関係

などに配布されているが、その表示に鳥取

県内の休日（夜間）急患センター（東部医

師会附属急患診療所、中部休日急患診療所、

米子市急患診療所、境港日曜休日応急診療

所）を受診していただきたい旨、掲載して

あるが、住民の誤解から急患センターに電

話相談がかかっているため、現場では多少

混乱が起こっている状況である。

対策としては、その都度、主旨を説明し、

緊急であれば、直接急患センターに来てい

ただくこと、余裕があれば電話相談にのる

こと、など適宜対応していく。

３ 全国メディカルコントロール協議会連絡会

１）平成２０年６月６日、東京三田共用会議所

において総務省消防庁の主催において開催

され、野島副会長、八木鳥大医学部救急・

災害医学分野教授が出席した。

総務省消防庁より、「救急搬送における

医療機関の受入状況等実態調査結果」と「平

成１９年度救急業務高度化推進検討会」の報

告があった後、「救急救命士の再教育（個

人の業務実績を生かした再教育）」につい

て大阪府と高知県から説明があり、その後、

「MC協議会を活用した救急医療体制の構

築―MC体制のさらなる充実を目指して

―」について福岡県、山形県、愛知県から

説明があった。

２）平成２１年１月３０日、熊本県において開催

され、野島副会長が出席した。本連絡会は、

全国的なメディカルコントロール体制の充

実強化を図ることを目的として開催されて

いるものである。当日は、「メディカルコ

ントロール体制充実のための取り組み（中

部地方、栃木県、長崎県）」「円滑な救急搬

送を確保するための消防と医療の連携（熊

本県、愛知県、大阪・泉州地域）」につい

て報告があった。また、特別報告事項とし

て、秋葉原多数死傷者発生事象事後検証結

果が報告された。

救急医療体制については、昨今いろいろ

な問題点が発生しているため、今後は、さ

らなる構築が必要である。

４ 山陰救急医学会

平成２０年９月１３日、とりぎん文化会館にお

いて開催され、野島副会長が出席した。学会

長は武田県立中央病院長。当日は特別講演２

題「災害医療は究極のプレホスピタル・ケア」

「ドクター・ヘリによる病院前救急医療活

動」のほか、一般演題の発表、事例検討など

が行われた。

また、正午より開催された評議員会におい

て、次期は松江赤十字病院長、次々期は県立

厚生病院長を学会長として開催することが決

定した。

８．メンタルヘルス・自殺予防対策
１ 鳥取県自殺対策連絡協議会

１）平成２０年５月２６日、県庁において開催さ

れ、渡辺常任理事が出席され、協議会長に

選出された。主な議事として、平成２０年度

自殺対策の取組みについて協議、意見交換

が行われた。今後は、県医師会と密接な連

携をとりながら、うつ病対策の充実として

早期発見・早期治療のための体制づくりを

推進していくこととなった。具体的には、

「事業所におけるうつ病実態調査の実施」

「かかりつけ医や産業医に対するうつ病相

談等の実態調査実施」「かかりつけ医とハ

イリスク者に対する精神科医との連携構

築」を実施する。

その他、県医師会としては、「自殺予防

に関する普及啓発事業の継続的推進」「職

場における自殺予防対策（医師会を通じた

産業医との連携）」「身近で相談できる多様

な相談窓口の確保」「警察との連絡会によ

る自殺者の遺族に対する支援体制の検討・

実施」について事業を進めていく。自殺対

策については、いろいろな団体で取り組ま

れている。今後は自殺の要因を分析して重

点項目を絞り、どの部分に力を入れたら効

果があがるのか検証していく必要がある。

２）平成２０年１１月１７日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、渡辺常任理事が協議会長

として出席した。議事として、平成２０年度

自殺対策の取組状況（第１回自殺対策連絡
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協議会の概要、かかりつけ医等のうつ病実

態調査、かかりつけ医と精神科医との連

携）について報告があった後、平成２１年度

自殺対策の取組について協議、意見交換が

行われた。平成２１年度は、「地域社会全体

の総合的支援」と「一人ひとりの気づきと

支援」と「自死遺族・自殺未遂者支援」を

重点目標に、新規事業として、「自殺予防

リーフレットの全戸配布（身近な相談窓口

広報リーフレットの配布、県及び関係機関

の広報誌等を活用した普及啓発）」「相談窓

口担当者連絡会の開催」を予定している。

３）平成２１年３月３日、県庁において開催さ

れ、渡辺常任理事が協議会長として出席し

た。

前回会議の概要と平成１９年鳥取県の自殺

者数について報告があった後、�平成２１年

度自殺対策の連携 �今後の自殺対策のあ

り方 �現下の経済情勢を踏まえた自殺対

策の推進、などについて協議、意見交換が

行われた。

本会としては、平成２１年度も引き続き、

早期発見・早期治療のための体制づくりの

推進として、様々な診療科のかかりつけ医

うつ病対応力向上研修の実施、精神科医と

かかりつけ医との連携会議の開催、連携マ

ニュアルの作成に取り組むほか、産業保健、

市町村との連携、啓発活動にも力を入れて

いく。

また、この度、内閣府自殺対策推進室長

から、現下の経済情勢を踏まえた自殺対策

の推進について依頼があり、「関係機関と

の情報共有の強化、相談活動の充実」「社

会的要因に対する相談支援体制との連携強

化�多重債務者に対する相談支援 �離職

退去者に対する相談支援」「自殺が多発す

る地域におけるパトロール活動等の実施」

「地域の相談員を対象とした研修会の開

催」を中心に進めていくということであっ

た。

２ かかりつけ医と精神科医との連絡会議

１）平成２０年７月８日、県医師会館において

開催した。本事業の目的は、かかりつけ医

のうつ病に関する実態調査を行い、その問

題点を明らかにすることで、かかりつけ医

と精神科医との適切な連携を確保し、かか

りつけ医のうつ病等の精神疾患の診断技術

の向上を図り、うつ病患者の早期発見、早

期治療を行う体制整備を推進することであ

る。

主な議事として、事業の概要について報

告があった後、かかりつけ医と精神科医と

の現在の連携方法、うつ病に関するかかり

つけ医等調査、かかりつけ医のうつ病診断

技術向上研修、などについて協議、意見交

換が行われた。鳥取県医師会では、全会員

を対象に、うつ病患者を診る機会の有無、

診断基準、対応方法等について、うつ病に

関するかかりつけ医等調査を行う。次回会

議は、９月２５日（木）に開催することとし

た。詳細は、会報第６３８号に掲載した。

２）平成２０年９月２５日、県医師会館において

開催した。議事として、うつ病に関するか

かりつけ医等調査結果について報告後、日

医かかりつけ医うつ病対応力向上研修会

（１０／５）、かかりつけ医のうつ病対応力向

上研修事業、などについて協議、意見交換

を行った。

今後は、１０月５日（日）日医会館におい

て開催される「かかりつけ医とうつ病の連

携推進会議」の伝達講習を含めて各地区に

おいて、かかりつけ医のうつ病対応力向上

研修会を２回開催することとなった。日程

及び内容の詳細等については、各地区で検

討していただく。なお、修了証は２回とも

受講した場合に鳥取県知事より発行する。

ただし、他地区の研修を受講しても可とし、

２年にわたり２回受講しても可とする（来

年度も同様の研修会を開催予定）。

また、うつ病に関するかかりつけ医等ア

ンケート調査については、かかりつけ医の

うつ病対応力向上研修会が終了した後、再

度、アンケート対象者を限定して実施して

みてはどうかという意見があった。詳細は、

会報第６４０号に掲載した。

３）平成２１年３月２６日、県医師会館において

開催した。各地区より今年度開催された

「かかりつけ医うつ病対応力向上研修会」

の報告があった後、今後のかかりつけ医と

精神科医との連携方法について、「診療情

報提供書の様式の統一を通した連携」「か

かりつけ医と精神科医との連携マニュアル
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作成」「かかりつけ医と精神科医との連携

症例検討会」の３点について検討を行った。

かかりつけ医うつ病対応力向上研修会の修

了者で了解の得られた方については、鳥取

県および地区医師会のHPへ掲載する予定

であるが、名称については各地区で検討し

ていただくこととした。詳細は、会報第

６４６号に掲載した。

３ 日本医師会かかりつけ医とうつ病対応力向

上研修会

平成２０年１０月５日、日医会館において開催

された。かかりつけ医と精神科医との連携会

議から、松浦委員（東部理事）、細田委員（西

部理事）が出席した。詳細は、会報第６４０号

に掲載した。

９．犯罪被害者支援対策
１ 犯罪被害者に対する公費負担制度について

標記について日医より協力依頼があった。

医療機関に発行をお願いするのは、「死亡診

断書」、「傷病診断書」及び「医療費領収書」

であるので、犯罪被害者の立場に鑑み、犯罪

被害者から依頼があった時は、適宜対応して

いただきたいということである。内容の詳細

については、会報６３７号に掲載している。

２ 鳥取県民間被害者支援団体寄付金（賛助会

費）

鳥取県民間被害者支援団体賛助会費にご協

力いただき、全県で１３４件、６５８，０００円（東部

２９０，０００円（６０件）、中部１０３，０００円（２２件）、

西部２６５，０００円（５２件））集まり、県医師会か

らの義援金を合わせて８０万円を寄付した。な

お、賛助会員名簿を鳥取県医師会報６３７号に

掲載している。

１０．感染症対策
１ 感染症対策について

１）感染症危機管理対策委員会

� 平成２０年８月２８日、県医師会館におい

て県福祉保健部及び県医薬品卸業協会に

も参集いただき、実務者会議を開催した。

主な議事として、平成１９年度インフルエ

ンザ総合対策及び平成２０年度インフルエ

ンザワクチン予防接種対策などについて

報告、協議、意見交換を行った。詳細は、

会報第６３９号に掲載した。

� 平成２０年１２月４日、ホテルセントパレ

ス倉吉において県担当課にも参集してい

ただき、開催した。議事として、日医、

県医師会、県で開催された感染症関連会

議の報告後、今冬のインフルエンザ総合

対策、新型インフルエンザ対策、鳥取県

内の麻しん対策、などについて協議、意

見交換を行った。詳細は、会報第６４３号

に掲載した。

２）新型インフルエンザ対策会議

平成２０年１０月３０日、県医師会館において

本会として具体的な対応を早急に協議する

必要があるため、県福祉保健部、感染症指

定医療機関（県立中央病院、県立厚生病院、

済生会境港総合病院）、感染症危機管理対

策委員会委員に参集いただき、急遽開催し

た。主な議事として、新型インフルエンザ

対策の取組と発熱外来及び入院協力医療機

関について県及び感染症指定医療機関から

報告していただき、その後、協議、意見交

換を行った。詳細は、会報第６４１号に掲載

した。

３）鳥取県インフルエンザワクチン対策委員

会

平成２０年１０月１６日、県庁において開催さ

れ、天野常任理事が出席した。主な協議事

項として、鳥取県におけるインフルエンザ

ワクチンの供給体制について、平成１９年度

各種調査結果と流通状況（返品率０．６％、

全国で良い方から１位）について報告が

あった後、インフルエンザワクチンの安定

供給対策について協議、意見交換が行われ

た。詳細は、会報第６４１号に掲載した。

４）鳥取県抗インフルエンザウイルス薬対策

委員会

平成２０年１０月１６日、県庁において開催さ

れ、天野常任理事が出席した。主な協議事

項として、鳥取県における抗インフルエン

ザウイルス薬の安定供給体制について、鳥

取県新型インフルエンザ対応マニュアル、

新型インフルエンザ対策に係るタミフルの

備蓄、抗インフルエンザウイルス薬在庫状

況調査、抗インフルエンザウイルス薬が不

足した場合の融通方法、などについて協議、

意見交換が行われた。詳細は、会報第６４１

号に掲載した。

５）日本医師会感染症危機管理対策協議会

平成２１年３月４日、日医会館において開
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催され、天野常任理事が出席した。報告�

麻しん対策（梅田厚労省健康局結核感染症

課長） �新型インフルエンザ対策の概要

（難波厚労省健康 局結核感染症課新型イ

ンフルエンザ対策推進室長） �新しい肝

炎総合対策（正林厚労省健康局疾病対策課

肝炎対策推進室長）及び協議が行われた。

詳細は、会報第６４６号に掲載した。

６）インフルエンザ総合対策について

本年も昨年と同じ要領で、県内における

ワクチン在庫状況等を把握するため、医療

機関、福祉施設、卸業者を対象に、１０月２０

日時点で「ワクチン予約状況調査」、１１月３０

日時点で「ワクチン在庫状況等調査」を実

施した。（診療所は県医師会、病院及び福

祉施設は県、卸業者は卸業協会が実施）詳

細は、会報第６４１、６４２号に掲載した。

また、抗インフルエンザウイルス薬につ

いても平成２１年３月１５日時点で在庫状況調

査を実施した。（診療所は県医師会、病院

は県、卸業者は卸業協会、保険薬局は県薬

剤師会が実施）詳細は、会報第６４６号に掲

載した。

７）子ども予防接種週間の実施協力について

日本医師会では、昨年同様、２００９年２月

２８日（土）から３月８日（日）までの９日

間、子ども予防接種週間を実施することと

した。各協力医療機関において、種々の予

防接種の相談に応じるとともに、通常の診

療時間に予防接種が受けにくい人たちに対

し、特に、土曜日、日曜日を中心に予防接

種を行う。

このため、本会では地区医師会の協力を

得て、週間中に予防接種の実施が協力可能

な医療機関の取りまとめを行い日医へ報告

したほか、県健康政策課を通して各市町村

にて住民に対する子ども予防接種週間の実

施について情報提供をお願いした。

８）感染症だよりについて

日本医師会感染症危機管理対策室及び鳥

取県等から感染症に関する通知があり次第、

本会会報で会員に周知した。主な内容は、

「麻しん風しんの第３期・第４期予防接種

の促進について」、「インフルエンザワクチ

ンの安定供給について」、「インフルエンザ

様疾患罹患時の異常行動の情報収集に関す

る研究に対する協力について」、「今冬のイ

ンフルエンザ総合対策の推進について」、

「抗インフルエンザウイルス薬の使用上の

注意に関する注意喚起の徹底について」等

である。

２ 鳥取県結核対策委員会

平成２１年３月１７日、県庁において開催され、

天野常任理事が出席した。平成２０年度の鳥取

県における結核健康診断結果は、小学校・中

学校・高等学校・特別支援学校とも結核精密

検査結果では結核の発症はなかった。これで

１８年度から３年間、鳥取県での結核発症者は

ない。

文科省より、外国での居住歴については、

WHOの示す高まん延国に基づき、検討を要

する該当国が示されているが、県教育委員会

より再度文科省に照会し、確認後、県医師会

に連絡いただき、県医師会から学校医へ通知

するとともに会報へ掲載することとした。な

お、「まん延国」からの帰国児童・生徒は、

臨時の健康診断として７月１日以降でも対象

となる（通常は６月３０日まで）。

また、教職員の定期健康診断受診率及び精

検受診率が低いため、１００％にする必要があ

る。

１１．県及び関係諸団体への協力
１ 鳥取県公衆衛生協会理事会

平成２０年６月２６日、県医師会館において開

催され、岡本会長、天野・渡辺常任理事が出

席し、岡本会長が協会長に再選出された。

議事として、平成１９年度事業報告及び収支

決算案、平成２０年度事業計画及び収支予算案、

第５１回鳥取県公衆衛生学会の開催（７／１８

米子コンベンションセンター）、第５４回中国

地区公衆衛生学会への派遣（８／２８ 広島県）、

などについて報告、協議、意見交換が行われ

た。今後は、開催曜日の変更、役員数につい

て検討していくこととした。

２ 鳥取県保健事業団理事会

１）平成２０年５月２７日、鳥取県保健事業団本

部（鳥取駅南）において開催され、岡本会

長、宮�常任理事が出席した。岡本会長は

再度理事長に選任された。

議事として、平成１９年度事業報告及び決

算案、保健事業団理事の選任案、などにつ

いて報告、協議、意見交換が行われた。ま
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た、報告事項として、「本部健診センター

の取得」「組織改正及び人事異動」「規程等

の一部改正」「資金運用の変更」があった。

２）平成２１年３月２４日、事業団本部において

開催され、理事長の岡本会長、宮�常任理

事が出席した。主な議事として、平成２１年

度事業計画案及び収支予算案、鳥取県保健

事業団役員の選任案、主な組織改正の概要、

などについて報告、協議、意見交換が行わ

れた。

４ 結核予防会創立７０周年記念 第６０回結核予

防全国大会

平成２１年３月１７・１８日、東京において、

「結核のない世界へ」を主題として開催され、

岡本会長が鳥取県保健事業団理事長として出

席した。本大会は、都道府県及び結核予防会

の共催により全国の結核関係者が一堂に参集

し、結核対策の将来に向けての方針や対策推

進の諸方策など当面する結核の諸問題につい

て討議されている。

当日は、天皇、皇后両陛下がご臨席され、

「研鑽集会」「特別講演」「同会総裁の秋篠宮

妃紀子さまによる秩父宮妃記念結核予防功労

賞受賞者表彰」「議事」などが行われ、平成２１

年度は鳥取県の当番で開催することが決定し、

引き受け宣言をした。

５ 鳥取県臓器バンク理事会

１）平成２０年５月２９日、県医師会館において

開催され、理事長として岡本会長が出席し

た。

議事として、理事の選任、平成１９年度事

業報告・収支決算・収支差額の処分、平成

２０年度収支予算の変更、理事長、副理事長

及び常任理事の互選、などについて報告、

協議、意見交換が行われた。

事務局が県医療政策課内から恵仁会（鳥

大医学部附属病院内）に移動され、理事長

に井藤鳥大副学長が選任された。今後は、

さらに啓発活動を進めていく。

２）平成２１年３月１９日、県医師会館において

開催された。主な議事として、平成２０年度

収支予算の変更、平成２１年度事業計画及び

収支予算、基本財産の運用、役員の改選、

などについて報告、協議、意見交換が行わ

れた。鳥取県臓器バンクは、将来的に公益

法人を目指していくということであった。

１２．共同利用施設対策
全国医師会共同利用施設総会

平成２０年９月６日～７日岐阜市において開

催され、池田中部医師会長が出席した。１日

目は、特別講演「我が国の国民医療崩壊へ向

かう医療の現実～地域医療の現状を踏まえて

～」（唐澤日医会長）のほか、「医師会共同利

用施設の明日を考える」をメインテーマとし

た３つの分科会（医師会病院関係、検査・健

診センター関係、介護保険関連施設関係）が

開かれ、各地域の取組みが報告された後、質

疑応答が行われた。

２日目は、県内共同利用施設の紹介、分科

会報告、講演「新公益法人制度と医師会共同

利用施設」（今村日医常任理事）、全体討議な

どが行われた。詳細は、会報第６４０号に掲載

した。

１３．健康づくり文化の創造推進
鳥取県では、平成２０年４月に平成１３年度に策

定した健康とっとり計画を見直し、「健康づく

り文化創造プラン」と名称を改め、今年度から、

運動、食事、心と体（禁煙等）の３分野を柱と

した「健康づくり文化」の創造に取り組むこと

となった。

鳥取県健康づくり文化創造推進県民会議

１）平成２０年１０月３０日、ホテルセントパレス倉

吉において開催され、神鳥常任理事が出席し、

会長に選出された。主な議事として、設置要

綱、各団体の健康づくりに関する取組、健康

づくり文化創造の推進方策、などについて協

議、意見交換が行われた。

本会議の目標は、県民一人ひとりが健康づ

くりの大切さを認識し、日常的に地域全体で

良い生活習慣を実践しようという機運を盛り

上げ、世代を超えて受け継がれていく「健康

づくり文化」の創造へ繋げることである。

平成２１年度は、「食育」をテーマに、「栄

養・食生活」「身体活動」「こころの健康」「循

環器系」「糖尿病」「たばこ」「アルコール」「歯

科保健」の８部門に分け、それぞれテーマを

決めて実施していく。

２）平成２１年１月３０日、県庁において開催され、

神鳥常任理事が出席した。主な議事として、

�健康を支える食文化専門会議 �「健康づ

くり文化創造プラン」及び「食育プラン」の

目標値を達成するための具体的な方策の検討
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�これからの「食育」を考える全国研究大会

～「食のみやこ鳥取県」からの発信～（平成

２１年３月７日（土）：とりぎん文化会館）、な

どについて協議、意見交換が行われた。

なお、これからの「食育」を考える全国研

究会は、「生きる力」「考える力」を育む「食

育」を進める上での手法について研究を深め

ること、栄養バランスに優れた「日本型食生

活」の実践に向けた食事バランスガイドの活

用促進を図ること等を発信することを目的に

している。

３）平成２１年３月２６日、ホテルセントパレス倉

吉において開催され、神鳥常任理事が出席し

た。平成２４年の「健康づくり文化創造プラン」

指標の測定については、平成２０～２４年度まで

の５年間で栄養・身体・こころ・たばこ・ア

ルコールなど指標毎に目標値を定めているが、

県民栄養調査だけは平成２２年度中に結果を出

さねばならず、夏頃を目途に専門委員会で検

討することとなった。また、「健康づくり文

化創造プラン」の指標（平成２２年度に調査を

実施する指標のみ）を達成するための具体的

な方策について検討した結果、身体活動、心

の健康、たばこ、アルコールなど各項目につ

いて、例えば、「１日の歩数をプラス１０００歩」

など県民に分かりやすいキャッチフレーズを

検討することになった。

健 康 診 査 管 理 指 導 事 業

１．がん登録
１．鳥取県における平成１７年がん罹患・受療状

況標準集計

ａ）罹患集計

厚生労働省がん登録研究班のがん罹患の

標準集計方式に従い平成１７年（２００５年）の

罹患集計を行った。がんの全部位では罹患

総 数３，７６９件（男２，２２６、女１，５４３）で、人

口１０万対粗罹患率は男７６７．４、女４８６．４で

あった。

年齢調整罹患率（標準人口は６０年日本人

モデル人口）は、男４５４．２、女２５８．４であった。

部位別に見ると、鳥取県における罹患割

合は、男女共に胃が最も高く（男２２．０％、

女１５．７％）、次いで男では肺（１６．１％）、前

立腺（１０．９％）、肝臓（８．７％）が高く、女

では乳房（１２．３％）、結腸（１０．９％）の順

となった（表１）。年齢調整罹患率は、男

では胃１０２．９、肺６７．３、前立腺４３．８、女で

は順位が変わって乳房が４４．０でトップ、次

いで胃３９．６、子宮３０．１の順となった（表１）。

地域別の標準化罹患比（全国値＝１００）

では、東部では男は胃、肝臓、女は子宮、

肝臓、中部では男の肝臓および女の乳房と

肺が、西部では男の肺、女の直腸が高い罹

患比を示した。（表２）。

ｂ）登録精度

届出精度としてのDCNは、平成１７年

（２００５年）は１９．６％となり昨年より４．４％

減少し３０％未満は維持された（表３）。こ

れは、届出件数が増加したものと考えられ

る。また、組織診断実施割合は６４．９％で約

３％の増加がみられた。しかし、この値は

従来の全国値６６～６８％と比較してまだまだ

低値で改善の余地がある。

ｃ）がん患者の医療機関からの届出状況

平成２０年（２００８年）の届出総数は、４，６９３

件で前年より７３件の減少であった。地域別

では、東部で２，１４６件、中部で８４８件、西部

で１，６９９件で、前年に比して中部の増加が

顕著であった（表３）。

２．登録精度の向上のための届出勧奨の送付

平成１６年（２００４年）標準集計の登録精度は

DCN＝２４．０％と改善されたが、さらなる精

度向上をめざして平成２０年（２００８年）度も前

年度に引き続き県内医療機関への届出勧奨を

鳥取県健康対策協議会の会長名およびがん登

録対策専門委員会委員長名で実施した。

３．電子媒体によるがん登録届出システムの拡

充

県内１４の医療機関の協力を得て運用を開始

することができた。

４．鳥取県がん登録届出票の項目表記方法の見

直し

現行の「がん登録届出票」の一部を、全国

一律の院内がん登録の項目にあわせることと
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なった。

よって、届出票、がん登録システムの一部

変更については、早急に対応することとなっ

た。

変更箇所は以下のとおりである。�診断名

の項目の改訂。	症状初発年月日の項目を削

除する。
治療方法の選択項目に体腔鏡的手

術を追加して変更する。

５．平成２０年（２００８年）度鳥取県がん登録事業

報告書（平成１６年（２００４年））集計の印刷・

表１ 鳥取県における性、主要部位別がん罹患状況―平成１７年（２００５年）―

男 全部位 食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢胆管 膵臓 肺 前立腺 膀胱 リンパ腫

罹 患 数 ２，２２６ ８０ ４８９ １８８ １３８ １９３ ５８ ７６ ３５８ ２４２ ９３ ５５

罹 患 割 合 １００．０ ３．６ ２２．０ ８．４ ６．２ ８．７ ２．６ ３．４ １６．１ １０．９ ４．２ ２．５

粗 罹 患 率 ７６７．４ ２７．６ １６８．６ ６４．８ ４７．６ ６６．５ ２０．０ ２６．２ １２３．４ ８３．４ ３２．１ １９．０

調 整 罹 患 率 ４５４．２ １６．８ １０２．９ ３７．４ ２９．１ ４１．４ １０．７ １６．１ ６７．３ ４３．８ １８．４ １３．２

全国推定罹患率 ３８５．０ １５．５ ８１．３ ４１．９ ２８．８ ３１．６ ９．３ １３．１ ５７．４ ３１．４ １３．５ １０．５

女 全部位 食道 胃 結腸 直腸 肝臓 胆嚢胆管 膵臓 肺 乳房 子宮 卵巣 膀胱 リンパ腫

罹 患 数 １，５４３ １５ ２４２ １６８ ８２ ８８ ６８ ６９ １３６ １９０ １２５ ５２ ３３ ４９

罹 患 割 合 １００．０ １．０１５．７１０．９ ５．３ ５．７ ４．４ ４．５ ８．８１２．３ ８．１ ３．４ ２．１ ３．２

粗 罹 患 率 ４８６．４ ４．７７６．３５３．０２５．９２７．７２１．４２１．８４２．９５９．９３９．４１６．４１０．４１５．４

調 整 罹 患 率 ２５８．４ ２．９３９．６２４．９１３．７１２．３ ６．９ ７．８２０．０４４．０３０．１１０．６ ３．７ ７．８

全国推定罹患率 ２４７．４ ２．２３１．１２５．５１３．１１０．３ ６．７ ７．６１８．２５２．２３１．３ ８．７ ２．９ ６．５

＊全国推定罹患率は２００２年（２００１―２００３年値）データを使用

表２ 鳥取県における地域別標準化罹患比（SIR）の比較 全国＝１００

全部位 胃 結 腸 直 腸 肝 臓 肺 乳 房 子 宮

東 部 １２３．９ １３６．５ ９０．１ １２５．０ １３２．３ １１９．０ ― ―

男 中 部 １１３．１ １０７．７ ８５．２ ９５．７ １１９．４ １０５．７ ― ―

西 部 ９７．６ １０４．３ ８７．８ ８０．９ １０４．６ １０８．２ ― ―

東 部 １１６．１ １１８．６ １００．７ ９４．６ １２８．０ １１５．６ １０４．０ １３２．１

女 中 部 ９０．０ ９７．５ ８４．６ ５９．９ ７７．１ １０９．０ １１５．９ ７６．３

西 部 ８８．４ １０３．１ ８０．６ １１１．９ ８９．３ ６７．１ ５６．１ ８５．４

表３ 主要医療機関、地域別届出件数の年次推移（１９９２年―２００８年）

１９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８

主 要 病 院 １，４６９１，３６０１，５９９１，１６７１，３２９１，６９６１，２７３１，３８５１，３３９１，５０５１，７８６２，２２６２，７５１２，３９２２，５６８２，９０８３，３１７

大 学 病 院 ３６１ ２４２ ２６１ ３０５ ３５７ ２１５ ２４５ ２６６ ２３３ ２８６ ２０８ ３７５ ３５５ ３０４ ４１９１，１０７ ７０６

その他病院・診療所 ６８８ ５９１ ６２１ ６４６ ６６９ ４９３ ５６２ ６０２ ４４０ ５２５ ５３４ ４５９ ５８９ ５９４ ７５９ ７５１ ６７０

東 部 １，０２３ ９３３１，０２４ ７６４ ８２７ ９２７ ７８０ ８３４ ７２０ ９６５１，１０４１，５７６１，８６７１，６６７１，８８７２，０２２２，１４６

中 部 ４１７ ３３９ ５４７ ４８１ ４８６ ４５１ ４７６ ４６２ ３７９ ４１４ ５２３ ４３６ ４７６ ５１３ ６２８ ４８６ ８４８

西 部 １，０７８ ９２１ ９０８ ８７１１，０３９１，０２０ ８２２ ９４７ ９１０ ９３６ ８９６１，０４６１，３５２１，１１０１，２３１２，２５８１，６９９

県 全 体 ２，５１８２，１９３２，４８１２，１１８２，３５５２，４０４２，０８０２，２５３２，０１２２，３１６２，５２８３，０６０３，６９５３，２９０３，７４７４，７６６４，６９３

HV／I（％）
鳥取県 ５３．７ ５５．７ ５４．４ ４７．６ ４８．６ ４７．５ ４６．３ ４８．３ ５１．０ ５４．７ ５７．９ ５９．２ ６１．８ ６４．９ ― ― ―

全 国 ６２．０ ６２．６ ６３．１ ６３．０ ６６．０ ６６．９ ６６．９ ６７．９ ６７．９ ６７．６ ６５．４ ６１．８ ― ― ― ― ―

DCN／I（％）
鳥取県 ２４．５ ２８．９ ２７．５ ２８．２ ２４．８ ３１．９ ３６．５ ３６．２ ３６．３ ３２．９ ２６．１ ２８．３ ２４．０ １９．６ ― ― ―

全 国 ２３．９ ２３．３ ２３．４ ２４．２ ３０．３ ２９．６ ２８．２ ２７．６ ２６．８ ２６．２ ２４．９ ３４．５ ― ― ― ― ―

主要病院：県中、市立、赤十字、岩美、智頭、厚生、国立、労災、博愛、済生会、西伯、日南、日野
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配布

６．第１７回全国がん登録協議会総会研究会

毎年、全国協議会では総会研究会が開催さ

れ、各自治体登録事業主管課を中心に活発な

意見交流がなされてきた。平成２０年度は、会

長：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 原

研病理教授 関根一郎先生の主管で、９月１２

日に長崎大学医学部良順会館において開催さ

れ、９月１１日の実務者研修会と併せて多くの

参加者があり成功裡に終った。メインテーマ

は「がん対策基本法施行後の現状と課題」で

あった。

２．胃がん対策
１．平成１９年度胃がん検診確定調査結果

１）対象者 １７１，５３０人

受診者 ４４，２７２人

受診率 ２５．８％（Ｘ線検査 ２０，５０７人

内視鏡検査 ２３，７６５人）

年々内視鏡検診が増え、Ｈ１９年度は初め

て５０％を越え、５３．７％となった。

２）確定がん １６１例

発 見 率 ０．３６４％（平成１８年度１６６例

０．３６７％）

検診別に、記すと

確定
がん 発見率 早期

がん
早 期
がん率

Ｘ 線
検 診： ３４例 ０．１７％ ２１例 ６１．８％

内視鏡
検 診： １２７例 ０．５３％ １０１例 ７９．５％

�）男女の割合（発見数 発見率）

男 １０４例 ０．６４％

女 ５７例 ０．２０％

４０～５０才代の受診率、特に男性の受診

率が低い。男性の受診を高める努力が必

要である。

�）切除例１４９例中、ESD、EMR症例が、

５３例あり、三分の一を占めている。（平

成１８年度 １４５例 ３８例）

検診特に内視鏡検診は、２�以下の早

期がんを多く発見しており、患者さんの

QOLにも貢献している。

２．平成２０年度胃がん検診実績見込み

１）対象者 １８３，００４人

受診者 ４４，０２５人

対象者数が、平成１９年度に比べ、約

１０，０００人増える見込みである。

２）平成２０年３月、国は「市町村事業におけ

るがん検診対象者数の算定方式」を示した

が、県では現状を踏まえ、その選択を市町

村に委ねている。

この結果、前記の対象者数の増加となっ

て現れている。今後の検討課題である。

３．内視鏡検診の有効性に関する検討

第７７回日本消化器内視鏡学会（会長芳野純

治教授 平成２１年５月２１～２３日）招待講演「胃

内視鏡検診の現状と展開」深尾彰教授

�内視鏡検診の死亡率減少効果の検証（米子

市症例対照研究の解析）

�胃がん検診のスクリーニング検査としての

内視鏡検査の妥当性の検討を中心に講演さ

れます。

４．胃がん検診読影体制について

１）車検診：読影件数が減少傾向にあるため、

予算面を考慮し２名の読影体制とした。

２）医療機関検診：各地域とも検診読影委員

会を設置し、ダブル・チェツクによる読影

体制がとられているが、一部の町では整備

されておらず、精度管理対策が必要である

との指摘があった。今後の検討課題である。

５．胃がん検診従事者講演会

平成２１年２月７日（土）倉吉市交流プラザ

に於いて、講演会および症例研究会が開催さ

れた。出席者１５０名

癌研究会有明病院副院長 山口俊晴先生に

よる「胃癌の標準治療とは？―胃癌治療ガイ

ドラインの最近の動向から―」の講演が行わ

れた。

座長 県立厚生病院院長 前田迪郎先生

６．第３９回日本消化器がん検診学会中国四国地

方会 中国四国地方会胃集検の会

平成２１年２月２１日、２２日高松市にて開催さ

れた。

「米子市における胃がん施設検診の現状と

問題点 第１２報」として、山陰労災病院 謝

花典子先生の発表があった。

この一連の発表が、内視鏡検診の有効性評

価に関する研究（米子市症例対照研究）の出

発点となっています。

３．子宮がん対策
１．平成１９年度子宮がん検診実績最終報告

１）子宮頚部がん検診

対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診
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機会のない者として各市町村が把握してい

る人数）は１３０，７９６人。このうち受診者数

は２４，４５０人で受診率は１８．７％と前年度比

０．６ポイント増加した。

一次検診結果：要請検者数は８９人で、要

請検率は０．３６％。そのうち、精密検査受診

者は７８人で、精検受診率は８７．６％であった。

精密検査結果：がんは５人で平成１８年度

に比し１１人減少。がん発見率は（がん／受

診者数）０．０２％。陽性反応適中度（がん／

精検受診者数）は６．４％であった。異形成

は３５人（軽度２９人、高度６人）であった。

２）子宮体部がん検診

子宮がん検診受診者数２４，４５０人のうち、

体部がん検診対象者は７３２人。一次検診会

場での受診者は６４１人で、これに一次検診

会場で受診できず医療機関で別途検査した

者が２４人で、受診者の合計は６６５人、受診

率は９０．９％であった。

一次検診結果：要精検者１７人、要精検率

２．６５％。このうち精密検査を受診している

のは１７人、精検受診率は１００％であった。

精密検査結果：子宮体がんは０人、子宮

内膜増殖症は７人。

２．平成２０年度子宮がん検診事業実績見込み及

び平成２１年度計画（案）

平成２０年度実績見込みは、対象者数

１３７，０９０人、受診者数は２３，６５２人である。ま

た平成２１年度は対象者数１３７，１４３人、受診者

数２５，０４８人を予定している。

若年者の受診者が少ないが、平成１９年度実

績においては２０～２９歳代で異形成が４人発見

されている。今後はさらに２０歳代の受診者数

を増やすように受診勧奨する必要がある。

３．平成１９年度子宮がん検診発見がん確定調査

結果

１）子宮頚部がん

平成１９年度は子宮頚部がん４名で、０期

０例、�a期２例、�b期以上２例であっ

た。�b期以上２例の検診歴はともに初回

受診であった。

２）子宮体部がん

平成１８年度は体部がん１例、内膜増殖症

１０例であった。

４．妊婦検診における子宮頸部細胞診の一元化

について

平成２０年４月より妊婦健診には子宮頸部が

ん検診が組み込まれており、精度管理の面か

ら検体は鳥取県保健事業団に依頼し、最終判

定は健対協の子宮がん検診細胞診委員会にお

願いしている。産婦人科医会としては、すで

に周知しているが、本部会からも各医療機関

に一元化の理解と協力を要請することになっ

た。

妊婦健診の子宮頸部がん検診の実績は本委

員会の子宮がん検診実績と別集計となってい

るが、本部会に資料提出は可能なのか、各市

町村で検討することになった。

５．協議事項

１）平成２１年度におけるがん検診受診率向上

へ向けた県の取り組みについて

鳥取県がん対策推進計画の受診率目標

５０％に対し、平成１９年度受診率２７％で職場

や家庭内で多忙な年代４０～５０才の検診受診

率が低い傾向にある。がん検診への啓発活

動と受診しやすい環境整備が必要として下

記の５項目を挙げている。

・休日がん検診支援事業

・がん検診未受診者掘り起こしモデル事業

・大腸がん撲滅県民フォーラム

・がん検診受診啓発新聞折り込みチラシ

・女性のがん検診普及啓発

２１年度休日子宮がん検診は１６回で、医師

については産婦人科医会で調整することに

なった。

２）細胞診分類―ベセスダシステム―

従来のパパニコロ分類に代わり、国際的

に使用されているベセスダシステムを平成

２２年４月から実施することになった。書式

（案）は次回の会議までに作成し、２回目

の会で協議、決定する事になった。

３）子宮がん部会・子宮がん対策専門委員会

は年２回開催されるが、１回目は課題事項

の協議を中心とし、２回目は検診実績なら

びに次年度事業の計画などを主として検討

することになった。

６．子宮がん検診従事者講習会及び症例検討会

日 時：平成２１年２月８日（日）

午後２時～午後４時

場 所：鳥取県西部医師会館

出席者：５８名（医師：４４名、看護師・保健師：

６名、検査技師・その他の関係者：
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８名）

講 演：

「検診の精度管理向上のため細胞診報告様

式改定の実際」

自治医科大学附属さいたま医療センター

産科婦人科教授 今野良先生

座長 鳥取県成人病検診管理指導協議会

子宮がん部会長 紀川純三先生

内 容：細胞診新分類のベセスダシステムに

ついて詳細な説明があった。鳥取県

では平成２２年４月から実施予定も

あって、活発な議論が交わされ、有

意義であった。

〔子宮がん症例検討会〕

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科講師、

板持広明先生の進行により６例（車検診４、

施設検診２）の症例検討が行われた。

症例１．５７歳、車検診、毎年健診を受けてい

る。前年まではclass�であったが、前年

の細胞診には上皮内がんと思われる細胞が

出現しており、スクリーナー段階での見落

としであった。微小浸潤がん。

症例２．３．４．６．２５、２７、２９、２６歳。初

回検診。一例に高度異型上皮。

若年者に異型上皮が増えてきている傾向

がみられる。

症例５．７６歳、施設検診。以前に子宮頸部の

手術を受けていている。前年の細胞診は

class�。今回出血あり。子宮内細胞診を

試みるも子宮頸管は狭窄しており、細胞採

取が困難であった症例。結果はclass�で

子宮体部がんであった。細胞診の採取方法

について考えさせられた症例である。

問題点と今後の課題：

昨年も指摘したが、今年も細胞診の見落

としがあった。ダブルチェック体制が必要

ではないか。今後検討される課題である。

４．肺がん対策
１．肺がん検診事業

平成２０年度肺がん検診実績見込みは、検診

対象者数１８２，９４１人のうち、受診者数は

４５，９０６人で、平成１９年度より３，９００人（７．８％）

減であった。また、受診率は２５．１％であり、

平成１９年度より３．２ポイント減少する見込み

である。

２．平成１９年度肺がん検診実績

対象者数１７５，８９７人に対して受診者数は

４９，８０６人、受診率は２８．３％で前年度より５１０

人、１．８ポイント増加した。このうち要精検

者数は１，９４０人、要精検率は３．９０％で、前年

度より１６０人、０．２９ポイント増加した。精検

受診者数は１，６５６人、精検受診率は８５．４％で、

前年度より１５１人、０．８ポイント増加した。肺

がん検診の受診率は年々減少し、平成１７年度

以降３０％を下回っている。要精検率と精検受

診率は引き続き高く、その結果、肺がん３５人、

がん疑い８８人の計１２３人が発見され、肺がん

発見率は０．０７％であった。追跡調査の結果、

確定肺がんは５５人（原発性４８人、転移性７人）

で、確定がん率は０．１１％となり、前年度より

も０．０３ポイント減少したが、がん疑いのまま

確定がんに至らないケースも依然として多数

あった。陽性反応適中度は前年度２．６％に比

較して、平成１９年度は１．８％と０．８ポイント減

少した。受診率の向上と年々増加する肺癌疑

いの症例をいかにフォローしていくかが今後

の重要な課題である。

３．平成１９年度発見肺がん患者追跡調査

原発性肺がん４８人が発見され、発見率は人

口１０万対９６人であった。全例が胸部Ｘ線のみ

で発見されており、平成１９年度は喀痰細胞診

から発見された肺がんはなかった。胸部Ｘ線

のＥ判定は４５人、Ｄ判定は３人であった。肺

癌学会の指針で今後はＥ判定からの発見のみ

を検診発見肺がんとすることが決定しており、

肺がんを疑った場合にはＥ判定をつけるよう

に徹底することが望まれる。女性肺がんは２４

人（５０．０％）、腺癌は３５人（７２．９％）、臨床病

期�期 は３２人（６６．７％）、手 術 例 は３４人

（７０．８％）と近年の傾向を反映していた。腫

瘍径は平均２４．６�と例年より小型となり、２０

�以下は１８人（３７．５％）であった。車検診と

施設検診の比較を行ったが、要精検率は車検

診３．６％、施設検診４．４％で、施設検診の方が

高く、特に中部地区が１０．８％と高かった。原

発性肺がん４８人のうち車検診は３２人、発見率

０．０９４％、施設検診は１６人、発見率０．１０２％で

あった。

昭和６２年から平成１９年までの２１年間におけ

る発見肺がんは８２６人（発見率１０万対６７人）

であった。発見方法は胸部Ｘ線７３０人、喀痰

細胞診５２人、両者４２人、不明２人で、近年、
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喀痰細胞診から発見される肺がんの割合が減

少している。平均年齢は７１．９歳、男性５１０人、

女性３１６人で、近年の傾向として女性肺がん

の増加が著しい。臨床病期は�期が４４８人

（５４．２％）で過半数を占め、４８８人（５９．１％）

に手術が行われた。予後調査では全例（８２６

人）の累積生存率は５生率４２．９％、１０生率

２５．２％であり、手術例では５生率６３．０％、１０

生率３９．５％であった。手術例�A期の５生率

は７７．３％、１０生率は５５．０％と良好な結果を示

した。

４．平成２０年度肺がん部会・肺がん対策委員会

の実績

１）平成２０年８月２１日（鳥取市）

平成１９年度肺がん検診中間実績、平成２０

年度事業計画についての報告があった。平

成１９年度肺癌医療機関検診読影会の運営状

況についても地区毎に報告があった。検診

受診率が年々減少していることを受けて、

検診対象者の取り扱いについて討論したが、

その中で国が示した算出方式の他にアン

ケート調査方式、独自方式と市町村により

方式が異なることが示され、今後の検討課

題となった。受診率減少の大きい米子市に

おける医療機関検診については人間ドック

の胸部Ｘ線を利用する方向で協議中である

ことが報告された。

２）平成２１年２月２８日（倉吉市）

平成１９年度肺がん検診実績最終報告、平

成２０年度実績見込み、平成２１年度事業計画、

肺がん予後調査についての報告があった。

平成１９年度は４８人の原発性肺癌が発見され、

近年の傾向を反映して、女性の腺癌が多く

発見されていた。また病期�期が３２人

（６６．７％）を占め、腫瘍径は平均２４．６�と

例年より小型となり、２０�以下は１８人

（３７．５％）と高率であった。協議事項とし

て、肺がん疑いの者が増加していることに

関しては、肺がんの特性としてある程度致

し方ないが、予後調査の報告を確実にする

ことと、肺がん疑いの者については３年間

の予後調査を継続するべきという方針が検

討された。米子市の医療機関検診について

は財政事情により来年度は困難であるとの

回答があり、引き続き検討事項とされた。

また、日本肺がん学会より胸部Ｘ線検査の

要精検者はＥ判定の者であり、Ｄ判定の者

は含めず、Ｄ判定の中から肺がんが発見さ

れても検診発見肺がんとは認めないことを

平成１６年度において周知しているが、再度

徹底するように通達があった。

３）検診従事者講習会及び症例検討会：平成

２１年２月２８日（倉吉市）（出席者７３名）

＊肺がん検診の実績報告 中村廣繁 先生

＊講演：

「肺癌診療におけるPET／CTの役割」

兵庫県立がんセンター放射線科部長

足立秀治 先生

＊症例検討会：

東部（１例）

鳥取市立病院 （山下 裕先生）

中部（１例）

鳥取県立厚生病院（吹野俊介先生）

西部（１例）

鳥大医 胸部外科（中村廣繁先生）

５．乳がん対策
１．集団検診成績報告

平成１９年度の対象者数は１０８，２９２人で、受

診者数は１４，１３４人、１３．１％であった。なお、

１９年度よりマンモグラフィ併用検診のみの結

果を報告することとし、視触診のみは参考報

告とすることとした。また、受診率は隔年検

診となり、２年間の受診者数で受診率を算出

することとなったため、平成１９年度の最終受

診率は結果的に２４．８％となった。

要精検者数は１，３６９人、要精検率は９．６９％

で前年度より１．１ポイント減少した。精検受

診者数は１，２７５人、精検受診率は９３．１％と前

年度を２．４ポイント上回った。この結果、乳

がんが５９人発見され、発見率は０．４２％、陽性

反応適中度は４．６％であった。前年度に比し

て、それぞれ１４人、０．１ポイント、０．７ポイン

ト減少した。ただし、乳がん疑いも８人あっ

た。

要精検率は全国平均の８％に比して、高い

傾向にあり、地区別でみると東部１０．３０％、

西部９．９３％、中部８．０９％と中部以外は全国平

均の８％を上回っていた。がん発見率は、東

部０．４０％、中部０．１３％、西部０．５９％。陽性反

応適中度はそれぞれ４．２％、１．８％、６．２％と

地区によって格差がみられた。これは地区に

よって検診の体制が多少異なっていることも
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地区 回数 読影件数 要内視鏡件 数要内視鏡率％

東 １４（１３） ２９（２６） １６（１１） ５５．２（４２．３）

中 １（４） １（ ５） ０（１） ０．０（２０．０）

西 ３７（４２）１３１（１８３） ３８（４９） ２９．０（２６．８）

計 ５２（５９）１６１（２１４） ５４（６１） ３３．５（２８．５）

回数、読影件数は各地区とも大幅に減少してい

る。また、回数、読影件数とも西部が多い。要内

視鏡率は東部で高く中・西部で低い。（ ）内は

平成１９年度実績。

原因として考えられるのかもしれないので、

今後検診体制の標準化を検討していく必要が

あると思われる。

なお、参考までに視触診のみの検診は７市

町で実施され、１，１９０人が受診し、要精検者

数は８２人、発見乳がんは５人であった。

２．平成２０年度乳がん検診実績見込み及び２１年

度計画

平成２０年度実績見込みは対象者数１１５，３０１

人、受診者数は１３，８８４人の予定である。平成

２１年度実施計画は対象者数１１５，３９８人、受診

者数１６，７８３人を予定している。

３．平成１９年度乳がん検診発見乳がん患者確定

調査結果

平成１９年度に発見された乳がんまたは乳が

ん疑い７２例について確定調査を行った結果、

６１例（両即１例）が確定乳がんで、異常なし

４例、良性１例、調査中６例であった。確定

乳がん６１例中１０例が非浸潤がんであり、マン

モグラフィによる非触知乳がんの発見が２７例

（４４．３％）であった。一次検診要精検例のう

ちマンモグラフィで異常がなく、視触診のみ

異常があったものが６例あり、マンモグラ

フィの撮影条件や読影等の検討が必要と思わ

れる。手術法をみると温存が増加し、センチ

ネルリンパ節生検のみの症例が増えてきた。

これは取りも直さず、併用検診の効果である

と思われる。

４．乳がん検診従事者講習会及び症例検討会

平成２０年８月２３日（土）鳥取県中部医師会

館で開催した。鳥取赤十字病院 工藤浩史先

生の司会で、島根大学医学部附属病院内分泌

外科科長 板倉正幸先生による「当院におけ

る乳癌診療の現況」の講演があった。また、

鳥取県立厚生病院 林英一先生の司会で、３

例の症例報告があり、検討がなされた。参加

者は６７名であった。さらに、林英一先生を講

師として、乳がん検診一次検診登録講習を行

い、１６名が参加した。

各地区症例検討会は次のとおりであった。

＊東部地区は平成２１年３月２日（月）東部医

師会館にて、症例５例、出席者２９名。

＊中部地区は平成２１年３月１３日（金）中部医

師会館にて、症例３例、出席者２３名。

＊西部地区は平成２１年３月１２日（木）西部医

師会館にて、症例４例、出席者３２名。

６．大腸がん対策
１．平成１９年度大腸がん検診最終実績報告

平成１８年度から全市町村で１日２個法によ

るがん検診が実施されている。

平成１９年度の対象者数１７５，３６７人のうち、

受診者数は５１，７７３人で、受診率２９．５％であっ

た。このうち要精検者数は４，３０５人で、要精

検率８．３％、そのうち精検受診者数は３，１２６人、

精検受診率は７２．６％であった。精検の結果、

大腸がん１４５人、がん発見率（がん／受診者

数）は０．２８％、陽性反応適中度（がん／精検

受診者数）は４．６％であった。がん疑いは５

人であった。

受診者数、受診率、要精検率は平成１８年度

とほぼ同様な結果であったが、精検受診率が

平成１８年度初めて７０％を超え、平成１９年度も

７０％台を維持した。がん発見者数が平成１８年

度より１１人減少した。がん発見率、陽性反応

適中度は平成１８年度に比べ、それぞれ０．０２ポ

イント、０．４ポイント減少した。

２．平成２０年度大腸がん検診実績見込み

鳥取県における平成２０年度の大腸がん検診

実績は受診者数４６，４９７人となる見込みである。

平成１９年度と比較して受診者数は約５，２００人

減少の見込みである。

又、地区別の受診者数は下記の通りである。

東部 １８，２８２人（２１，５０８）

中部 ８，２６７人（８，５６７）

西部 １９，９４８人（２１，６９８）

（ ）内は平成１９年度実績

３．各地区読影委員会での注腸読影指導会

４．平成１９年度発見大腸がん確定調査

地域検診４７例、施設検診１０１例、計１４８例の

大腸がんが発見され、そのうち９２例（６２．２％）

が早期がんであった。早期がん率は平成１８年
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度より４．９ポイント減少した。また、発見が

んのうち６８例（４５．９％）に内視鏡治療が行わ

れ、平成１８年度より１．８ポイント減少した。

逐年受診発見進行がんは１５例あり、平成１８

年度も１５例であった。

５．従事者講習会及び症例研究会

平成２０年８月９日（土） 於鳥取県健康会館

出席者１０２名

〔講演〕

「苦痛のない大腸内視鏡検査をめざして」

講師 鳥取赤十字病院第一内科部長

田中久雄先生

〔症例検討〕

東・中・西部より３症例提示

６．各地区大腸がん検診読影講習会等

〔東部〕

平成２１年３月２６日 於東部医師会館

出席者４８名

「大腸SM癌の病理学的悪性度評価と治療

方針」

講師 順天堂大学医学部人体病理病態学

教授 八尾隆史先生

〔中部〕

平成２１年２月２６日 於倉吉シティホテル

出席者３３名

「NBIを併用した内視鏡による消化管スク

リーニング」

講師 島根県環境保健公社総合健診セン

ター所長 有馬範行先生

〔西部〕

平成２１年３月２４日 於西部医師会館

出席者４０名 症例３例

７．その他

○大腸がん精密検査実地研修会

平成２０年１０月１８日（土） 於鳥取県健康会館

出席者６２名

大腸がん対策専門委員会委員長 宮�博

実先生の座長により、福岡大学筑紫病院消

化器科准教授 津田純郎先生による「大腸

内視鏡挿入方の基本―コロンモデルを用い

た実演を含めて―」の講演があった。

７．肝臓がん対策
１．平成１９年度肝臓がん対策事業の実施状況及

び平成２０年度実施見込みについて

１）平成１９年度基本健康診査における肝炎ウ

イルス検査の実施状況について

平成１９年度は１７市町村で実施し、対象者

数７１，１９７人のうち、受診者数は５，６７２人で

受診率は８．０％であった。要精検者数は

HBs抗原のみ陽性者１０４人、HCV抗体のみ

陽性者３６人の計１４０人、受診者数の２．４７％

であった。受診者数におけるHBs抗原陽性

率は１．８％、HCV抗 体 陽 性 率 は０．６％で

あった。また、要精検者１４０人のうち精検

受診者は９０人、精検受診率は６４．３％であっ

た。精検受診者９０人のうち、肝臓がん・肝

臓がん疑い３人が発見され、がん発見率は

０．０５％であった。

平成７年度から平成１９年度の１３年間を集

計すると、平成７～９年度の検診時におい

て市町村から報告があった対象者数

１９２，３１５人に対し、受診者総数は１０７，３７５人、

推計受診率は５５．８％であり、そのうちHBs

抗原陽性者は２，６６０人（２．４８％）、HCV抗

体陽性者は３，４９８人（３．２６％）であった。

２）肝臓がん検診により発見された肝炎ウイ

ルス陽性者に対しての定期検査の状況につ

いて（単県事業の肝臓がん対策事業）

平成７年度より開始された鳥取県肝臓が

ん検診により発見された肝炎ウイルス陽性

者に対する定期検査は１４市町村で実施され

た。定期検査対象者となる「健康指導対象

者」は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が１，３９５

人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が９９７人であ

り、このうち定期検査受診者数はＢ型肝炎

ウイルス陽性者が６２５人、Ｃ型肝炎ウイル

ス陽性者が５７０人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された

人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が１０３人（受

診者数の１６．５％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性

者が２８１人（受診者数の４９．３％）であった。

また、肝硬変と診断された人は、Ｂ型肝炎

ウイルス陽性者が１１人（受診者数の１．８％）、

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が３６人（受診者数

の６．３％）であった。肝臓がんまたは肝臓

がん疑いと診断された人は、Ｂ型肝炎ウイ

ルス陽性者が９人（受診者数の１．５％）、Ｃ

型肝炎ウイルス陽性者が１８人（受診者数の

３．２％）であった。

３）平成２０年度肝臓がん対策事業の実施見込

みについて

平成２０年度の受診予定者数は、国庫事業
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の肝炎ウイルス検査（１７市町村実施）４，０２１

人、市町村単独事業（６町実施）４８３人で

ある。

２．肝臓がん検診発見がん患者追跡調査結果

平成７年度から平成１９年度の肝臓がん検診

発見がん患者の追跡調査では、確定がんは２１

人であった。また平成１０年度から平成１９年度

の定期検査中に発見された確定がんは７３人で

あった。

肝臓がん検診発見がん患者２１人のうち、１７

人は死亡、生存中は４人であった。また、定

期検査中に発見されたがん患者７３人のうち、

３６人は死亡（他病死を含む）、生存中は３７人

であった。

３．肝臓がん検診従事者講習会及び症例研究会

の開催

平成２１年２月１４日（土）午後４時より倉吉

未来中心に於いて開催し、福山市民病院がん

診療統括部長 坂口孝作先生による「肝細胞

癌の診断と治療」の講演に引き続き、各地区

より症例を報告し検討を行った。（出席者１０６

名）

付記

１）保健所肝炎ウイルス検査及び医療機関委

託無料肝炎検査について

平成２０年１月より保健所における肝炎ウ

イルス検査は無料化された。また、平成２０

年度限りの時限処置として医療機関委託の

無料肝炎ウイルス検査が実施された。検査

実績は、保健所９９５件（平成２０年４月～平

成２１年１月現在）・医療機関３９件（平成２０

年４月～平成２０年１２月現在）であった。

２）肝炎インターフェロン医療費助成事業に

ついて

平成２０年３月３１日厚生労働省より「肝炎

治療特別促進事業実施要綱」が示され、イ

ンターフェロン治療の医療費について自己

負担額を一部助成する制度が平成２０年４月

１日より開始された。これに基づき「鳥取

県肝炎治療特別促進事業実施要綱」及び「鳥

取県肝炎認定審査会設置要綱」を制定した。

インターフェロン実施医療機関は８２医療機

関を登録、１８８薬局より取扱同意書の提出

があり、認定審査会審査委員３人を選任、

平成２１年１月現在２４４人が医療費助成受給

者として認定されている。

３）肝疾患診療ネットワークの構築について

「肝炎治療特別促進事業実施要綱」の中

で、都道府県は、肝炎検査の実施状況や治

療状況等の把握、及びかかりつけ医と専門

医療機関との連携強化等を検討する「肝炎

対策協議会」を設置するよう示された。こ

れに基づき鳥取県肝疾患診療拠点病院等の

役割を明確にするために「鳥取県肝臓がん

抑制対策評価委員会設置要綱」を「鳥取県

肝炎対策協議会設置要綱」に改正し、平成

２１年１月２２日鳥取県肝炎対策協議会を開催、

鳥取県肝疾患診療拠点病院に鳥取大学医学

部附属病院を選定した。また、二次医療圏

に１箇所以上の設置が示された肝疾患専門

医療機関の選定については、「鳥取県肝疾

患専門医療機関選定要領（案）」を作成し

協議中である。

８．若年者心臓検診対策
１．心電図検診の状況と判読結果

平成２０年度の心電図検診の状況と判読結果

は、実施学校数２６０ケ所、受診総数２３，３２４人

（小学校：１１，０１９人、中学校：５，５８５人、高

等学校・高等専門学校：６，２２６人、諸学校：

２４３人、その他：２５１人）であった。そのうち

正常範囲が２２，７７６人、要精検が５４８人、要精

検率２．３％であった。昨年度は要精検率２．６％

であった。

２．心臓精密検査結果

平成２０年度より県費事業による一次精密検

査は中止となり、医療機関個人受診となる初

の集計となった。

県教育委員会への報告のあった公立学校集

計（１２月１日現在）では、定期健康診査受診

者数６４，３２７人のうち精密検査対象者数（新規

と継続を含む）１，３３９人、受診者数１，２０１人、

受診療８９．６９％であった。精密検査の結果、

要医療２９人、要観察７２５人、管理不要２０５人、

異常なし２４０人であった。

国立、私立学校は精密検査対象者数６５人、

受診者数６１人、受診断９３．８５％であった。精

密検査の結果、要医療２人、要観察１８人、管

理不要２０人、異常なし２１人であった。診断結

果は心室性期外収縮１７７人、心室心房中隔欠

損症１８７人、川崎病１３６人等が主な診断であっ

た。

３．学会等の参加
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第４０回若年者心疾患対策協議会総会が平成

２１年１月３１日、鳥取県医師会（岡本公男会長）

等の主催のもと鳥取市の県民ふれあい会館に

おいて開催された。

ワークショップ「鳥取県における健康教育

の取り組み」等、若年者の心疾患を中心とし、

周辺の生活習慣病について議論がなされた。

１８５名の参加があり、盛会のうちに終了する

事ができた。

９．母子保健対策
鳥取県母子保健対策協議会（会長：井庭信幸）

と、その事業委託先である母子保健対策専門委

員会（委員長：神� 晋）との合同会議を平成

２０年１２月２５日に開催した。

１．報告事項

１）母子保健指標の推移について

平成１９年の出生者数は５，０１５人で昨年よ

り１７１人減、出生率は８．４％（人口千対）で

あった。乳児死亡率（千対）３．０％、周産

期死亡率（千対）４．０％であった。

２）平成１９年度市町村母子保健事業の実施状

況について

平成１９年度妊娠届出数は５，０２７件で、満

２８週以上（８か月以上）の届出が０．９２％（全

国０．８６％）あった。

乳児健診は、受診総数１３，９１１人（精検受

診率、０．７％）で、１歳６か月児健診は、

受診率９６．９％（精検受診率２．３％）、３歳児

健診は、受診は９５．１％（精検受診率７．２％）

であった。

３）その他

� 平成１９年度５歳児健診（発達相談）実

施結果

発達相談は４市で実施され、５歳児の

４．０％が相談し、要精検者は２６．７％で

あった。健康診査は１５町村で実施され、

受診率９８．５％、要精検者は６．４％であった。

� ３歳児健診票に追加した「子育てをし

ている時の�育てにくさ�」について、
２．３％が「いつもそう思う」と回答した。

� 平成１９年度新生児聴覚検査

１５医療機関において実施され、実施率

８５．５％。入院中検査の結果リファーは

０．９２％で、１ケ月健診時の再検査では要

精検率０．６２％であった。

２．検討事項

１）妊婦健診公費負担のあり方について

今年度より、全市町村が５回以上の妊婦

健診の公費負担を実施している。本制度に

ついての見直し検討会が開催された。

医療機関側から、�受診票が煩雑、�超

音波検査の公費負担、�３５歳以上の年齢制

限の撤廃などの意見があった。市町村側か

らは、医療機関側の負担をできるだけ軽減

する方向で見直しを進めるとの回答があっ

た。

２）乳幼児健診のあり方について

� 市町村が実施する乳幼児健診（集団健

診）について、市町村から、１）協力す

る小児科医の減少、２）発達障害の専門

医師の不足、３）健診スタッフの研修が

困難、４）出生数の減少から集団検診が

成り立たない運用上の問題・課題等が出

された。

� 県が実施する発達クリニックについて

は、市町村に移行する方針であるが、�

町村では対象者が少ない、�健診医も判

断に悩むケースがある。�圏域の医療体

制、療育体制に格差がある等の課題が出

された。市町村の体制の整備が整うまで

は完全な以降を性急に進めるべきではな

い。

３）子どもSOS対応手引きの改訂について

平成２１年３月に鳥取県虐待防止マニュア

ルと併せて改訂する。

３．母子保健健診従事者講習会

日 時：平成２０年１２月２５日（木）

午後４時～午後５時３０分

場 所：鳥取県健康会館

出席者：４８名

講 演：鳥取県母子保健対策協議会会長 井

庭信幸先生の座長により、鳥取大学

医学部器官制御外科学生殖機能医学

講師 岩部富夫先生による「妊婦健

診と妊婦の健康管理・指導のあり

方」の講演があった。

１０．疾病構造の地域特性対策
疾病構造の地域特性対策調査研究５項目と母

子保健調査研究を以下のとおり行った。

その報告集（第２３集）は印刷中です。

【疾病構造の地域特性対策調査研究】

平成２０年度は５項目の調査研究が行われまし
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た。

１．鳥取県における透析患者の実態調査と腎移

植の推進に関する研究

鳥取大学医学部基盤病態医学講座

器官病理学

井藤久雄・他

鳥取県では末期腎不全による透析患者が増

加しており、高齢化と長期生存によりその管

理が問題となっている。腎不全患者の治療と

して腎移植の推進が期待されているが、鳥取

県では腎移植症例が少ない。そこで、本研究

では鳥取県臓器バンクの協力を得て、現状把

握と課題の掘り起こしを計る。

１．鳥取県における透析医療

１）透析医療の現状

平成２０年９月１日現在、鳥取県におけ

る慢性腎不全による透析患者総数は

１，２５９人で、昨年より４４人増加している。

人工腎臓装置台数は４３７台であり、昨年

より１４台増加している。平成２年に比較

すると患者数（５６２人）、人工腎臓装置台

数（２１４台）とも、ほぼ倍増している。

そこで、２０年９月に透析を実施してい

る２５施設へアンケート調査を行った。東

部、中部、西部とも医療スタッフ（医師、

看護師、臨床工学士）の不足が徐々に顕

著となっている。このため、夜間透析の

実施が困難となっている施設があった。

中部・西部では透析患者の高齢化に伴い、

業務の多様化に苦慮している施設があっ

た。特に、在宅介護の難しい患者の受け

入れ先の不足が指摘された。また、診療

報酬削減による影響を懸念する施設が多

かった。

２）高齢透析患者の管理と現状

吉野・三宅ステーションクリニックの

透析患者１８４人を対象とした。

自力通院が出来ない患者５５人（２９．９％）

の平均年齢は６８．９歳、自力通院可能患者

の５９．２歳に比較して有意に高かった（ｐ

＜０．００１）。また、糖尿病患者は前者で２３

人（４１．８％）、後者で２３人（１７．８％）で

あった。糖尿病から腎不全に陥った透析

患者の病態が深刻であることが裏付けら

れた。

２０年１月から６月までに通院不能と

なった１０人中９人が死亡したが、この内、

心筋梗塞（４人）、心不全（２人）、脳内

出血（１人）など、７人は心血管系によ

る死亡であった。

合併症予防の目的で病院紹介した延患

者数は２３８人／６カ月であり、増加傾向

にあった。診療科としては循環器科が最

も多かった。透析患者の管理には透析施

設・病院・診療所・介護施設の連携強化

が必要である。

２．鳥取県臓器バンクの活動

１）公益法人制度改革に関する検討

中四国（鳥取県を除く８県）および九

州地域（８県）の臓器バンクに公益法人

制度改革の取り組みについて問い合わせ

た。

公益法人移行への時期については、佐

賀が平成２３年７月、山口が２３年秋と回答

したが、その他は検討中ないし、準備中

であった。また、新会計基準の導入に関

しては、導入済みが６県、その他は検討

中ないし未回答であった。鳥取臓器バン

クでの制度移行への準備着手が必要であ

る。

２）腎移植希望登録者へのアンケート調査

献腎移植を希望して日本臓器移植ネッ

トワークに登録している透析患者は平成

２１年３月現在１１，８９９人である。鳥取県で

は３８人が登録しており、人口比と比較す

ると少ない（期待値５９人）。２１年３月に

アンケート調査を実施して、登録透析患

者の実態や問題点を探った。

アンケート用紙を郵送し、無記名で２４

人から回答を得た（回収率６３．２％）。

� 原病としては慢性糸球体腎炎が１６人

（６６．７％）と最も多く、多発嚢胞腎４

人（１６．７％）が続いた。透析歴は１５人

（６２．５％）が１１年以上、５人は２０年以

上であった。献腎登録をした時期は

２０００年以前が１２人で最長２８年、０１年以

降が１２人であった。

� 毎年更新される献腎登録を躊躇する

と回答した者が１３人（５４．２％）いた。

その利用として鳥取県での腎提供が期

待できない（６人）、透析に慣れた（５

人）、更新手続きが煩雑（４人）など
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が回答された（複数回答可）。

なお、生体腎移植を模索している患

者は２人に留まった。

� 鳥取県への要望としては、臓器移植

の啓蒙活動の充実、雇用の斡旋、経済

的支援が挙げられた。

� 透析施設への要望として、夜間透析

の実施、透析時間の延長、腎移植に関

する情報提供と助言があった。

� 臓器バンクへの要望として、臓器移

植の啓蒙活動、移植数の増加、臓器移

植法の改正、腎移植に関する情報提供

などがあった。

� 臓器バンクとして今後取り組む課題

として、本県の腎移植認定医３人（井

藤、濱副、高橋）と永栄コーディネー

ターが協力して腎移植に関する電話相

談システムを構築する必要がある。

２．肺がんの早期診断に関する調査

鳥取大学医学部統合内科医学講座

分子制御内科学

清水英治・他

本年度は平成１９年度に提供された血清中の

抗p５３抗体を測定し検討した。さらに平成１９

年度の協力者を対象に引き続き希望者を募り、

平成２０年度、新たに採血し抗p５３抗体を測定

した。また未だ検討されたことのない肺癌腫

瘍マーカー候補としてULBP２の測定系を確

立し、平成１９年度に採取した検診血での測定

を行い、新たな腫瘍マーカーとしての有用性

を検討した。

今回は平成１９年度に採取した血清を用い

ULBP２を測定した。ULBP２は腫瘍免疫にも

関与するNK細胞の表面に存在するNKG２D受

容体のリガンドのひとつである。これまでに

卵巣癌、大腸癌細胞株などでの高発現が報告

されており、卵巣癌については予後との関連

も言われている。今回、検診健常者で１０例

（６．３％）の陽性例を認めたが多くは検出感

度以下であった。データは示していないが、

鳥取大学医学部附属病院で治療中の肺癌患者

での陽性率は４８％と高く、健常者の結果と比

較すると腫瘍マーカーとしての可能性は非常

に高いものと考えられた。ただ、免疫機構の

特性上、腫瘍細胞以外にも細菌やウイルスの

感染細胞でNKG２Dリガンドが発現すること

が知られており、今回の陽性例においても個

体背景を十分検討する必要があると考えられ

た。

３．Ｂ型肝細胞癌に対する核酸アナログ投与の

有用性

鳥取大学医学部統合内科医学講座

機能病態内科学

村脇義和・他

Lamivudine（LAM）をはじめとする核酸

アナログ製剤は、Ｂ型肝炎ウイルス （HBV）

の増殖を阻止し、肝炎を沈静化させ、肝の線

維化を抑制し、肝実質機能を改善する。最近

では非代償期のＢ型肝硬変に対しても積極的

に抗ウイルス療法が試みられ、その病態進行

を遅らせ、肝不全への移行や肝発癌を抑制す

ることが示されている。一方、核酸アナログ

製剤がHCC治療後の再発および生存率を改

善するかについては、一定の成績は得られて

いない。今回、われわれはHCC治療後にお

ける核酸アナログ製剤の有用性について、鳥

取県内の多施設共同研究にて検討した。

核酸アナログ投与による抗ウイルス効果は

６ケ月後のHBV―DNA陰性化が８１％と良好

でありHCCを合併したＢ型肝疾患であって

も、Ｂ型慢性肝炎の場合と抗ウイルス効果は

変わらないことが明らかとなった。また、肝

予備能への効果も投与群で血清アルブミンが

有意に改善し、HCC再発時のPugh scoreも

有意に改善しており、これは、核酸アナログ

製剤投与により基礎肝病変病変の進行が抑制

され、再発時にも肝予備能が保たれることで、

HCC治療の選択肢が拡がり、繰り返し有効

な治療が可能となったことを示している。

生存率は有意ではないもの投与群で改善傾

向を認めている。しかしHCCの再発抑制効

果は見られなかったことより、核酸アナログ

製剤投与が基礎肝病変の悪化を防ぎ、肝不全

への進行を抑えた結果予後が改善したものと

考えられる。

近年、核酸アナログ製剤によるHCC治療

後の再発抑制効果について多くの検討がおこ

なわれている。Hungらは、７２例（LAM投与

１０例）のＢ型肝細胞癌患者を対象に、肝切除

後の再発に関与する因子としてHBV―DNA

量が２０００IU／mL（４logcopies／mL）以上で

あることが最も重要であると述べ、LAM投
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与が累積再発率を有意に低下させることを示

している。本邦においては、２４例（LAM投

与１４例：非投与１０例）のHCC治癒切除後の

患者を対象としてHCC再発率を比較した検

討があり、LAM投与群で有意に再発率が低

かった（ｐ＝０．００８６）と報告されている。一

方、PiaoらやKuzuyaらは、肝切除、ラジオ

波焼灼術および動脈塞栓術による初回の

HCC根治治療の後に核酸アナログ製剤を投

与しても、再発率に影響しないと報告してお

り、核酸アナログ製剤による肝癌再発抑制効

果に関しては一定の成績が得られていないの

が実状である。われわれの結果は、Piaoらや

Kuzuyaらの報告と同様に、核酸アナログ製

剤投与によるHCC再発抑制効果は証明され

なかった。今後更に多数例、長期の検討が必

要である。

４．職場ですすめる健康づくりに関する研究

―動脈硬化症予防に関する関連遺伝子多型を

考慮した職域集団における介入研究―

鳥取大学医学部社会医学講座

環境予防医学

岸本拓治・他

β２アドレナリン受容体遺伝子（ADRB２）

の遺伝子多型の一つであるArg１６Gly遺伝子

多型を考慮した動脈硬化症予防プログラムを

確立することを目的に、運動・食事指導など

の介入による動脈硬化症リスクファクターの

改善がArg１６Gly遺伝子型の違いによりどの

ように異なるのかを検証した。対象は某事業

所の従業者で、介入群５４名と情報提供群（弱

い介入群）６５名である。調査開始時と終了時

の比較による介入群における改善は情報提供

群に比べ多くの指標においてみられた。Arg

１６Gly遺伝子型別にみると、介入群では遺伝

子型がGly１６キャリアー群もArg／Arg遺伝子

型群も介入により各指標において改善が見ら

れた。情報提供群ではGly１６キャリアー群に

はBMIや上腕足首脈派伝播速度（baPWV）

において有意に改善が見られたがArg／Arg

遺伝子型群はどの項目においても有意な改善

は見られなかった。baPWVの調査開始時点

と終了時点での変化量を介入群と情報提供群

のそれぞれにおいて性・年齢を調整して重回

帰分析を行った結果、情報提供群においての

みGly１６キャリアーが有意にbaPWVの改善と

関連していることが確認された。これらの結

果は、運動・食事指導などの介入が遺伝子型

に関わらず動脈硬化症リスクファクターに対

して十分な改善を示した。しかし、情報提供

という弱い介入では有意な改善が見られな

かったArg／Arg遺伝子型においては、強力

な介入が必要であることを示唆している。

介入群各指標の変化から、ウォーキングや

食事内容の改善等といった介入が遺伝子変異

の有無に関わらず、動脈硬化症のリスクファ

クターに対して十分な改善効果があることが

伺える。情報提供群において、Arg／Argの

遺伝子型群は有意な改善項目が無く、Gly１６

変異の有無によりその効果に有意な差が確認

された。重回帰分析からも調査開始時から終

了時までのbaPWVの変化についてGly１６キャ

リアーの群が有意にその値を改善できている

ということが確認できる。

本研究においては、変異の有無に関わらず、

動脈硬化症のリスクファクターに対して介入

効果が確認されたが、この結果はSakane N

らのArg／Arg遺伝子型群はGly１６キャリアー

の群より減量療法による体重減少効果が小さ

いという報告とは異なる結果であり、強い介

入により遺伝子多型による差は確認できなく

なっている。その理由としては、対象とする

参加者の積極性や実行度に個人差が生じてし

まうので本研究による運動効果や食事指導の

効果を先行研究の結果と簡単に比較すること

ができないということが考えられる。

baPWVは大動脈PWVと強い相関を示す簡

便な測定方法であり、動脈硬化のスクリーニ

ングに有効な指標であるとされており、情報

提供群でのみ確認されたGly１６変異がbaPWV

の改善に有意に働くということは臨床的にも

興味深い結果である。そして更に、情報提供

群としての期間を終えた後に介入群として介

入を受けることにより、変異の有無に関わら

ず、動脈硬化症のリスクファクターに対して

十分な改善効果が発揮されることが確認でき

る。

本研究の限界性についてはArg／Arg遺伝

子型群が介入群で１０名、情報提供群で１２名と

少なく人数が少ない点が挙げられる。今後、

引き続き本研究を継続し、対象者を増やして

解析する必要がある。

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

83



以上のことから動脈硬化症の予防のために

は、Arg／Argの遺伝子型群に当てはまる人

はArg／Gly＋Gly／Glyの遺伝子型群に当ては

まる人に比べ、各指標を改善しにくい体質で

あり、徹底した指導介入を必要とするという

ことを示している。

５．鳥取県における喫煙と肺がんの関係に関す

る調査―喫煙と�肺年齢�の関係からみた肺
がんの特性―

鳥取大学医学部附属病院胸部外科

中村廣繁・他

喫煙が肺がん発生の最も大きな危険因子で

あることは明らかである。しかも、喫煙が原

因による肺がんは遺伝子変異が多く、その悪

性度も高いことが知られている。また喫煙者

は肺気腫、間質性肺炎といった肺疾患を合併

しやすく低肺機能患者が多い。従って、喫煙

による肺がんは予後不良と言われる。近年、

日本呼吸器学会は肺機能から簡便に予測でき

る�肺年齢�という概念を提唱した。本研究
では喫煙と�肺年齢�の関係を解析して、喫
煙による肺がんの特性を検討した。

現在の鳥取県の喫煙率（平成１７年）は男性

４２．７％で全国第１７位、女性４．４％で第４４位と

なっており、男性は高く、女性は低い。一方

肺がんの死亡率（平成１７年）は対人口１０万人

あたり５８．５人で、全国第５位となっており喫

煙率と比較しても死亡率が高い傾向を認める。

死亡率には喫煙の影響と発見される肺がんそ

のものの特性や治療方法が関与していると考

えられる。一般には喫煙による肺がんの予後

は不良であると言われるが、その要因として

肺がんの悪性度が高いこと、呼吸器疾患や循

環器疾患など重篤な他疾患の合併率が高いこ

とが知られている。特に喫煙者に併発しやす

い呼吸器疾患である肺気腫などCOPDと間質

性肺炎は低肺機能を生じ、治療に難渋する。

鳥取県の肺がんの特性がいかなるものか、特

に喫煙との関係を解析する目的で今回は�肺
年齢�という概念を用いた。
肺年齢は近年日本呼吸器学会から提唱され、

肺機能から簡便に予測できる肺の加齢指標で

ある。通常の検査値よりも患者に理解されや

すいことが特徴で、実年齢と比較することで、

自分自身の肺の健康状態を推定できる。�肺
年齢�は喫煙との関係が深く、肺がん特性に

も大きな影響を与えると考えられる。実際に

自験例の肺がん手術患者を解析すると、肺年

齢が実年齢を上回る差が大きいほど、喫煙者

の割合が多く喫煙指数も高値であった。男性

の扁平上皮癌患者の割合も多くなり、従って、

手術後の呼吸器合併症の頻度にも悪影響を及

ぼしていた。低肺機能と術後呼吸器合併症の

相関関係はこれまで多くの報告があり、この

点でも�肺年齢�の肺がん治療における重要
性を十分に認識できる結果であったと考えら

れる。

本研究の結果は医療従事者が日常診療の中

で�肺年齢�を意識して呼吸器疾患の診療に
あたることが大切であることはもちろん、わ

かりやすい�肺年齢�という概念を上手に活
用してインフォームド・コンセントに応用す

ること、市民への啓発活動を進めることも意

義深いと考えられる。また一方で、受動喫煙

が肺年齢に与える影響も無視できない。すな

わち多くの非喫煙者が実際には受動喫煙の影

響を受けて肺年齢の悪化、COPDや肺がん発

生の要因となっている可能性もある。�肺年
齢�は新しい概念であるが、喫煙との関係は
明白であり、QOLの低下に大きな影響を及

ぼす。よってその活用はCOPDに加えて、肺

癌の早期発見・早期治療へとつながる可能性

も示唆される。今後、喫煙者や受動喫煙者と

呼吸機能、肺年齢と肺がん手術予後との関係

を解析して、鳥取県における喫煙による肺が

んの特性をさらに明らかにしていく予定であ

る。

【母子保健調査研究】

１．甲状腺疾患母体から生まれた児の問題点：

母体への過剰な抗甲状腺薬投与に起因する新

生児一過性甲状腺機能低下症

鳥取大学医学部統合内科医学講座

周産期小児医学

神� 晋・他

甲状腺ホルモンは、胎児期の中枢神経発達

や骨成熟にとって重要なホルモンである。バ

セドウ病母体から出生した新生児では、経胎

盤的に移行した抗TSH受容体抗体（TRAb）

や抗甲状腺薬の作用により、甲状腺機能異常

を来す症例が報告されている。今回、抗甲状

腺薬（チアマゾール）で治療中のバセドウ病

母体から出生し、著明な甲状腺機能低下を呈
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した症例を経験した。

母体バセドウ病から生まれた児では、母体

に過剰投与された抗甲状腺薬によって、胎児

の甲状腺機能も抑制され、知的発達の遅れを

来たす可能性がある。一方、出生後、母体由

来の抗甲状腺薬が途絶えた後に、母体から移

行したTRAbによって一過性甲状腺機能亢進

症が起こることもある。

先天性甲状腺機能低下症の知能発達を、大

腿骨骨核の有無から比較した報告によると、

出生時に骨核が出現していない症例は、出現

している症例と比較し、知的発達に有意の遅

れを認める。今回の症例でも骨核が出現して

おらず、将来的に発達遅滞の可能性が示唆さ

れる。

バセドウ病合併妊娠の管理の目標は、経胎

盤的に移行したTRAbによる亢進症と、不適

切な抗甲状腺薬投与による低下症の両者を防

ぐことである。具体的な管理法は、母体の

TRAbが８０％以上あるいはTSAb ２００％以

上の時には、新生児に甲状腺機能亢進症を来

たす可能性があるため、注意が必要となる。

また、抗甲状腺薬投与中の場合、母体のfT４

を基準値の上限付近とやや高めに維持すると、

胎児の甲状腺機能を正常に維持すること可能

となる。そして、出生直後から新生児の甲状

腺機能を観察し、適切な治療を行うことが必

要である。

１１．公衆衛生活動対策
１．健康教育事業

１）健康フォーラム

日 時：平成２０年９月２７日（土）

午後２時～３時４０分

会 場：「ハワイアロハホール」（大ホール

４９４席）

鳥取県東伯郡湯梨浜町はわい長瀬５８４

聴講者 約３１８名

演 題：「肥満、メタボリック症候群の予

防・改善に向けて」

講 師：京都大学大学院人間・環境学研究

科応用生理学研究室教授

森谷敏夫先生

２）日本海新聞健康コラム「保健の窓」に公

開健康講座、健康フォーラムの講演内容を

計２６回掲示した。

３）日本海新聞健康コラム「健康なんでも相

談室鳥取県医師会Ｑ＆Ａ」に一般の方から

の疾病に関する質問と回答を２５回掲載した。

４）鳥取県医師会公開健康講座、生活習慣病

対策セミナー

毎月１回、鳥取県医師会公開健康講座実

施。会場は鳥取県健康会館のほか、倉吉市、

米子市内で１回ずつ開催。なお、鳥取県の

委託事業である「生活習慣病対策セミナー」

については年１２回で、鳥取県医師会公開健

康講座のうち６回を生活習慣病セミナーに

あて、３地区においても２回ずつ同様のセ

ミナーを実施。

２．地域保健対策

平成１６年度より鳥取大学医学部統合内科医

学講座分子制御内科学 清水英治教授を中心

に「新規抗菌素材による呼吸器ウイルス感染

予防法の検討」が行われたが、平成１９年度を

もって終了した。平成２０年度からは「学校検

尿における２型糖尿病発生頻度およびフォ

ローアップシステムの研究」を実施すること

となった。

平成１７年度から開始された鳥取県東部地区

学童糖尿病検診に於いて、平成１８年度に２名

（１型：１名、２型：１名）、平成１９年度に

２名（１型：１名、２型：１名）、平 成２０年

度に１名（１型：０名、２型：１名）が自覚

症状が出現する前の時点で糖尿病を早期発見

され、早期治療介入されている。

これらの学童に対して自己抗体の測定を

行ったところ１型糖尿病と診断された学童２

名に関しては抗GAD抗体など陽性であった

が、２型糖尿病と診断された学童３名に関し

ては、自己抗体は陰性であり、緩徐進行１型

糖尿病の可能性については否定的である。

また上記以外に、平成１９年度に２名、平成

２０年度に１名の学童が境界型の診断となって

いる。更に糖負荷試験正常型であってもイン

スリン抵抗性の指標であるHOMA―R、或い

はインスリン分泌不全の指標であるInsulin

指数が正常範囲に収まっていない学童が平成

２０年度に２名みられている。

これらの学童の定期フォローアップのため

の手帳を現在作成中であり、出来上がり次第、

手渡して定期フォローアップを確実なものに

する様に働きかける予定としている。

３．生活習慣病対策事業
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１）地区における健康教育

〈東部医師会〉

�鳥取市市民健康ひろばにて、健康相談を

行った。

�東部医師会健康スポーツ講演会を平成２１

年３月５日に開催し、参加者は７１名で

あった。

�各会員による健康教育講演を６７回行った。

〈中部医師会〉

�「住民健康フォーラム」をメタボリック

シンドロームをテーマに平成２０年１１月３０

日に開催し、参加者は５４名であった。

�各会員による健康教育講演を６６回行った。

〈西部医師会〉

�健康教育講座を米子市内の公民館で１９回、

境港市で２６回行った。また、米子市生活

習慣病予防教室も９回行った。

�各会員による健康教育講演を７３回行った。

２）健康相談

鳥取県健康会館において、面談による健

康相談を毎月第１木曜日は精神科、第２及

び第４木曜日は内科、第３木曜日は小児科

と整形外科で隔月に行っており、７８件の相

談があった。

１２．地域医療研修及び健康情報対策
委員会の概要

本委員会は近年開催されていなかったが、医

療従事者への研修、県民への正しい健康情報の

提供という観点も含めて、新型インフルエンザ

対策について意見交換した。また、健康にかか

わる指標として、鳥取県の要介護出現率、がん

死亡率が全国平均に比べて高い現状を受けて、

その改善に向けた方策について協議を行った。

（平成２１年３月１９日（木）午後２時～午後３時

４０分、鳥取県健康会館にて開催）

１．新型インフルエンザ対策（特に医療体制整

備）について

医療従事者の確保や補償、保険診療での実

施の可否、発熱外来・入院協力医療機関の確

保等が大きな課題となっているが、国全体で

の検討が必要な項目も多く、県では引き続き

国へ要望するとともに、平成２１年度に全県及

び各圏域で協議会を設置し、具体的な医療体

制整備等について検討していくことを確認し

た。

なお、対策を進める上では医療従事者が疾

患の本質を正しく知ることが重要で、その上

で一般県民へ正しい知識を啓発していくこと

が必要との指摘があった。

２．介護予防事業の推進について

現在、県内の高齢者は約１５万人、そのうち

要介護・要支援者は約２．７万人であり、高齢

者の増加により要介護者等はさらに増加し、

どのように要介護者を地域で支えていくかが

課題である。今後、要介護状態になるおそれ

のある者（特定高齢者）等に介護予防を推進

していくことが一層重要であり、医師から患

者へ直接その必要性を説明することは非常に

効果が大きい。

なお、要介護率の評価には介護認定の仕組

みの検証も必要である。

３．がん対策について

鳥取県の７５歳未満の年齢調整死亡率が近年

全国平均を上回っている。各種がん検診の受

診率等は全国を上回る成績であるが、今後

様々な意見を伺いながら、健康対策協議会等

の中でも、死亡率が高い要因の分析や効果的

な対策の検討をしていくこととなった。また、

治療の初期段階からの緩和ケアの実施に向け

て、基本的な知識を習得できる講習会を開催

しているが、受けやすい時間帯やプログラム

の検討も必要との意見があった。

各種検診登録医療機関数一覧

（平成２１年５月末現在）

◎胃がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ７２件

中 部 ４０件

西 部 ８０件

計 １９２件

◎大腸がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ２７件

中 部 １９件

西 部 ２８件

計 ７４件

◎肺がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ６件

中 部 ６件

西 部 ７件

計 １９件

◎大腸がん検診注腸Ｘ線検査医療機関登録

件数

東 部 １８件
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中 部 ３件

西 部 ２０件

計 ４１件

◎乳がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ５件

中 部 ２件

西 部 ８件

計 １５件

◎肝臓がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ４７件

中 部 ３０件

西 部 ５３件

計 １３０件

◎子宮がん検診精密検査医療機関登録件数

東 部 ７件

中 部 ６件

西 部 １０件

計 ２３件

地 域 医 療 対 策

１．医師確保対策・男女共同参画
１ 第４回日本医師会男女共同参画フォーラム

平成２０年７月１９日、福岡市において日医の

主催により福岡県医師会の担当で開催され、

重政理事、坂野真理先生（倉吉病院）、陶山

和子先生（西伯病院）が出席した。

当日は、基調講演「男女共同参画推進のた

めに」が行われた後、「日医男女共同参画委

員会」と「日医医師再就業支援事業」につい

て報告があった。続いて、「医療崩壊をくい

とめるために、今何ができるか、何をすべき

か」をテーマに４名の演者によるシンポジウ

ムが行われ、総合討論の後、「第４回男女共

同参画フォーラム宣言」が採択された。次回

は北海道医師会の担当で開催される。詳細は、

会報第６３８号に掲載した。

２ 日本医師会医師再就業支援事業保育システ

ム相談員講習会

平成２０年１１月１９日、日医会館において開催

され、重政理事が出席した。今年２月に行わ

れた病院アンケート調査結果の報告後、「保

育システム相談員」をテーマに、�保育シス

テム相談員の提案（相談員提案の理由、相談

員とは何か？、よくある個々の保育サービス

の説明） �実際の地域における保育サービ

ス・システム（鹿児島市、松江市・出雲市、

大阪市、札幌市） �厚生労働省委託事業と

保育システム相談、についてそれぞれ演者か

ら発表があり、その後、質疑応答が行われた。

病院アンケート結果によると、育児期間中

の宿日直及び時間外勤務の免除は半数以上の

病院で行われており、以前に比べて女性医師

支援対策が少しずつ進んでいる。詳細は、会

報第６４２号に掲載した。

２．地域医療計画対策
１ 有床診療所協議会 中国四国ブロック会設

立総会

平成２１年３月１５日、ホテルグランヴィア岡

山において開催され、オブザーバーとして米

川理事が出席した。

総会に先立ち、役員会が開催された。現在、

中国四国医師会のなかで有床診療所協議会を

設立していないのは鳥取県、島根県、高知県

である。高知県では本年５月に向けて設立の

準備をしているということであった。鳥取県

では今後、設立するかどうか検討していく。

総会では、有床診療所に関する決議文を内

藤全国有床診療所協議会会長に渡し、講演２

題�「有床診療所における療養病床の転換に

ついて」（根石岡山県保健福祉部副参事） �

「有床診の地域医療における役割と将来のあ

り方」（江口日医総研主任研究員）が行われた。

詳細は、会報第６４６号に掲載した。

２ 鳥取県医療審議会

１）平成２０年７月１日、県立図書館において

開催され、岡本会長（審議会長）、宮�・

渡辺 両常任理事、重政理事（学識経験者）

が出席した。

審議事項として、地域医療支援病院の承

認について協議が行われ、鳥取赤十字病院

と山陰労災病院が承認された。また、医療

法人にかかる認可及び申請状況について報

告があった。

２）平成２０年９月１１日、県庁において開催さ

れた。主な議事として、社会医療法人の認

定について審議され、明和会（渡辺病院）
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と仁厚会（倉吉病院）が承認された。社会

医療法人は公立病院に準ずるものであり、

救急医療などの公益性の高い医療を担わな

ければいけないなどの特徴がある。この他、

報告事項として、�療養病床の再編に係る

転換意向調査結果の概要について �第４

期介護保険事業支援計画及び老人福祉計画

の策定について、等があった。

３ 鳥取県地域医療対策協議会

平成２１年２月１０日、県庁において開催され、

岡本会長（協議会長）、３地区医師会長が出

席した。本協議会は、鳥取県の地域医療を担

う医師養成や確保について協議するもので、

県の医師確保策や臨床研修医制度について議

論がなされた。県から、新年度の医師確保対

策として、医学部生を県内勤務へ導く奨学金

制度に説明があった。臨床研修医の確保につ

いては、研修医を指導する指導医の質を上げ

ることも重要とする意見がある一方、指導医

の過酷な労働環境も指摘された。

また、厚労省と文部科学省が合同で設置し

た「臨床研修制度のあり方等に関する検討会」

では、必修科目を内科、救急、地域医療研修

の３科目とし、従来必修だった外科、麻酔科、

小児科、産婦人科、精神科のうち２科を研修

医が選択できることとした。厚労省は、２０１０

年度の研修開始に合わせて制度を改正する方

針である。

一方、日医は、この度、医療の在るべき姿

について日医の考えをまとめた「グランドデ

ザイン２００９―国民の幸せを支える医療である

ために―」を公表し、新医師臨床研修制度の

改革案として、初期研修の期間を１年とする

ほか、研修前の専門家の決定や、各診療科の

研修期間を自由に設定できるようにすること

などを打ち出している。

３．地域医療連携推進対策
１ 鳥取県がん対策推進計画評価・検討委員会

平成２１年２月２１日、県医師会館において開

催され、岡本会長、野島・富長両副会長、板

倉東部医師会長、池田中部医師会長、魚谷西

部医師会長、高見西部医師会副会長が出席し

た。

鳥取県では、がん診療連携拠点病院に鳥大

医学部附属病院、地域がん診療連携拠点病院

に県立中央病院、鳥取市立病院、県立厚生病

院、米子医療センターが指定されている。

鳥取県における平成１９年の７５歳未満がん年

齢調整死亡率は、男女ともに全国と比べて高

い状況であるため、全体目標を�がんによる

死亡率の減少（７５歳未満の年齢調整死亡率の

減少） �すべてのがん患者及びその家族の

苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上、

に設定した。

主な議事として、�がん医療の推進（放射

線療法及び化学療法の推進並びに医療従事者

の育成、治療の初期段階から緩和ケアを提供

できる体制の推進）、住み慣れた家庭や地域

で療養できる在宅医療の推進 �医療機関の

連携体制づくり �がん医療に関する相談支

援及び情報提供体制の充実 �がん登録の推

進 �がんの予防の推進 �がんの早期発見

�がん研究の推進、の７項目について、施策

の方向性と具体的な取組、計画目標へ向けた

平成２０年度の取組、平成２１年度以降の取組の

在り方、に分けてそれぞれ協議、意見交換が

行われた。

２ 鳥取県がん対策推進計画検討委員会

１）平成２０年６月１６日、鳥大医学部附属病院

において開催され、岡本会長、吉中理事が

出席した。主な議事として、地域がん診療

連携拠点病院の申請及び更新、院内がん登

録専任者の研修、地域連携クリティカルパ

ス、平成２０年度の国立がんセンターにおけ

るがん診療に携わる医療従事者を対象とし

た研修、鳥取県がん診療連携協議会の今後

の運営、がん医療に携わる医師に対する緩

和ケア研修会の開催指針、などについて報

告、協議、意見交換が行われた。

今後は、地域がん診療連携拠点病院の指

定要件に、国立がんセンターにおいて研修

を受講した相談支援センター相談員とがん

登録実務者を配置することが必要になると

いうことであった。

２）平成２０年１１月２７日、鳥大医学部附属病院

において開催され、岡本会長、吉中理事が

出席した。鳥取県内では、鳥取県がん診療

連携拠点病院として鳥大医学部附属病院が、

地域がん診療連携拠点病院として県立中央

病院、鳥取市立病院、県立厚生病院、米子

医療センターがそれぞれ指定されている。

主な議事として、平成２１年２月１日（日）
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午後１時から米子コンベンションセンター

において開催される「がんフォーラム」に

ついて説明があり、がん診療拠点病院指定

継続のための緩和ケア研修会の要領につい

て協議、意見交換が行われた。

３ 鳥取県「地域医療を考える県民フォーラム」

平成２０年１１月２４日、ホテルニューオータニ

鳥取において開催され、岡本会長がパネリス

トとして参画した。榮畑 潤厚労省大臣官房

審議官（医療保険・医政担当）による基調講

演「日本の医療事情について」後、パネルディ

スカッション「とっとりの医療を考える」が

行われ、岡本会長が、「医師の立場から見た

地域医療の現状と課題」について講演を行い、

その後、梶井英治自治医科大学地域医療学セ

ンター長をコーディネーターに４名のパネリ

スト（藤井喜臣鳥取県副知事、岡本会長、能

勢隆之鳥取大学学長、足立智和丹波新聞社記

者―兵庫県立柏原病院の小児科を守る会）に

よる討論を行った。

午後からは、３つの分科会が行われ、第１

分科会「病院の上手なかかり方」では笠木理

事が、第２分科会「かかりつけ医のススメ」

では吉田理事が、第３分科会「医療機関どう

しのつながりがみんなを救う」では高見日南

病院長が、それぞれ座長として参画した。

社 会 保 障 医 療 対 策

１．医療保険制度対策
１ 鳥取県後期高齢者医療懇話会

平成２０年８月２６日、湯梨浜町役場東郷庁舎

において開催され、天野常任理事が出席した。

主な議事として、長寿医療制度の施行状況に

ついて、「鳥取県後期高齢者医療広域連合に

おける取り組み」「被保険者数」「被保険者証」

「保険料」「審査請求」「給付の状況」「広報

活動」「保健活動」を中心に報告があった。

なお、今後は、円滑な制度運営に向けて、

「広報活動の充実」「相談体制の整備」「医療

費適正化の取組み」「制度の仕組みの検証」

を中心に取り組んでいく。

２ 鳥取県後期高齢者医療審査会

１）平成２０年５月８日、県庁において鳥取県

では設置が遅れていたが初めて開催され、

吉田理事が出席し、審査会長に選任された。

審査会は、被保険者が保険給付や保険料

の処分について不服を申し立てた際に審

理・裁決を行う第三者機関で、都道府県に

設置（４月１日）が義務づけられている。

審査会は今後、申し立て事案に対し、広域

連合、市町村に弁明書、被保険者に反論書

を提出させて審査し、裁決する。

２）平成２０年６月１２日と６月２６日、県庁にお

いて開催され、吉田理事が審査会長として

出席した。本審査会は、被保険者から保険

給付や保険料の処分について不服が申し立

てられた際に審理・裁決を行う第三者機関

であり、訴えてきた方に対してきめ細かな

説明をしていくことが必要である。

前回の審査会からの引き続き案件につい

て審理・裁決が行われた。２、３月分の保

険料をなぜ４月分から天引きするのかとい

う申し立てについては却下された。また、

保険料を平成１８年度の所得から計算するの

はなぜかという件については、平成２０年４

月から保険料を徴収するため、前年度の所

得申告が確定するのが７月であることから、

間に合わないため、仮徴収ということで

前々年度から計算して徴収するということ

であった。

なお、鳥取県の後期高齢者医療対象者は

８４，８００人で、うち２割軽減が４，２６０人、５

割軽減が２，２６０人、７割軽減が２６，５００人で

ある。

３）平成２０年１１月１３日、県庁において開催さ

れ、吉田理事が審査会長として出席した。

主な審査事項として、健康保険の被扶養

者が長寿医療制度に移行する際、被保険者

が被扶養者より年上の場合、被扶養者は国

保に加入するが、その期間が例えば１ケ月

の場合、被扶養者が長寿医療制度に移行し

てからの軽減措置がないことから申し出が

あり、協議を行った。当審査会は、法令に

基づく処分の妥当性を判断する機関であり、

この件に係る処分については、法令に違反

するという違法性はないと判断した。しか

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

89



し、保険料額が従前と比して増えた場合、

行政は丁寧に説明して周知していくこと、

国へ制度の矛盾の是正を要望すること、な

ど長寿医療制度への理解を得ていくことが

必要であると考えている。

３ レセプトオンライン請求義務化に関するア

ンケート調査結果

平成２３年４月より全ての保険医療機関にお

いてレセプトのオンライン請求が原則義務化

されることになっている。

日医では、当該アンケートを全国の会員を

対象に実施し、レセプトオンライン請求義務

化により予測される影響を国に対し訴えてい

くこととしている。

鳥取県医師会としても、この度の日医のア

ンケートに協力することとし、全医療機関を

対象にアンケート調査を実施し、鳥取県の状

況を日医へ報告した。

調査結果は、４６４医療機関に発送し、３４８医

療機関から回答があった（回答率７５．０％）。

レセプトオンライン請求事務義務化に対応で

きないので保険診療をやめるか、あるいは廃

院を考えている医療機関は３０医療機関

（８．６２％）あった。これらの医療機関に対し

て、鳥取県医師会としては、今後さらにアン

ケート調査等を実施し、実情を把握してから、

何らかの方策を検討していくこととした。調

査結果の詳細については、会報第６３５号に掲

載した。

２．介護保険制度対策
１ 都道府県医師会介護保険担当理事連絡協議

会

平成２１年３月５日、日医会館において開催

され、野島副会長が出席した。当日は、平成

２１年度介護報酬改定等について、三上日医常

任理事より、�介護報酬改定の主な動き �

平成２１年度介護報酬改定の主な視点 �要介

護認定の問題点、について説明があり、続い

て、鈴木厚労省老健局老人保健課長より、�

社会保障制度改革 �介護保険制度を取り巻

く環境 �平成２１年度介護報酬改定の概要と

今後の課題 �要介護認定の見直し、につい

て説明が行われた。

質疑応答では、要介護認定の見直しについ

て質問が集中したほか、介護サービスの限度

額や、みなし指定を受けた医療機関の対応に

関する質問があった詳細は、会報第６４６号に

掲載した。

２ 介護保険対策委員会

１）平成２１年２月１２日、県医師会館において

県長寿社会課にも出席していただき、開催

した。議事として、「中国四国医師会連合

総会並びに医学会介護保険研究会」と「各

地区における介護予防事業並びに介護保険

サービスと医師会との連携」について報告

があった後、県長寿社会課から、「介護保

険・介護予防事業、認知症に関わる平成２１

年度の施策、療養病床再編の近況」「介護

予防の現状と必要性」「認知症の医療と福

祉の連携」「１０年後である２０１９年における

高齢者社会の目指すべき姿」「鳥取県の療

養病床転換」について説明があり、協議、

意見交換を行った。

鳥取県の今後の認知症施策では、「医療

と介護の連携等による医療サービス及び介

護サービスの充実」「家族支援の充実」「認

知症の方にやさしいまちづくりの実現」「若

年者の方に対する支援」を重点にしている。

また、介護療養型老人保健施設の報酬が平

成２１年度から更に上にあがるので、鳥取県

の療養病床転換はもっと増える可能性があ

る。

鳥取県の介護情報サービス公表制度に関

わる手数料を中国四国各県と比較してみる

と、平成２０年度は島根県より低かった。平

成２１年度の見込みについては下げる県が出

てきているが、鳥取県の手数料は、中国四

国の中では高いので見直しを検討中である。

なお、本件については、民活ばかりはいか

がなものか、行政が責任を持って対応して

欲しい、という意見があった。

詳細は、会報第６４５号に掲載した。

３ 第４期介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画策定・推進委員会

１）平成２０年８月４日、県中部総合事務所に

おいて開催され、渡辺常任理事が出席し、

副委員長に選出された（委員長は井手添鳥

取短期大学准教授）。

主な議事として、介護保険制度の概要や

第３期計画の現況と第４期計画策定に向け

た基本指針の説明があった後、協議、意見

交換が行われ、平成２１年度からスタートす
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る第４期計画に向けた基本方針などについ

て確認した。今後は、各分科会で検討を進

め、各市町村の推計介護サービス算定結果

などを基に、来年２月を目途に計画を策定

することになった。

２）平成２１年１月１４日、県中部総合事務所に

おいて開催され、渡辺常任理事が出席した。

主な議事として、介護報酬改定の内容と

第４期介護保険事業支援計画及び老人福祉

計画について報告、協議、意見交換が行わ

れた。

鳥取県高齢者の元気と福祉のプランでは、

「２０１９年における高齢社会の姿」を実現す

るための課題と施策として、「元気高齢者

等の活躍の場の拡大」「介護予防、健康づ

くりの充実」「介護・福祉の人材確保と資

質向上」「医療と福祉の連携、多職種協働

の推進」「認知症の方のトータルバックアッ

プ体制の確立」「地域福祉の充実」「家族支

援の充実」「高齢者にふさわしい住まいへ

の支援」「介護についての周知」をあげら

れている。

また、県が目標を定める介護保険施設に

おける個室ユニット化の割合について、本

県は所得の低い要介護者が施設サービス等

を利用する率が非常に高い状況にあり、利

用者負担の低い多床室を確保する観点から、

国の参酌標準より目標値を下げることとし、

平成２６年度の指標は４０％（うち特養６０％）

とした（国の参酌標準５０％、うち特養７０％）。

今後は、年度内に委員会を開催し、鳥取

県の第４期介護保険事業支援計画及び老人

福祉計画を策定し、年度内に発表する予定

である。

３）平成２１年２月２７日、県中部総合事務所に

おいて開催され、渡辺常任理事が出席した。

鳥取県の現状は、高齢化率（総人口に占

める６５歳以上の高齢者の割合）が２００５年で

約２５％であり、全国平均の約２０％より大き

く上回っている。高齢化率は上昇の一途を

たどり、２０３５年には高齢化率は約３５％と見

込まれている。要介護認定率は、全国平均

より１～２ポイント高く推移しながら伸び

続けて１８．０％に達している（平成２０年９月）。

２０００年から始まった介護保険事業は３年

ごとに見直すことになっている。今回が最

終会議であり、「鳥取県高齢者の元気と福

祉のプラン」を策定し、県民からのパブ

リックコメントを取り入れて決定したもの

を冊子にし、４月に関係団体等へ配付する。

なお、「鳥取県高齢者の元気と福祉のプラ

ン」とは、老人福祉計画と介護保険事業支

援計画を一体化に策定したもので、今後の

高齢社会のあるべき姿、その姿を実現する

ための課題や取組の方向性、具体的な施策

等を明らかにするものである。

３．社会保障医療対策
１ 第５２回社会保険指導者講習会

平成２０年８月２１・２２日の２日間、日医会館

において、「心血管疾患診療のエクセレンス」

をテーマに開催され、富長副会長、東部：吉

田県立中央病院循環器科部長、中部：澤口県

立厚生病院循環器科部長、西部：尾�山陰労

災病院循環器科部長が出席した。

心血管疾患診療に関して８名の講師による

講演があった後、総合討論（テーマ：心血管

疾患のより良き診療を目指して）が行われ、

厚労省より医療提供体制の現状と課題および

診療報酬改定についての解説があった。今後

は、各地区医師会で伝達講習を行う。詳細は、

会報第６３９号に掲載した。

２ 社会保障部委員会総会

平成２１年１月２２日、ホテルニューオータニ

鳥取において開催した。報告事項として、

「医療保険関係諸会議」「支払基金・国保連

合会・労災保険審査委員会からそれぞれ審査

の現況と保険医療機関への注意点」「後発医

薬品（ジェネリック医薬品）に関するアンケー

ト結果（内容の詳細については、別途会報に

掲載）」を行った。

次に、平成２０年１１月、各地区医師会より県

下の医療機関を対象に、支払基金及び国保連

合会への審査に対する要望事項のアンケート

を行い、寄せられた３３件の意見について支払

基金、国保連合会の委員会より回答・意見が

述べられた後、協議、意見交換を行った。内

容の詳細については、後日、社会保障部だよ

りに掲載する。

また、審査上の差異について支払基金と国

保連合会とで意見交換を行った結果、県内で

ある程度統一した方向性が決まれば医師会へ

情報提供して欲しい、との意見に対し、全て
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が公表できないかもしれないが今後担当と相

談したい、とのことであった。詳細は、会報

第６４４号に掲載した。

３ 社会保障部常任委員会

平成２０年１１月１３日、県医師会館において開

催した。健保・生保の指導計画打合せ会報告

と日医・中国四国ブロックの医療保険関係の

諸会議報告の後、社会保障部委員会総会のあ

り方、社会保障部委員会の名称、最近の保険

指導・監査、などについて協議、意見交換を

行った。

今年度の社会保障部委員会総会を平成２１年

１月２２日（木）にホテルニューオータニ鳥取

において開催することとした。また、全医療

機関を対象に、後発医薬品（ジェネリック医

薬品）に関する調査を実施することとなった。

また、「社会保障部委員会」の名称を「医療

保険委員会」に変更した方がよいのではない

かとの意見があり、規程の見直しを含めて今

後検討していくこととした。詳細は、会報第

６４２号に掲載した。

４ 指導実施について

平成２０年５月８日、鳥取社会保険事務局と

「平成２０年度保険医療機関指導計画打合会」

等を、また、平成２０年５月２２日、鳥取県福祉

保健課と「平成２０年度生保指導計画打合会等

を開催して本年度指導計画について了承、こ

れに基づいて下記のとおり実施した。詳細は、

会報第６３６号に掲載した。

〔生保個別指導〕

２０．８．２５ 西部地区１件（病）

２０．９．１０ 西部地区２件（病）

２０．９．２９ 西部地区２件（病）

２０．１０．１５ 中部地区１件（病）

２０．１０．２７ 中部地区２件（病）

２０．１１．１７ 東部地区１件（病）

２０．１１．２６ 東部地区１件（病）

２０．１２．１１ 東部地区１件（病）

２０．１２．１７ 東部地区１件（病）

２０．１２．２２ 西部地区１件（病）

〔健保個別指導〕

２０．９．９ 西部地区３件

２０．１１．２６ 西部地区１件

２０．１１．１８ 西部地区３件

２０．１２．３ 西部地区１件

２０．１２．９ 中部地区３件

２０．１２．１５ 西部地区１件

２１．１．１６ 西部地区２件

２１．１．２８ 西部地区３件

２１．２．４ 中部地区３件

２１．２．６ 中部地区１件

２１．２．１０ 東部地区４件

２１．３．３ 東部地区３件

２１．３．１２ 東部地区４件

２１．３．２５ 中部地区１件

〔集団的個別指導〕

２０．６．１８ 東部地区１２件

２０．１１．２６ 西部地区１件

〔健保新規集団指導〕

２０．６．２２ 東部地区１６件

２０．６．２９ 西部地区１９件

〔厚生労働省との共同指導〕

２０．９．１８ 東部地区１件

２０．９．１９ 東部地区１件

〔社会保険医療担当者の監査〕

２０．４．１８ 東部地区１件

２０．５．２ 東部地区１件

２０．５．２３ 東部地区１件

２０．６．６ 東部地区１件

２０．７．２２ 東部地区１件

２０．７．２３ 東部地区１件

４．県及び関係団体との連絡強調
１ 中国地区医師会指導打合せ会

平成２０年８月３０日、広島市において、本年

１０月より各県の社会保険事務局が中国四国厚

生局へ移行することに伴い、今後の保険指導

に対する対応を協議することを目的に中国５

県医師会による話し合いを行うために開催さ

れ、富長副会長、谷口事務局長が出席した。

今後の指導形態は、各県の実情に応じた形

態をとらざるを得ないのではないかと思われ

る。そうであれば、指導大綱が変わらない限

り、従来と大きく変わることはないように思

われる。

詳細は、会報第６３９号に掲載した。

２ 鳥取地方社会保険医療協議会

１）平成２０年９月１１日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、野島副会長、３地区医師

会長が出席した。主な審議事項として、東

部地区の１診療所に対する保険医療機関指

定の取り消し及び関連医師１名に対する保

険医取り消しの処分案が諮問され、協議の
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結果、平成２０年９月１３日より５年間の取り

消しを答申した。

なお、平成１９年３月以来１年半の間に４

医療機関に対して行政処分が行われたこと

を受け、鳥取県医師会理事会として「医の

倫理に関する会員への緊急メッセージ」を

会員へ発することとし、文案を一部修正の

上承認した。

２）平成２０年９月２５日、とりぎん文化会館に

おいて開催され、岡本会長、３地区医師会

長が出席した。

１０月から社会保険庁の解体に伴う事務の

移管により、保険医療機関等に対する指導

監査等が中国四国厚生局（広島市）で行わ

れることになり、第１回目の協議会が１０月

１５日（水）広島市において開催される。

３ 第１回中国地方社会保険医療協議会総会

平成２０年１０月１５日、広島市において初めて

開催され、岡本会長が出席した。主な議事と

して、会長選挙、議事規則、部会の設置等、

などについて協議、意見交換が行われ、会長

には河原和郎弁護士（広島県・西日本法律事

務所）、副会長には釜瀬司氏（岡山県町村会

事務局長）が選出された。また、県内の保険

医療機関の指定等を審議する鳥取部会の委員

を兼務することとなった。

４ 鳥取県社会福祉審議会

平成２０年１０月２８日、とりぎん文化会館にお

いて開催され、吉田理事が出席した。議事と

して、�鳥取県障害者計画の見直し及び鳥取

県障害福祉計画（第２期）の策定 �第４期

介護保険事業支援計画及び老人福祉計画の策

定 �鳥取県地域ケア体制整備構想の策定

�社会福祉施設等施設整備費単県補助金 �

施設環境改善事業整備費単県補助金 �心身

障害福祉専門分科会決議事項 �児童福祉専

門分科会決議事項、などについて報告、協議、

意見交換が行われた。今後は、最近、障害者

の認定に関して不正が起こっているので、身

体障害者申請医師の資格について、申請書の

書き方や詳細についての説明を行っていただ

くように要望した。

５．社会保険通信、社会保障部だよりの発行
１ 社会保険通信発行について

本年度の社会保険通信は、資料第１０８８号か

ら第１０９４号までの９回であった。発行部数は

７５０部で、社会保険諸法令の改正、保険診療

及び保険請求に必要な事項について、その都

度連絡している。

２ 社会保障部だより発行について

昭和６０年より発行している「社会保障部だ

より」を本年度は計４回発行した。

医 政 対 策

１．日医との連携
１ 日医代議員会

１）平成２０年４月１・２日の両日、日医会館

において開催され、岡本会長、魚谷日医代

議員、宮�常任理事が出席した。

第１日は、任期満了に伴う役員選挙等が

行われた。正副議長では、議長に現職の石

川岩手県医師会長が無投票で当選され、副

議長には米盛鹿児島県医師会長が現職の有

山奈良県医師会長を破って当選した。役員

選挙では、近畿を除くすべてのブロックが

推薦する現職の唐澤会長が投票総数３５２票

のうち３０４票を獲得して当選した。また、

中国四国ブロックからは、常任理事に藤原

前山口県医師会長、理事に碓井広島県医師

会長、久野愛媛県医師会長、監事に森下香

川県医師会長、裁定委員に長田前鳥取県医

師会長が当選した。

第２日は、唐澤会長の所信表明と会務報

告の後、議事として、�平成１９年度日医会

費減免申請 �平成２０年度日医事業計画

�平成２０年度日医一般会計予算 �平成２０

年度医賠責特約保険事業特別会計予算 �

平成２０年度治験促進センター事業特別会計

予算 �平成２０年度医師再就業支援事業特

別会計予算 �日医会費賦課徴収、追加議

案として、�日医役員功労金支給、の各議

案について審議が行われ、議案どおり可決

された。また、代表質問７件、個人質問１２

件について活発な質疑応答が行われた。

代議員会終了後、定例総会が行われ、

「庶務及び会計の概況に関する事項」「事
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業の概況に関する事項」「代議員会におい

て議決した主要な決議に関する事項」につ

いて報告があった。

２）平成２０年１０月２６日、日医会館において開

催され、岡本会長、魚谷県医代議員会議長

（日医代議員）が出席した。唐澤会長の所

信表明後、会務報告があり、議事に入った。

議事内容は、�平成１９年度日医一般会計決

算 �平成１９年度医賠責特約保険事業特別

会計決算 �平成１９年度治験促進センター

事業特別会計決算 �平成１９年度医師再就

業支援事業特別会計決算 �平成１９年度が

ん医療における緩和ケアの意識調査等、で

提出された議案は、決算委員会に審議が付

託され、原案通り承認された。

また、代表質問６件、個人質問１５件、追

加質問１件について、それぞれ担当役員か

ら答弁があった。

３）平成２１年３月２９日、日医会館において開

催され、岡本会長、魚谷県医代議員会議長

（日医代議員）が出席した。

唐澤会長挨拶、会務報告が行われた後、

議事として、�平成２０年度日医会費減免申

請 �平成２１年度日医事業計画 �平成２１

年度日医一般会計予算 �平成２１年度医賠

責特約保険事業特別会計予算 �平成２１年

度治験促進センター事業特別会計予算 �

平成２１年度女性医師支援センター事業特別

会計予算 �日医会費賦課徴収、�核兵器

廃絶に関する決議、の８議案について審議

が行われ、原案どおり可決された。また、

２０件（代表６、個人１４）の質問に対して担

当役員から回答があり、活発な質疑応答が

行われた。

代議員会終了後、定例総会が行われ、�

庶務及び会計の概況 �事業の概況 �代

議員会において議決した主要な決議、に関

する事項について報告があった。

２ 都道府県医師会長協議会

第１回：平成２０年７月１５日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。協議で

は、各県医師会から提出された１６議題�厚生

労働省調査に対する日医の同意（徳島） �

採血用穿刺器具と真空採血管ホルダーの取扱

い（三重） �保険免責制の導入阻止を要望

する（新潟） �地域産業保健センター委託

事業の税務申告（秋田） �高齢者医療制度

の医療費の９割公費負担、医療特区（兵庫）

�今、日医による「社会保障立国論」（京都）

�タバコ対策委員会の設置（愛媛） �レセ

プトオンライン化（岡山） �特定健診・特

定保健指導（大阪） 	女性医師登用推進（福

岡） 医療費抑制政策の方向転換への対応

（山口） ��総合診療医�日医認定制度（埼
玉） �緊急医師確保対策（鹿児島） 
集団

的個別指導（北海道） �五分間ルールの廃

止（長崎） �地方厚生（支）局に設置する

地方社会保険医療協議会（千葉）について、

日医執行部からそれぞれ回答があり、討論が

なされた。

また、日医から、「地域医療崩壊阻止のた

めの国民運動」と「公益法人制度改革」につ

いて協力要請と説明があった。

第２回：平成２１年１月２０日、日医会館にお

いて開催され、岡本会長が出席した。各県医

師会及び日医から提出された１３議題について、

日医執行部からそれぞれ回答、説明があり、

討論がなされた。また、鳥取県からは、「特

定健診と高齢者に対する健診」について質問

を提出し、日医の見解を伺った。

３ 医療政策シンポジウム

平成２１年３月１３日、日医会館において、

「わが国の未来を支える社会保障―社会保障

財源のあり方」をテーマに開催され野島副会

長、明穂理事、清水監事が出席した。

当日は、講演４題�「社会保障財源と制度

設計の思想」（田中滋 慶應義塾大学大学院

経営管理研究科教授） �「社会保障給付と

税負担及び保険料負担」（太田充 財務省主

計局主計官厚生労働係担当） �「構造改革

と社会保障」（高橋洋一 東洋大学経済学部

総合政策学科教授） �「今後の医療改革に

向けて」（吉川洋 東京大学大学院経済学研

究科教授）があった後、中川日医常任理事に

よる日医の考え方の説明、５名のパネリスト

によるパネルディスカッションが行われ、医

療費２，２００億円削減の撤廃について激論が交

わされた。

なお、フロア内からの質問を受け付けない

など、会の運営方針について多少疑問を感じ

た。

４ 都道府県医師会広報担当理事連絡協議会
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平成２１年３月１９日、日医会館において開催

され、神鳥常任理事が出席した。日医広報委

員会では、現在勤務医入会に向けた広報のあ

り方や具体的な取組みなどについて検討して

いるとの報告があった後、平成２０年度の日医

広報活動について、TV―CMを用いた広報活

動と意識調査結果報告等の説明があった。な

お、「日本医師会は開業医の団体で勤務医の

ことは考えていない」と言われ続けているが、

そうではないことを示すため、本年３月から

TV―CM「勤務医・男性医師」編、「勤務医・

女性医師」編を作成し、TVと共に映画「お

くりびと」の劇場CMとして上映した。

協議では、日医TV―CMに関する意見や質

問が相次ぎ、今後のCM等を利用した広報活

動の展開などについて活発な意見交換が行わ

れた。詳細は、会報第６４６号に掲載した。

５ 都道府県医師会「地域医療、保健、福祉を

担う幅広い能力を有する医師」認定制度に関

する協議会

平成２０年１０月３日、日医会館において開催

され、武田理事が出席した。飯沼日医常任理

事より、「地域医療、保健、福祉を担う幅広

い能力を有する医師」認定制度（案）につい

てこれまでの経緯報告があった後、協議、意

見交換が行われた。現時点では制度化しない

方がよいのではないかとの意見が多く、厚労

省の考える総合科医構想の受け皿になってし

まうとの危険性の指摘など、さまざまな意見

が出されたが、結局は結論が出ず、再度検討

することとなった。

６ 都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議

会

平成２０年７月２日、日医会館において開催

され、富長副会長が出席した。厚労省より地

方社会保険協議会委員の選出を依頼するにあ

たり、説明の機会を作って欲しいとの急な申

し出があったことから、急遽開催された。詳

細は、会報第６３７号に掲載した。

２．中国四国医師会連合との連携
１ 中四国医師会連合出席諸会議

２０．５．１７ 中国四国医師会連合常任委員会

［徳島市・徳島グランヴィリオホ

テル］

５．１７ 中国四国医師会連合分科会［徳島

市・徳島グランヴィリオホテル］

５．１８ 中国四国医師会連合総会［徳島

市・徳島グランヴィリオホテル］

８．１４ 中国四国医師会事務局長会議［徳

島市・ホテルクレメント］

１０．２６ 中国四国医師会連合常任委員会

［日医］

１１．１５ 中国四国医師会連合常任委員会

［松山市・松山全日空ホテル］

１１．１５ 中国四国医師会連合各種研究会

［松山市・松山全日空ホテル］

１１．１６ 中国四国医師会連合医学会［松山

市・松山全日空ホテル］

２１．３．２８ 中国四国医師会連合常任委員会

［東京ドームホテル］

２ 平成２０年度中国四国医師会連合総会―徳島

県医師会担当

［５月１７日（土）］

� 常任委員会

� 分科会

分科会１「保険」

助言者 藤原・三上両日本医師会常任理

事

分科会２「地域医療」

助言者 飯沼 日本医師会常任理事

分科会３「地域保健」

助言者 内田・今村両日本医師会常任理

事

分科会４「医療福祉」

助言者 羽生田日本医師会常任理事

［５月１８日（日）］

総 会

総会議事のほか、特別講演�「国民が安

心できる最善の医療を目指して」日本医師

会副会長 竹嶋康弘先生、特別講演�「メ

タボ退治の第１歩―踊って楽しく健康づく

り」徳島大学教授 田中俊夫先生、特別講

演	「孤愁」―美しい日本に殉じたポルト

ガル人―モラエスの旅 徳島日本ポルトガ

ル協会 桑原信義先生があった。詳細は、

会報第６３６号へ掲載した。

３ 第４２回中国四国医師会連合医学会

［１１月１５日（土）］―徳島県医師会担当

� 常任委員会

� 各種研究会

「医師会運営」

助言者 今村日本医師会常任理事

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

95



「地域医療」

助言者 飯沼日本医師会常任理事

「地域保険」

助言者 中川日本医師会常任理事

「医事紛争・医療安全」

助言者 木下日本医師会常任理事

畔柳日本医師会参与

高島日本医師会医賠責対策課長

［１１月１６日（日）］―愛媛県医師会担当

� 医学会総会

� 特別講演�

「日本の医療の目指すべき方向」

日本医師会副会長 宝住与一

特別講演�

「大山祇神社と伊予松山藩の信仰」

大山祇神社 三島喜徳宮司

４ 中国四国医師会 会長会議

平成２０年１１月１５日、松山市において中国四

国医師会連合常任委員会終了後、各県会長の

みで開催された。

主な議事として、中国四国医師会連合規約、

中国四国医師会連合医学会の同時開催、など

について協議、意見交換が行われた。平成２１

年度の医学会は、山口県医師会が担当し、こ

れで一応区切りとする。平成２２年度からの順

序、運営等については、春の総会担当県がそ

の年１年間の世話をする案が出たが、今後さ

らに検討していくこととなった。また、医事

紛争研究会は他の研究会とは別の日に開催し、

会長、担当役員、顧問弁護士の少数で議論し

た方がよいのではないかと提案した。詳細は、

会報第６４２号に掲載した。

５ 中国四国医師会救急担当理事連絡会議

平成２０年１１月１５日、松山市において中国四

国医師会連合各種研究会と並行して開催され、

米川理事、清水監事が出席した。主な議事と

して、日医救急災害対策委員会の報告があっ

た後、中国四国各県におけるドクターヘリ・

防災ヘリの現状と課題、救急搬送受け入れ拒

否等の問題、などについて協議、意見交換が

行われた。救急の問題も厚労省の医療行政の

失敗が如実に反映されているように感じられ

た（医療費の抑制、医師数の抑制、療養病床

数の削減等）。詳細は、会報第６４２号に掲載した。

３．県及び関係団体との連携
１ 第６０回医療懇話会

平成２１年１月８日、県医師会館において開

催した。県医師会から６題、県から２題の議

題が提出され、議題に対する回答及び協議、

意見交換などを行った。准看護師養成につい

ては大事な問題である。今後は、本会として

准看護師要請に関連する委員会等を設置して

検討していくこととした。詳細は、会報第

６４４号に掲載した。

２ 鳥取県教育委員会との連絡協議会

平成２０年１０月３０日、鳥取市・白兎会館にお

いて開催し、岡本会長以下学校保健関係役員

等が出席し、双方から提出された議題１２題�

平成２１年度心や性等の健康問題対策事業（体

育保健課） �新型インフルエンザ対策（体

育保健課） �学校医の参画（体育保健課）

�鳥取県公立学校教職員の休職者の状況（福

利室） �県立学校における衛生管理体制の

現況（福利室） �鳥取県の特別支援教育に

対する取組等（特別支援教育課） �医療的

ケアが必要な幼児児童生徒学習支援事業（特

別支援教育課） �麻しん風しんの第３期・

第４期の対象者に対する早期接種の促進（県

医） �文部科学省事業に対する鳥取県の取

組（県医） 	学校保健法の改正に伴う実際

の変更点（県医） アレルギー疾患の「学

校生活管理指導表」の使用実態（県医） �

平成２０年度第２回学校医・学校保健研修会と

鳥取県学校保健会研修会の共同開催（案）（県

医）、などについて協議、意見交換を行った。

詳細は、会報第６４１号に掲載した。

３ 将来ビジョン懇話会

１）平成２０年６月１８日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が出席した。「対外との連携」

をメインテーマに開催された。

医療関連部門として、看護大学の設立、

鳥取環境大学への看護学部の設置、などが

話題に挙がったが、担当教官及び実習体制

の問題等があるため、今後さらに検討して

いくこととした。

２）平成２１年１月２６日、県庁において開催さ

れ、岡本会長が出席した。平井知事、各種

団体の代表者が参集し、昨年１２月に策定さ

れた鳥取県将来ビジョンの活用について話

し合いが行われた。

鳥取県は、ビジョンに沿った地域づくり

に向け、活動を支援するコーディネーター
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を設置する方針を示した。また、将来ビ

ジョンの策定を受けて来年度、地域づくり

の担い手育成や県民運動にしていくための

推進実行委員会の開設を検討しているとの

ことであった。

４ 鳥取県地域リハビリテーション推進協議会

平成２０年１０月１４日、県立倉吉体育文化会館

において開催され、明穂理事が出席した。

これまでの地域リハビリテーション推進事

業の展開（地域リハビリテーション推進事業

の見直しに係る経緯と取組、今年度の事業取

組状況、今後の事業の進め方）について報告

があった後、鳥取県地域リハビリテーション

支援センター設置の必要性について協議、意

見交換が行われた結果、時期尚早との意見が

多く、今後さらに検討していくこととなった。

５ 県民のための健康情報サービス委員会

１）平成２０年９月２６日、県立図書館において

開催され、明穂理事が出席した。これまで

の取組みと利用状況などについて報告が

あった後、今年度の新しい取組みである、

「資料の収集・配架（選書・除架、イン

ターネット情報源）」「健康情報マップ（情

報の探し方）の作成」について協議、意見

交換が行われた。今後はさらに情報提供を

していくということであった。

２）平成２１年３月１１日、県立図書館において

開催され、明穂理事が出席した。平成２０年

度の取組みと県内市町村図書館の健康情報

サービスの状況、などについて報告があっ

た後、来年度の県立図書館健康情報サービ

ス関連事業（健康情報講演会、外部委員会）、

県立図書館購入の医療・健康情報関係雑誌

の選定、県内の医療・健康関係団体が発行

する資料の情報、「健康情報マップ（情報

の探し方）」の作成、県立図書館と関係機

関との連携、などについて協議、意見交換

が行われた。医療・健康情報関係雑誌につ

いて推薦するものがあれば、連絡していた

だきたいということであった。

４．国際交流の推進
鳥取県国際交流財団理事会

平成２１年１月２２日、ホテルモナーク鳥取に

おいて開催され、神鳥常任理事が出席した。

主な議事として、公益法人制度改革の一環と

して特例財団法人になる必要があるため、評

議員選定などの環境整備をしていること、夢

みなと博覧会における収益の助成・協賛事業

の変更、などについて協議、意見交換が行わ

れた。

※鳥取県国際交流財団において実施された、

「鳥取県内医療機関における外国人対応の

現状調査」の結果がとりまとまった。４５９

医療機関に発送し、１１４医療機関（東部４８、

中部１７、西部４９）から回答があり、毎日１

～５人の外国人患者が来られるのが１３件、

医療通訳の必要性を感じているのは４６件と

いう結果であった。

５．国民のための医療推進協議会とっとりの
推進
１ 地域医療崩壊阻止のための総決起大会

平成２０年７月２４日、国民医療推進協議会

（会長＝唐澤日医会長）主催により、笹川記

念会館（東京都）において、社会保障費の自

然増を毎年２，２００億円ずつ削減する政策の撤

回を求めるために開催され、野島・富長両副

会長が出席した。参加者は約１，２００名で国会

議員も多数激励に駆けつけた。

萩原日本柔道整復師会長の開会宣言後、唐

澤日医会長（国民医療推進協議会長）、多数

の国会議員から挨拶があった。引き続き、竹

嶋日医副会長の趣旨説明、大久保日本歯科医

師会長、児玉日本薬剤師会長からそれぞれ決

意表明が行われ、その後、西澤全日本病院協

会長が決議案を表明し、満場の拍手をもって

採択された。最後に、羽生田日医常任理事に

よる「頑張ろうコール」が行われ、大会は終

了した。

２ 地域医療崩壊阻止のための総決起鳥取大会

平成２０年７月３１日、国民のための医療推進

協議会とっとり（県医師会など２０団体で構成。

会長は岡本県医師会長）主催により、県医師

会館において開催し、社会保障費の年間

２，２００億円の削減政策撤廃を求めることの決

議を満場一致で採択した。

決起大会では、岡本会長が「社会保障に対

して不安をもっている今こそ社会保障費の機

械的抑制の撤廃を国民とともに強く要望して

いこう」と挨拶した後、羽生田日医常任理事

により、「社会保障を巡る中央情勢」と題し

て講演が行われ、医療は消費ではなく投資で

あるとともに平時の国家安全保障であるとの
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日医の考えを説明、地域医療崩壊阻止のため

国民運動を展開している背景などの説明が

あった。

最後に大会決議が採択され、福田総理をは

じめ関係省庁などに送付する。

会場一杯に参集した約３２０名の県民は、社

会保障費の削減が産科・小児科などの医師不

足を引き起こし、ひいては地域医療崩壊の危

機に瀕している現状を認識し、ぜひとも阻止

するべくガンバローと気勢をあげた。詳細は、

会報第６３８号に掲載した。

決 議

長年にわたる社会保障費の伸びの抑制が、

医療崩壊を顕在化させたことは明らかである。

国民が安全で安心な医療を受けられるため

の確固たる医療提供体制の再構築には、適正

な社会保障費の確保が必要不可欠である。

よって、本大会参加者全員の総意として、

次のとおり決議する。

１．社会保障費の年２，２００億円削減撤廃

平成２０年７月３１日

地域医療崩壊阻止のための総決起鳥取大会

〈国民のための医療推進協議会とっとり参画団体

（五十音順）〉

山陰ST協会鳥取県士会・全国農業協同組合連合

会鳥取県本部・鳥取県医師会・鳥取県栄養士会・

鳥取県看護協会・鳥取県作業療法士会・鳥取県歯

科医師会・鳥取県歯科衛生士会・鳥取県歯科技工

士会・鳥取県柔道整復師会・鳥取県商工会連合

会・鳥取県鍼灸師会・鳥取県鍼灸マッサージ師

会・鳥取県病院協会・鳥取県放射線技師会・鳥取

県薬剤師会・鳥取県理学療法士会・鳥取県臨床検

査技師会・鳥取県老人クラブ連合会・日本精神科

病院協会鳥取県支部

医 療 経 済 対 策

１．医業経営対策
１ 医師会活動説明会について

新規に保険医登録した医師を対象とする新

規集団指導の機会を利用して医師会活動説明

会を２回開催している。第１回は平成２０年６

月２２日に県民ふれあい会館で開催した。第２

回は平成２０年６月２９日に米子コンベンション

センターで開催した。

２ 税制大綱

平成２０年度税制大綱等の医療関係

１．社会保険診療報酬に対する事業税非課税

の特例措置の存続。

２．医療法人の社会保険診療報酬以外の事業

税については、特別法人としての軽減措置

の存続。

３．社会保険診療報酬の所得計算の特例措置

（いわゆる四段階制）の存続。

４．医師会の開放型病院等についての法人税

非課税措置の存続。

５．医師会等の看護学校等についての不動産

取得税・固定資産税及び都市計画税の非課

税措置の存続。

６．改正医療法に基づく新たな医療法人への

円滑な移行のための税制上の所要の措置。

７．社会医療法人の法人税を非課税とするこ

と。

８．周産期医療の連携を担う医療機関が取得

する分娩施設に係る特例措置の創設。

９．特定保健指導の受診者の自己負担分につ

いて、医療費控除の対象とすること。

１０．新たな公益法人制度において公益認定を

受けた医師会等に対しては、寄附金課税、

利子配当課税、収益事業課税等の特例措置

を講ずること。

以上１０項目が実現することとなった。

２．看護職員対策
１ 准看護師養成事業に対する県補助金

今年度の准看護師養成事業に対する県補助

金は下記のとおり各学校に交付された。

鳥取看専 ９，０２３，０００円

倉吉看専 ９，８２５，０００円

米子看専 ８，９８３，０００円

２ 看護高等専修学校卒業生の表彰

本年３月、鳥取・倉吉・米子の各看護高等

専修学校の卒業式にはそれぞれ関係役員が出

席、祝辞を述べた。また、成績優秀な卒業生

１名に対し、県医師会長表彰として表彰状と

記念品を贈った。
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３ 都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協

議会

平成２１年２月１３日、日医会館において開催

され、明穂理事が出席した。

議事として、日医と厚労省より、看護職員

を巡る最近の動向について報告があった後、

看護職員にかかわる問題点などについて、日

医が４７都道府県医師会と意見交換を行い、厚

労省担当者も協議に加わった。詳細は、会報

第６４５号に掲載した。

４ 鳥取県准看護師試験委員会

１）平成２０年１０月２日、県庁において開催さ

れ、天野常任理事、明穂・米川両理事が出

席した。平成１９年度の鳥取県准看護師試験

の合格率は９８．９％であった。主な議事とし

て、平成２０年度鳥取県准看護師試験実施及

び試験問題の作成について協議、意見交換

が行われた。

また、今年度は、医師会立看護高等専修

学校連絡協議会を開催することとした。

２）平成２１年３月５日、県庁において開催さ

れ、天野常任理事、明穂・米川両理事が出

席した。平成２０年度の准看護師試験は、平

成２１年２月１３日に県庁において行われ、受

験者総数は１９７名（県内１０６名、県外９１名）

であった。県外からは九州、近畿地方から

の受験者が多く、鳥取県で受験した全員が

合格した。

５ 鳥取県看護職員確保対策連絡協議会

平成２０年１０月９日、看護研修センターにお

いて開催され、明穂理事が出席した。平成２０

年度鳥取県看護職員確保対策事業実施状況及

びナースセンター事業実施状況について報告

があった後、鳥取県看護職員確保対策につい

て、潜在看護職員の再就業促進、看護職員離

職防止・定着促進、就職ガイダンスの活性化

を中心に協議、意見交換が行われた。

６ 鳥取看護高等専修学校連絡協議会

平成２０年１２月２５日、県医師会館において県

医療政策課、各看護高等専修学校長、教務主

任に出席いただき、開催した。県医療政策課

より、准看護師試験の日程等、看護職員の現

況及び需給状況、看護職員にかかる行政施策

の概要、などについて説明があった。主な事

項は、�平成２０年度の准看護師試験日は平成

２１年２月１３日（金）に県庁において実施され、

合格発表は３月１２日（木）であること、�県

内の看護師養成学校の定員数は医師会立看護

高等専修学校１０５名、大学及び３年課程など

全県で３６０名、県内への就業率は約６割と進

学希望者が多いこと、�看護職員修学資金貸

付（月額２万円）は５年間、県内で就業すれ

ば返済免除で希望者が増加していること、な

どである。

また、各看護高等専修学校の運営状況等に

ついて報告があった。主な内容は、既卒者や

高学歴者が多く勤勉で成績優秀であること、

男子学生や有子が増加していること、教員を

増やしたい（現在３人⇒５人）が給与面でな

かなか難しいこと、今後も養成を継続してい

くこと、などであった。詳細は、会報第６４３

号に掲載した。

７ 鳥取県看護協会総会

平成２０年６月２９日、看護研修センターにお

いて開催され、岡本会長が来賓祝辞を述べた。

今後は、看護大学の設置、鳥取環境大学への

看護学科の設置について検討していく必要が

ある。

広 報 活 動 の 充 実

１．県医師会報の発行
県医師会報は本会広報の主力をなすものであ

り、県医師会報の充実を目途に広報活動の強化

に努めた。編集方針は、情報の伝達、執行部の

意見開陳のほか、随筆等発表の場としている。

本年３月１５日までの発行回数は、第６３４号か

ら第６４５号の１２回と臨時号３回の計１５回であっ

た。毎月の発行部数は１，６００部で、全会員のほ

か日医及び各都道府県医師会、報道関係等へ送

付した。

また、会報が会員の先生方にどの程度読まれ

ているかなどを調査し、今後の広報活動の参考

資料とすること、会員の先生方に少しでも「鳥

取県医師会報」に関心を持っていただくことを

目的として、平成２０年８月、全会員を対象にア

ンケート調査を実施し、３５．５％にあたる４９４名
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から回答をいただいた。

２．「広報委員会」「会報編集委員会」合同委
員会
平成２０年４月２４日、県医師会館において開催

した。対内・対外広報、地元報道機関との懇談

会などの新たな取り組み、会報編集等について

協議、意見交換を行った。詳細については、会

報第６３５号に掲載した。

３．鳥取県医師会メーリングリストについて
本会では、地域における医師会情報・医療情

報の共有と会員同士の親睦を目的に次の６つの

メーリングリストを運営している。

１．総合メーリングリスト（一般的な話題）

２．連絡用メーリングリスト（医師会からの連

絡など）

３．緊急用メーリングリスト（医師会のサーバ

が使えない緊急時に用いるもの）

４．パソコンメーリングリスト（パソコン等の

情報関係の話題）

５．ORCAメーリングリスト（ORCAに関連し

た話題）

６．学校医メーリングリスト（学校保健等の話

題）

４．鳥取県医師会ホームページ
平成９年１１月に開設し、対外的（一般の頁）

かつ対内的（会員用の頁）に情報提供を行って

いる。一般の頁では、公開健康講座の案内、県

医からのお知らせ等を掲載し、会員用の頁では、

データ化された県医会報などの情報を会員に提

供している。

５．報道関係など対外広報との連絡
１ 土曜会（報道各社支局長）との懇談会

平成２０年９月４日、県医師会館において、

対外広報の強化のための初めての取り組みで

報道関係者との懇談会を開催した。当日は、

報道各社より事前にいただいた質問を元に活

発な意見交換が行われ、実りのある懇談会に

なった。詳細については、会報第６４０号に掲

載した。

６．県民健康教育
昭和５５年９月より日本海新聞に掲載している

「保健の窓」は１，０８９回となった。また、平成

６年２月より日本海新聞に掲載している「健康

なんでも相談室『鳥取県医師会Ｑ＆Ａ』」は４５９

回となった。

１ 健康フォーラム２００８開催について

例年日本海新聞社と共催で開催している

「健康フォーラム」を、本年度は次のとおり

開催した。（聴講者３１８名）なお、「健康セミ

ナー」との通算では２３回目となる。

日 時 平成２０年９月２７日（土）

午後２時～３時４０分

会 場 「ハワイアロハホール」（大ホール）

東伯郡 湯梨浜町

講演および講師

「肥満、メタボリック症候群の予防・改善

に向けて」

京都大学大学院人間・環境学研究科応用

生理学研究室教授 森谷敏夫先生

２ 鳥取県医師会公開健康講座・健康医療相談

平成３年４月、鳥取県健康会館竣工に伴い、

広く県民の健康教育を図るため、同年５月１６

日より毎月１回、第３木曜日の午後２時から

３時３０分まで（講演１時間・質疑応答３０分）

鳥取県健康会館において「鳥取県医師会公開

健康講座」を開催している。本年度も下記の

とおり開催し、２回は昨年度同様、米子・倉

吉でそれぞれ１回開催した。

なお、本講座は、平成７年度より鳥取県立

生涯学習センターが行う「とっとり県民カ

レッジ・健康スポーツコース」の連携講座と

して協力している。

公開健康講座の広報については日本海新聞

「保健の窓」欄を利用して周知したほか、日

医白クマ通信、各新聞社等へもPRしている。

また、毎月１～４の各木曜日の午後１時間

３０分から１時間実施している面談による健康

医療相談については、第１週：精神科、第

２・４週：内科、第３週：整形外科として実

施した。

３ 「健康教育講演会」に関するアンケート調

査の実施について

今後の公開健康講座の企画・運営の参考と

するため、次のとおりアンケート調査を実施

した。

実施時期 平成２１年２月～３月

対 象 地域住民

回収枚数 ５４７枚

内 容

年齢・性別

問１．「健康教育講演会」への関心の有無

問２．希望する曜日（木・土・日から選択）
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問３．希望する開始時間

問４．講演時間について（講師１人）

問５．希望するテーマ（選択と記載）

問６．意見・感想

「本年度開催した公開健康講座」

第１９６回 平成２０年４月１７日

「がん医療と緩和ケア」

独立行政法人国立病院機構米子医療セン

ター院長 �副隆一先生

第１９７回 平成２０年５月２４日

「加齢に伴う目の病気について」

鳥取大学医学部感覚運動医学講座視覚病

態学分野教授 井上幸次先生

第１９８回 平成２０年６月１９日

「脳卒中診療の進歩」

鳥取県立中央病院神経内科部長

中安弘幸先生

第１９９回 平成２０年７月１７日

「ウイルス性肝疾患の最新治療―患者さん

にやさしい個別化治療―」

鳥取大学医学部統合内科医学講座機能病

態内科学分野准教授 孝田雅彦先生

第２００回 平成２０年８月２１日

「PET検診について―がん検診における

有用性と限界―」

鳥取市立病院診療部主任部長

松木 勉先生

第２０１回 平成２０年９月１８日 於米子市

「CKD（シーケーディー）って知ってま

すか？―生活習慣病から始まる慢性腎臓病

の話―」

鳥取大学医学部統合内科医学講座機能病

態内科学分野講師 宗村千潮先生

第２０２回 平成２０年１０月１６日

「骨粗しょう症の予防は寝たきり防止～運

動器不安定症を無くしてピンピンころり

～」

鳥取大学医学部保健学科基礎看護学分野

教授 萩野 浩先生

第２０３回 平成２０年１１月１３日 於倉吉市

「子どものウイルス感染症―インフルエン

ザを中心として―」

岡本小児科医院院長 岡本博文先生

第２０４回 平成２０年１２月１８日

「サプリメントについて考える―上手な利

用法と注意点―」

鳥取大学医学部病態解析医学講座薬物治

療学分野教授 長谷川純一先生

第２０５回 平成２１年１月１５日

「体にやさしい大動脈瘤治療と心臓手術～

ステントグラフトを用いた大動脈瘤の血管

内治療～」

鳥取大学医学部器官制御外科学講座器官

再生外科学分野教授 西村元延先生

第２０６回 平成２１年２月１９日

「がんと共に生きるために」

鳥取大学医学部器官制御外科学講座病態

制御外科学分野准教授 辻谷俊一先生

第２０７回 平成２１年３月１９日

「健康長寿を支える食事」

栄町クリニック院長 松浦喜房先生

部 会 活 動 の 強 化

１．母体保護法指定医部会
１ 母体保護法指定医師審査委員会

平成２０年１１月１３日、県医師会館において開

催した。母体保護法指定医の現況及び人工妊

娠中絶・不妊手術実施状況、設備指定の移動

状況について報告後、「母体保護法指定医師

書換え申請」、「指定証様式」、「新指定証交付

要領」などについて協議、意見交換を行った。

詳細については、会報第６４２号に掲載した。

２ 指定証の交付

今年度は、母体保護法指定医師書換え申請

の年にあたり、３地区において指定証の交付

を行った。

平成２１年３月末日現在、指定医師数は３８名

（東部１３名、中部９名、西部１４名、鳥大２

名）で、昨年同期に比して２名の減である。

本年度の新規指定は、３名であった。

３ 家族計画・母体保護法指導者講習会

平成２０年１２月６日、日医会館において開催

され、井庭理事が出席した。唐澤日医会長に

よる講演「国民が求める最善の医療をめざし

て―地域医療崩壊から救う道―」が行われ、
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シンポジウム「産科医療の現状と将来展望」

では、４人のシンポジストから、神奈川県や

関西における地域周産期医療システムの取り

組み、産科医師の就労環境について日本産婦

人科医会が実施したアンケート調査を基にし

た報告等が行われた。詳細は、会報第６４３号

に掲載した。

２．学校医部会
１ 学校医部会運営委員会

平成２０年４月２４日、県医師会館において開

催した。平成１９年度学校医部会事業と日医学

校医講習会、日医母子保健講習会、などにつ

いて報告があった後、「鳥取県医師会学校医

研修会の開催テーマ等」「中国地区学校医大

会の研究発表及び出席者」「中国四国学校保

健担当理事連絡会議の出席者及び提出議題」

「鳥取県医師会・鳥取県教育委員会連絡協議

会の日程と提出議題」「新任学校医へのオリ

エンテーション開催（案）」「学校における運

動器健診」「全国学校保健・学校医大会出席

者」「日医学校医講習会と地区医師会での伝

達講習会」などについて協議、意見交換を

行った。今年度は、鳥取県医師会が行う研修

会の当日等に希望者に対してオリエンテー

ションを行うこととなった。

詳細は、会報第６３５号に掲載した。

２ 鳥取県医師会学校医・学校保健研修会

１）平成２０年１０月５日（日）鳥取市 鳥取県

医師会館において開催した。

出席者 ８８名（内訳；医師４５名 学校関係

者４３名）

講演１

「生命そのかけがえのない尊さを…～医

療現場からのメッセージ～」

米子市・ミオ・ファティリティ・クリ

ニック院長 見尾保幸先生

講演２

「学校における食物アレルギー対応」

広島市・ありた小児科・アレルギー科

クリニック院長 有田昌彦先生

「学校医と養護教諭との合同研修会」：

司会 天野道麿常任理事

１．「学校医って何？」

講師 鳥取県医師会理事 笠木正明先生

２．「学校医と連携して学校保健を推進す

るために」

講師 鳥取県教育委員会事務局体育保健

課健康教育係指導主事

西尾美由紀氏

３．質疑応答と意見交換

２）平成２１年２月１５日（日）倉吉市 鳥取県

立倉吉未来中心「セミナールーム３」にお

いて鳥取県学校保健会と共催にて開催した。

出席者 ９０名（内訳；医師３２名 学校保健

会５８名）

特別講演 「学校での運動器検診のすすめ」

講師 鳥取県医師会理事 明穂政裕先生

〈学校におけるアレルギー疾患への対応に

ついて〉

１．学校のアレルギー疾患に対する取組ガ

イドラインについて～学校生活管理指導

表（アレルギー疾患用）に基づく取り組

み～

講師 鳥取県教育委員会事務局体育保健

課健康教育係指導主事

西尾美由紀氏

２．学校現場における食物アレルギー、特

にアナフィラキシーショックへの対応に

ついて

講師 ファミリークリニックせぐち小児

科院長 瀬口正史先生

３．質疑応答

〈麻しん・風しん（MR）ワクチン接種率

向上を目指して〉

講師 鳥取県医師会常任理事

天野道麿先生

３ 中国地区学校医大会

平成２０年８月２４日、島根県医師会担当によ

り島根県医師会館・松江市において「子ども

の笑顔を見るため、学校へ……」をテーマに

開催され、天野常任理事、笠木理事、地区医

師会代表者等が出席した。

研究発表は５題で、鳥取県からは「小児メ

タボリックシンドロームの啓発・予防の学校

健診への導入の試み」として石谷暢男先生（石

谷小児科医院）が発表された。

特別講演は、「学校における運動器検診の

現状と課題；島根大医学部内尾教授」「学校

保健の現況；日医内田常任理事」の２題で

あった。

なお、中国地区学校医大会の前に「中国四

国学校保健担当理事連絡会議」が行われ、島
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根県より研究発表者の確保が難しいことから、

今後の中国地区学校医大会の開催の是非が問

われたが、本県でも同様であり、中国四国医

師会連合の会議の中で協議できるよう、事前

に各県で話し合って頂きたいと要請した。た

だ、中国四国学校保健担当理事連絡会議につ

いては継続開催は必要との考えから、中国四

国医師会連合の会議とは別の日に岡山・広島

などの集合しやすい地域で引き続き開催され

るよう合わせて要請した。

詳細は、会報第６３９号に掲載した。

４ 第３９回全国学校保健・学校医大会

平成２０年１１月８日、新潟市において日医主

催、新潟県医師会の担当で開催され、笠木理

事、地区医師会代表者が出席した。今年度は、

「見つめよう子どもの健康と未来」をメイン

テーマとして、午前中に４分科会（からだ・

こころ、耳鼻咽喉科、眼科）での研究発表、

午後から都道府県医師会連絡会議、開会式・

表彰式、４人のシンポジストによるシンポジ

ウム「よりよい子どもの健康環境をめざして」、

特別講演「直江兼続と『天地人』」が行われ

た。

詳細は、会報第６４２号に掲載した。

５ 日医学校医講習会

平成２１年２月２１日、日医会館において開催

され、笠木理事、地区医師会代表者が出席し

た。

午前中に講演２題「最近の学校健康教育行

政の課題について」「学校のアレルギー疾患

に対する取り組みについて」と、午後に講演

１題「人の命の尊さを理解する―子どもたち

と生きる日々から―」、シンポジウム「学校

における運動器検診をめぐって」があり、５

人のシンポジストによる講演と討論が行われ

た。今後、各地区医師会において伝達講習を

行う。

詳細については、会報第６４５号に掲載した。

６ 日医母子保健講習会

平成２１年２月２２日、日医会館において、

「子ども支援日本医師会宣言の実現を目指し

て�」をメインテーマに開催され、笠木理事、

地区医師会代表者等が出席した。

午前中に講演２題「少子化対策とその政策

環境について」「�メディア�漬けが『子ども
の育ち・親子関係』を蝕む」が行われ、午後

に「今後の予防接種のあり方」をテーマとし

たシンポジウムがあり、麻しん排除・Hibワ

クチン・HPVワクチンについて講演と討議

が行われた。

詳細については、会報第６４５号に掲載した。

７ 鳥取県医師会・鳥取県教育委員会連絡協議

会

平成２０年１０月３０日、白兎会館において開催

し、岡本会長以下学校保健関係役員等が出席

し、双方から提出された議題１２題�平成２１年

度心や性等の健康問題対策事業（体育保健課）

�新型インフルエンザ対策（体育保健課）

�学校医の参画（体育保健課） �鳥取県公

立学校教職員の休職者の状況（福利室） �

県立学校における衛生管理体制の現況（福利

室） �鳥取県の特別支援教育に対する取組

等（特別支援教育課） �医療的ケアが必要

な幼児児童生徒学習支援事業（特別支援教育

課） �麻しん風しんの第３期・第４期の対

象者に対する早期接種の促進（県医） �文

部科学省事業に対する鳥取県の取組（県医）

	学校保健法の改正に伴う実際の変更点（県

医） アレルギー疾患の「学校生活管理指

導表」の使用実態（県医） �平成２０年度第

２回学校医・学校保健研修会と鳥取県学校保

健会研修会の共同開催（案）（県医）、などに

ついて協議、意見交換を行った。

詳細は、会報第６４１号に掲載した。

８ 学校のアレルギー疾患に対する取り組みガ

イドライン並びに「学校生活管理指導表（ア

レルギー疾患用）」の取り扱いについて

平成２０年５月、「学校のアレルギー疾患に

対する取り組みガイドライン」について、文

部科学省スポーツ・青少年局長より日本医師

会を通じ会員各位への周知方依頼があった。

このため、６月２６日、鳥取県教育委員会担当

者と本会担当役員とで打ち合わせ会を行い、

その結果を踏まえ、これの取り扱いについて

平成２０年７月３０日付けにて全会員に周知する

とともに、鳥取県医師会報会報第６３８号に掲

載した。なお、学校医部会員に対し、「学校

のアレルギー疾患に対する取り組みガイドラ

イン」を送付した。

〈打合せ会の内容〉

学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）

の利用方法、指導表が必要な児童生徒の選定
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方法、署名・捺印の必要な文書の文書料、周

知方法、学校における緊急時のエピペン使用

及び保管、などについて協議、意見交換を

行った。

管理指導表の必要な児童・生徒・学生は、

命に関わる重篤なアレルギー（アナフィラキ

シー等）を持っている者、学校で特別な配慮

を必要とする保護者が希望した者、学校職員

並びに学校医が必要と認めた者とした。また、

「管理指導表」は記入後、署名・捺印が必要

であるため、文書料を徴収することの周知徹

底をお願いしたい。

学校における緊急時のエピペン使用及び保

管については、「糖尿病の児童生徒に対する

学校管理下における対応指針」を参考にする

と、学校医、主治医、看護師、保護者、救急

車の順番となっているが、各学校において十

分検討した上でマニュアルを作成することに

なっている。

９ 「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」

記入に当たってのアンケート実施について

本年度「第２回学校医・学校保健研修会」

開催にあたり、「学校におけるアレルギー疾

患への対応について」をテーマに取り上げる

こととしたため、当日の資料として、以下の

アンケートを実施した。集計結果の詳細は、

第６４６号へ掲載予定である。

実施期日 平成２１年１月２４日

目 的 第２回学校医・学校保健研修会

（２１．２．１５）資料

対 象 会員１，２７０名発送

回答総数 ２０３名（２月４日現在）

回 収 率 １６％（１５．９８％）

３．産業医部会
１ 日医認定産業医

平成２年度より発足した「日本医師会認定

産業医制度」による認定産業医は、本年３月

末現在３８５名（東部１５３名、中部６３名、西部１５６

名、鳥大１３名）である。なお、平成２０年度の

更新者は５５名であった。

２ 産業医部会運営委員会

平成２０年５月１日、県医師会館において開

催し、平成１９年度事業報告、平成２０度事業計

画などについて協議、意見交換を行った。詳

細は、会報第６３５号へ掲載した。

平成２０年９月１８日、「第３０回産業保健活動

推進全国会議」が日医会館において開催され、

吉田理事が出席した。詳細は、会報第６４０号

へ掲載した。

３ 産業医研修会

〔第１回〕【基礎研修（前期）：７単位】

日 時 平成２０年８月３日（日）

場 所 ホテルセントパレス倉吉

出席者 １４名（県内１０名、県外４名）

〔内容〕

� 『総論』

鳥取県医師会理事 吉田眞人先生

� 『メンタルヘルス対策』

鳥取産業保健推進センター特別相談員

西田政弘先生

� 『有害業務管理』

鳥取産業保健推進センター産業衛生工学

相談員 米田明真氏

� 『健康管理』

鳥取大学医学部環境予防医学分野准教授

尾�米厚先生

� 『作業環境管理』

鳥取産業保健推進センターカウンセリン

グ相談員 芦村 浩氏

� 『産業医活動の実際』

鳥取産業保健推進センター産業医学相談

員 井上雅勝先生

� 『作業管理』

鳥取産業保健推進センター産業医学相談

員 松浦喜房先生

〔第２回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２０年７月１３日（日）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 １３０名（県内１２８名、県外２名）〔認

定産業医１１８名、未認定産業医１２名〕

〔内容〕

� 『労働安全衛生法について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

高村亜紀子課長

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病への

対応』

鳥取県立精神保健福祉センター地域支援

課長 植田俊幸先生

� 『勤労者のメタボリックシンドローム対

策について』

鳥取大学医学部附属病院内分泌代謝内科
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馬場裕生先生

� 『勤労者の腰痛に対する治療と予防につ

いて』

鳥取大学医学部附属病院整形外科講師

永島英樹先生

� 『勤労者の感染症対策について』

鳥取県医師会常任理事 天野道麿先生

〔第３回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２０年９月２８日（日）

場 所 まなびタウンとうはく

出席者 ８１名（県内７３名、県外８名）〔認定

産業医６９名、未認定産業医１２名〕

〔内容〕

� 『労働安全衛生法について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

高村亜紀子課長

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病の早

期発見と援助』

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲先生

� 『勤労者のメタボリックシンドローム対

策について』

鳥取大学医学部附属病院内分泌代謝内科

馬場裕生先生

� 『勤労者の感染症対策について』

鳥取県医師会常任理事 天野道麿先生

� 『勤労者の腰痛に対する治療と予防につ

いて』

鳥取大学医学部附属病院整形外科講師

永島英樹先生

〔第４回〕【基礎研修（実地・後期）＆生涯

研修（更新・実地・専門）：５単位】

日 時 平成２０年１１月３０日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 ７６名（県内７４名、県外２名）〔認定

産業医６８名、未認定産業医８名〕

〔内容〕

� 『労働安全衛生法について』

鳥取労働局労働基準部安全衛生課

高村亜紀子課長

� 『勤労者のメンタルヘルス～うつ病への

対応』

鳥取大学医学部精神行動医学分野准教授

兼子幸一先生

� 『勤労者のメタボリックシンドローム対

策について』

鳥取大学医学部附属病院内分泌代謝内科

馬場裕生先生

� 『勤労者の腰痛に対する治療と予防につ

いて』

鳥取大学医学部附属病院整形外科

楠城誉朗先生

� 『勤労者の感染症対策について』

鳥取県医師会理事 笠木正明先生

［その他］

� 過重労働・メンタルヘルスに関する研修

会

【基礎（後期）＆生涯（更新）：３．５単位】

日 時 平成２０年９月１４日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 ４５名〔認定産業医３８名、未認定産業

医７名〕

〔内容〕

� 過重労働対策の進め方

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一先生

� 面接指導の手法

鳥取大学医学部健康政策医学分野教授

黒沢洋一先生

� メンタルヘルス対策の進め方

鳥取県医師会常任理事 渡辺 憲先生

� 精神科医等のための産業保健研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：３単位】

日 時 平成２０年９月１４日（日）

場 所 西部医師会館

出席者 ６名〔認定産業医１名、未認定産業

医５名〕

〔内容〕

� 産業保健概論 過重労働・メンタルヘ

ルス対策等

鳥取産業保健推進センターカウンセリ

ング相談員 芦村 浩氏

� メンタルヘルス事例研究

鳥取大学医学部精神行動医学分野教授

中込和幸先生

� 東部地域産業保健センター産業医研修会

【基礎（後期）＆生涯（専門）：１単位】

日 時 平成２１年１月１５日（木）

場 所 東部医師会館

出席者 ６２名〔認定産業医６０名、未認定産業

医２名〕

〔内容〕
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『職場のメンタルヘルスについて』

メディカルカウンセリングルーム水川ク

リニック院長 水川六郎先生

４ 鳥取産業保健協議会

平成２０年１０月９日、鳥取市、ウェルシティ

鳥取において県医師会産業医部会運営委員・

地域産業保健センター・県福祉保健部・鳥取

産業保健推進センター・鳥取労働局など関係

者が参集し、メンタルヘルス対策の現状と今

後の連携について、労働衛生行政の現状及び

労災補償の現状などについて、また、県医師

会より産業医部会の１９年度事業報告と２０年度

事業計画、産業保健活動推進全国会議出席報

告を行い、協議、意見交換を行った。詳細は、

会報第６４１号へ掲載した。

５ 第４０回産業医学講習会

平成２０年７月３日～５日、日医会館におい

て開催された。

６ 第３６回鳥取県産業安全衛生大会

平成２０年７月３日、鳥取県立倉吉未来中心

において開催され、野島副会長が出席した。

席上、永年産業医功労により宮川鉄男先生

（北栄町）、吉中正人先生（琴浦町）に鳥取

県医師会長表彰を授与した。

大会では各企業から活動事例発表、特別講

演などが行われた。

７ 鳥取産業保健推進センター

センター主催、県医師会共催による産業医

研修会を下記のとおり各地区で開催し、本会

から日医認定産業医制度指定研修会として申

請し、承認を受けている。

○実地研修（職場巡視）

【基礎研修（実地）＆生涯研修（実地）：２

単位】

� 日 時 平成２０年１２月１８日（木）

場 所 鳥取県金属熱処理協業組合

出席者 １２名（認定産業医１０名、未認定

産業医２名）

� 日 時 平成２１年１月２２日（木）

場 所 �鳥取メカシステム

出席者 １５名（認定産業医１１名、未認定

産業医４名）

○実地研修（保護具の使用方法と作業環境測定

について）

【基礎研修（実地）＆生涯研修（実地）：２

単位】

� 日 時 平成２１年２月１９日（木）

場 所 米子コンベンションセンター

出席者 １９名（認定産業医１８名、未認定

産業医１名）

� 日 時 平成２１年３月１２日（木）

場 所 鳥取産業保健推進センター

出席者 １３名（県内１２名、県外１名）〈認

定産業医１０名、未認定産業医３

名〉

○母性健康管理研修会

【基礎研修（後期）＆生涯研修（更新・専門）：

３単位】

日 時 平成２０年１２月１１日（木）

場 所 鳥取県医師会館

出席者 ２３名（認定産業医２０名、未認定

産業医３名）

［内容］

� 「管内の働く女性の現状」

「男女雇用機会均等法における母性健康管

理の措置」

「労働基準法における母性保護規定」

鳥取労働局雇用均等室 早水恵子室長

� 「母子保健の理念」

「妊娠中の症状等に対応する措置」

鳥取労働局母性健康管理指導医

鳥取赤十字病院産婦人科部長

竹内 薫先生

� 「職場における妊産婦の健康管理と産業

医等産業保健スタッフ等の役割」

�北海道労働保健管理協会健康管理部長

川崎能道先生

４．スポーツ医部会
平成３年度より発足した日本医師会認定健康

スポーツ医は、平成２１年３月末現在７８名である。

１ 健康スポーツ医学講習会

〔日本医師会主催〕於日本医師会館

前期：平成２０年１０月１８日・１９日

後期：平成２０年１１月２２日・２３日

この他、�日本体育協会公認スポーツドク

ター養成講習会受講者の推薦依頼があったの

で、受講希望のあった会員を報告した。

２ 健康スポーツ医学再研修会

１）〔鳥取臨床スポーツ医学研究会主催〕取

得単位１単位

期 日：平成２０年４月１９日

場 所：米子市・米子全日空ホテル
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２）〔鳥取スポーツ研究会主催〕取得単位１

単位

期 日：平成２０年９月１３日

場 所：鳥取市・ホテルニューオータニ鳥

取

３）〔鳥取県東部医師会主催〕取得単位１単

位

期 日：平成２１年３月５日

場 所：鳥取市・鳥取県東部医師会館

５．労災指定委部会
１ 労災保険指定医療機関研修会

平成２１年２月７日、ホテルセントパレス倉

吉において鳥取県臨床整形外科医会との共催

で開催した。講演２題�「障害補償と労災年

金について」（畷芳孝 労災保険情報センター

鳥取事務所課長） �「労働災害における肩

関節疾患」（永井琢己 永井整形外科医院院

長）と質疑応答を行った。

６．勤務医部会
１ 全国医師会勤務医部会連絡協議会

平成２０年１１月２２日、浦安市において千葉県

医師会の担当で、「考えよう新しい日本の医

療と勤務医の未来―今こそ求められる医師の

団結―」をメインテーマに開催され、渡辺日

医勤務医委員会副委員長、武田・重政理事が

出席した。

午前中は、木下日医常任理事による特別講

演「医師法第２１条の改正と医療安全調査委員

会設置法（仮称）」、日医勤務医委員会報告、

千葉県医師会勤務医アンケート調査報告、な

どが行われた。午後からは、権丈善一慶応義

塾大学商学部教授による特別講演「日本の医

療のあるべき姿について」と「勤務医が日本

の医療に果たす役割」「勤務医の将来展望」

をテーマにしたシンポジウム２題が行われた。

次年度は、島根県医師会の担当で平成２１年１１

月２８日（土）に松江市において開催予定であ

る。詳細は、会報第６４３号に掲載した。

２ 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会

平成２０年１２月４日、日医会館において開催

され、渡辺日医勤務医委員会副委員長、吉田

東部理事（県医勤務医委員会委員）が出席し

た。

１１月２２日に浦安市において開催された全国

医師会勤務医部会連絡協議会について報告が

あった後、北海道・大阪府・鹿児島県の各医

師会による勤務医活動報告と「診療参加型病

診連携」「３００床クライシス」「医療安全調査

委員会（仮称）」「勤務医の待遇改善」などに

ついて活発な意見交換が行われた。詳細は、

会報第６４３号に掲載した。

３ 勤務医委員会

平成２１年１月１７日、県医師会館において開

催した。全国医師会勤務医部会連絡協議会、

日医勤務医担当理事連絡協議会、各地区医師

会勤務医対策の現況、などについて報告が

あった後、今後の勤務医対策について協議、

意見交換を行った。なお、平成２１年度は、女

性医師が集まって討論できる場を設定したい

ことから、女性医師懇談会を開催する予定で

ある。詳細は、会報第６４４号に掲載した。

４ 勤務医部会総会講演会

平成２１年１月１７日（土）県医師会館におい

て開催した。富山市立富山市民病院院長 泉

良平先生（富山県医師会副会長、日医勤務医

委員会委員）を講師にお迎えし、特別講演「医

療崩壊から医療再生へ―医師は、今、何をな

すべきなのか―」を行った。

７．病院部会
１ 鳥取県病院協会定期総会

平成２０年６月１８日、ホテルセントパレス倉

吉において開催され、会長代理として野島副

会長が挨拶を述べた。主な議事として、平成

１９年度事業報告及び決算の承認、平成２０年度

事業計画案及び予算案、などについて報告、

協議が行われた。

会 員 福 祉 対 策

１．共済制度の継続運営
県医師会共済会は、昭和４８年１０月発足、３５年

６カ月を経過し、真に本会会員福祉事業の中核

として、果たしている役割は極めて大きなもの

がある。

平成２０年１２月末現在の共済会会員は次のとお

りである。

共済会会員数 開業会員３７２名、同一家族会
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融 資 期 間
協力貯蓄
融資利率

勤務会員協力
貯蓄融資利率

１ 年 以 内 １．６８０％ ２．０３０％

１年超３年以内 １．７８０％ ２．１３０％

３年超５年以内 １．８８０％ ２．２３０％

５年超１０年以内 ２．０８０％ ２．４３０％

１０年超１５年以内 ２．２８０％ ２．６３０％

１５年超２０年以内 ２．４８０％ ２．８３０％

２０年超２５年以内 ２．６８０％ ３．０３０％

員４８名、勤務会員２１名、会費免除会員８８名、計

５２９名で、昨年同期に比し開業会員２２名減、同

一家族会員２名減、勤務会員５名増、会費免除

会員１９名増である。

なお、そのうち正額会員３３３名（６３％）、半額

会員１０８名（２０％）、免除会員８８名（１７％）であ

る。

また、平成２１年３月末現在の共済会給付状況

は次のとおりである。

共済会給付状況

病気療養見舞金 ７，１６７，０００円（１４件）

弔 慰 金 ３，２００，０００円（６件）

配偶者弔慰金 ５０，０００円（１件）

退 会 慰 労 金 ４０６，６７０円（２件）

共済会積立金

普 通 預 金 １２７，０７０，０００円

２．協力貯蓄の推進
１ 協力貯蓄の運営状況

協力貯蓄は、平成２０年５月より第１０次の積

立（平成２５年４月まで）を開始している。

平成２１年３月末現在会員数は、東部８０名、

中部２１名、西部５３名、計１５４名である。

融資利率は、短期プライムレート及びそれ

に連動する新長期プライムレートを基準にし

ている。

３．勤務医協力貯蓄の推進
１ 勤務会員協力貯蓄の運営状況

勤務会員協力貯蓄は、平成１７年５月より第

８次の積立（平成２２年４月まで）を開始して

いる。平成２１年３月末現在加入会員数は、東

部５１名、中部１８名、西部３３名、大学１７名、計

１１９名である。

融資利率は、協力貯蓄と同じく、短期プラ

イムレート及びそれに連動する新長期プライ

ムレートを基準にしている。

４．医事紛争対策
１ 医事紛争処理委員会

平成２１年３月２６日、県医師会館において川

中顧問弁護士にもご出席いただき開催した。

議事として、中国四国医師会 医事紛争・医

療安全研究会と日医 医事紛争担当理事連絡

協議会の出席報告の後、県内の医事紛争の取

扱い状況の説明し、今後の処理方針について

川中顧問弁護士の意見を交えながら、協議、

意見交換を行った。平成２０年度の状況は、処

理済２件（示談１件、和解１件）、応訴中４

件（調停中１件、裁判中３件）、折衝中１１件

（継続分５件、新規分６件）となっている。

なお、廃業した場合、医療事故発生を通知

しておけば５年間は日医の保険が適用される。

また、Ａ会員が死亡した場合でもその遺族か

ら会員当時の医療行為に起因して損害賠償請

求が５年以内になされた場合も保険適用とな

る。詳細は、会報第６４６号へ掲載した。

２ 中国四国医師会連合医事紛争・医療安全研

究会

平成２０年１１月１５日、徳島県医師会担当によ

り、松山市の松山全日空ホテルにおいてブ

ロック会議の研究会として開催された。

助言者として木下日医常任理事、畔柳日医

参与、高島日医医賠責対策課長、各県からは

担当理事の外、顧問弁護士の参加もあり、各

県からの提出議題９題と日医への要望・提言

４題について議論が展開された。鳥取県から

は、標準的医療について議題を提出した。ま

た、応召義務については、暴力・飲酒・セク

ハラ・暴言などの患者は命に関わるような救

急患者でない限り、診療を断っている病院が

あるとの報告があった。詳細は、会報第６４２

号へ掲載した。

３ 都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議

会

平成２１年２月１９日、日医会館において開催

され、井庭理事が出席した。日医医賠責保険

の運営に関する経過報告の後、今回は鳥取県

と岐阜県が医療事故紛争対策と活動状況報告

を担当することになり、鳥取県における対策

及び活動状況等について報告してきた。鳥取

県では、地区医師会からの顛末報告書の提出

を受け、医事紛争処理委員会で協議、対応し

ている。また、医師賠償責任保険の制度・仕
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第一 １３５件 日本 １７２件

グループ ７３４件 富国 ２９件

損保ジャパン １８９件 三井 ５４件

明治安田 ４３件 住友 ４９件

Ｔ＆Ｄフィナンシャル １７件 退職共済 ３５件

組みについて周知しているが、個人での対応

がいまだにあり、研修会などでの説明が必要

と考えている。

引き続き、講演「医療事故による死亡事例

に対する刑事責任と行政処分との関係および

それぞれのあり方について」（木下日医常任

理事）が行われ、最後に各県医師会から事前

に寄せられた制度運営や医療ADRに関する

質問と要望に対して日医の見解や回答があっ

た。詳細は、会報第６４６号へ掲載した。

４ 日医「厚労省第三次試案」に関する担当理

事連絡協議会

平成２０年４月２４日、日医会館において開催

され、野島副会長、井庭理事が出席した。事

前に４７都道府県医師会を対象に行った第三次

試案に関するアンケート結果は、「第三次試

案に基づき制度を創設すべき：３６（３６／４７都

道府県 ７６．６％）」、「創設すべきでない：７

（７／４７都道府県 １４．９％）」、「その他：４

（４／４７都道府県 ８．５％）」であった。

質疑応答では、出席された各県医師会代表

者から、いろいろな意見が出され、木下日医

常任理事より、懇切丁寧な説明があった。説

明不足・認識不足が双方にあったが、第三次

試案に賛成意見が多かった。今後はさらに細

部にわたり検討し、完成度の高いものにして

法案化を目指したいとの意向が示された。詳

細は、会報第６３５号へ掲載した。

５ 日本医師会医療事故防止研修会

平成２０年１１月２４日、日医会館において開催

され、野島副会長、井庭理事が出席した。当

日は、�日本の病院は安全ですか？～医療安

全の疫学～（種田憲一郎国立保健医療科学院

政策科学部安全科室長） �「沈黙の壁」を

乗り越えていかに安全文化を醸成するか

（ティモシー・マクドナルド イリノイ大

学） �医師会員の立場から（鈴木明文秋田

県立脳血管研究センター） �弁護士の立場

から（安福賢二弁護士） �大学病院の立場

から（原田賢治東大医療安全センター長）、

による講演５題の後、「医療安全を目指した

医療事故への対応」をテーマに総合討論が行

われた。内容は、会報第６４２号へ掲載した。

５．日医医師賠償責任保険
日医医師賠償責任保険は、昭和４８年７月から

発足し、現在１４６名の勤務会員も加入している

が、現行の日医医賠責保険でカバーできない部

分について、日医Ａ会員が任意で加入できる

「日医医賠責特約保険」が平成１３年度より創設

された。平成２０年７月１日～平成２１年７月１日

までの期間の加入者は、１７２名である。

６．損保ジャパン医師賠償責任保険加入会員
平成２１年３月末日現在、医師賠償責任保険加

入会員数は５４３名で、地区別に示すと次のとお

りである。総数は、昨年より３７名の減である。

東部２１４名 中部８９名 西部２００名 大学４０名

計５４３名

７．日本医師会医師年金の加入
平成２０年１２月末現在、本県会員の医師年金加

入者は１４６名で、加入者数を地区別に示すと次

のとおりである。

東部６０名 中部２１名 西部６４名 鳥大１名

計１４６名

この他に年金受給者は

東部６３名 中部２９名 西部６４名 鳥大１名

計１５７名

８．日本医師従業員国民年金基金
日医が設立母体となり、平成３年４月創設、

同年５月１４日設立認可を得て発足し、本県加入

総数５６名である。（平成２０年１２月３１日現在）

９．生命保険加入代理店の業務
第一、日本、明治安田、住友、富国、Ｔ＆Ｄ

フィナンシャル、損保ジャパン、三井の８社と

契約を締結存続し、会員福祉向上に努めている。

平成２１年３月末日現在、各社の契約件数は次の

とおりである。

１０．鳥取県医療機関厚生年金基金への対応
１）加入者数

平成５年４月１日に発足した「鳥取県医療

機関厚生年金基金」について、加入者数は

４，６０８名、加入事業所は１３０である。（平成２１

年３月３１日現在）

２）理事会・代議員会について

○平成２０年９月１１日、ウェルシティ鳥取にお
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いて開催された。病院と診療所が共同で設

立している基金は全国で１０あり、それに病

院関係のみの２７を加えて合計３７基金である。

特徴的なことでは、新しく病院の事務長ク

ラスをメンバーに加えたこと。平成１３年９

月に設置されていた年金資産運用委員会を

機能させることとしたことである。

事業概要については、事業所数１３８（前

年－４）、加入員数は５，０１９（同－９１名）、

掛け金の納付約１０億９千万円（同－１億７

千万円）、年金給付状況は第１種、第２種

合計約１億８千万円（前年＋３，４００万）。平

成２０年３月末の純資産は１０６億３，２００万円、

最低積立基準額は１０１億４，２００万円で、余剰

金は４億９千万円、等であった。６月に東

部・中部・西部地域で、基金の現状説明会

を開催、４０事業所から５３名の出席者があっ

た。

なお、脱退一時金の受給権取得年数が３

年以上であり、３年以内の退職者について

は、事業主が負担している加算掛け金が掛

け捨てとなることから、一時金の受給権取

得年数を変えることが可能か否か今後の検

討課題となる。

○平成２１年２月２６日、ウェルシティ鳥取にお

いて開催された。平成１９年度末より設立事

業所は８箇所減少（任意脱退３、事業廃止

２、組織統合３）して１３０、加入員数は４１３

名減の４，６０６名となった。掛金の収納状況

は平成２１年３月末には約１１億円となる予定

である。また、年金資産運用状況は平成２０

年１２月末には１７億円の赤字で修正総合利回

りは－１５．８７％であった。

審議事項として、「平成２１年度厚生年金

基金予算及び事業計画案」「基金規約の一

部変更案」「諸規定の一部変更案」などに

ついて協議、意見交換が行われたほか、今

後は引き続き厳しい資産運用となることが

懸念されるため、当基金としても、掛金の

一部を現金のまま保有する方式はどうか、

現在の１信託銀行・４生命保険会社への委

託形態でよいのか、資産運用ポートフォリ

オの見直しはどうか、などを資産運用委員

会で協議することとなった。

また、企業年金連合会より厚労省に対し

て、財政運営に係る緊急対策要望事項が出

され、全国的な資産のマイナス運用への対

策をとることとしている。

今後は、本会として鳥取県医療機関厚生

年金基金のあり方について協議を重ねてい

き、慎重に対応していくこととした。

１１．図書斡旋
２００９年医師日記を希望会員に斡旋した。
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第
１
号
議
案
平
成
２０
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

平
成
２０
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
書
〔
総
括
〕

（
単
位
：
円
）

収
入

の
部

支
出

の
部

科
目

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

科
目

現
計
予
算
額

決
算

額
差

異

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
（
３６
．５
４
％
）

６２
，０
０５
，０
７１

５０
，１
３８
，６
０２

－
１１
，８
６６
，４
６９

１
．
会

費
（
５４
．４
０
％
）

８１
，６
２４
，０
００

８０
，０
３８
，４
００

－
１
，５
８５
，６
００

１
．
医
学
向
上
費

９
，１
００
，０
００

５
，７
８２
，５
９８

－
３
，３
１７
，４
０２

２
．
入
会
金
（
７
．４
７
％
）

５
，０
００
，０
００

１１
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

２
．
地
域
社
会
活
動
費

１２
，０
２４
，０
００

９
，９
６３
，５
６３

－
２
，０
６０
，４
３７

３
．
社
会
保
障
対
策
費

５
，３
４０
，０
００

４
，９
３５
，６
８５

－
４０
４
，３
１５

３
．
負
担
金
（
１
．５
７
％
）

２
，３
０６
，０
００

２
，３
１１
，２
００

５
，２
００

４
．
医
政
対
策
費

４
，５
５０
，０
００

２
，７
６２
，５
６１

－
１
，７
８７
，４
３９

４
．
補
助
金
（
９
．４
０
％
）

１２
，１
６８
，０
００

１３
，８
３９
，３
４９

１
，６
７１
，３
４９

５
．
医
療
経
済
対
策
費

２
，１
７０
，０
００

１
，１
０２
，９
２２

－
１
，０
６７
，０
７８

６
．
広
報
活
動
費

１０
，８
５７
，４
５７

１０
，８
５７
，４
５７

０
５
．
寄
付
金

（
０
％
）

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

７
．
部
会
費

７
，３
２３
，６
１４

７
，３
２３
，６
１４

０
８
．
福
祉
対
策
費

２
，８
７０
，０
００

２
，０
５４
，４
６５

－
８１
５
，５
３５

６
．
雑
収
入
（
６
．４
８
％
）

１０
，３
０９
，０
００

９
，５
２７
，７
４５

－
７８
１
，２
５５

９
．
地
区
医
師
会
連
絡
費

６
，０
７０
，０
００

４
，７
７８
，２
１４

－
１
，２
９１
，７
８６

１０
．
諸
支
出
金

１
，７
００
，０
００

５７
７
，５
２３

－
１
，１
２２
，４
７７

７
．
繰
入
金
（
９
．７
２
％
）

１３
，８
００
，０
００

１４
，３
００
，０
００

５０
０
，０
００

２
．
管
理
費
（
６０
．２
２
％
）

８８
，５
０２
，０
００

８２
，６
３０
，４
７８

－
５
，８
７１
，５
２２

１
．
事
務
費

７２
，３
３７
，０
００

６８
，９
７８
，２
９４

－
３
，３
５８
，７
０６

２
．
会
議
費

９
，２
２０
，０
００

８
，０
１４
，２
８５

－
１
，２
０５
，７
１５

３
．
負
担
金

１
，６
６５
，０
００

１
，４
０３
，７
００

－
２６
１
，３
００

４
．
会
館
管
理
運
営
費

５
，２
８０
，０
００

４
，２
３４
，１
９９

－
１
，０
４５
，８
０１

２
．
投
資
活
動
収
入

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入（
０
％
）

４０
，０
００

０
－
４０
，０
００

１
．
特
定
資
産
支
出（
３
．２
４
％
）

４
，４
７０
，０
００

４
，４
５０
，０
００

－
２０
，０
００

３
．
財
務
活
動
収
入

３
．
財
務
活
動
支
出

４
．
予
備
費
支
出

１
．
予
備
費

（
０
％
）

２７
９
，９
２９

０
－
２７
９
，９
２９

当
期
収
入
合
計（
Ａ
）

１２
５
，２
５７
，０
００

１３
１
，０
１６
，６
９４

５
，７
５９
，６
９４

当
期
支
出
合
計（
Ｃ
）

１５
５
，２
５７
，０
００

１３
７
，２
１９
，０
８０

－
１８
，０
３７
，９
２０

前
期
繰
越
収
支
差
額（
１０
．９
６
％
）

３０
，０
００
，０
００

１６
，１
１８
，７
４５

－
１３
，８
８１
，２
５５

当
期
収
支
差
額（
Ａ
－
Ｃ
）
－
３０
，０
００
，０
００

－
６
，２
０２
，３
８６

２３
，７
９７
，６
１４

収
入

合
計（
Ｂ
）

１５
５
，２
５７
，０
００

１４
７
，１
３５
，４
３９

－
８
，１
２１
，５
６１

次
期
繰
越
収
支
差
額（
Ｂ
－
Ｃ
）

０
９
，９
１６
，３
５９

９
，９
１６
，３
５９
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平
成
２０
年
度
鳥
取
県
医
師
会
一
般
会
計
収
支
決
算
書

【
収
入
の
部
】

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会

費
８１
，６
２４
，０
００

８０
，０
３８
，４
００

－
１
，５
８５
，６
００

１
．
会
費

収
入

（
５４
．４
０
％
）

８１
，６
２４
，０
００

８０
，０
３８
，４
００

－
１
，５
８５
，６
００

１
．
会
費

収
入

７９
，１
９８
，０
００

７７
，６
２９
，０
００

－
１
，５
６９
，０
００

�
均
等
割
会
費
収
入

７９
，１
９８
，０
００

７７
，６
２９
，０
００

－
１
，５
６９
，０
００

２
．
特
別
会
費
収
入

２
，４
２６
，０
００

２
，４
０９
，４
００

－
１６
，６
００

�
医
事
紛
争
処
理
委
員
会
会
費

８０
１
，０
００

７９
７
，４
００

－
３
，６
００

東
部
３０
２
，４
００
円
、
中
部
１４
０
，４
００
円
、
西
部
３５
４
，６
００
円

�
学
校
医
部
会
会
費

６８
７
，０
００

６８
４
，０
００

－
３
，０
００

東
部
２８
２
，０
００
円
、
中
部
１２
６
，０
００
円
、
西
部
２６
７
，０
００
円
、
大
学
９
，０
００
円

�
産
業
医
部
会
会
費

９３
８
，０
００

９２
８
，０
００

－
１０
，０
００

東
部
３６
２
，０
００
円
、
中
部
１５
２
，０
００
円
、
西
部
３８
０
，０
００
円
、
大
学
３４
，０
００
円

２
．
入
会
金
収
入

５
，０
００
，０
００

１１
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

１
．
入
会
金
収
入

（
７
．４
７
％
）

５
，０
００
，０
００

１１
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

２２
名

１
．
入
会
金
収
入

５
，０
００
，０
００

１１
，０
００
，０
００

６
，０
００
，０
００

３
．
負

担
金

２
，３
０６
，０
００

２
，３
１１
，２
００

５
，２
００

１
．
負
担
金
収
入

（
１
．５
７
％
）

２
，３
０６
，０
００

２
，３
１１
，２
００

５
，２
００

１
．
社
会
保
険
通
信
負
担
金

４４
６
，０
００

４５
１
，２
００

５
，２
００

２
．
会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

１
，８
６０
，０
００

０
医
師
国
保
組
合
１
，２
６０
，０
００
円
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
代
理
店
北
陽
サ
ー
ビ
ス

６０
０
，０
００
円

４
．
補

助
金

１２
，１
６８
，０
００

１３
，８
３９
，３
４９

１
，６
７１
，３
４９

１
．
補
助
金
等
収
入

（
９
．４
０
％
）

１２
，１
６８
，０
００

１３
，８
３９
，３
４９

１
，６
７１
，３
４９
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

１
．
日
医
補
助
金

５
，４
９６
，０
００

６
，９
７７
，５
９０

１
，４
８１
，５
９０

都
道
府
県
医
師
会
助
成
費

２
，６
７５
，０
００
円

生
涯
教
育
助
成
費

１
，１
８１
，２
５０
円

勤
務
医
活
動
助
成
費

５０
０
，０
００
円

年
金
普
及
推
進
運
動
助
成
費

１０
０
，０
００
円

医
師
会
立
准
看
護
師
養
成
所
助
成
金

４５
０
，０
００
円

医
賠
責
特
約
保
険
制
度
運
営
経
費

６２
１
，３
４０
円

糖
尿
病
対
策
地
域
支
援
費

４５
０
，０
００
円

予
防
接
種
対
策
地
域
支
援
費

３０
０
，０
００
円

国
民
運
動
の
展
開
に
係
る
活
動
経
費
補
助
金

５０
０
，０
００
円

セ
ミ
ナ
ー
「
生
活
習
慣
病
の
克
服
を
め
ざ
し
て
」
開
催
補
助
金

２０
０
，０
００
円

２
．
県
委
託
金
・
補
助
金

４
，３
４５
，０
００

４
，３
８９
，７
５９

４４
，７
５９

特
別
医
療
費
助
成
事
業
協
力
費
（
障
害
者
自
立
支
援
協
力
費
含
む
）
２
，５
００
，０
００
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
推
進
事
業
補
助
金

５０
３
，４
１４
円

高
度
救
命
措
置
研
修
開
催
事
業
補
助
金

５８
９
，４
８６
円

小
児
救
急
医
師
確
保
等
調
整
事
業
委
託
金

３９
３
，７
４０
円

う
つ
病
予
防
対
策
事
業
委
託
金

４０
３
，１
１９
円

３
．
産
業
医
研
修
委
託
金

２
，３
２７
，０
００

２
，４
７２
，０
００

１４
５
，０
００

産
業
医
研
修
委
託
金

２
，２
７２
，０
００
円

産
業
医
研
修
連
絡
協
議
会

２０
０
，０
００
円

５
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

（
０
％
）

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

１
．
寄

付
金

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

６
．
雑

収
入

１０
，３
０９
，０
００

９
，５
２７
，７
４５

－
７８
１
，２
５５

１
．
雑

収
入

（
６
．４
８
％
）

１０
，３
０９
，０
００

９
，５
２７
，７
４５

－
７８
１
，２
５５

１
．
受
取

利
息

１２
０
，０
００

２８
０
，５
９０

１６
０
，５
９０

普
通
預
金
利
息
２９
，８
３２
円

積
立
金
利
息
２５
０
，７
５８
円
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科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
雑

収
入

８
，１
０３
，０
００

７
，０
３２
，３
５５

－
１
，０
７０
，６
４５

医
師
賠
償
保
険
人
件
費
負
担
金

１
，９
２０
，０
００
円

健
対
協
人
件
費
負
担
金

２
，３
１６
，０
００
円

健
対
協
会
報
印
刷
代
負
担
金

７４
９
，３
９８
円

健
対
協
電
話
・
コ
ピ
ー
代
負
担
金

４４
４
，９
７４
円

労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー
協
力
費

６９
０
，０
００
円

会
員
名
簿
、
会
報
代

８７
，０
００
円

医
学
雑
誌
別
刷
他
個
人
負
担
分

１１
３
，０
００
円

産
業
医
研
修
会
県
外
受
講
者
受
講
料

５４
，０
００
円

労
災
保
険
診
療
指
定
医
療
機
関
研
修
会
助
成
金

３５
９
，１
９３
円

そ
の
他

２９
８
，７
９０
円

３
．
広
告
・
手
数
料
他
収
入

２
，０
８６
，０
００

２
，２
１４
，８
００

１２
８
，８
００

会
場
使
用
料

７５
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
医
指
定
手
数
料

２２
５
，０
００
円

会
報
・
医
学
雑
誌
・
会
員
名
簿
広
告
料

１
，５
１９
，８
００
円

日
医
認
定
産
業
医
・
ス
ポ
ー
ツ
医
申
請
手
数
料

３９
５
，０
００
円

７
．
繰

入
金

１３
，８
００
，０
００

１４
，３
００
，０
００

５０
０
，０
００

１
．
繰

入
金

（
９
．７
２
％
）

１３
，８
００
，０
００

１４
，３
００
，０
００

５０
０
，０
００

１
．
生
命
保
険
取
扱
特
別
会
計
繰
入
金
収
入

１３
，８
００
，０
００

１４
，３
００
，０
００

５０
０
，０
００

事
業
活
動
収
入
計

１２
５
，２
１７
，０
００

１３
１
，０
１６
，６
９４

５
，７
９９
，６
９４
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【
支
出
の
部
】

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
（
３６
．５
４
％
）
６１
，１
２９
，０
００

０
８７
６
，０
７１

６２
，０
０５
，０
７１

５０
，１
３８
，６
０２
－
１１
，８
６６
，４
６９

１
．
医
学
向
上
費

（
４
．２
２
％
）

９
，１
００
，０
００

０
０

９
，１
００
，０
００

５
，７
８２
，５
９８

－
３
，３
１７
，４
０２

１
．
医
学
会
費

２
，８
５０
，０
００

０
０

２
，８
５０
，０
００

１
，９
０４
，８
１０

－
９４
５
，１
９０

医
学
会
費

７４
８
，６
００
円

生
涯
教
育
講
座
地
区
委
託
金

１
，０
００
，０
００
円

生
涯
教
育
費

９３
，０
８５
円

鳥
取
医
学
賞

６３
，１
２５
円

２
．
中
国
四
国
医
師

会
医
学
会
費

１
，８
５０
，０
００

０
０

１
，８
５０
，０
００

１
，４
５９
，２
００

－
３９
０
，８
００
旅
費
（
愛
媛
）

１
，１
２４
，２
００
円

諸
費

３３
５
，０
００
円

３
．
鳥
取
医
学

雑
誌
発
行
費

４
，４
００
，０
００

０
０

４
，４
００
，０
００

２
，４
１８
，５
８８

－
１
，９
８１
，４
１２

印
刷
費

１
，８
３７
，６
５０
円

送
料

４２
，１
７０
円

編
集
費

１０
０
，０
００
円

委
員
会
費

４３
８
，７
６８
円

２
．
地
域
社
会
活
動
費

（
７
．２
６
％
）
１２
，０
２４
，０
００

０
０

１２
，０
２４
，０
００

９
，９
６３
，５
６３

－
２
，０
６０
，４
３７

１
．
地
域
社
会

対
策

費
２
，０
００
，０
００

２４
４
，９
１２

０
２
，２
４４
，９
１２

２
，２
４４
，９
１２

０

健
康
対
策
協
議
会
補
助
金

１
，３
００
，０
００
円

禁
煙
指
導
対
策
委
員
会

６６
，０
２０
円

禁
煙
指
導
対
策
地
区
補
助
金

３０
０
，０
００
円

世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
地
区
医
師
会
補
助
金
１５
０
，０
００
円

か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
と
の
連
携
会
議
２８
６
，７
８９
円

う
つ
病
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
費

１４
０
，８
４３
円

送
料

１
，２
６０
円

２
．
調
査
研
究
費

２
，４
０５
，０
００

－
２４
４
，９
１２

０
２
，１
６０
，０
８８

１
，７
０９
，６
１７

－
４５
０
，４
７１

資
料
整
備
費

５２
，８
２０
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
費

９４
５
，４
０９
円

臨
床
検
査
精
度
管
理
委
員
会

１５
６
，９
８８
円

メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
購
読
料

５５
４
，４
００
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

３
．
糖
尿
病
対
策
費

３５
０
，０
００

０
０

３５
０
，０
００

３１
７
，０
６０

－
３２
，９
４０
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

７６
，２
６０
円

糖
尿
病
対
策
地
区
医
師
会
助
成
金

２４
０
，０
００
円

送
料

８０
０
円

４
．
救
急
・
防
災

対
策

費
１
，７
６７
，０
００

０
０

１
，７
６７
，０
００

１
，１
４１
，８
１０

－
６２
５
，１
９０

日
本
救
急
医
学
会
中
国
四
国
地
方
会
費
等
３４
，０
００
円

麻
薬
対
策
費

５９
，４
１０
円

高
度
救
命
措
置
研
修
開
催
経
費

５８
９
，４
８６
円

小
児
救
急
医
師
確
保
等
調
整
事
業
費

３９
３
，７
４０
円

衛
星
携
帯
電
話
代

６１
，８
１４
円

送
料

３
，３
６０
円

５
．
情
報
シ
ス
テ
ム

対
策

費
４
，０
０２
，０
００

０
０

４
，０
０２
，０
００

３
，５
４４
，４
３２

－
４５
７
，５
６８

情
報
シ
ス
テ
ム
運
営
管
理
費

２
，６
２４
，６
１６
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
ソ
フ
ト
サ
ポ
ー
ト
料
２５
２
，０
００
円

日
医
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

１４
８
，６
４０
円

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
役
職
員
意
見
交
換
会
１４
，３
００
円

医
療
情
報
研
究
会

２７
４
，３
７８
円

日
医
初
級
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

２３
０
，４
９８
円

６
．
感
染
症
対
策
費

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

４２
２
，５
２１

－
７７
，４
７９

感
染
症
危
機
管
理
対
策
委
員
会

９６
，２
５７
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
会
議
他

１２
３
，８
７７
円

予
防
接
種
対
策
地
区
医
師
会
助
成
金

１５
０
，０
００
円

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
費

４０
，８
４８
円

送
料
他

１１
，５
３９
円

７
．
特
定
健
診
・
保

健
指
導
対
策
費

１
，０
００
，０
００

１
，０
００
，０
００

５８
３
，２
１１

－
４１
６
，７
８９

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
対
策
委
員
会
１０
８
，９
５５
円

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
支
援
セ
ミ
ナ
ー
旅
費
他
１１
６
，６
８０
円

印
刷
費
・
送
料

３５
７
，５
７６
円

３
．
社
会
保
障
対
策
費

（
３
．６
０
％
）

５
，３
４０
，０
００

０
０

５
，３
４０
，０
００

４
，９
３５
，６
８５

－
４０
４
，３
１５

１
．
社
会
保
障
医
療

対
策

費
２４
０
，０
００

０
０

２４
０
，０
００

１５
１
，５
６０

－
８８
，４
４０
健
保
立
会
旅
費
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
社
会
保
障
部
費

３
，５
００
，０
００

１７
３
，２
２８

０
３
，６
７３
，２
２８

３
，６
７３
，２
２８

０

社
会
保
障
部
常
任
委
員
会
・
総
会

１
，２
４５
，０
４９
円

社
会
保
険
指
導
者
講
習
会

３６
，４
６０
円

障
害
者
自
立
支
援
法
関
係
費

３５
５
，３
２０
円

印
刷
費
他

１
，２
７８
，５
９０
円

送
料

７５
７
，８
０９
円

３
．
介
護
保
険

対
策

費
３０
０
，０
００

－
１７
３
，２
２８

０
１２
６
，７
７２

３１
，５
６０

－
９５
，２
１２
介
護
保
険
対
策
委
員
会

３１
，５
６０
円

４
．
社
会
保
険

通
信
発
行
費

１
，３
００
，０
００

０
０

１
，３
００
，０
００

１
，０
７９
，３
３７

－
２２
０
，６
６３
印
刷
費
１
，０
４６
，２
１４
円

送
料
３３
，１
２３
円

４
．
医
政
対
策
費

（
２
．０
１
％
）

４
，５
５０
，０
００

０
０

４
，５
５０
，０
００

２
，７
６２
，５
６１

－
１
，７
８７
，４
３９

１
．
医
政
関
係
費

１
，４
００
，０
００

０
０

１
，４
００
，０
００

１
，１
６７
，２
９８

－
２３
２
，７
０２

医
療
懇
話
会

１９
７
，４
２３
円

三
師
会

２０
９
，１
３２
円

県
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

８５
，３
４０
円

地
域
医
療
崩
壊
阻
止
の
た
め
の
総
決
起
大
会
６７
５
，４
０３
円

２
．

診
療
情
報
提

供
・
自
浄
作
用

活
性
化
・
医
療

安
全
対
策
費

１
，２
５０
，０
００

０
０

１
，２
５０
，０
００

３５
５
，６
５５

－
８９
４
，３
４５
印
刷
費

１２
８
，７
３０
円

送
料

２２
６
，９
２５
円

３
．
個
人
情
報

保
護
対
策
費

１０
０
，０
００

０
０

１０
０
，０
００

０
－
１０
０
，０
００

４
．
会
長
交
際
費

６０
０
，０
００

０
０

６０
０
，０
００

５１
７
，６
５８

－
８２
，３
４２

５
．
県
医
交
際
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

７２
１
，９
５０

－
４７
８
，０
５０

５
．
医
療
経
済
対
策
費

（
０
．８
０
％
）

２
，１
７０
，０
００

０
０

２
，１
７０
，０
００

１
，１
０２
，９
２２

－
１
，０
６７
，０
７８

１
．
経
営
対
策
費

７０
０
，０
００

０
０

７０
０
，０
００

１８
７
，８
６０

－
５１
２
，１
４０
医
師
会
活
動
説
明
会

６２
，１
２０
円

全
国
医
師
会
共
同
利
用
施
設
総
会

９０
，１
４０
円

全
国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議
会
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
設
立
総
会
３５
，６
００
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
医
事
紛
争

対
策

費
１
，４
７０
，０
００

０
０

１
，４
７０
，０
００

９１
５
，０
６２

－
５５
４
，９
３８
医
事
紛
争
処
理
委
員
会

２１
６
，１
４０
円

弁
護
士
顧
問
料

６６
６
，６
６６
円

医
事
紛
争
に
係
る
情
報
開
示
料

３２
，２
５６
円

６
．
広
報
活
動
費

（
７
．９
１
％
）
１０
，６
００
，０
００

０
２５
７
，４
５７

１０
，８
５７
，４
５７

１０
，８
５７
，４
５７

０

１
．
会

報
費

９
，６
００
，０
００

５３
０
，７
３２

２５
７
，４
５７

１０
，３
８８
，１
８９

１０
，３
８８
，１
８９

０
印
刷
費
８
，６
１８
，７
７８
円

送
料
１
，４
４２
，５
７０
円

編
集
費

６０
，０
００
円

会
報
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
費

２６
６
，８
４１
円

２
．
広
報
宣
伝
費

１
，０
００
，０
００

－
５３
０
，７
３２

０
４６
９
，２
６８

４６
９
，２
６８

０

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
経
費

１０
９
，４
０５
円

広
報
・
会
報
編
集
委
員
会
合
同
委
員
会
１１
９
，４
２０
円

鳥
取
県
政
だ
よ
り
広
告
掲
載
料

６２
，５
００
円

報
道
各
社
支
局
長
と
の
懇
談
会

１５
８
，３
２３
円

送
料

１９
，６
２０
円

７
．
部
会
費（
５
．３
４
％
）

６
，７
０５
，０
００

０
６１
８
，６
１４

７
，３
２３
，６
１４

７
，３
２３
，６
１４

０

１
．
母
体
保
護
法

指
定
医
部
会

３０
０
，０
００

－
１１
５
，４
８３

０
１８
４
，５
１７

１８
４
，５
１７

０
母
体
保
護
法
指
定
助
成
金

１０
０
，０
００
円

母
体
保
護
法
指
定
医
師
審
査
委
員
会
他
７３
，４
６０
円

送
料

１１
，０
５７
円

２
．
学
校
医
部
会

２
，０
０５
，０
００

３６
６
，２
０５

９３
，７
６９

２
，４
６４
，９
７４

２
，４
６４
，９
７４

０

全
国
・
中
国
地
区
学
校
医
大
会

１７
７
，１
５０
円

日
医
学
校
医
講
習
会

１４
１
，６
４０
円

日
本
学
校
保
健
会
会
報

２３
５
，０
００
円

学
校
保
健
会
拠
出
金

８０
，０
００
円

学
校
医
部
会
運
営
委
員
会

１２
１
，０
８０
円

学
校
医
・
学
校
保
健
研
修
会

６５
６
，０
６２
円

地
区
医
師
会
補
助
金

５７
０
，０
００
円

学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
取
組
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
３４
７
，２
００
円

送
料
他

１３
６
，８
４２
円

３
．
健
康
ス
ポ
ー
ツ

医
部

会
３０
０
，０
００

－
２５
０
，７
２２

０
４９
，２
７８

４９
，２
７８

０
送
料

４９
，２
７８
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

４
．
労
災
・
自
賠
責

部
会

４０
０
，０
００

０
１２
１
，１
９５

５２
１
，１
９５

５２
１
，１
９５

０
労
災
保
険
診
療
指
定
医
療
機
関
研
修
会
３３
４
，５
７２
円

印
刷
費
・
送
料

１８
６
，６
２３
円

５
．
産
業
医
部
会

２
，８
００
，０
００

０
３４
７
，１
００

３
，１
４７
，１
００

３
，１
４７
，１
００

０

産
業
医
研
修
会

２
，２
４７
，５
０３
円

産
業
医
部
会
運
営
委
員
会

２４
０
，５
１９
円

産
業
保
健
協
議
会

３６
６
，３
４２
円

産
業
安
全
衛
生
大
会

１１
０
，２
００
円

産
業
保
健
活
動
全
国
会
議

３４
，７
６０
円

送
料
他

１４
７
，７
７６
円

６
．
病
院
連
絡
会
議

２０
０
，０
００

－
１０
０
，０
００

０
１０
０
，０
００

１０
０
，０
００

０
病
院
協
会
補
助
金

１０
０
，０
００
円

７
．
勤
務
医
部
会

７０
０
，０
００

１０
０
，０
００

５６
，５
５０

８５
６
，５
５０

８５
６
，５
５０

０
勤
務
医
部
会
講
演
会

４４
２
，９
７０
円

勤
務
医
部
会
委
員
会

１３
１
，１
４０
円

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
２８
２
，４
４０
円

８
．
福
祉
対
策
費

（
１
．５
０
％
）

２
，８
７０
，０
００

０
０

２
，８
７０
，０
００

２
，０
５４
，４
６５

－
８１
５
，５
３５

１
．
福
祉
事
業
費

１
，６
００
，０
００

０
０

１
，６
００
，０
００

１
，４
３３
，０
０５

－
１６
６
，９
９５
会
員
名
簿
印
刷
代

１
，３
７４
，４
５０
円

送
料

５８
，５
５５
円

２
．
表
彰
弔
慰
費

１
，０
７０
，０
００

０
０

１
，０
７０
，０
００

５８
２
，５
００

－
４８
７
，５
００
表
彰
費
３７
８
，４
５０
円

弔
慰
費
２０
４
，０
５０
円

３
．
協
力
貯
蓄

運
営

費
２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

３８
，９
６０

－
１６
１
，０
４０
送
料

３８
，９
６０
円

９
．
地
区
医
師
会

連
絡
費
（
３
．４
８
％
）

６
，０
７０
，０
００

０
０

６
，０
７０
，０
００

４
，７
７８
，２
１４

－
１
，２
９１
，７
８６

１
．
連
絡
協
議
会
費

１
，７
００
，０
００

０
０

１
，７
００
，０
００

４０
８
，２
１４

－
１
，２
９１
，７
８６
看
護
学
校
連
絡
協
議
会

２０
８
，３
２９
円

看
護
学
校
表
彰
者
記
念
品
代
他

４９
，８
８５
円

地
区
連
絡
費

１５
０
，０
００
円

２
．
地
区
医
師
会

補
助

金
１
，８
５０
，０
００

０
０

１
，８
５０
，０
００

１
，８
５０
，０
００

０
東
部
５５
０
，０
００
円
、
中
部
５５
０
，０
００
円

西
部
５５
０
，０
００
円
、
大
学
２０
０
，０
００
円

３
．
地
区
医
師
会

交
付

金
１
，２
８０
，０
００

０
０

１
，２
８０
，０
００

１
，２
８０
，０
００

０
東
部
４５
０
，０
００
円
、
中
部
２５
０
，０
００
円

西
部
４５
０
，０
００
円
、
大
学
１３
０
，０
００
円
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

４
．
事
務
費
交
付
金

１
，２
４０
，０
００

０
０

１
，２
４０
，０
００

１
，２
４０
，０
００

０

１
０
．
諸
支

出
金

（
０
．４
２
％
）

１
，７
００
，０
００

０
０

１
，７
００
，０
００

５７
７
，５
２３

－
１
，１
２２
，４
７７

１
．
特
別
事
業
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

５０
１
，４
１０

－
６９
８
，５
９０

第
４１
回
若
年
者
心
疾
患
対
策
協
議
会
総
会
負
担
金
１２
０
，８
５０
円

韓
国
医
療
視
察
に
係
る
負
担
金

３８
０
，５
６０
円

２
．
そ
の
他
支
出
金

５０
０
，０
００

０
０

５０
０
，０
００

７６
，１
１３

－
４２
３
，８
８７

民
間
被
害
者
支
援
団
体
設
立
賛
助
会
員
募
集
送
料
他
７６
，１
１３
円

２
．
管
理
費
（
６０
．２
２
％
）
８８
，５
０２
，０
００

０
０

８８
，５
０２
，０
００

８２
，６
３０
，４
７８

－
５
，８
７１
，５
２２

１
．
事

務
費

（
５
０
．２
７
％
）
７２
，３
３７
，０
００

０
０

７２
，３
３７
，０
００

６８
，９
７８
，２
９４

－
３
，３
５８
，７
０６

１
．
報

酬
８
，２
３６
，０
００

０
０

８
，２
３６
，０
００

８
，２
２５
，５
００

－
１０
，５
００

�
役
員
報
酬

８
，２
２６
，０
００

０
０

８
，２
２６
，０
００

８
，２
２５
，５
００

－
５０
０
役
員
報
酬

７
，６
９０
，０
００
円

顧
問
税
理
士
報
酬

３７
８
，０
００
円

収
益
事
業
申
告
書
作
成
報
酬

１５
７
，５
００
円

�
退
任
役
員

慰
労

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

２
．
給

与
３５
，８
７３
，０
００

２８
６
，８
３０

０
３６
，１
５９
，８
３０

３６
，１
４９
，０
３０

－
１０
，８
００

�
給

料
２３
，９
６０
，０
００

０
０

２３
，９
６０
，０
００

２３
，９
５９
，２
００

－
８０
０

�
職
員
手
当

１１
，９
０３
，０
００

２８
６
，８
３０

０
１２
，１
８９
，８
３０

１２
，１
８９
，８
３０

０

�
退

職
金

１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
旅

費
５
，５
００
，０
００

－
２８
６
，８
３０

０
５
，２
１３
，１
７０

４
，６
９４
，７
２０

－
５１
８
，４
５０
役
員
旅
費

２
，３
２７
，３
００
円

職
員
旅
費

２
，３
６７
，４
２０
円

４
．
一
般
事
務
費

４
，１
９２
，０
００

０
０

４
，１
９２
，０
００

３
，９
１３
，０
６３

－
２７
８
，９
３７

役
務
費

１
，２
０８
，０
３０
円

需
要
費

２
，４
１６
，９
０３
円

法
人
会
計
シ
ス
テ
ム
レ
ン
タ
ル
料

１５
１
，２
００
円

会
費
等
領
収
書
送
料

１３
６
，９
３０
円

５
．
交

通
費

１
，２
００
，０
００

０
０

１
，２
００
，０
００

１
，１
６３
，１
３０

－
３６
，８
７０
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

６
．
共

済
費

６
，８
８６
，０
００

０
０

６
，８
８６
，０
００

６
，３
９５
，５
２２

－
４９
０
，４
７８

健
保
厚
生
年
金
保
険
料

４
，７
４０
，７
４２
円

労
働
保
険
料

４９
３
，１
８０
円

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

５７
６
，０
００
円

役
員
傷
害
保
険
料

５８
５
，６
００
円

７
．
福
利
厚
生
費

５５
０
，０
００

０
０

５５
０
，０
００

５４
，６
１８

－
４９
５
，３
８２
職
員
健
康
診
断
費
用

５４
，６
１８
円

８
．
光
熱
水
費

２
，９
００
，０
００

２１
４
，７
１１

０
３
，１
１４
，７
１１

３
，１
１４
，７
１１

０

電
気
代

２
，１
８０
，９
４９
円

水
道
代

２６
８
，１
２８
円

ガ
ス
代

３４
，６
８９
円

灯
油
代

６３
０
，９
４５
円

９
．
公

課
費

７
，０
００
，０
００

－
２１
４
，７
１１

０
６
，７
８５
，２
８９

５
，２
６８
，０
００

－
１
，５
１７
，２
８９
固
定
資
産
税

４
，４
４２
，０
００
円

収
益
事
業
に
係
る
税
金

８２
６
，０
００
円

２
．
会
議
費（
５
．８
４
％
）

９
，２
２０
，０
００

０
０

９
，２
２０
，０
００

８
，０
１４
，２
８５

－
１
，２
０５
，７
１５

１
．
総

会
費

８０
０
，０
００

０
０

８０
０
，０
００

４７
９
，０
９９

－
３２
０
，９
０１

２
．
代
議
員
会
費

２
，３
００
，０
００

１５
５
，５
５４

０
２
，４
５５
，５
５４

２
，４
５５
，５
５４

０
旅
費
（
２
回
）

１
，２
８７
，０
４０
円

諸
費
（
２
回
）

８２
８
，６
３４
円

印
刷
費
・
送
料

３３
９
，８
８０
円

３
．
理
事
会
費

５
，４
７０
，０
００

－
１５
５
，５
５４

０
５
，３
１４
，４
４６

４
，９
５１
，４
８６

－
３６
２
，９
６０
常
任
理
事
会
（
１１
回
）

１
，０
５０
，９
３１
円

理
事
会
（
１２
回
）

３
，９
００
，５
５５
円

４
．
監
事
会
費

２０
０
，０
００

０
０

２０
０
，０
００

１２
８
，１
４６

－
７１
，８
５４

５
．
委
員
会
費

４５
０
，０
００

０
０

４５
０
，０
００

０
－
４５
０
，０
００

３
．
負
担
金（
１
．０
２
％
）

１
，６
６５
，０
００

０
０

１
，６
６５
，０
００

１
，４
０３
，７
００

－
２６
１
，３
００

１
．
中
国
四
国
医
師

会
連
合
負
担
金

９８
５
，０
００

０
０

９８
５
，０
００

９２
３
，５
００

－
６１
，５
００

中
国
四
国
医
師
会
連
合
総
会
負
担
金（
徳
島
）
８４
５
，０
００
円

中
国
四
国
医
師
会
連
合
常
任
委
員
会
負
担
金
７８
，５
００
円

２
．
関
係
団
体

負
担

金
６８
０
，０
００

０
０

６８
０
，０
００

４８
０
，２
００

－
１９
９
，８
００

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

121



科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

４
．
会
館
管
理
運
営
費

（
３
．０
９
％
）

５
，２
８０
，０
００

０
０

５
，２
８０
，０
００

４
，２
３４
，１
９９

－
１
，０
４５
，８
０１

１
．
維
持
管
理
費

４
，２
８０
，０
００

０
０

４
，２
８０
，０
００

４
，０
４６
，２
４９

－
２３
３
，７
５１

会
館
清
掃
料

１
，１
９２
，８
００
円

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
料

７５
６
，０
００
円

警
備
保
障
料

５０
４
，０
００
円

空
調
設
備
保
守
点
検
料

９０
３
，０
００
円

電
気
関
係
保
安
監
理
手
数
料

１８
７
，０
２４
円

自
動
火
災
報
知
設
備
保
守
料

１５
７
，５
００
円

火
災
保
険
料

１７
１
，１
００
円

オ
イ
ル
タ
ン
ク
管
理
料

６８
，２
５０
円

そ
の
他
の
管
理
料
等

１０
６
，５
７５
円

２
．
管
理
運
営
費

１
，０
００
，０
００

０
０

１
，０
００
，０
００

１８
７
，９
５０

－
８１
２
，０
５０
会
館
玄
関
前
ブ
ロ
ッ
ク
補
修
工
事
代

１０
９
，２
００
円

会
館
機
械
室
換
気
扇
交
換
新
設
工
事
代
４７
，２
５０
円

会
館
駐
車
場
除
雪
代

３１
，５
００
円

事
業
活
動
支
出
計
１４
９
，６
３１
，０
００

０
８７
６
，０
７１

１５
０
，５
０７
，０
７１

１３
２
，７
６９
，０
８０
－
１７
，７
３７
，９
９１

事
業
活
動
収
支
差
額
－
２４
，４
１４
，０
００

０
－
８７
６
，０
７１
－
２５
，２
９０
，０
７１

－
１
，７
５２
，３
８６

２３
，５
３７
，６
８５
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【
収
入
の
部
】

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

４０
，０
００

０
－
４０
，０
００

１
．
特
定
預
金
取
崩
収
入

（
０
％
）

４０
，０
００

０
－
４０
，０
００

１
．
緊
急
事
業
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

２
．
役
員
退
職
慰
労
金
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

３
．
職
員
退
職
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

４
．
医
事
紛
争
処
理
積
立
金
取
崩
収
入

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

投
資
活
動
収
入
計

４０
，０
００

０
－
４０
，０
００

【
支
出
の
部
】

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
支
出

（
３
．２
４
％
）

４
，４
７０
，０
００

０
０

４
，４
７０
，０
００

４
，４
５０
，０
００

－
２０
，０
００

１
．
特
定
預
金
支
出

４
，４
７０
，０
００

０
０

４
，４
７０
，０
００

４
，４
５０
，０
００

－
２０
，０
００

１
．
緊
急
事
業

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金
４２
，６
５１
，０
００
円
）

２
．
役
員
退
職

慰
労
金
積
立
金

７１
０
，０
００

０
０

７１
０
，０
００

７１
０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金

５
，０
６０
，０
００
円
）

３
．
職
員
退
職

給
与
積
立
金

３
，７
４０
，０
００

０
０

３
，７
４０
，０
００

３
，７
４０
，０
００

０
（
別
途
積
立
金
５７
，３
８９
，１
７９
円
）
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

４
．
医
事
紛
争
処
理

積
立

金
１０
，０
００

０
０

１０
，０
００

０
－
１０
，０
００
（
別
途
積
立
金

４
，８
００
，０
００
円
）

投
資
活
動
支
出
計

４
，４
７０
，０
００

０
０

４
，４
７０
，０
００

４
，４
５０
，０
００

－
２０
，０
００

投
資
活
動
収
支
差
額

－
４
，４
３０
，０
００

０
０
－
４
，４
３０
，０
００

－
４
，４
５０
，０
００

－
２０
，０
００

【
収
入
の
部
】

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０

【
支
出
の
部
】

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０
０

０
０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０
０

０
０

��
予
備
費
支
出

１
．
予

備
費（
０
％
）

１
，１
５６
，０
００

０
－
８７
６
，０
７１

２７
９
，９
２９

０
－
２７
９
，９
２９

１
．
予

備
費

１
，１
５６
，０
００

０
－
８７
６
，０
７１

２７
９
，９
２９

０
－
２７
９
，９
２９

１
．
予

備
費

１
，１
５６
，０
００

０
－
８７
６
，０
７１

２７
９
，９
２９

０
－
２７
９
，９
２９
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

予
備
費
の

使
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

当
期
収
支
差
額
－
３０
，０
００
，０
００

０
０
－
３０
，０
００
，０
００

－
６
，２
０２
，３
８６

２３
，７
９７
，６
１４

前
期
繰
越
収
支
差
額（
１０
．９
６
％
）
３０
，０
００
，０
００

０
０

３０
，０
００
，０
００

１６
，１
１８
，７
４５
－
１３
，８
８１
，２
５５

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

９
，９
１６
，３
５９

９
，９
１６
，３
５９
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平成２０年度鳥取県医師会会費納入明細書

� 均等割会費

（単位：円）

地区医師会名 平成２０年２月１日現在
会費額（予算額） 調 定 額 収 入 済 額 未 収 額 当初予算額に対する

増 減

東 部 医 師 会 ２９，７５０，０００ ２８，９０７，０００ ２８，９０７，０００ ０ －８４３，０００

中 部 医 師 会 １３，０５８，０００ １３，０２３，０００ １３，０２３，０００ ０ －３５，０００

西 部 医 師 会 ３４，９２２，０００ ３４，３５４，０００ ３４，３５４，０００ ０ －５６８，０００

鳥大医学部医師会 １，４６８，０００ １，３４５，０００ １，３４５，０００ ０ －１２３，０００

計 ７９，１９８，０００ ７７，６２９，０００ ７７，６２９，０００ ０ －１，５６９，０００
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第
２
号
議
案
平
成
２０
年
度
鳥
取
県
医
師
会
共
済
会
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

平
成
２０
年
度
鳥
取
県
医
師
会
共
済
会
収
支
決
算
書

（
単
位
：
円
）

科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

��
事
業
活
動
収
支
の
部

１
．
事
業
活
動
収
入

１
．
会
費
収
入

１
．
会

費
１３
，９
５０
，０
００

０
１３
，９
５０
，０
００

１３
，９
００
，５
００

－
４９
，５
００

� � �

東
部
５
，２
６２
，０
００
円

中
部
２
，０
４４
，５
００
円

西
部
６
，４
５３
，０
００
円

大
学

１４
１
，０
００
円

２
．
基
本
財
産
運
用
収
入

１
．
財
産
収
入

５
，０
００

０
５
，０
００

２１
３
，４
４７

２０
８
，４
４７

積
立
金
利
息

３
．
雑

収
入

１
．
雑

収
入

２
，０
０１
，０
００

０
２
，０
０１
，０
００

５
，０
４６

－
１
，９
９５
，９
５４

普
通
預
金
利
息

事
業
活
動
収
入
計

１５
，９
５６
，０
００

０
１５
，９
５６
，０
００

１４
，１
１８
，９
９３

－
１
，８
３７
，０
０７

２
．
事
業
活
動
支
出

１
．
事
業
費
支
出

１８
，１
７０
，０
００

０
１８
，１
７０
，０
００

１３
，４
０２
，０
１０

－
４
，７
６７
，９
９０

１
．
病
気
療
養
見
舞
金

１２
，２
４０
，０
００

０
１２
，２
４０
，０
００

８
，５
１７
，０
００

－
３
，７
２３
，０
００

入
院
１４
件

居
宅
４
件

２
．
弔

慰
金

５
，０
００
，０
００

０
５
，０
００
，０
００

４
，３
００
，０
００

－
７０
０
，０
００

５０
０
，０
００
円
（
５
件
）
６０
０
，０
００
円
（
３
件
）

３
．
配
偶
者
弔
慰
金

１０
０
，０
００

０
１０
０
，０
００

５０
，０
００

－
５０
，０
００

１
件

４
．
退
会
慰
労
金

３３
０
，０
００

２０
５
，０
１０

５３
５
，０
１０

５３
５
，０
１０

０
３
件

５
．
災
害
見
舞
金

５０
０
，０
００

－
２０
５
，０
１０

２９
４
，９
９０

０
－
２９
４
，９
９０

２
．
管
理
費
支
出

２３
０
，０
００

０
２３
０
，０
００

１５
１
，９
４３

－
７８
，０
５７

１
．
一
般
事
務
費

３０
，０
００

０
３０
，０
００

１２
，０
６４

－
１７
，９
３６

２
．
委
員
会
費

２０
０
，０
００

０
２０
０
，０
００

１３
９
，８
７９

－
６０
，１
２１

事
業
活
動
支
出
計

１８
，４
００
，０
００

０
１８
，４
００
，０
００

１３
，５
５３
，９
５３

－
４
，８
４６
，０
４７
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科
目

当
初
予
算
額

流
用
額

現
計
予
算
額

決
算
額

差
異

摘
要

事
業
活
動
収
支
差
額

－
２
，４
４４
，０
００

０
－
２
，４
４４
，０
００

５６
５
，０
４０

３
，０
０９
，０
４０

��
投
資
活
動
収
支
の
部

１
．
投
資
活
動
収
入

投
資
活
動
収
入
計

０
０

０
０

０

２
．
投
資
活
動
支
出

１
．
特
定
資
産
取
得
支
出

１
．
積

立
金

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

（
別
途
積
立
金
１２
７
，０
７０
，０
００
円
）

投
資
活
動
支
出
計

１０
，０
００

０
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

投
資
活
動
収
支
差
額

－
１０
，０
００

０
－
１０
，０
００

０
１０
，０
００

��
財
務
活
動
収
支
の
部

１
．
財
務
活
動
収
入

財
務
活
動
収
入
計

０
０

０
０

０

２
．
財
務
活
動
支
出

財
務
活
動
支
出
計

０
０

０
０

０

財
務
活
動
収
支
差
額

０
０

０
０

０

��
予
備
費
支
出

１
．
予

備
費

１
．
予

備
費

５４
６
，０
００

０
５４
６
，０
００

０
－
５４
６
，０
００

当
期
収
支
差
額

－
３
，０
００
，０
００

０
－
３
，０
００
，０
００

５６
５
，０
４０

３
，５
６５
，０
４０

前
期
繰
越
収
支
差
額

３
，０
００
，０
００

０
３
，０
００
，０
００

３４
７
，６
５３

－
２
，６
５２
，３
４７

次
期
繰
越
収
支
差
額

０
０

０
９１
２
，６
９３

９１
２
，６
９３
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過
去
２０
年
に
お
け
る
共
済
会
給
付
状
況
一
覧

〔
単
位
；
円
〕

年 度

病
気
療
養
見
舞
金

弔
慰

金
配
偶
者
弔
慰
金

退
会
慰
労
金

喜
寿
米
寿
白
寿

災
害
見
舞
金

給
付
総
合
計

件 数
入

院
件 数

居
宅

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額
件 数

金
額

件 数
金

額

元
２１

１２
，７
３５
，０
００

１７
８４
６
，０
００

８
４
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

２
３６
５
，０
４０

５
５１
，５
００

―
―

１８
，２
４７
，５
４０

２
１８

１１
，９
５５
，０
００

１３
１
，０
９８
，０
００

１４
７
，０
００
，０
００

３
１５
０
，０
００

２
２６
８
，３
４０

６
６０
，０
００

２
５０
０
，０
００

２１
，０
３１
，３
４０

３
２０

１６
，２
００
，０
００

１５
１
，５
００
，０
００

１０
５
，１
００
，０
００

１
５０
，０
００

１
１２
５
，８
８０

６
９８
，５
８５

―
―

２３
，０
７４
，４
６５

４
２１

１２
，０
１５
，０
００

１０
７３
２
，０
００

９
４
，５
５０
，０
００

２
１０
０
，０
００

３
５１
０
，０
８０

５
４９
，４
４０

―
―

１７
，９
５６
，５
２０

５
１１

６
，７
５０
，０
００

７
６５
４
，０
００

１２
６
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

１
１９
６
，６
７０

６
６６
，５
３８

１
５０
０
，０
００

１４
，４
１７
，２
０８

６
１０

９
，５
２５
，０
００

７
１
，０
６５
，０
００

８
４
，０
５０
，０
００

１
５０
，０
００

３
５２
０
，９
００

５
７０
，０
４０

―
―

１５
，２
８０
，９
４０

７
１２

８
，１
６０
，０
００

７
１
，１
９１
，０
００

４
２
，０
００
，０
００

４
１９
０
，０
００

２
１７
０
，０
００

７
１０
０
，０
００

―
―

１１
，８
１１
，０
００

８
７

６
，０
７５
，０
００

２
２１
０
，０
００

９
４
，６
００
，０
００

５
２５
０
，０
００

１
１４
０
，０
００

８
２２
０
，０
００

―
―

１１
，４
９５
，０
００

９
２１

１０
，８
１５
，０
００

７
９７
２
，０
００

８
４
，０
００
，０
００

１
５０
，０
００

２
４８
２
，５
００

７
１３
５
，０
００

１
５０
，０
００

１６
，５
０４
，５
００

１０
１６

１０
，３
５０
，０
００

６
５４
０
，０
００

１０
５
，２
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
５１
８
，３
４０

７
２０
５
，８
００

―
―

１６
，８
６４
，１
４０

１１
１４

９
，５
５５
，０
００

８
９２
１
，０
００

１０
５
，２
００
，０
００

―
―

―
―

１０
２１
９
，５
００

―
―

１５
，８
９５
，５
００

１２
１６

７
，６
８０
，０
００

５
３０
０
，０
００

４
２
，０
００
，０
００

２
１０
０
，０
００

―
―

１１
２５
２
，５
００

８１
１２
，６
２０
，０
００

２２
，９
５２
，５
００

１３
１５

７
，３
３５
，０
００

８
６０
６
，０
００

５
２
，５
００
，０
００

―
―

３
４１
９
，９
４０

９
２６
３
，０
００

―
―

１１
，１
２３
，９
４０

１４
２３

１５
，３
７５
，０
００

１１
５１
３
，０
００

１０
５
，０
００
，０
００

２
１０
０
，０
００

２
３６
０
，０
００

２１
５１
０
，０
００

―
―

２１
，８
５８
，０
００

１５
１７

５
，８
０５
，０
００

６
３５
４
，０
００

８
３
，９
５０
，０
００

３
１５
０
，０
００

３
７１
２
，５
１０

３１
７１
４
，０
００

―
―

１１
，６
８５
，５
１０

１６
２０

１４
，８
２０
，０
００

１１
１
，４
６４
，０
００

１１
５
，５
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
６２
６
，６
７０

―
―

―
―

２２
，４
６０
，６
７０

１７
１６

７
，０
９５
，０
００

４
５４
３
，０
００

６
３
，０
００
，０
００

４
２０
０
，０
００

―
―

―
―

―
―

１０
，８
３８
，０
００

１８
１７

７
，２
９０
，０
００

６
７３
２
，０
００

１０
４
，８
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
８２
０
，８
４０

―
―

―
―

１３
，６
９２
，８
４０

１９
２６

１２
，９
００
，０
００

１４
１
，２
０６
，０
００

１３
６
，５
００
，０
００

３
１２
０
，０
００

３
５８
５
，０
００

―
―

１
５０
０
，０
００

２１
，８
１１
，０
００

２０
１４

８
，４
３０
，０
００

４
８７
，０
００

８
４
，３
００
，０
００

１
５０
，０
００

３
５３
５
，０
１０

―
―

―
―

１３
，４
０２
，０
１０
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第３号議案 平成２０年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算承認について

平成２０年度鳥取県医師会会館修繕積立金会計収支決算書

（単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会 費 収 入

１．積 立 金 １０，２２４，０００ １０，１１２，０００ －１１２，０００ 東部 ３，８０４，０００円

中部 １，７３８，０００円

西部 ４，５７０，０００円

２．雑 収 入

１．雑 収 入 １，０００ ６５，９１８ ６４，９１８ 普通預金利息

事業活動収入計 １０，２２５，０００ １０，１７７，９１８ －４７，０８２

２．事業活動支出

１．管理費支出

１．諸 経 費 １０，０００ ０ －１０，０００

２．修 繕 費 ４６，６９５，０００ ０ －４６，６９５，０００

事業活動支出計 ４６，７０５，０００ ０ －４６，７０５，０００

事業活動収支差額 －３６，４８０，０００ １０，１７７，９１８ ４６，６５７，９１８

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出 ０ ０ ０

当期収支差額 －３６，４８０，０００ １０，１７７，９１８ ４６，６５７，９１８

前期繰越収支差額 ３６，４８０，０００ ３６，５０９，５４３ ２９，５４３

次期繰越収支差額 ０ ４６，６８７，４６１ ４６，６８７，４６１
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第４号議案 平成２０年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算承認について

平成２０年度鳥取県医師会生命保険取扱特別会計収支決算書

（単位：円）

科 目 当初予算額 決 算 額 差 異 摘 要

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．事 業 収 入

１．団体事務費 １４，４００，０００ １４，８１６，７１１ ４１６，７１１ 第一生命他９社

２．雑 収 入

１．雑 収 入 ５，０００ ２８，４４６ ２３，４４６ 普通預金利息

事業活動収入計 １４，４０５，０００ １４，８４５，１５７ ４４０，１５７

２．事業活動支出

１．事業費支出

１．一般事務費 ５００，０００ ３８６，１００ －１１３，９００ 口座振込・振替手数料、送料

２．他会計への繰入金支出

１．繰 出 金 １３，８００，０００ １４，３００，０００ ５００，０００ 一般会計へ

事業活動支出計 １４，３００，０００ １４，６８６，１００ ３８６，１００

事業活動収支差額 １０５，０００ １５９，０５７ ５４，０５７

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出

投資活動支出計 ０ ０ ０

投資活動収支差額 ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予 備 費

１．予 備 費 ２０５，０００ ０ －２０５，０００

当期収支差額 －１００，０００ １５９，０５７ ２５９，０５７

前期繰越収支差額 １００，０００ １４４，４７７ ４４，４７７

次期繰越収支差額 ０ ３０３，５３４ ３０３，５３４

※配当金については、毎年かなりの変動があるが、全額会員への配当金となるため計上していない。
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参 考

平成２０年度鳥取県医師会（一般・特別会計）収支決算書総括表

（単位：円）

科 目 合 計 一般会計
特 別 会 計

内部取引消去
共済会 会館修繕積立金 生命保険

�� 事業活動収支の部

１．事業活動収入

１．会費収入 １０４，０５０，９００ ８０，０３８，４００ １３，９００，５００ １０，１１２，０００

２．入会金収入 １１，０００，０００ １１，０００，０００

３．負担金収入 ２，３１１，２００ ２，３１１，２００

４．補助金等収入 １３，８３９，３４９ １３，８３９，３４９

５．寄付金 ０ ０

６．雑収入 ９，６２７，１５５ ９，５２７，７４５ ５，０４６ ６５，９１８ ２８，４４６

７．繰入金 ０ １４，３００，０００ －１４，３００，０００

８．財産収入 ２１３，４４７ ２１３，４４７

９．団体事務費 １４，８１６，７１１ １４，８１６，７１１

事業活動収入計 １５５，８５８，７６２ １３１，０１６，６９４ １４，１１８，９９３ １０，１７７，９１８ １４，８４５，１５７－１４，３００，０００

２．事業活動支出

１．事業費 ６３，９２６，７１２ ５０，１３８，６０２ １３，４０２，０１０ ３８６，１００

２．管理費 ８２，７８２，４２１ ８２，６３０，４７８ １５１，９４３ ０

３．繰出金 ０ １４，３００，０００－１４，３００，０００

事業活動支出計 １４６，７０９，１３３ １３２，７６９，０８０ １３，５５３，９５３ ０ １４，６８６，１００－１４，３００，０００

事業活動収支差額 ９，１４９，６２９ －１，７５２，３８６ ５６５，０４０ １０，１７７，９１８ １５９，０５７

�� 投資活動収支の部

１．投資活動収入

１．特定預金取崩収入 ０ ０

投資活動収入計 ０ ０ ０ ０ ０

２．投資活動支出

１．特定資産支出 ４，４５０，０００ ４，４５０，０００

投資活動支出計 ４，４５０，０００ ４，４５０，０００ ０ ０ ０

投資活動収支差額 －４，４５０，０００ －４，４５０，０００ ０ ０ ０

�� 財務活動収支の部

１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０ ０ ０

�� 予備費支出

１．予備費 ０ ０ ０ ０

当期収支差額 ４，６９９，６２９ －６，２０２，３８６ ５６５，０４０ １０，１７７，９１８ １５９，０５７

前期繰越収支差額 ５３，１２０，４１８ １６，１１８，７４５ ３４７，６５３ ３６，５０９，５４３ １４４，４７７

次期繰越収支差額 ５７，８２０，０４７ ９，９１６，３５９ ９１２，６９３ ４６，６８７，４６１ ３０３，５３４
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会 計 監 査 報 告 書

平成２０年度一般会計、特別会計収支決算書並びに財産目録について、関係諸帳簿等を照合し慎重に監査

した結果、適正であることを認めます。

平成２１年６月１８日

監 事 笠 置 綱 清 �

監 事 清 水 正 人 �

鳥取県医師会長 岡 本 公 男 殿
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第５号議案 平成２１年度鳥取県医師会会費減免申請承認について

平成２１年度鳥取県医師会会費減免申請一覧（追加分）

申請理由

地区
高 齢 傷 病 研 修 医 不慮の災害 そ の 他

特別の事由 計 減 免 総 額

東 部 ０ ０ ６ ０ ０ ６ ７２，０００

中 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

西 部 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

大 学 ０ ０ ８ ０ ０ ８ ９５，０００

計 ０ ０ １４ ０ ０ １４ １６７，０００

会費減免申請の詳細

【研修医】

所 属
医師会

会員
種別 氏 名 所 属 病 院 所 属

医師会
会員
種別 氏 名 所 属 病 院

東 部 Ｂ 杉 � 裕 斗 鳥取赤十字病院 鳥取大学 Ｂ 谷 本 匡 史 鳥取大学医学部附属病院

〃 Ｂ 田 尻 佑 喜 鳥取県立中央病院 〃 Ｂ 武 信 二三枝 〃

〃 Ｂ 鈴 木 智 〃 〃 Ｂ 上 枝 弘 雄 〃

〃 Ｂ 米 田 尚 弘 〃 〃 Ｂ 岡 本 陽 子 〃

〃 Ｂ 竹 内 有 樹 鳥 取 市 立 病 院 〃 Ｂ 宮 谷 幸 造 〃

〃 Ｂ 甲 斐 弦 鳥 取 生 協 病 院 〃 Ｂ 渡 部 友 視 〃

鳥取大学 Ｂ 天 野 晶 文 鳥取大学医学部附属病院 〃 Ｂ 岡 本 敏 明 〃
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正
味
財
産
増
減
計
算
書
（
総
括
表
）

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で

（
単
位
：
円
）

科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

�
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

１
．
経
常
増
減
の
部

�
経
常
収
益

�
基
本
財
産
運
用
益

財
産
収
入

０
２１
３
，４
４７

０
０

０
２１
３
，４
４７

基
本
財
産
運
用
益
計

０
２１
３
，４
４７

０
０

０
２１
３
，４
４７

�
特
定
資
産
運
用
益

特
定
資
産
運
用
益
計

０
０

０
０

０
０

�
受
取
入
会
金

受
取
入
会
金

１１
，０
００
，０
００

０
０

０
０

１１
，０
００
，０
００

受
取
入
会
金
計

１１
，０
００
，０
００

０
０

０
０

１１
，０
００
，０
００

�
受
取
会
費

受
取
会
費

７７
，６
２９
，０
００

１３
，９
００
，５
００

０
０

０
９１
，５
２９
，５
００

特
別
受
取
会
費

２
，４
０９
，４
００

０
０

０
０

２
，４
０９
，４
００

積
立
金
収
入

０
０

１０
，１
１２
，０
００

０
０

１０
，１
１２
，０
００

受
取
会
費
計

８０
，０
３８
，４
００

１３
，９
００
，５
００

１０
，１
１２
，０
００

０
０

１０
４
，０
５０
，９
００

�
事
業
収
益

団
体
事
務
費
収
益

０
０

０
１４
，８
１６
，７
１１

０
１４
，８
１６
，７
１１

事
業
収
益
計

０
０

０
１４
，８
１６
，７
１１

０
１４
，８
１６
，７
１１

�
受
取
補
助
金
等

日
医
補
助
金

６
，９
７７
，５
９０

０
０

０
０

６
，９
７７
，５
９０

県
委
託
金
・
補
助
金

４
，３
８９
，７
５９

０
０

０
０

４
，３
８９
，７
５９

産
業
医
研
修
委
託
金

２
，４
７２
，０
００

０
０

０
０

２
，４
７２
，０
００

受
取
補
助
金
等
計

１３
，８
３９
，３
４９

０
０

０
０

１３
，８
３９
，３
４９
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

�
受
取
負
担
金

社
会
保
険
通
信
負
担
金

４５
１
，２
００

０
０

０
０

４５
１
，２
００

会
館
維
持
負
担
金

１
，８
６０
，０
００

０
０

０
０

１
，８
６０
，０
００

受
取
負
担
金
計

２
，３
１１
，２
００

０
０

０
０

２
，３
１１
，２
００

	
受
取
寄
付
金

受
取
寄
付
金
計

０
０

０
０

０
０



雑
収
益

受
取
利
息

２８
０
，５
９０

０
０

２８
，４
４６

０
３０
９
，０
３６

広
告
・
手
数
料
他
収
益

２
，２
１４
，８
００

０
０

０
０

２
，２
１４
，８
００

雑
収
益

７
，０
３２
，３
５５

５
，０
４６

６５
，９
１８

０
０

７
，１
０３
，３
１９

雑
収
益
計

９
，５
２７
，７
４５

５
，０
４６

６５
，９
１８

２８
，４
４６

０
９
，６
２７
，１
５５

�
他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

他
会
計
か
ら
の
繰
入
額

１４
，３
００
，０
００

０
０

０
１４
，３
００
，０
００

０

他
会
計
か
ら
の
繰
入
額
計

１４
，３
００
，０
００

０
０

０
１４
，３
００
，０
００

０

経
常
収
益
計

１３
１
，０
１６
，６
９４

１４
，１
１８
，９
９３

１０
，１
７７
，９
１８

１４
，８
４５
，１
５７

１４
，３
００
，０
００

１５
５
，８
５８
，７
６２

�
経
常
費
用

�
事
業
費

医
学
向
上
費

５
，７
８２
，５
９８

０
０

０
０

５
，７
８２
，５
９８

地
域
社
会
活
動
費

９
，９
６３
，５
６３

０
０

０
０

９
，９
６３
，５
６３

社
会
保
障
対
策
費

４
，９
３５
，６
８５

０
０

０
０

４
，９
３５
，６
８５

医
政
対
策
費

２
，７
６２
，５
６１

０
０

０
０

２
，７
６２
，５
６１

医
療
経
済
対
策
費

１
，１
０２
，９
２２

０
０

０
０

１
，１
０２
，９
２２

広
報
活
動
費

１０
，８
５７
，４
５７

０
０

０
０

１０
，８
５７
，４
５７

部
会
費

７
，３
２３
，６
１４

０
０

０
０

７
，３
２３
，６
１４

福
祉
対
策
費

２
，０
５４
，４
６５

０
０

０
０

２
，０
５４
，４
６５

地
区
医
師
会
連
絡
費

４
，７
７８
，２
１４

０
０

０
０

４
，７
７８
，２
１４

諸
支
出
金

５７
７
，５
２３

０
０

０
０

５７
７
，５
２３

病
気
療
養
見
舞
金

８
，５
１７
，０
００

８
，５
１７
，０
００

弔
慰
金

４
，３
００
，０
００

４
，３
００
，０
００
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

配
偶
者
弔
慰
金

５０
，０
００

５０
，０
００

退
会
慰
労
金

５３
５
，０
１０

５３
５
，０
１０

災
害
見
舞
金

０
０

通
信
費

１０
９
，９
７０

１０
９
，９
７０

口
座
振
替
手
数
料

２７
６
，１
３０

２７
６
，１
３０

事
業
費
計

５０
，１
３８
，６
０２

１３
，４
０２
，０
１０

０
３８
６
，１
００

０
６３
，９
２６
，７
１２

�
管
理
費

報
酬

８
，２
２５
，５
００

０
０

０
０

８
，２
２５
，５
００

給
与

２３
，９
５９
，２
００

０
０

０
０

２３
，９
５９
，２
００

職
員
手
当

１２
，１
８９
，８
３０

０
０

０
０

１２
，１
８９
，８
３０

退
職
金

０
０

０
０

０
０

共
済
費

６
，３
９５
，５
２２

０
０

０
０

６
，３
９５
，５
２２

旅
費

４
，６
９４
，７
２０

１３
９
，８
７９

０
０

０
４
，８
３４
，５
９９

一
般
事
務
費

３
，９
１３
，０
６３

１２
，０
６４

０
０

０
３
，９
２５
，１
２７

交
通
費

１
，１
６３
，１
３０

０
０

０
０

１
，１
６３
，１
３０

光
熱
水
費

３
，１
１４
，７
１１

０
０

０
０

３
，１
１４
，７
１１

建
物
減
価
償
却
費

３１
，６
０４

０
１２
，７
６１
，４
６１

０
０

１２
，７
９３
，０
６５

構
築
物
減
価
償
却
費

２３
，６
３５

０
２５
４
，０
２９

０
０

２７
７
，６
６４

什
器
備
品
減
価
償
却
費

８３
３
，１
５０

０
５０
３
，４
８４

０
０

１
，３
３６
，６
３４

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
減
価
償
却
費

２７
９
，６
２５

０
０

０
０

２７
９
，６
２５

公
課
金

５
，２
６８
，０
００

０
０

０
０

５
，２
６８
，０
００

総
会
費

４７
９
，０
９９

０
０

０
０

４７
９
，０
９９

代
議
員
会
費

２
，４
５５
，５
５４

０
０

０
０

２
，４
５５
，５
５４

理
事
会
費

４
，９
５１
，４
８６

０
０

０
０

４
，９
５１
，４
８６

監
事
会
費

１２
８
，１
４６

０
０

０
０

１２
８
，１
４６

中
国
四
国
医
師
会
連
合
負
担
金

９２
３
，５
００

０
０

０
０

９２
３
，５
００

関
係
団
体
負
担
金

４８
０
，２
００

０
０

０
０

４８
０
，２
００

会
館
維
持
管
理
費

４
，０
４６
，２
４９

０
０

０
０

４
，０
４６
，２
４９

会
館
管
理
運
営
費

１８
７
，９
５０

０
０

０
０

１８
７
，９
５０

福
利
厚
生
費

５４
，６
１８

０
０

０
０

５４
，６
１８

委
員
会
費

０
０

０
０

０
０
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科
目

一
般
会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

内
部
取
引
消
去

合
計

管
理
費
計

８３
，７
９８
，４
９２

１５
１
，９
４３

１３
，５
１８
，９
７４

０
０

９７
，４
６９
，４
０９

�
他
会
計
へ
の
繰
出
額

他
会
計
へ
の
繰
出
額

０
０

０
１４
，３
００
，０
００

１４
，３
００
，０
００

０

他
会
計
へ
の
繰
出
額
計

０
０

０
１４
，３
００
，０
００

１４
，３
００
，０
００

０

経
常
費
用
計

１３
３
，９
３７
，０
９４

１３
，５
５３
，９
５３

１３
，５
１８
，９
７４

１４
，６
８６
，１
００

１４
，３
００
，０
００

１６
１
，３
９６
，１
２１

当
期
経
常
増
減
額

△
２
，９
２０
，４
００

５６
５
，０
４０

△
３
，３
４１
，０
５６

１５
９
，０
５７

０
△
５
，５
３７
，３
５９

２
．
経
常
外
増
減
の
部

�
経
常
外
収
益

経
常
外
収
益
計

０
０

０
０

０
０

�
経
常
外
費
用

経
常
外
費
用
計

０
０

０
０

０
０

当
期
経
常
外
増
減
額

０
０

０
０

０
０

税
引
前
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
２
，９
２０
，４
００

５６
５
，０
４０

△
３
，３
４１
，０
５６

１５
９
，０
５７

０
△
５
，５
３７
，３
５９

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
２
，９
２０
，４
００

５６
５
，０
４０

△
３
，３
４１
，０
５６

１５
９
，０
５７

０
△
５
，５
３７
，３
５９

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

３４
５
，６
１３
，４
０１

１２
７
，４
１７
，６
５３

２８
６
，０
７４
，３
１０

１４
４
，４
７７

０
７５
９
，２
４９
，８
４１

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

３４
２
，６
９３
，０
０１

１２
７
，９
８２
，６
９３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

０
７５
３
，７
１２
，４
８２

�
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

０
０

０
０

０
０

指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

０
０

０
０

０
０

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

０
０

０
０

０
０

�
正
味
財
産
期
末
残
高

３４
２
，６
９３
，０
０１

１２
７
，９
８２
，６
９３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

０
７５
３
，７
１２
，４
８２
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正味財産増減計算書（一般会計）

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 受取入会金
受取入会金 １１，０００，０００ ８，０００，０００ ３，０００，０００

受取入会金計 １１，０００，０００ ８，０００，０００ ３，０００，０００

� 受取会費 ０
受取会費 ７７，６２９，０００ ７８，６４１，０００ △１，０１２，０００
特別受取会費 ２，４０９，４００ ２，４２５，６００ △１６，２００

受取会費計 ８０，０３８，４００ ８１，０６６，６００ △１，０２８，２００

� 受取補助金等 ０
日医補助金 ６，９７７，５９０ ７，２３２，７５０ △２５５，１６０
県委託金 ４，３８９，７５９ ６，３５７，８９９ △１，９６８，１４０
産業医研修委託金 ２，４７２，０００ ２，３２７，０００ １４５，０００

受取補助金等計 １３，８３９，３４９ １５，９１７，６４９ △２，０７８，３００

� 受取負担金 ０
社会保険通信負担金 ４５１，２００ ４５８，４００ △７，２００
会館維持負担金 １，８６０，０００ １，８６０，０００ ０

受取負担金計 ２，３１１，２００ ２，３１８，４００ △７，２００

� 雑収益 ０
受取利息 ２８０，５９０ ３１６，６７０ △３６，０８０
広告・手数料他収益 ２，２１４，８００ ２，３５０，８００ △１３６，０００
雑収益 ７，０３２，３５５ ９，２５２，１４３ △２，２１９，７８８

雑収益計 ９，５２７，７４５ １１，９１９，６１３ △２，３９１，８６８

� 他会計からの繰入額 ０
他会計からの繰入額 １４，３００，０００ １５，２００，０００ △９００，０００

他会計からの繰入額計 １４，３００，０００ １５，２００，０００ △９００，０００

経常収益計 １３１，０１６，６９４ １３４，４２２，２６２ △３，４０５，５６８

� 経常費用 ０
� 事業費 ０
医学向上費 ５，７８２，５９８ ６，９８４，１１８ △１，２０１，５２０
地域社会活動費 ９，９６３，５６３ １０，１５５，６７７ △１９２，１１４
社会保障対策費 ４，９３５，６８５ ３，７６５，６８５ １，１７０，０００
医政対策費 ２，７６２，５６１ ３，６４１，８９９ △８７９，３３８
医療経済対策費 １，１０２，９２２ １，３５７，９０５ △２５４，９８３
広報活動費 １０，８５７，４５７ １０，７１４，３３８ １４３，１１９
部会費 ７，３２３，６１４ ７，６４７，１６５ △３２３，５５１
福祉対策費 ２，０５４，４６５ ２，５０３，０３８ △４４８，５７３
地区医師会連絡費 ４，７７８，２１４ ５，８７３，０６５ △１，０９４，８５１
諸支出金 ５７７，５２３ １，３６６，５５５ △７８９，０３２

事業費計 ５０，１３８，６０２ ５４，００９，４４５ △３，８７０，８４３

� 管理費 ０
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科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

報酬 ８，２２５，５００ ８，２２５，５００ ０
給与 ２３，９５９，２００ ２３，５３８，０００ ４２１，２００
職員手当 １２，１８９，８３０ １１，９４８，１４０ ２４１，６９０
退職金 ０ １２０，０００ △１２０，０００
共済費 ６，３９５，５２２ ６，２６０，９９０ １３４，５３２
旅費 ４，６９４，７２０ ６，１５５，８９０ △１，４６１，１７０
一般事務費 ３，９１３，０６３ ３，８６８，１５４ ４４，９０９
交通費 １，１６３，１３０ １，２０３，２３０ △４０，１００
光熱水費 ３，１１４，７１１ ２，７４３，８９４ ３７０，８１７
建物減価償却費 ３１，６０４ ３３，９９６ △２，３９２
構築物減価償却費 ２３，６３５ ２４，９５８ △１，３２３
什器備品減価償却費 ８３３，１５０ １，２３３，１９８ △４００，０４８
ソフトウェア減価償却費 ２７９，６２５ ２１３，３００ ６６，３２５
公課金 ５，２６８，０００ ５，０６０，７００ ２０７，３００
総会費 ４７９，０９９ ８２９，４５６ △３５０，３５７
代議員会費 ２，４５５，５５４ ２，９１４，２７７ △４５８，７２３
理事会費 ４，９５１，４８６ ５，７９５，７１１ △８４４，２２５
監事会費 １２８，１４６ １４７，０６５ △１８，９１９
中国四国医師会連合負担金 ９２３，５００ ９８４，０６０ △６０，５６０
関係団体負担金 ４８０，２００ １６８，２００ ３１２，０００
会館維持管理費 ４，０４６，２４９ ４，２４３，０４９ △１９６，８００
会館管理運営費 １８７，９５０ ２７１，５３１ △８３，５８１
福利厚生費 ５４，６１８ １５６，４５０ △１０１，８３２

管理費計 ８３，７９８，４９２ ８６，１３９，７４９ △２，３４１，２５７

経常費用計 １３３，９３７，０９４ １４０，１４９，１９４ △６，２１２，１００

当期経常増減額 △２，９２０，４００ △５，７２６，９３２ ２，８０６，５３２

２．経常外増減の部 ０
� 経常外収益 ０

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用 ０
� その他の経常外費用 ０

退職給付引当金繰入額 ０ ３，３６０，０００ △３，３６０，０００

その他の経常外費用計 ０ ３，３６０，０００ △３，３６０，０００

経常外費用計 ０ ３，３６０，０００ △３，３６０，０００

当期経常外増減額 ０ △３，３６０，０００ ３，３６０，０００

税引前当期一般正味財産増減額 △２，９２０，４００ △９，０８６，９３２ ６，１６６，５３２

当期一般正味財産増減額 △２，９２０，４００ △９，０８６，９３２ ６，１６６，５３２

一般正味財産期首残高 ３４５，６１３，４０１ ３５４，７００，３３３ △９，０８６，９３２

一般正味財産期末残高 ３４２，６９３，００１ ３４５，６１３，４０１ △２，９２０，４００

� 指定正味財産増減の部 ０

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ３４２，６９３，００１ ３４５，６１３，４０１ △２，９２０，４００
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正味財産増減計算書（共済会会計）

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 基本財産運用益
財産収入 ２１３，４４７ ２３２，１３１ △１８，６８４

� 受取会費
受取会費 １３，９００，５００ １４，１５８，５００ △２５８，０００

� 雑収益
雑収益 ５，０４６ ７，８７３ △２，８２７

経常収益計 １４，１１８，９９３ １４，３９８，５０４ △２７９，５１１

� 経常費用
� 事業費
病気療養見舞金 ８，５１７，０００ １４，１０６，０００ △５，５８９，０００
弔慰金 ４，３００，０００ ６，５００，０００ △２，２００，０００
配偶者弔慰金 ５０，０００ １２０，０００ △７０，０００
退会慰労金 ５３５，０１０ ５８５，０００ △４９，９９０
災害見舞金 ０ ５００，０００ △５００，０００

事業費計 １３，４０２，０１０ ２１，８１１，０００ △８，４０８，９９０

� 管理費
委員会費 １３９，８７９ ５，０００ １３４，８７９
一般事務費 １２，０６４ １８，８９１ △６，８２７

管理費計 １５１，９４３ ２３，８９１ １２８，０５２

経常費用計 １３，５５３，９５３ ２１，８３４，８９１ △８，２８０，９３８

当期経常増減額 ５６５，０４０ △７，４３６，３８７ ８，００１，４２７

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 ５６５，０４０ △７，４３６，３８７ ８，００１，４２７

当期一般正味財産増減額 ５６５，０４０ △７，４３６，３８７ ８，００１，４２７

一般正味財産期首残高 １２７，４１７，６５３ １３４，８５４，０４０ △７，４３６，３８７

一般正味財産期末残高 １２７，９８２，６９３ １２７，４１７，６５３ ５６５，０４０

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 １２７，９８２，６９３ １２７，４１７，６５３ ５６５，０４０
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正味財産増減計算書（会館修繕積立金会計）

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 受取会費
積立金収入 １０，１１２，０００ １０，３４０，０００ △２２８，０００

� 雑収益
雑収益 ６５，９１８ ５１，１６３ １４，７５５

経常収益計 １０，１７７，９１８ １０，３９１，１６３ △２１３，２４５

� 経常費用
� 管理費
建物減価償却費 １２，７６１，４６１ １３，５５３，４６６ △７９２，００５
構築物減価償却費 ２５４，０２９ ２６５，４９４ △１１，４６５
什器備品減価償却費 ５０３，４８４ ５７１，５９３ △６８，１０９
諸経費 ０ ４２０ △４２０

管理費計 １３，５１８，９７４ １４，３９０，９７３ △８７１，９９９

経常費用計 １３，５１８，９７４ １４，３９０，９７３ △８７１，９９９

当期経常増減額 △３，３４１，０５６ △３，９９９，８１０ ６５８，７５４

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 △３，３４１，０５６ △３，９９９，８１０ ６５８，７５４

当期一般正味財産増減額 △３，３４１，０５６ △３，９９９，８１０ ６５８，７５４

一般正味財産期首残高 ２８６，０７４，３１０ ２９０，０７４，１２０ △３，９９９，８１０

一般正味財産期末残高 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６

鳥取県医師会報 ０９．８ 臨時号

142



正味財産増減計算書（生命保険会計）

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
� 経常収益
� 事業収益
団体事務費収益 １４，８１６，７１１ １５，４７８，０５６ △６６１，３４５

� 雑収益
受取利息 ２８，４４６ ２５，６５３ ２，７９３

経常収益計 １４，８４５，１５７ １５，５０３，７０９ △６５８，５５２

� 経常費用
� 事業費
通信費 １０９，９７０ １０６，４０３ ３，５６７
口座振替手数料 ２７６，１３０ ３６０，８２１ △８４，６９１

事業費計 ３８６，１００ ４６７，２２４ △８１，１２４

� 他会計への繰出額
他会計への繰出額 １４，３００，０００ １５，２００，０００ △９００，０００

経常費用計 １４，６８６，１００ １５，６６７，２２４ △９８１，１２４

当期経常増減額 １５９，０５７ △１６３，５１５ ３２２，５７２

２．経常外増減の部
� 経常外収益

経常外収益計 ０ ０ ０

� 経常外費用

経常外費用計 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ０

税引前当期一般正味財産増減額 １５９，０５７ △１６３，５１５ ３２２，５７２

当期一般正味財産増減額 １５９，０５７ △１６３，５１５ ３２２，５７２

一般正味財産期首残高 １４４，４７７ ３０７，９９２ △１６３，５１５

一般正味財産期末残高 ３０３，５３４ １４４，４７７ １５９，０５７

� 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ０ ０ ０

指定正味財産期首残高 ０ ０ ０

指定正味財産期末残高 ０ ０ ０

� 正味財産期末残高 ３０３，５３４ １４４，４７７ １５９，０５７
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貸
借
対
照
表
（
総
括
表
）

平
成
２１
年
３
月
３１
日
現
在

（
単
位
：
円
）

科
目

一
般

会
計

共
済
会
会
計

会
館
修
繕
積
立
金
会
計

生
命
保
険
会
計

合
計

�
資
産
の
部

１
．
流
動
資
産

現
金
預
金

１３
，９
１４
，３
２３

３
，４
９２
，０
８３

４６
，６
８７
，４
６１

３０
３
，５
３４

６４
，３
９７
，４
０１

未
収
金

１０
，１
７３
，７
５９

０
０

０
１０
，１
７３
，７
５９

流
動
資
産
合
計

２４
，０
８８
，０
８２

３
，４
９２
，０
８３

４６
，６
８７
，４
６１

３０
３
，５
３４

７４
，５
７１
，１
６０

２
．
固
定
資
産

�
基
本
財
産 基
本
財
産
合
計

０
０

０
０

０
�

特
定
資
産

退
職
給
付
引
当
資
産

６２
，４
４９
，１
７９

０
０

０
６２
，４
４９
，１
７９

医
事
紛
争
積
立
資
産

４
，８
００
，０
００

１２
７
，０
７０
，０
００

０
０

１３
１
，８
７０
，０
００

緊
急
事
業
積
立
金

２２
，６
５１
，０
００

０
０

０
２２
，６
５１
，０
００

共
済
会
積
立
資
産

０
０

０
０

０
特
定
資
産
合
計

８９
，９
００
，１
７９

１２
７
，０
７０
，０
００

０
０

２１
６
，９
７０
，１
７９

�
そ
の
他
固
定
資
産

建
物

１
，０
８５
，８
０８

０
６０
９
，２
５０
，７
８０

０
６１
０
，３
３６
，５
８８

構
築
物

１
，０
００
，０
００

０
１８
，６
８７
，３
３１

０
１９
，６
８７
，３
３１

什
器
備
品

６
，４
７０
，４
１５

０
４８
，５
１１
，５
５２

０
５４
，９
８１
，９
６７

土
地

２７
３
，５
２２
，３
５０

０
０

０
２７
３
，５
２２
，３
５０

減
価
償
却
累
計
額

△
６
，４
１７
，８
０６

０
△
４４
０
，４
０３
，８
７０

０
△
４４
６
，８
２１
，６
７６

無
形
固
定
資
産
償
却
累
計
額

△
２
，３
９７
，０
００

０
０

０
△
２
，３
９７
，０
００

投
資
有
価
証
券

２０
，０
００
，０
００

０
０

０
２０
，０
００
，０
００

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

３
，２
６１
，８
７５

０
０

０
３
，２
６１
，８
７５

そ
の
他
固
定
資
産
合
計

２９
６
，５
２５
，６
４２

０
２３
６
，０
４５
，７
９３

０
５３
２
，５
７１
，４
３５

固
定
資
産
合
計

３８
６
，４
２５
，８
２１

１２
７
，０
７０
，０
００

２３
６
，０
４５
，７
９３

０
７４
９
，５
４１
，６
１４

資
産
合
計

４１
０
，５
１３
，９
０３

１３
０
，５
６２
，０
８３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

８２
４
，１
１２
，７
７４

�
負
債
の
部

１
．
流
動
負
債

未
払
金

４
，１
７１
，７
２３

２
，５
７９
，３
９０

０
０

６
，７
５１
，１
１３

仮
受
金

１０
，０
００
，０
００

０
０

０
１０
，０
００
，０
００

流
動
負
債
合
計

１４
，１
７１
，７
２３

２
，５
７９
，３
９０

０
０

１６
，７
５１
，１
１３

２
．
固
定
負
債

退
職
給
付
引
当
金

５３
，６
４９
，１
７９

０
０

０
５３
，６
４９
，１
７９

固
定
負
債
合
計

５３
，６
４９
，１
７９

０
０

０
５３
，６
４９
，１
７９

負
債
合
計

６７
，８
２０
，９
０２

２
，５
７９
，３
９０

０
０

７０
，４
００
，２
９２

�
正
味
財
産
の
部

１
．
指
定
正
味
財
産

２
．
一
般
正
味
財
産

３４
２
，６
９３
，０
０１

１２
７
，９
８２
，６
９３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

７５
３
，７
１２
，４
８２

正
味
財
産
合
計

３４
２
，６
９３
，０
０１

１２
７
，９
８２
，６
９３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

７５
３
，７
１２
，４
８２

負
債
及
び
正
味
財
産
合
計

４１
０
，５
１３
，９
０３

１３
０
，５
６２
，０
８３

２８
２
，７
３３
，２
５４

３０
３
，５
３４

８２
４
，１
１２
，７
７４
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貸借対照表（一般会計）

平成２１年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 １３，９１４，３２３ １０，５８２，０２６ ３，３３２，２９７

未 収 金 １０，１７３，７５９ １０，４５４，２９９ △２８０，５４０

流動資産合計 ２４，０８８，０８２ ２１，０３６，３２５ ３，０５１，７５７

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

退職給付引当資産 ６２，４４９，１７９ ５７，９９９，１７９ ４，４５０，０００

医事紛争積立資産 ４，８００，０００ ４，８００，０００ ０

緊急事業積立金 ２２，６５１，０００ ２２，６５１，０００ ０

特定資産合計 ８９，９００，１７９ ８５，４５０，１７９ ４，４５０，０００

� その他固定資産

建 物 １，０８５，８０８ １，０８５，８０８ ０

構 築 物 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

什器備品 ６，４７０，４１５ ６，４７０，４１５ ０

土 地 ２７３，５２２，３５０ ２７３，５２２，３５０ ０

減価償却累計額 △６，４１７，８０６ △５，５２９，４１７ ８８８，３８９

無形固定資産償却累計額 △２，３９７，０００ △２，１１７，３７５ △２７９，６２５

投資有価証券 ２０，０００，０００ ２０，０００，０００ ０

コンピュータソフトウエア ３，２６１，８７５ ３，２６１，８７５ ０

その他固定資産合計 ２９６，５２５，６４２ ２９７，６９３，６５６ △１，１６８，０１４

固定資産合計 ３８６，４２５，８２１ ３８３，１４３，８３５ ３，２８１，９８６

資産合計 ４１０，５１３，９０３ ４０４，１８０，１６０ ６，３３３，７４３

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 ４，１７１，７２３ ４，９１７，５８０ △７４５，８５７

仮 受 金 １０，０００，０００ ０ １０，０００，０００

流動負債合計 １４，１７１，７２３ ４，９１７，５８０ ９，２５４，１４３

２．固定負債

退職給付引当金 ５３，６４９，１７９ ５３，６４９，１７９ ０

固定負債合計 ５３，６４９，１７９ ５３，６４９，１７９ ０

負債合計 ６７，８２０，９０２ ５８，５６６，７５９ ９，２５４，１４３

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ３４２，６９３，００１ ３４５，６１３，４０１ △２，９２０，４００

正味財産合計 ３４２，６９３，００１ ３４５，６１３，４０１ △２，９２０，４００

負債及び正味財産合計 ４１０，５１３，９０３ ４０４，１８０，１６０ ６，３３３，７４３
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貸借対照表（共済会会計）

平成２１年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ３，４９２，０８３ １，６６２，４９３ １，８２９，５９０

未 収 金 ０ １５，０００ △１５，０００

流動資産合計 ３，４９２，０８３ １，６７７，４９３ １，８１４，５９０

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

共済会積立資産 １２７，０７０，０００ １２７，０７０，０００ ０

特定資産合計 １２７，０７０，０００ １２７，０７０，０００ ０

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 １２７，０７０，０００ １２７，０７０，０００ ０

資産合計 １３０，５６２，０８３ １２８，７４７，４９３ １，８１４，５９０

� 負債の部

１．流動負債

未 払 金 ２，５７９，３９０ １，３２９，８４０ １，２４９，５５０

流動負債合計 ２，５７９，３９０ １，３２９，８４０ １，２４９，５５０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ２，５７９，３９０ １，３２９，８４０ １，２４９，５５０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 １２７，９８２，６９３ １２７，４１７，６５３ ５６５，０４０

正味財産合計 １２７，９８２，６９３ １２７，４１７，６５３ ５６５，０４０

負債及び正味財産合計 １３０，５６２，０８３ １２８，７４７，４９３ １，８１４，５９０
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貸借対照表（会館修繕積立金会計）

平成２１年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ４６，６８７，４６１ ３６，４９９，５４３ １０，１８７，９１８

未 収 金 ０ １０，０００ △１０，０００

流動資産合計 ４６，６８７，４６１ ３６，５０９，５４３ １０，１７７，９１８

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

建 物 ６０９，２５０，７８０ ６０９，２５０，７８０ ０

構 築 物 １８，６８７，３３１ １８，６８７，３３１ ０

什器備品 ４８，５１１，５５２ ４８，５１１，５５２ ０

減価償却累計額 △４４０，４０３，８７０ △４２６，８８４，８９６ １３，５１８，９７４

その他固定資産合計 ２３６，０４５，７９３ ２４９，５６４，７６７ △１３，５１８，９７４

固定資産合計 ２３６，０４５，７９３ ２４９，５６４，７６７ △１３，５１８，９７４

資産合計 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６

� 負債の部

１．流動負債

流動負債合計 ０ ０ ０

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ ０ ０

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６

正味財産合計 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６

負債及び正味財産合計 ２８２，７３３，２５４ ２８６，０７４，３１０ △３，３４１，０５６
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貸借対照表（生命保険会計）

平成２１年３月３１日現在

（単位：円）

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

� 資産の部

１．流動資産

現金預金 ３０３，５３４ ４２，６０４，２５５ △４２，３００，７２１

流動資産合計 ３０３，５３４ ４２，６０４，２５５ △４２，３００，７２１

２．固定資産

� 基本財産

基本財産合計 ０ ０ ０

� 特定資産

特定資産合計 ０ ０ ０

� その他固定資産

その他固定資産合計 ０ ０ ０

固定資産合計 ０ ０ ０

資産合計 ３０３，５３４ ４２，６０４，２５５ △４２，３００，７２１

� 負債の部

１．流動負債

預 り 金 ０ ４２，４５９，７７８ △４２，４５９，７７８

流動負債合計 ０ ４２，４５９，７７８ △４２，４５９，７７８

２．固定負債

固定負債合計 ０ ０ ０

負債合計 ０ ４２，４５９，７７８ △４２，４５９，７７８

� 正味財産の部

１．指定正味財産

２．一般正味財産 ３０３，５３４ １４４，４７７ １５９，０５７

正味財産合計 ３０３，５３４ １４４，４７７ １５９，０５７

負債及び正味財産合計 ３０３，５３４ ４２，６０４，２５５ △４２，３００，７２１
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財 産 目 録
平成２１年３月３１日

資産の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動資産 ７４，５７１，１６０

１．預 金 ６４，３９７，４０１

鳥取銀行・本店 普通預金（一般会計） ８，８０１，２９２

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（一般会計） ５，１１３，０３１

鳥取銀行・本店 普通預金（共済会会計） ６６１，２７２

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（共済会会計） ２，８３０，８１１

鳥取銀行・本店 普通預金（会館修繕積立金会計） １７，２８８，４７９

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金（会館修繕積立金会計） ２９，３９８，９８２

鳥取銀行・本店 普通預金（生命保険会計） ３０３，５３４

２．未収入金 １０，１７３，７５９

〔一般会計〕 １０，１７３，７５９

均等割・所得割会費収入 ４，７１２，０００

受取入会金 １００，０００

産業医部会会費 ３８４，０００

社会保険通信負担金 ２４２，４００

日医補助金 １２６，０００

県委託金・補助金 ４，３８９，７５９

雑 収 入 １１３，０００

広告手数料他収入 １０６，６００

�．固定資産 ７４９，５４１，６１４

１．有形固定資産 ５１１，７０６，５６０

� 建 物 鳥取市戎町３１７番地 ６１０，３３６，５８８

鉄筋コンクリート４階建一部５階建

健康会館

建築面積８６６．９４� 延床面積２，０９１．８４�

建 物 ４６３，１１９，７８０

付属設備 １４７，２１６，８０８

� 構 築 物 １９，６８７，３３１

舗装工事 ６，３６２，６７１

花 壇 ８，０２９，３５５

ブロック塀 ３，７６０，１４９

擁 壁 他 １，５３５，１５６

� 器具備品 ５４，９８１，９６７

１階研修センター連結イス ９，２２５，０００

１階研修センター舞台吊物装置 ５，５００，０００

２階理事会室会議テーブル・イス ５，８２７，２００

２階常任理事会室会議テーブル・イス ４，０３０，４００

３階資料室平行移動書庫 １，２１６，０００

３階研修室テーブル・チェアー １，１６０，０００

４階図書室移動棚コンパックルーム ３，６３５，１６０

４階集会室テーブル １，３１４，０００

４階集会室チェアー １，２９６，０００

４階集会室ウォール １，２６６，９００
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科 目 内 訳 金 額

ハートシムACLSトレーニングシステム ２，４８６，９２５

研修室備品他 １８，０２４，３８２

� 土 地 ２７３，５２２，３５０

鳥取市戎町３１７番地

宅地 １，９５７．３７� ２７３，５２２，３５０

� 減価償却累計額 －４４６，８２１，６７６

建 物 －２４５，６８１，８２４

付 属 設 備 －１３２，６８６，５５７

構 築 物 －１７，４６４，４６２

器 具 備 品 －５０，９８８，８３３

２．無形固定資産 ２０，８６４，８７５

� コンピュータソフトウェア ３，２６１，８７５

控除システム等 １，５１７，２５０

法人会計システム指導料・会員情報管理システム設計料 ７４９，７５０

ホームページ管理ソフト ９９４，８７５

� 減価償却累計額 －２，３９７，０００

� 投資有価証券 鳥取県公募公債（５年債） ２０，０００，０００

３．特定資産 ２１６，９７０，１７９

� 緊急事業積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ２２，６５１，０００

� 医事紛争積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ４，８００，０００

� 役員退職積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ５，０６０，０００

� 職員退職積立金 鳥取銀行・本店 普通預金 ３６，６１５，１５０

山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 １０，３８６，１７９

中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 １０，３８７，８５０

� 共済会積立金 山陰合同銀行・鳥取営業部 普通預金 ５６，８１０，０００

中央三井信託銀行・鳥取支店 普通預金 ７０，２６０，０００

資 産 合 計 ８２４，１１２，７７４
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負債の部 （単位；円）

科 目 内 訳 金 額

�．流動負債 １６，７５１，１１３

１．未払金 ６，７５１，１１３

〔一般会計〕 ４，１７１，７２３

鳥取医学雑誌発行費 ６２７，２７５

代議員会費 ２２，２００

調査研究費 ４８３，０００

糖尿病対策費 ２４０，０００

救急・防災対策費 ３８１，８４８

情報システム対策費 ２０８，５３０

特定健診・保健指導対策費 １０，０６０

社会保障医療対策費 １５，０００

会 報 費 ５，４６０

母体保護法指定医部会 ８４０

地区医師会交付金 １，２８０，０００

給 与 職員手当 １２４，８７０

旅 費 －４５４，７４０

共 済 費 ３２２，８８０

公 課 費 ８２６，０００

中国四国医師会連合負担金 ７８，５００

〔共済会会計〕 ２，５７９，３９０

一般事務費 １，０５０

病気療養見舞金 １，３５０，０００

弔慰金 １，１００，０００

退会慰労金 １２８，３４０

２．仮受金 １０，０００，０００

〔一般会計〕 １０，０００，０００

１０，０００，０００

�．固定負債 ５３，６４９，１７９

１．退職給与引当金 ５３，６４９，１７９

負 債 合 計 ７０，４００，２９２

差 引 正 味 財 産 ７５３，７１２，４８２
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